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　　　pre Sequence　　可解事故







　ついに、喃なん平ぺいの馬鹿が極まった。




「……てっ……」

　飴あめを煮しめたような、くたびれた長なが屋やの薄暗い廊下だった。

　葉よう柄へいは足元のランドセルを蹴けりやり、汗を拭ぬぐい、荒い息をついていた。大きく吸って、吐いては吸ってをさっきからずっと繰り返しているのだが、息はぜんぜん整わなかった。

　そうしてようやく食いしばった歯の隙すき間まから、葉柄は声を押し出した。

「テレポートだあ……!?」

　共同の玄関にはひと気がなく、傾いて今にも倒れそうな下駄箱が一つあるばかりだ。黄ばんだセロテープで補修された窓から、昼下がりの埃ほこりっぽい陽光がぼんやりと射さしこんでいる。

　その隅で、葉柄はこれまた共用の黒電話を握りしめていた。

　なにしろ、ついさっきまで学校にいたのだ。

　給食を片付けていたところを校内放送で呼び出された葉よう柄へいは、困惑気味の事務のお姉さんから『お養父とうさんから電話があったらしい』と伝えられたのだった。ケータイすら滅びかかったこのご時世、事務のお姉さんも共有電話の取り次ぎを頼まれるとは予想外だったのだろう。職員室に駆けつけた葉柄がランドセルを持参していたのも、奇妙に映ったかも知れない。

　そしてそう聞いた直後、葉柄はダッシュで学校を飛び出してきたのだった。

　途中ですれ違った同級生たちや教師が声を掛けてきたが、全部振り切った。

　もはや、後のことは知ったことではなかった。

　そうして自宅のおんぼろ長なが屋やまで駆け戻ってきた葉柄が、タイミング良く目の前でじゃりりんとがなり立てていた黒電話を取りあげてみればこれだ。

　喃なん平ぺいはもともと総天然色の馬鹿だが、ときどき馬鹿をこじらせてしまうことがある。

　それが、今だ。

「……おい喃平。テレポートっていったら、あれか？　ＳＦとか超能力でやってるような、こっちからあっちに瞬しゆん間かん移動するやつか？　お前、あれをやるって言ってんのか？」

『　うん　そう　』

　通話口の向こうからは、喃平の屈くつ託たくのない声が返ってくる。

　三み十そ路じも過ぎたというのに、やたらと子供っぽいその声は聞き間違えようもなかった。

『　ぼくと　〝おじょうさん〟で　ふたり　いっしょに　』

『　疑似　てれぽーと　すれば　』

『　もっと　かんたんに　にげられるんじゃ　ないかなあ　って　』

「テレポートって、お前なあ……」

　思わずしゃがみこみ、葉柄はそのまま頭を抱えた。喃平が馬鹿だからではない。

　──やばい。こいつ本気だ。

　箒ほうき場ば喃平は葉柄の保護者である。血こそ繫つながっていないが、一応は親子ということになっている。あえて指さし確認すれば、三十路の喃平が保護者で小学生の葉柄が被保護者だ。

　なのだが、箒場家における実態はまるっきり逆だった。

　なにしろ喃平は、声が子供っぽいだけではなく、頭の中身もまるっきり子供である。三十路をとうに越えているのに生活能力は皆無であり、できるのは湯を沸かすことだけだ。箒場家において、炊すい事じ掃除洗せん濯たくその他、あらゆる家事は葉柄がこなしている。

　そして中身だけでなく、喃平は外見も高校生ぐらいに見える。葉柄と並んでも年の離れた兄弟ぐらいにしか見えない。これで教授と呼ばれているのだから、世は謎に満ちている。

　だが、葉柄に言わせれば、喃平はやっぱり馬鹿なのだった。

　それも、今日は極めつけだ。

　言ってることがどうかしているのはいい。喃平ではいつものことだ。

　ただ、状況が悪すぎた。

「……お前、駆け落ちしてるって自覚はあんのかよ？」

　今日の昼頃になれば、喃なん平ぺいが連絡してくることはわかっていた。そこから作戦開始、というのが、この作戦の手はずだったからだ。

　だがまさかこの土ど壇たん場ばで、喃平がテレポートすると言い出すことまでは予測できなかった。

　テレポート。

　突っこみどころが多すぎて、頭に血が上るどころの話ではなかった。文句の付けどころは、頭の先からしっぽまで全部だ。頭痛がするのを通りこして、葉よう柄へいはもはや絶望を感じる。眉まゆ根ねを寄せたままでいるせいか、さっきからずっと眉み間けんが痛かった。

　いつだって喃平は思いつきでものを言うが、それにしたってテレポートはない。

「……ったく冗談じゃねえぞ。もうこっちはトライアルの前段階に入ってんのに」

　黒電話の受話器に耳をくっつけたまま、葉柄は苦り切った表情であたりを見回す。

　長屋の玄関の向こうには、不安を煽あおる黄色と黒のしましま。その中にまじって、やけに冷静な広報と誘導灯がちらついていた。

　きっと今ごろ、小学校は休校になっている。





＊＊＊＊　　退たい　　避ひ　　勧かん　　告こく　　＊＊＊＊




＊＊＊＊　　順　　路　　指　　示　　＊＊＊＊






　葉柄が小学校を出た直後、まるで狙ったかのように退避勧告が出ていた。それがこれだ。

　西にし春日かすが市しのあちこちには掲示領域が仕込まれている。自販機や交通標識、それに壁面のペーパービュー。指示や勧告レベルだとじわじわ危機感が煽られるだけだが、もっと状況が切迫すれば、すべての表示が「あと数時間以内に退避領域に移動しろ」という警告に切り替わる。

　西にし春日かすが学がく派はが『準備』を始めた前兆だ。

　今ごろ、その西春日学派は蜂はちの巣すをつついたような騒さわぎになっているはずだ。

　なにしろ学派も、こんな『準備』をした覚えはないだろうから。

　もう、時間がない。

「なあ喃平。ムチャ言うなよ。今さら予定変更なんてできねえよ。ここまでやらせといて寝言いってんじゃねえぞ。だいたいお前、いま〝お嬢じようさん〟も連れてんだろ？　お前まさか、テレポートってやつに〝お嬢さん〟まで巻きこむつもりか？」

　焦る気持ちを押し殺しつつ、葉柄はなんとか喉をなだめた。祈るような気持ちで、向こうの返事に耳を澄すます。

　だが、通話口の向こうから返ってくる声はおっとり朗らかで、なんの変化もないのだった。

『　うん　そう　』

『　ふたりで　疑似テレポート　すれば　いいんじゃないかなあ　？　』

　危うく怒鳴り散らしそうになり、葉よう柄へいは腹の下あたりに理不尽な力をこめて耐えた。

　なにしろ相手は馬鹿だ。この馬鹿は、現在どこにいるかわからない上に〝お嬢じようさん〟を連れている。そしてその〝お嬢さん〟は、他人の嫁になる予定の人なのだ。

　そんな人と駆け落ちするのに、テレポート。

　葉柄の目の前が、くらっとした。

「……っ、いいか喃なん平ぺい、よーく、落ち着いて、考え直せよ……？　もっっっっっぺんだけ説明してやるからよーく聞け」

　こんな会話、誰だれかに聞かれたらいろんな意味でアウトだった。頭がおかしいと思われかねない。怒りのあまり、眉み間けんとこめかみのあたりにガンガン集まる血の流れを必死でやりすごす。

　そうして砕けそうなほど奥歯を嚙かみしめ、葉柄は声を絞り出した。

「テレポートなんて、できるわけねえだろ？」

　な？　わかるだろ？　と、もはや絶望を通りこして、泣きそうな気持ちで葉柄は囁ささやく。

　小学生にだってわかるようなことが、なんでわからねえんだこの馬鹿。

『　ちがうよ　葉柄　』

　だが、ダメだった。

『　疑似　』

『　てれぽーと　じゃなくて　疑似　てれぽーと　』

『　てれぽーと　じゃ　ないけど　おなじようなもの　』

　げっそりと嘆息を漏らす葉柄をよそに、受話器の向こうの喃平は変な喩たとえ話ばなしをした。

『　ＲＰＧで　あるでしょ　とおくで　しんでも　おうさまのまえで　いきかえるやつ　』

『　疑似テレポートは　あれと　いっしょ　』

『　おなじひとを　ふたり　よういして　かたっぽが　いなくなれば　』

『　ほら　てれぽーとと　いっしょ　』

「そりゃゲームの話だろうが！　どこが一緒なんだよ!?」

　喃平が言っているのは、カセット着脱式の古いゲームの話だ。

　西にし春日かすが学がく派はの箒ほうき場ば研究室には、喃平の拾ってきた無数のガラクタに混じって、特許の切れた八ビットコンシューマ機のパチモンが転がっている。そいつには胡う散さん臭くさいプログラムライターと何十種もの海賊版ゲームが内蔵されていて、喃平はＲＰＧを気に入っていた。ひらがなカタカナ数字に記号ぐらいなら、喃平だって読めるからだ。

　と。

「……やべえな」





＊＊＊＊　　沈 降 試 験 発 令 中　　＊＊＊＊






　長なが屋やのガラス戸の向こうの「退たい避ひ勧かん告こく」が、黄色と黒のしましまから赤と黒のしましまへと変化し始めた。

「おい喃なん平ぺい。今回ばっかりはお前の遊びに付き合ってる暇なんてねえんだよ。わけのわかんねえ話は後にしろ。こっちはもうそれどこじゃねえ」

　その光景を見やった葉よう柄へいは、額ひたいを伝う汗を拭ぬぐいつつ、嚙かんで含めるように言い渡す。

「いいか？　〝お嬢じようさん〟は八や重え垣がき教授の許嫁いいなずけさんだぞ。お前のダチで、偉い先生の、嫁さんになる人だぞ。それをさらおうってだけでもヤバいのになんだ、なんとかテレポート？」

『　疑似　』

「うるせえわかったよ。とにかく、疑似テレポートなんてわけわかんねえのはやめろ。お前がどうなろうと構わねえけど〝お嬢さん〟になにかあってみろ。本当に血の雨が降るぞ」

『　でも　葉柄　』

「でも、じゃねえつってんだろ。お前と〝お嬢さん〟を西にし春日かすがからトンズラさせる作戦を、俺と日ひ向むかいのおっさんで進めてる。だからいいか、やめろ。でなきゃもう俺は手を貸さねえ──」

『　　　ほ　か　に　　　ほ　う　ほ　う　が　　　　な　い　ん　だ　』

　ふいに、受話器の向こうから聞こえる声に、ざっ……ざっ……とノイズが混じり始めた。

　長屋近辺の通信状態は、お世辞にもあまり良くない。西春日市ではよくあることだが、よりにもよってこのタイミングで起きるとは。

　このまま回線が切れたりしないだろうな、と苛いら立だちながら、葉柄は受話器にかじりつく。

「だから！　それを今なんとかしようとしてるってのに……わかってんのか喃平？　聞こえてるか!?　おいってば！」

　葉柄の願いが通じたのか、回線に乗ったノイズはやや収まり、ふたたび喃平の声が届いた。

『　……　わ　か　　っ　　　た　　　』

『　　ね　え　　　よう　へい　　』

　だが、まだよく聞こえない。

　雑音が、ひときわ大きくなった。

『　　　　ぼ　　　く　　と　　お　　じょ　　　う　　　さ　　ん　　　　』

『　　こ　　　れ　　　で　　　　　け　　　っ　　こ　　　ん　で　　　き　　る　　』

『　　　か　　な　　　？　　　』

　ぶちん、と何かが切れる音がした。

「『かな？』じゃねえ!!　てめえ喃平ふざけてんのかこの馬鹿！」

　ノイズの向こうに消えつつある声に向かって、ついに葉柄は爆発した。

「お前が考えなしに〝お嬢さん〟さらって行方ゆくえくらましたおかげでなあ、俺はこの一ヶ月、とぼけ通すのにめっちゃくちゃ苦労したんだよ！　いいか、俺がお前に手を貸すのはお前のためじゃねえ。〝お嬢さん〟のためだ。だからあの鉄ゲタみてーな日向のおっさんだって、娘のためにあっちこっち手ぇ回して駆けずり回ってんだよ！　できるかな、じゃねえ。やるんだよ馬鹿。今さら腑ふ抜ぬけたこと言ってるとはっ倒すぞ！」

　葉よう柄へいの保護者、箒ほうき場ば喃なん平ぺいは馬鹿だ。これまで数え切れないほどの無茶をして、そのうえ失敗してきた。けれど喃平はそのへん想像を絶する馬鹿なので、なにひとつ反省をしない。その結果が、よそ様の花嫁を連れての雲隠れだ。馬鹿もここに極まっている。

　喃平の思いつきは、いつだって失敗する。

　だから葉柄だって、最初からこうなる気がしていたのだ。

「いいか、喃平。お前は今から、どんな手を使ってでも〝お嬢じようさん〟連れて地下まで来い。日ひ向むかいのおっさんが、やたら時間のかかる難問トライアルを用意した。西にし春日かすが学がく派はの威信を賭かけた、八や重え垣がき教授センセイでも今日中に解くことはできねえって代物だ。そこでこれから丸二日ぐらい、箒場喃平は地下で難問を解いてるって事にすんだよ。おっさんが言うには、そっちのアリバイがある間、他のセキュリティにちょびっと隙すきができるんだってよ。地下の方が優先度クリアランスは高いからな。これ、どういうことかわかるか？　その間なら、〝お嬢さん〟を西春日市の外に連れ出せるってことだ。だから喃平、お前はなんとかして地下まで来い。そしたらあとは──」

　冷静に考えてみれば、どんな馬鹿でもわかる。この駆け落ちは最初から無理があった。

　だから、葉柄がなんとかするしかないのだ。

「俺が、囮おとりになる」

　もちろん葉柄にだって自覚はある。

　わざわざテレポートなんて言い出さなくたって、他人の許嫁いいなずけをさらうなんて喃平は馬鹿だ。

〝お嬢さん〟は、西春日学派の偉いさんの娘で、許嫁のいる身だ。さらって数週間潜せん伏ぷくする程度ならまだしも、遠くに逃げようとするなら確実にバレる。それこそ、テレポートでもしないと逃げ切るのは不可能だ。普通なら。

　それでも、二人を逃がす。

　葉柄はそう決めたのだ。

　手伝おうとしている葉柄だって、どうかしているのだ。

「俺がお前の代わりにトライアルなんか引っかき回してやる。その間に〝お嬢さん〟と地下から出て、空港までタクシーを拾え。高飛びの偽造チケットだかパスポートだか、日向のおっさんが手を回してるはずだ。あとは〝お嬢さん〟連れてどこへなりと行け。地球の裏にでも行って、誰だれがなんて言ったってもう絶対に帰ってくんな」

　すぅぅぅぅうううー、と胸一杯に思いっきり息を吸いこんで、怒鳴った。

「いいか、わかったなこの馬鹿!!」

　がちゃーん、と受話器を思いっきり叩たたきつけ、ぜーはーと息をついてから、葉柄は気付いた。

　はっ。

「切っちまった……」

　じゃりりりん、と再び鳴った電話をあわてて取りあげると、通信会社からのリダイレクトだった。コレクトコールの振込期限は二週間後まで、提携銀行とコンビニと学派の事務局の窓口で受け付けている、クレジットで分割もできる──受話器から流れてくるアナウンスを聞き流しながら、葉よう柄へいはため息を漏らした。

「うちにコレクトコールの金払う余裕なんかあるか、馬鹿」

　そう毒づいた葉柄は、共有電話のすぐそばにある一室に駆けこんだ。

　さして特徴のない古ぼけた六畳の和室。その片隅には小さな引き出しつきの座卓があった。

　その引き出しに手を突っこんだ葉柄は、天板あたりを探っていたが。

「あった！」

　ややあって、小さな紙包みを引っぱり出した。テープで貼りつけられていたのを剝はがしたおかげで、変色してくたくたの紙包みは破けてしまっていたが、その表書きにはへたくそな字で『セル在中』と書かれているのが読めた。

　気にすることなくびりびりと破き、葉柄は紙包みの中身をあらためてみる。

　じゃら、と硬質な音を立てて手のひらに転がり出てきたものは、どこかサイコロに似ていた。

　透明で鮮やかな色をした、のっぺりした結晶が三つ。エメラルド色の６面体が一つ、サファイヤ色で菱ひし形がたの４面体が一つ、それよりちょっととがった菱形の、ルビー色をした８面体が一つ。どれにも賽さいの目めや数字は刻まれていない。

　その鈍い輝かがやきに、葉柄はひときわ渋い顔をした。

「……こんだけで足りんのかな？」

　とはいえ、何度数えたって結晶の数は増えたりしない。

　それらの結晶をまとめてポケットにねじこんだ葉柄は、再び玄関へと舞まい戻った。脱ぎ散らかしたまんまだった靴を拾いあげながら、ため息を一つつく。

「ポケットを叩たたいても、増えたりしねえしなあ……」

　そうして唸うなっている葉柄の目の前でふたたび、じゃりりりん、と電話が鳴った。

　また喃なん平ぺいからか？　と急いで受話器を取りあげた葉柄だったが──

『ああ、葉柄か。ちょうど良かった』

　のんびりとした、しかしどこか年齢不相応な言葉遣いの少女の声が、葉柄の耳をくすぐる。

　その聞き慣れた声に、葉柄はまたも深いふかいため息を漏らした。

　電話の主は、いま一番会いたくない相手だったからだ。




『今から、駅まで出てこられるか？』




　　　　　　　　[image: ]　　　　　　　　[image: ]




　西にし春日かすがで駅といったら、サークルトラムという地下鉄の地上駅が一つきりだ。

　退たい避ひ勧かん告こくの出たあとでは、非常時の改札は強く押すと通り抜けられるようになっていた。ホームに残る人影はなく、当然のように列車も見当たらなかった。駅舎に駅員の姿もない。

　初夏の抜けるような青空だけが、ぽっかりと開いているかのようだ。

　そんななか、再び汗だくになりながら駅までたどり着いた葉よう柄へいを、八や重え垣がき櫻さくらが待っていた。




　両手でひさしを作って眺めやり、櫻は愉快そうな声をあげていた。

「おお、回ったまわった」

　青空の下だと、櫻の姿はよく目立つ。

　櫻は初めて紹介されたときと同じ、すとんとした白のワンピース姿だった。黄色いリボンの麦わら帽子はいつも手放さないから、葉柄にとってはここ数週間で見慣れたものだ。肩よりも少し長めの髪といい、黙っていればまるでどこかの令れい嬢じようなのに、といつも思う。

　だがそんな葉柄をよそに、櫻はいつでもマイペースだ。

「あれが排気塔というやつだな。動いてるのは初めて見るが、なかなか壮観だ」

　遠くの稜りよう線せん沿いにぽつぽつ並んだ巨大な建造物から、水蒸気の煙がたなびいていた。高層ビルを模してはいるが、ビルが煙を出すわけもない。ビルではなく排気塔なのだ。それが、まるで環かん状じよう線せんのように街全体をぐるりと取り巻いている。

　そんな西春日市のごくありふれた光景に、櫻は今さら首をかしげている。

「葉柄。こうしてみると、街の外側だけが回転するというのはやっぱり変だな」

「仕方ねえだろ。そうしないと街が浮いちまうんだとよ」

　あらためて葉柄が見やると、確かに、排気塔の位置が少しずつじりじりと移動していた。排気塔の並びによって西春日市の内側と外側を隔てられているのが、はっきりとわかる。

　そんな排気塔を指さして、櫻はくっくっく、と笑った。

「見ろ、まるで回転寿司だ」

「……あんなでかくて尖とがった寿司があるかよ」

　排気塔はどう見てもばかでかい鉄塔だ。それが並んでゆっくりゆっくり移動しているだけでどうして回転寿司に見えるのか、そこがよくわからない。

　回転寿司のコンベアがぐるぐる回る様子に、似ていると言えば似ているのだろうか。




　西春日市は、いわゆる研究都市と呼ばれる類の試験自治体だ。

　別名を、大規模沈降都市（仮称）という。仮称ってなんだ、という疑問はさておき、一般に西にし春日かすが市しは「都市の地下をまるごと使った実験地域の一つ」だと認識されている。地域の一つ、というのがミソだ。実は、こうした都市は全国にいくつもある。

　そしてこの沈降都市の地下では、学派と呼ばれる集団が研究所を持っている。例えば西春日市の学派なら、西春日学派と呼ばれるわけだ。この学派が、どうやら都市の『底』で何かやっているらしい、ということぐらいは西春日市の一般市民にもおおむね理解されている。

　だが、学派は実際に何をやっているのか、というあたりからだんだん理解はされなくなる。

　なにせこの西春日市、沈降都市の名に反して、見た目にはどこも沈んだりしない。

　西春日市では月に十数回は、市全体を巻きこんでの沈降試験と呼ばれるイベントが起こる。その際にはみんな避ひ難なんはするものの、たいてい不思議そうな顔をしている。沈降試験が終わって、西春日市のどこかがぼかーんと地じ盤ばん沈ちん下かしていた、ということはないからだ。そもそも退避勧告は「予期せぬ沈降が起こったときに備えて」という名目なので、基本的に沈降しない。

　沈んでるのか沈んでないのか、どっちなのだ。




　そんな根源的な疑問はあるものの。

　ともあれ西春日市の人々は、街の外周にずらりと並んだ排気塔がぐるぐると動き始める、ということ自体には慣れている。

　小さい頃から西春日市に住んでいる葉よう柄へいにとっては慣れ親しんだものだが、改めて考えるとかなりおかしな光景ではあるのかもしれなかった。

「回転寿司じゃなくてドリルなんだとよ。大規模沈降式ドリリングってんだ。水張った風呂に洗面器浮かべて、回転させるとちょっとだけ余計に沈むだろ。あれと一緒だ」

「ほほう。さすがに詳しいな」

「外から来た人に、西春日学派がプレゼンすることあるだろ。そん時に、コマに喩たとえる奴やつがいると日ひ向むかいのおっさんがいつもうるせえんだよ。『コマじゃねえドリルだ！』って」

　げんなりとため息を漏らす葉柄に、ふむ、と櫻さくらが頷うなずいた。

　西春日の沈降試験やその前段階である排気塔の旋回がそんなに物珍しいのか、両手で作ったひさしもそのままに、その視線は排気塔から離れない。

　そんな櫻の様子に、思わず葉柄は苦笑する。

　──まあ、無理もねえか。

　八重垣櫻は、数週間ほど前にやってきた。

　嵯さ峨が野の学派という別の研究都市から、父親の異動にあわせてくっついてきたのだ。長期休暇という名目らしく、こちらの学校には通っていない。巷ちまたでは、櫻の父親である八や重え垣がき教授が、許嫁いいなずけの〝お嬢じようさん〟との挙式の日取りでも決めに来たのだろう、と囁ささやかれていた。

　それはともかく、〝お嬢さん〟の父親であり西春日学派の重じゆう鎮ちんでもある日向拳けん治じ郎ろう教授は「同い年なんだから仲良うせい」というもっともらしく理不尽な理由により、葉柄をこのお客さんのお守もりとして任命したのだった。

　おかげでこの数週間というもの、葉よう柄へいはほとんど櫻さくらにつきっきりになった。なにしろ櫻は日がな一日フラフラしていて暇をもてあましている。そのせいか、放課後になると同時に葉柄はとっつかまえられ、西にし春日かすがのあっちこっちを案内させられるのだ。

　だが、それでも数週間で案内できることなど知れている。

　沈降試験を初めて目の当たりにした櫻が、興味津々になってしまうのはどうしようもない。

「コマでもドリルでも同じことだ。本来あるものを押しのけて居座るには、確かに回転させるのが一番いい。ただ、回転と言ってもいろいろあるだろう」

　排気塔を指さした櫻は、にやり、と笑みを浮かべた。

「あれはどう見ても回転寿司だ」

　どうあっても寿司ということにしたいらしい。

　思わず嘆息している葉柄のことなどお構いなしで、櫻は相変わらずの平常運転だった。

　麦わら帽子に指を引っかけてくりんくりんと振り回しながら、櫻は鼻歌交じりで排気塔を見上げている。サークルトラムにしかすが、という駅名表示の下には危機感を煽あおる「退たい避ひ勧かん告こく」の文字が躍おどっているのだが、まったく気にした素振りもない。

　ごくゆっくりと、その外縁が〝自転〟しつつある光景に目を細めながら、櫻は言った。

「これも見納めとなると、名残なごり惜しいな」

「……八や重え垣がきは、嵯さ峨が野のに帰るんだってな」

　葉柄の問いかけに、櫻が小さく頷うなずく。

「父とう様さまがここにいる理由がなくなってしまったからな。嵯峨野学派の所属教授が、いつまでも他の学派に入りびたっていると示しがつかない──というのは、まあ、建前だ」

　呟つぶやくように言いつつ、櫻はそこでようやく、ひさしを作っていた手を下ろした。

　そうして困ったような笑顔を浮かべ、肩をすくめて見せた。

「花嫁を迎えに来たのに、その花嫁がいなくなってしまったのでは仕方がない」

「…………」

「葉柄も、ずいぶんと調べられたそうだな。許して欲しい」

　そう、申し訳なさそうに呟く櫻のことを、葉柄は正視できなかった。思わず俯うつむいてしまう。

　──調べられるのなんて、そんなのあたりまえだろ。

　──だって俺は、喃なん平ぺいに手を貸してんだから。

　もちろんそんなことは言えるわけもなく、葉柄はなんとか話を合わせる。

「嵯峨野学派おまえんとこにとっちゃ仕方ねえことだろ。だって俺は喃平の養子だし、日ひ向むかいの〝お嬢じようさん〟は、お前の、なんつうかその、将来の──」

「母かあ様さまになるはずだった人がいなくなって、元の鞘さやに戻っただけだ。日向の娘は、あくまでも父様の許嫁いいなずけだからな。私がどうこう言う筋合いはない」

　しどろもどろの葉よう柄へいとは裏腹に、櫻さくらはごくあっさりと言い放つ。

「もっとも、花嫁に逃げられた父とう様さまはそうも言っていられないだろうがな」

「……すまねえ」

「謝ることはない。葉柄には、父様からも伝言を頼まれている。悪く思わないでくれ、と」

「喃なん平ぺいのやつも悪気はねえんだ。ただ、あいつホントに馬鹿だから、〝お嬢じようさん〟のことが好きすぎて他のことが目に入らなくなっちまったんだと思う」

　──その馬鹿に肩入れしてるのはどこのどいつだ。

　──すまねえ、八や重え垣がき。

　心の中で詫わびている葉柄をちらりと見やり、櫻は困ったように微笑ほほえんだ。

「それもこれも、ムコやヨメを一人しかとってはならんというのがケチくさい話なのだ。一夫多妻だろうが多夫一妻だろうが、仲良くやってる間はバンバンつがいにすればいいものを」

「……つがいって、お前な、ハムスター飼ってんじゃねえんだぞ」

　呆あきれたような葉柄の言葉に、櫻は麦わら帽子を振り回し、もっともらしい顔をしている。

「男と女の二つしか性別がないのも問題だったな。父様か箒ほうき場ば喃平が第三の性になれば、話は丸く収まったのだ」

「無茶言うな。それに、それだとやっぱり重婚じゃねえか」

「よし、ではこういうのはどうだ？　三人ではなく、いっそのこと四人いればいい」

「……ぜんぜん意味がわからねえよ」

　よくもまあ、次から次に思いつく。

　げんなりしている葉柄にはおかまいなしで、櫻は、ふふん、と得意げに胸を張った。

「日ひ向むかいの娘が二人いれば何も問題はなかったのだ。だから、日向の娘を増やせばいい」

　その言葉に、葉柄はぎくりとする。

　櫻の話はどこか、さっき電話口の向こうで喃平がしていた話に似ていた。





おなじひとを　ふたり　よういして




かたっぽが　いなくなれば






　もしかしたら、櫻はどこかでさっきの話を聞いていたのか。

「……〝お嬢さん〟を増やすって、どうするんだよ？」

「うん、そこだ」

　おそるおそる聞いた葉柄に、櫻はまるで諳そらんじるようにすらすらと、とんでもなく物ぶつ騒そうなことを言い出した。

「まず、父様と箒場喃平、そして日向の娘の三人全員を、四分割のバラバラ死体にするのだ」

「はあ!?」

「しかるのちに、各おの々おのの死体の四分の一ずつ、重複しないそれぞれ違った部分を持ち寄る。こうすれば、三人のはずの死体からあら不思議、四分の一欠けた死体が四人分あるように見える──というのはどうだ？」

　どうだと言われても困る。

「……お前、それこないだ読んでた推理小説のトリックだろ」

「あたりだ」

　ふふふ、とほくそ笑んでいる櫻さくらの様子に、葉よう柄へいは心底ほっとする。

　休暇で西にし春日かすがに遊びに来た櫻は、案内係の葉柄がいなくてすることのない日中、いつでも本を読んでいる。そのラインナップは驚くほど大量かつ多彩で、難しい学術書から小説までさまざまだったが、そんな櫻が一番好んでいるのが推理小説だ。

　それも、惨劇描写が精密だとかドロドロしてるとか、えぐいやつばっかり。

　そうして、結局いつものヨタ話かと嘆息している葉柄に、櫻は言葉を継ついだ。

「箒ほうき場ば喃なん平ぺいの行方を考えているうちに、推理小説に似ていると思い始めてな」

　はっとして、葉柄は顔を上げた。

「どこに行ったのか、どこに隠れているのか未いまだにわからない。女連れで、そう遠くに行けるとも思えない。だが、いつまでも隠れていられるわけもない。どこかのタイミングで遠くに逃げる必要があるが、捕まるかも知れない」

　昼下がりの晴れ渡った空の下、シンプルで真っ白いワンピースが踊っていた。

　その明るい空と同じぐらいの笑顔で、櫻は葉柄に笑顔を向けていた。

「そうした状況を脱するにはどうすればいい？」

「……し、知るわけねえだろ」

「わかっている。だから、これはただの推理ゲームだ。箒場喃平は、どこに消えて、どこに逃げるつもりなのか。私は不思議でしかたがないのだ」

　射すくめるような櫻の笑顔に、葉柄は言葉を失った。

　もちろん、これからの作戦をバラすわけにはいかなかった。だいたい、〝お嬢じようさん〟を連れ去ってしまう作戦を立てたのは日ひ向むかい教授で、葉柄はただの囮おとりに過ぎない。本当は、葉柄だってこれから何が起こるのかよくわかってない。櫻だって、好奇心で訊きいているに過ぎない。

　わからない、とか、さあな、とか、いくらでもごまかしようはあった。

　だが。

「葉柄、お前ならどうする？」

「どうするってそんなもの、どうしようもねえだろうけど……」

　なぜか葉柄の頭の中では、櫻の言った「三人を四人にするトリック」と──

　さっきの電話の、喃平の話が引っかかった。





疑似テレポート　すれば




いいんじゃないかなあ






「……テレポートするしか、ねえんじゃねえか」

　葉よう柄へいがそう答えた瞬しゆん間かん、櫻さくらは一瞬、きょとんとしていた。

　ややあって。

「ほう!!」

　櫻の整った顔立ちが、にぃいーっ、と無防備に崩れていった。

「なるほど、なるほどな。そうか、テレポート。その手があったか」

　うん、うん、と頷うなずきながら、櫻は心底おかしそうに笑い続ける。

「そうだな。テレポートなら仕方ない。いかなうちの父とう様さまであっても、テレポートされたのではどうしようもないな」

　テレポート。

　苦しまぎれに出した葉柄の答えが、よほど気に入ったのだろうか。

　くっくっく、とひとしきり肩を震ふるわせてから、櫻はようやく麦わら帽子を頭に載のせた。

「やはり、葉柄は面白いな。さすがは箒ほうき場ば喃なん平ぺいの一番弟子だ」

「……弟子じゃねえ。養子だっつってんだろ」

「では、いいことを教えてくれた礼に、餞せん別べつをやろう」

　苦虫を嚙かみ潰つぶしている葉柄を横目に、櫻はごそごそとスカートのポケットを探りながら。

「このあいだ嵯峨野学派うちが開発したセルだ。まだ試験段階だが進呈しよう」

　言いつつ、葉柄に差しだされた手のひらには、見慣れないものが載っていた。

　透き通った黄色の、ずいぶんと尖とがった形の多た角かく錐すい。たぶん、10面体。

　それが何なのか、葉柄は知っている。ついさっき、長なが屋やの自室から持ち出してきたものとは種類こそ違うが同じものだ。

　ポケットの中の硬い感触に意識を向けないようにしながら、葉柄は訊きいた。

「……セルって、あれだろ。地下に持っていったら、変な能力使えちゃうってヤツだろ」

「そうだ。この手のセルを使いこなすのは、箒場喃平がもっとも得意としている」

　それは葉柄が一番よく知っている。

　けれども櫻の持ってきた結晶セルは、葉柄も初めて見る形をしていた。

　櫻の手のひらからそのセルをつまみ上げ、空にかざしてみる。ライトイエローのクリスタルの中に、ぐにゃぐにゃと屈折した「光だけでできた回路」が見えた気がした。

　あからさまに高価そう。

　それに葉柄は、セルは学派の機密みたいなものだと日ひ向むかい教授から聞かされたことがあった。

「……もしかしてこれ、バレたらまずいんじゃねえのか？」

「うむ、安心してくれ。このセルは使いものにならない。なにしろ試験段階だからな」

「なんだ、使えねえのか」

　がっかりしたようなほっとしたような、複雑な葉よう柄へいの表情を見やり、櫻さくらは満足げに頷うなずいた。

「私とお前の仲だ。ツケにしておいてやる。大奮発だ」

「ツケかよ……あ、いや、そうじゃねえ。こんなのもらえるか。返すぞ」

「葉柄がどうしても返したいなら、そうすればいい」

　慌あわてて突き返そうとする葉柄の手に、櫻の手が重なった。

　ひんやりしているようで、温かい。

「嵯さ峨が野のに、返しに来てくれればいい」

「……嵯峨野に？　いつ行けるかわかんねえぞ。それでもいいのか？」

　やんわりと押しとどめられ、とまどう葉柄に、櫻は小さく微笑ほほえんだ。

「ああ。待ってる」

　そのとき、どこか遠くから、鋼鉄のこすれる甲高い音が聞こえてきた。

　ぎょっとして葉柄が振り返ると、ホームに列車が滑り込んでくるところだった。到着を告げるアナウンスも何もなかった。回送ですらないらしく、行き先には何も書かれていない。

　呆ぼう然ぜんとしている葉柄の目の前で、ブシューッと音がして列車の扉が開いた。

「さて、そろそろお別れだ。こんなに早くなるとは思わなかったが、しかたない」

　まるで怪談に出てくるような奇妙な列車に、当然のように乗りこみながら櫻が振り返った。

　扉は、すぐには閉まらなかった。

　屈くつ託たくのない笑みを浮かべながら、ん！　と櫻が手を差しだしていたからだ。

「それではな。この休暇は、とても楽しかった」

　まっすぐに伸ばした手の影が、くっきりとホームに落ちている。近づきつつある夏の日差しが、色の白い櫻の肌をより一層際立たせていた。

　そうして櫻はもう一度、ん！　と、催さい促そくするように手のひらを突き出した。

「だから、握手だ」

　その指の一本いっぽんまで広げた手を、葉柄はしばしの間、じっと見つめていた。

　葉柄だって握手ぐらいわかる。わかるのだが、この握手にはどうも現実感がなかった。

　退たい避ひ勧かん告こくや警告のせいかも知れない。無人のホームや行き先のない列車のせいかも知れない。

　櫻とこれでお別れというのが、葉柄には、どうもピンと来ない。

　喃なん平ぺいとの電話では散々、時間がない、という焦りがあったというのに。

　それでも所在なく、迷いながら、その細い手におずおずと延ばした葉柄の手を、櫻はおもいっくそ摑つかんでブンブンと振った。

「また会おう。箒ほうき場ば葉柄」

　そうして、手が離れた瞬しゆん間かんを待っていたかのように、列車の扉が閉まった。

　ひらひらと、手を振っている櫻さくらを、葉よう柄へいはずっと見送っていた。




　──その、直後だった。





＊＊＊＊　　緊 急 事 態 発 生　　＊＊＊＊
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　頭上のスピーカーが大音声でがなり立てていた。黄色と黒の「勧告」表示があっという間に赤と黒の「警告」へと切り替わった。あちこちでモーター音が唸うなり始め、ガシャンガシャンと何かのシャッターが降りていく。尻上がりのサイレンが鳴り、しばらくしてまた鳴った。

　サイレンは鳴って止まってを繰り返し、二度と止まらなかった。

　櫻の乗った奇妙な列車が、遠ざかっていく。車内にいるはずの櫻の姿はもう、見えない。

　列車もまた、止まる気配はなかった。

　どこか魂が抜けたような心持ちでいた葉柄は、あっという間に現実に引き戻された。

「緊急事態……？」

　こんなの、初めて見た。

　逃げないと、と反射的に考えた葉柄だったが、慌あわてて思い直す。いやいや待てよ。まだ作戦が残ってるだろ。地下で何かトラブったとしてもそりゃ西にし春日かすが学派の仕事だ。もしかしたら日ひ向むかいのおっさんは動けなくなるかもしれないけれど、作戦自体はもう後には引けないはずだ。それに今ごろ、地下には喃なん平ぺいと〝お嬢じようさん〟が──

　と思い直したあたりで、葉柄の脳裏に一つの可能性が浮かんだ。

「……もしかしてこれ、喃平の仕業か？」

　呟つぶやいた葉柄の耳に、どこか遠くで、ボン、と大きな音がしたのが聞こえた。

　振り返って見れば、彼方かなたに見える排気塔の一つがもうもうと煙をあげていた。

　明らかに通常の排気ではなかった。それに水蒸気にしては、やけにどす黒い。

　それどころか、その排気塔も含めてすべての排気塔がべらぼうに速く動いている気がした。何本もたなびく白い煙とどす黒い煙が、置き去りにされかねないスピードで、排気塔が旋回を始めていた。サイレンは止まらず、どこかで何かが動くモーター音がずっと止やまない。なにもかもが、いつもの沈降試験とはまるで違う。

　よく晴れた初夏の、人のいない西春日市。

　それが丸ごと、身み震ぶるいをしていた。

　そんな光景にしばし見入っていた葉柄は、慌てて線路の先を見やり、胸をなで下ろした。

　櫻の乗った列車の姿はとっくの昔に走り去っていて、もう、どこにも見えなかった。




　間違いない。地下で何かあった。それも、かなりヤバい何かが。

　びりびりと震ふるえ始めたホームを後に、走り出した葉よう柄へいは思わず呟つぶやいていた。

「あの野郎、何をやらかしたんだ……？」




　　　　　　　　[image: ]　　　　　　　　[image: ]




　数ヶ月後、箒ほうき場ば喃なん平ぺいと思われる遺体が東アフリカの端、ザンジバラントの地下数キロメートル相当の砂さ晶しよう帯たい付近で発見された。相当とか付近とかぼやけた表現になるのは、その遺体が一片の骨すら見あたらない、グズグズの肉片ばかりだったからだ。

　そのままだと検疫を通らないというので、箒場喃平と思われる遺体はとりあえず現地で荼だ毘びに付され、箒場喃平と思われる煙となって天へ還かえった。どこの国でも役所は変死体に厳しい。

　あとには骨一つ残らなかったが、残らなかったのは骨だけではない。

　その後、西にし春日かすが学派における箒場喃平の研究室は解体され、論文はすべて燃やされた。

　西春日学派の人々は総じてうなだれ、視線を逸そらし、学派を去った者も数多く出たという。

　可解事故。

　大規模沈降試験における、最悪のシナリオの一つ。

　たとえ死したとしても、そんな事態を引き起こした箒場喃平が許されるはずもない。

　あの日から、箒場喃平は存在しなかったことになったのだ。

〝お嬢じようさん〟と共に。




　その後、箒場喃平の養子である箒場葉柄が、事故を起こした被疑者として勾こう留りゆうされた。

　容疑、養父殺し。

　五年前の話である。













　　　Sequence　01　　風紀粛正委員







　河か川せん敷しきに近づくにつれて、タイヤがじゃりじゃり言い始めた。

　借り物のママチャリはちょっと小型で、サドルが低い。ホワイトパールのフレームを自然と立ちこぎ気味になりながら、葉よう柄へいは先を急いでいた。野や暮ぼったいブレザーの制服がちょっと動きにくかったが、この際仕方ない。

　そのままゆるやかな坂をひと息に駆け上がると、一気に視界が開けた。

　西にし春日かすが市しでは珍しい、唯一の河川敷だ。

　堤防の上を平へい坦たんな並木道が、川岸を見下ろすようにしてどこまでも続いていた。新緑の季節特有の、原っぱの青くささが鼻をくすぐる。遠くの排気塔のあたりに巨大なバイパス式の水門が開いているのが少し変わっているが、フットサルやゲートボールや野球のグラウンドが広がっていて、それなりの広さがある。

　そうして、目当ての空き地はどこだっけ、と見回した葉柄の視界に、見知った顔があった。

「なんだ、エンドーじゃねえか。何やってんだ？」

「富ふ士じ浜はまサンの言いつけで、見張り番す」

　軽く会釈してきたエンドーの姿は、遠目にもぬらっとした印象だ。エンドーの通う大おお井い寺でら商業高校は詰つめ襟えりが指定のはずだが、なぜか細身のテーラードジャケットを着ている。てらてらとした黒のシャツといい、色白で眉まゆの薄い顔立ちといい、どう見ても夜の職業。いろんな意味で高校生には見えないエンドーが普段どんな顔して授業を受けているのか、極めて謎だ。

　そんなエンドーのかたわらに並ぶようにして、葉柄はママチャリから降りる。

「茅ちヶが沼ぬまがお前んとこのアホ連中に連れてかれたって聞いたんだけど、どこだ？」

「あそこです。ちょっと前から飽きてきたみたいで、今はダレてますね」

　エンドーが顎あごをしゃくった先のグラウンドには、ぱらぱらとした人影があった。

　遠目でよくはわからない。ボールのようなものを投げたり、バットらしきものを振り回したりしているところをみると、どうやら野球もどきのようだった。ただし、どいつもこいつも野球というよりは勝手気ままに遊んでいて、試合をしているようには到底見えない。

　ただ、よくよく見るとホームベースの背後にある防球ネットには、なんだかズタボロの人影がくくりつけられていた。

　あれかな、と見当を付けながら葉柄は訊きいた。

「見張りって、ハーマンの指示か？　あいつ、なんか忙しいのか」

「や。今日のメンツはちょっと多めなんで、間違いがないようにって言われまして。あと富士浜サンはガッコの委員会活動とかなんとかで。美化委員なんすよ、富ふ士じ浜はまサン」

「……美化委員？　ってなんだよ」

「校内とか通学路のゴミ拾ったり、花か壇だん作ったりするんすよ」

「ハーマンが？　あのガタイで？」

「美化委員って女子ばっかなんで、けっこう好評すよ。ほらあの人、手先も器用なんで」

　おばあちゃんが手芸教室やってるらしい──と、そんなことを聞かされても、葉よう柄へいにはあまりイメージができなかった。

　なにしろハーマンこと富士浜敦あつしは、でかい。タッパだけでも二メートル近くある。その上筋肉もりもりで、顔つきだってどこか日本人離れしたおっさん顔だ。見た目には「除隊後に嫁さんから離婚された鬼軍曹」そのものなので、エンドー以上に高校生には見えない。

　そんなハーマンが美化委員というのは、どう聞いても別の意味にしか聞こえないのだった。

「……そんならあのアホ連中、ハーマンがまとめてどっかにポイしてくんねえかな。そしたらこのへんももっと綺き麗れいになるぞ」

「無理じゃないですかね。あいつらが勝手に子分ヅラしてるだけで、富士浜サンは大井寺商業うちの頭アタマだ、なんて自覚ないすから」

「アホに慕われるってのも、面倒なもんだな……」

「あの人、自分では心穏おだやかな一般生徒のつもりなんで……お、また始まったみたいすよ」

　エンドーの言葉に目をやると、グラウンドでは野球もどきの試合が始まっていた。

　ピッチャーバッター内野二人外野二人で六人。どいつもこいつも時じ代だい錯さく誤ごのぶっといズボンにシャツいっちょ。ことあるごとにシャーと叫ぶ生まれつきゴリラみたいなピッチャーが一人いて、あとは全員中学あたりでなんとなく悪い友達の真似をしたまま、みたいなの。

　ただし、この野球もどきにはキャッチャーがいなかった。

「いい加減に死ねやおらー！」

　そうして、ぺらっぺらのマウンドからゴリラが投じた渾こん身しんの一球に、バッターのバットが空くうを切ると、ボールのようなものはそのまま防球ネットに突き刺さる──

　かと思いきや、ネットにくくりつけられたズタボロの人影の頭に当たり、ぱこーん、と異様に甲高い軽い音がグラウンドに響ひびきわたった。どうやら軟式野球のボールか何からしい。

　その軟球の直ちよく撃げきで目を覚ましたのだろうか。

　それまで沈黙していたズタボロがむっくりと頭をもたげ、怒りの声を発した。

「いてえええええ！」

　言わんでもわかるようなことを、なにゆえわざわざ叫ぶのか。

　そうした疑問をよそに、ピッチャーは「おっしゃー！」と拳こぶしを振り上げ、バッターが悔しそうにバットを放り出す。空振りしたらワンアウト、というルールのようだった。

　なんとも知能指数の低い野球もどきを見つめつつ、葉柄は呆あきれ半分で感心してしまう。

「……あいつらアホなのに、なんであんな遊び考えるのだけ得意なんだろうな？」

「ヒマなんすよ。あいつらケンカでもスポーツでもすぐ飽きるんで」

　眼下で繰り広げられている野球もどきを見やりつつ、葉よう柄へいは首を捻ひねった。

「で？　なんであんなことになってんだ？」

「俺も来たばっかなんで、よくは知らねえす。まあ見たところ、茅ちヶが沼ぬまがうちの女子に手をだして、速攻飽きたってのは間違いなさそうで」

「……まーた女がらみかよ」

　ため息をついた葉柄に、エンドーは肩をすくめてみせる。

「おおかた、飽きられた女子が元カレあたりに言いつけたんじゃないですかね。〝茅ヶ沼に遊ばれた〟とか。そんで、張り切った元カレがダチ連れて茅ヶ沼シメに行ったんじゃねえすか」

「あんまカレシって顔じゃねえけどな、あのゴリラ」

　エンドーの分析に相づちを打ちながら、葉柄はひのふのみとグラウンドの人数を数える。

「元カノのお礼参りにしちゃあ、なんか多くねえか？」

「別口の恨みじゃないですか。とにかく茅ヶ沼をシメれば丸く収まること、多いっすからね」

「……なんでもいいから茅ヶ沼殴っとけ、って気持ちは、よーくわかるけどよ」

　エンドーの言いぐさに渋じゆう面めんになりながら、葉柄はグラウンドの脇へと目をやった。

　騒さわいでるアホ連中とは別に、ベンチには二人ほど、短めのスカート姿が見えた。

「なあ。気になってたんだけど、女子って二人いねえか？　飽きられちゃんはどっちだよ」

「大おお井い寺でらのスカートの方す。片っぽは、西にし春日かすが附属の人質だそうで」

「ひとじち？」

「大勢で囲んだだけで、茅ヶ沼がおとなしく連れてこられるわけないっすよ」

　そんなエンドーの声をよそに、葉柄はベンチの方に目をこらす。

　ベンチに座っている女生徒の片方は、確かに大井寺商業の制服だった。茶色のブレザーに地味なスカート。商業高校の女子にしてはおとなしめな、茅ヶ沼が好きそうなタイプだ。うつむき加減で、ときおり目元を拭ったりしている。そんな様子はしおらしく、遊ばれた相手に元彼を差し向けるようにはあまり見えない。

　問題は、もう片方だった。

「……おいエンドー。あの人質、西春日附属うちの千ち巻まきじゃねえか？」

「お知り合いで？」

「お知り合いもなにも、中学からの腐くされ縁えんだよ。おかしいな、あいつは人質なんてタマじゃねえんだけど」

　西春日附属の制服は、紺色と水色を基本としたブレザーに同系色チェックのスカートだから、遠目にもわかりやすい。そのうえ、ボリューム多めの髪を二つくくりにしているせいで、そのわさわさもっさりしたシルエットは見間違いようもなかった。

　どう目をこらしてみても、あれは岩いわ澤さわ千ち巻まきだ。大おお井い寺でらの女生徒の隣となりに座り、その肩を抱くようにして話を聞いている。時々、気遣わしげに頷うなずきあったりしているあたり、千巻が大井寺の女生徒を慰なぐさめているようにしか見えない。

　そんな様子に、葉よう柄へいは思わず唸うなる。

「……飽きられちゃん、なんか千巻と仲良くしてんぞ？　何やってんだあいつら」

「ああ、話が合っちゃったみたいで。そういやあの人質さん、茅ちヶが沼ぬまがいたぶられてる間もずっと茅ヶ沼に向かって、お前のせいだ、とかなんとか文句言ってましたわ」

「ぜんっぜん状況がわからねえよ……」

　俺もよくわからんです、という顔のエンドーをよそに、葉柄は思わず頭を抱える。

　そしてようやく今ごろになって、そんな葉柄たちに気が付いた奴やつが後ろ手のままばたばたと足をばたつかせ、哀れっぽい声をあげた。

「あー！　よーへーちゃあああん、いいところに来たあ！　たぁあすけてぇぇえぇ……!!」

「うるっせええ！　死ねやおらー！」ぱこーん！

「いてええええええ!!　しぬうううううう!!」

「箒ほうき場ばぁああ!!　おめー、茅ヶ沼助けに来たんじゃねえだろうなあああ!!」

「たぁぁぁぁああああすぅぅぅううぅうううけぇぇぇぇぇええええええてぇぇぇぇえええ!!」

「うるっせええ！」ぱこーん！

　──どいつもこいつも、なんでいちいち叫んでるんだ？

　あまりにも中身のないアホな怒ど号ごうの応おう酬しゆうに、葉柄の眉み間けんにはぎりぎりとシワが寄る。

　眉間をもみほぐしている葉柄に同情したのか、エンドーが囁ささやいた。

「もう放っといてもいいんじゃないですかね？　あれ、話つけるのはちっと面倒すよ」

「放っといたらもっと面倒になるだろ。あのまま、いま沈降試験があったりしたら誰だれが茅ヶ沼を避ひ難なんさせてくれんだよ」

「ああ、なるほど」

「すまねえエンドー。このチャリちょっと見ててくれ」

　言いつつ、葉柄はママチャリのスタンドを立て、後輪リング式の鍵を抜いた。

　ホワイトパールの車体をずりずりと脇に寄せつつ、ちらりとグラウンドを見やる。

「今日は時間がなくてな、強引にいくしかねえんだ。グラウンドから血迷ったアホがこっち来るようだったら、適当にあしらってくれ」

「えらい可愛いチャリすね。借りもんすか」

「おう。そのうち、ちまっこくてうるさいのが取りに来る」

　了解す、と頷きつつ、ふと気が付いたようにエンドーが顔を上げた。

「そういやあ、箒場サンが実力行使するのってあんま見ないすね。面倒見のいいことで」

「好きで面倒見てるわけじゃねえよ。任されてるから仕方なくやってんだ」

「風紀委員でしたっけ。富ふ士じ浜はまサンの美化委員より、そっちのが変じゃねえですか」

「違えよ。風紀委員ってあれだろ、学校で持ち物検査したりするやつだろ」

「それとは違うんで？」

　訝いぶかしげなエンドーを後しり目めに、葉よう柄へいはポケットを探る。

　財布やら鍵束やらに混じって、ビニール製のソフトケースが手に触れた。

「俺のは風紀粛しゆく正せい委員。茅ちヶが沼ぬまをおとなしくさせるだけの係で、俺一人だけ」

「はあ……？」

「うちの生徒会が特別に作ったんだよ。しゃーねえだろ。相手が底抜けの馬鹿なんだから」

　言いつつ、葉柄はソフトケースからプラスチックの小こ瓶びんを引っぱり出す。

　濃緑色の液体の入った、目薬だった。

　キャップを捻ひねった葉柄は目薬を点さし、独りごちるように呟つぶやいた。

「それに、女がらみのケツ持つのは慣れてんだよ」

　一いつ瞬しゆんで、葉柄の視界がディープグリーンの色彩に染まった。

　その緑色はあっという間に視界の端へと追いやられ、ちかちかと瞬またたく文字列へと姿を変える。




　　［WELCOME to NISHIKASUGA Programme］

　　［EMD connect ... ok］

　　［Babelonica field allows ... ok］

　　［main Pacer personarlzed　... done >> 箒ほうき場ば葉柄 Y.Hohkiba（西にし春日かすが[image: ]）］




　文字列を確認した葉柄はもう一度ポケットを探った。いくつかある硬質な手触りの中から、細い鎖くさりのじゃらついた感触を頼りに引っぱり出す。

　菱ひし形がたのような形をした、10面体の黄色い結晶だった。

　葉柄が結晶をじっと見つめると、視界の端の文字列が目まぐるしく表示を変えた。




　　［main Cells personarlzed　... done >> 沙さ中ちゆう金きん SilentGold （SI）］

　　［Cells status check ... done >> all green］




　──準備完了っと。

　クリアイエローの結晶を鎖ごと胸元に落としこみつつ、葉柄はぱちぱちと何度か瞬まばたきを繰り返した。この目薬は黒目の縁に溜たまるタイプで、定着までに時間がかかる。

　そんな葉柄の行動を見ていたエンドーが、戸惑いながら訊きいてくる。

「箒場サン、アクセなんてしてたんすか？」

「ああ、こりゃアクセっつうか、まあ、アレだ。お守まもりみたいなもんだよ」

　言葉を濁にごす葉よう柄へいに、エンドーは胡乱うろんげな目を向ける。

「……その目、めちゃくちゃ緑色っすよ。カラコンみたいになってねえすか」

「ただの目薬だよ」

「なんでまた、そんなものを？」

「プールの時に、パンツの代わりに水着で学校行ったことねえか？　あれと同じだよ」

「……はあ」

　まだ納得のいかなそうなエンドーににやりと笑い、葉柄はグラウンドを見やる。

　薬液が定着してきたのか、スムーズに緑色の表示が重なり始めた。




　[image: ←]［focus level low］
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　最初はなんの形なのかよくわからなかった葉柄だが、そのうち、これは野球もどきを上から見た図か、と思い当たった。野球というよりは三角ベースに近い。

　そうとわかってみればなんのことはない。

「ピッチャーが⑤でゴリラだろ、んでバッターが⑥。ホームベースの後ろにくくりつけられた茅ちヶが沼ぬまに、ベンチの千ち巻まき、⑦が飽きられちゃん。あとは内野が③と④で、外野が①と②か……ちょびっと縮尺が変なのは、補正されてんのか」

「……なんの話で？」

「なんでもねえ。そんじゃチャリ、頼んだぞ」

　首をかしげているエンドーに手を振って、葉柄は堤防を駆け下りていく。

　葉柄の姿に色めき立つアホ軍団と茅ヶ沼の、どうしようもない喧けん噪そうが聞こえる。

「葉柄ちゃんおせーよ信じてたよおお!!　たぁぁぁあああすけてぇぇぇぇぇええええ!!」

「んだコラぁ箒ほうき場ばてめーよけーなことすんじゃねぇぞオラぁ！」ぱこーん！

「いてぇぇええええええ!!」

　そんな茅ヶ沼の嬉うれしそうな悲鳴と、不自然に顔を歪ゆがめたピッチャーのゴリラを横目に、葉柄は時間を確認した。




　　［13：45］




「……間にあうかな？」
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　サークルトラム西にし春日かすが駅えきは、何の変哲もない地下鉄の地上駅だ。

　地下鉄の地上駅というのは、そのほとんどが河川や水路や海峡をまたいだりくぐったりする過程で生まれる。沈降都市である西春日市にも河川や河か川せん敷しきがある以上、それは変わらない。

　もっとも、地上部分がただの街に過ぎない西春日市においては、地上駅もただの駅だ。平日の昼下がりとなれば、利用客もそれほど多くない。

　そんな西春日駅の構内に、少し奇妙なアナウンスがあった。

　回送の電車が到着するので乗車しないように、というものだ。

　その時西春日駅にいた数少ない利用客のほとんどは、そのアナウンスを聞き流していた。当たり前の話だが、回送車がいつ来るのかを把は握あくしている客などほとんどいない。回送車自体は時々見かけるから、気にしたりもしない。

　もしかしたら、その回送車の行き先がのっぺらぼうであることを不思議に思った利用客はいたかも知れない。だがそれに気付いた人にしても「そういうもんか」とスルーしてしまうのに違いなかった。

　そうして当駅止まりのはずの回送車が、なぜか乗客をひとりだけ吐き出してからひっそりホームを後にしたとしても、なんらか理由を付けて納得してしまうのだ。

　なので彼女がやってきた時も、誰だれ一人気にした様子はなかった。




　やってくるはずのない回送車を降り立ってから、ずいぶん時間が経たっていた。

　彼女は小さく息をつき、ホームの時計を見上げている。

　午後二時を大きく回っていた。

「ふうむ」

　それなりに広いホームはがらんとして、彼女の他にはほとんどひと気がない。

　ゆらゆらと陽炎かげろうの立ち上る、のぼせそうな初夏の陽気。遠くに霞かすんで見える排気塔がぽこぽこと薄い蒸気を吐き出していて、のどかに映る。

　そんななか、視線を時計に向け、顔色ひとつ変えないまま彼女はぽつりと呟つぶやいた。

「遅いな」

　そうして彼女は切れ長の瞳ひとみを伏せ、再びそれまでのローテーションを繰り返し始めた。

　腕組みして、首をかしげ、うろうろとあっちこっちの構内標示を見て回る。

　彼女はすとんとした白のワンピースいっちょで、足元には涼しげな編み上げのサンダルがのぞいていた。目ま深ぶかにかぶったつば広の麦わら帽、その端っこにひらひらと黄色いリボンがなびいていて、それだけ見れば淑女っぽい装いだ。

　もっとも、腕を組んだまま駅の構内を熊のように行ったり来たりしている姿からすると、淑女の自覚はなさそうであった。

「来ないものは仕方ないが──さて、どうしたものかな」

　そう呟つぶやいている彼女は、たいした荷物を持っていない。

　手元には小さな折りたたみの日ひ傘がさと、少し小振りのトランクケースを携たずさえている。だが、日傘は退屈しのぎにしゃっこんしゃっこんと伸ばしたり縮めたりしているし、トランクケースに至っては、ときどきハンドルの頑丈さを試す勢いで振り回されている。

　待つのに飽きた、というオーラが目に見えそうであった。

　と。

「おや」

　彼女の足元が、ちょっと揺れた。

　かと思うと、あっという間に駅舎全体がビリビリビリと震ふるえ始めた。





＊＊＊＊　　沈 降 試 験 発 令 中　　＊＊＊＊






　少しだけ、構内が慌あわただしくなった。

　地下街の大々的なショッピングモールのバーゲン告知からやる気のなさそうな歯医者の看板まで、すべての表示が「退たい避ひ勧かん告こく」の枠を伴うものに変わった。

　一部のシャッターを下ろすので注意するようアナウンスが流れ、電車は時刻通りに運行するが場合によっては見合わせる可能性もあるため、特に急ぎの用でない場合は構内から出ることも検討するようお願いされた。

　もともと少ない利用客は落ち着いたものだ。連絡をとろうとスマホやケータイを取り出す人がいたり、足早になってる人がいる程度だ。

　そうこうしているうちに、排気塔がゆっくり、ゆっくりと動き始めた。

　吐き出す蒸気が真っ白になり、量も多くなっている。

「西にし春日かすがの回転寿司は健在か。それはなによりだが──」

　排気塔を見やり、彼女はまた時計を見上げた。

「予定より、少し早いな」

　日傘を伸ばしたり縮めたりするのをやめ、彼女はトランクケースをちょびっと開けて、その隙すき間まをごそごそと探る。ややあって、簡易のガイドブックにありがちな、細長い蛇じや腹ばらになったマップを取り出したかと思うと、がさがさと広げ始めた。

　そのマップの後ろの方にある図と首っ引きで、彼女はしばらく構内を見渡していたが。

「さてと」

　マップをしまいこみ、彼女はホームの端と向かっていった。

　従業員通路や清掃用具と書かれた扉の前を過ぎ、喫煙所という標示が消された一角も過ぎ、ついには一番端の雨ざらしの柵も白いワンピースを翻ひるがえしながら乗り越えた。あまりに堂々としているせいか、どう見ても従業員でないはずの彼女を止める者は誰だれもいなかった。

　そうして、錆さびだらけの石が転がった作業用通路をしばらく行ったあたりで、ようやく彼女は足を止めた。

　見やった先には、フェンスに囲われた、一見すれば変電所のような施設があった。

　数段ほどしかないコンクリートの階段と、真っ赤に錆止めされた重そうな扉には、変色したプラスチック製の札がいくつも注意書きをぶら下げている。





＊＊＊＊　　非 常 時 連 絡 路　　＊＊＊＊




＊＊＊＊　　学派関係者以外の使用を禁ず　　＊＊＊＊






　フェンスには、簡易の固定バーがあるだけで鍵はかかっていなかった。

　バーをぎこぎこいわせながらフェンスをくぐり抜け、注意書きをちらりと見やった彼女の瞳ひとみは、すぐに赤い扉の横に向けられる。

　スリット式のカード錠。

「ふむ」

　と頷うなずきながら、彼女はスカートポケットを探り、小さなカード入れを取り出した。

　その中から真新しいプラスチックカードを抜き出した彼女は、スリットに通す。

　ブブーッ、という小さな拒否音とあからさまな赤色ＬＥＤを返された。

「おや？」

　首をかしげた彼女がカードをあらためてみると、間違いなく『西にし春日かすが学派』と読めた。

　少し考えてから、彼女はカード入れからもう一枚カードを抜き出し、通してみる。

　ピンポーン、というナメくさった音が響ひびき、ＬＥＤが緑色に変わった。それと同時に、ゴンゴンゴンと扉の向こうでもの凄すごい勢いでウィンチが巻き上がる音が聞こえてくる。

「嵯さ峨が野のがセキュリティを書き換えたか」

　彼女は、手元のカードを見つめていた。

　少しくたびれていたが、ちゃんと『嵯峨野学派』と読める。

「つまり、どこの学派関係者か書いてないのでは勘違いをしてしまっても仕方ない。私が迷いこんでしまっても無理からぬことだ、という筋書きなわけだな」

　ややあって。

　真っ赤な扉が音もなく開き、その内部が露あらわになった。外側の無骨なコンクリとは異なり、光沢のあるクリーム色の壁面に並ぶボタン。見るからにエレベーター。

　カードをスカートポケットにしまいつつ、彼女はかたわらの注意書きの札をちらりと見やり。

「これから厄やつ介かいになる先に、そうポンポン穴を開けられると困るが──まあいい」





＊＊＊＊　　非 常 時 連 絡 路　　＊＊＊＊






　独りごちつつ、八や重え垣がき櫻さくらはその整った顔立ちをにんまりと崩した。

「非常時では、仕方ないな？」
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　ＥＭＤは、正確には網膜投影型表示器Eye's Mount Displayという。

　この目薬が何かといえば、早い話が使い捨ての目薬型サポートディスプレイだ。戦せん闘とう機きパイロットのヘルメットに投影されるようなサポート表示が、目薬一つでできてしまう。

　これだけを聞くとなんだか近未来なデバイスだが、原理はかなり単純だ。ぶっちゃけ液体のコンタクトレンズであり、透明薄膜の液状電子ペーパーに過ぎない。電気泳動水和方式Electrowettingエマルジョンという液体を眼球に点させば、あとは自動的に動き回るインクが白目と黒目の境にとどまって、一定時間まるでディスプレイのようにふるまう。つまり目玉の表面にインクを載のっけて、電波で動かしているわけだ。

　このＥＭＤ、とても便利なデバイスなのだがいくつか問題もある。点眼するものの医薬品ではないので若干の副作用リスクがあるとか、剝はく離り剤ざいが必要だとか、そういった問題の他に「危険性のない副作用」があったりする。

　顕けん著ちよな特徴としては、瞳ひとみの色が不自然に変わる点だ。ＥＭＤの実態はインクなので、これはどうしようもない。ディスプレイ表示であるからにはまったくの無色にはできないからだ。おかげでＥＭＤ装着後には、エマルジョンの色によって赤だの緑だの、カラーコンタクト顔負けの虹こう彩さいになる。

　そしてこのＥＭＤにはもう一つ、人によっては大きな副作用がある。

　不味まずいのだ。




　──まあ、慣れてるけどよ。

　葉よう柄へいは努めて平静を装っていたが、それは対たい症しよう療りよう法ほうのようなものだ。一度「まずい」と認識してしまったら、その感覚はずっと続く。顔に出したら本当に不味くなる。

　とはいえそれでも、鼻の奥からじわじわと不ふ穏おんな味が喉の奥に広がっていくのは否定できない。ＥＭＤ自体が強力な基剤なので、サポートされている間はずっと続く。涙るい腺せんから鼻をたどって口まで降りてきて、息をするたびに苦くて甘い、特有の風味が蘇よみがえる。

　腐くさった墨ぼく汁じゆうにちょっと似ている。

　──どんだけ慣れたって、腐ったもんはマズいんだよなあ。

　本当は、このにが甘腐った墨汁風味は腐臭ではなく、防腐剤の味だ。ＥＭＤのインクは腐りやすいので仕方ないが、慣れているはずの葉柄でも口がへの字に曲がる。

　もっとも、葉柄の顔つきが渋いのは目薬のせいだけではないのだが。

　堤防からグラウンドに降りてきた葉柄の姿を見て、茅ちヶが沼ぬまが哀れっぽい声をあげた。

「葉柄ちゃんナイス、こっち、こっちぃぃいい!!」

　茅ヶ沼は、防球ネットの余ったロープで縛りつけられているようだった。

　後ろ手のままじたばたしているせいで、どこもかしこも土まみれだ。アホっぽい金髪も、無駄にラメラメシャラシャラしている赤いシャツも、無残なものだ。学校指定のブレザーが見当たらないが、これは茅ヶ沼が着ていなかっただけだろう。むしろ時々茅ヶ沼は、ブレザーの代わりに気の狂ったような白いファーをくねらせていたりする。あれがないだけマシだ。

　まるで制服という概念が存在しない茅ヶ沼をよそに、マウンドのゴリラが怒鳴る。

「箒ほうき場ばぁ!!　てめー邪じや魔まする気ならどうなるかわかってんだろうなあああ!?」ぱこーん！

「ぁあああああんん葉ちゃぁぁあああああんんどこ行くんだよぉぉおお!?」

「いい心がけじゃねえか箒場!!　仲間に見捨てられやがってザマねえなオラぁ！」ぱこーん！

「ぁあああああんん葉柄ちゃんひでぇえよおおお死ぬぅぅうううううう!!」

　ものすごく、無視したい。

　そんなわけで葉よう柄へいは、関わるだけで伝染しそうなアホ連中の野球もどきを後しり目めに、ベンチの二人組へと向かった。

　そんな葉柄に、二人組の片方が葉柄以上にうんざりした顔を上げる。

「あーもう、やっと来た。どこで油うってたのよ」

　千ち巻まきだった。

　河か川せん敷しきから吹きつけてくる風のせいか、千巻はツインテールと呼ぶには少々収まりの悪すぎる髪をおさえつけていた。時おり、隣となりに座った大おお井い寺でら商業の女生徒の背中をさすっている。その様子だけ見るとまるで仲の良い友達のようだ。

　が、葉柄にとっては、この大井寺商業の女生徒は初めて見る顔だ。

　セミロングで、おとなしそうで、大井寺の地味めな制服以外には特徴らしい特徴がない。

　少なくとも、アホ連中とつるむようなタイプではなさそうだった。

「元気出してね。チガなんて、エサくれる人についてく野良犬と変わんないんだから」

　こくん、と頷うなずいた見知らぬ女生徒は、近くで見るとよけいにおとなしそうな印象だ。

　飽きられちゃん、などとは、さすがにちょっと呼びにくい雰囲気。

　そんな女生徒をどう扱ったものか計りかねている葉柄を、千巻がじろりと睨にらみ上げた。

「ちょっと葉柄。あんたさ、チガのお目付役じゃなかったの？　あいつ、また純真な乙女心をもてあそんだみたいよ。この子、チガが連絡もくれないって泣いちゃってて」

　千巻の説明に、あれ？　と葉柄は思う。

　なんだか、エンドーから聞いた元彼を差し向けたとかいうドロドロ話とえらく違っている。

「茅ヶ沼のせいでその子が泣いてるのはわかったけどよ。なら、あのアホ連中はなんであんな張り切ってんだ？　その子となんか関係あんのか？」

「幼なじみなんだって」

　千巻の言葉に、またも小さく頷く飽きられちゃん、あらため大井寺の女生徒。

　その視線の先では、ゴリラとその仲間たちが新たなるルールを生みだそうとしていた。

「よーし、そんじゃ次からは空振りしたら、茅ヶ沼の隣で素振りすることにするぞオラぁ!!」

「ざっけんなゴリラてめえそのバット金属じゃねえか加減ってあるだろ、バカじゃねーのかバーカ──あっごめんごめんって謝るから痛い、いたいからやめて許してぇええ!!」ぱこーん！

　むなしく響ひびく茅ヶ沼の抗議の声を全力投球で封殺しつつ、ゴリラが吠ほえる。

「うるせえ!!　茅ヶ沼よぉ、なっちゃんの心の痛みはこんなもんじゃねえぞ!!　死ねえ!!」

　なっちゃんときたか。

　そのなっちゃんなる大井寺の女の子と、汗だくになりながら必死の形ぎよう相そうで茅ヶ沼に軟球をぶつけているゴリラの顔を見比べているうちに、葉柄にもなんとなく事情が理解できた。

　おそらく茅ヶ沼は当初、なーんにも考えず大人しそうななっちゃん（仮称）に声を掛けたのだろう。ただ、性格が合わなかったか知性レベルに差がありすぎたか、あるいは声を掛けた記憶が蒸発したかで、茅ちヶが沼ぬまはトンズラした。それで、怒ったゴリラに折せつ檻かんされているわけだ。

　なぜならゴリラは、幼なじみのなっちゃん（仮称）が大事だからだ。

　たぶん、百パー茅ヶ沼が悪い。

「ってことは、今回は放っといても構わねえか。あいつもたまには痛い目見た方がいいだろ」

「いいけど、どうなっても知らないわよ。だってあんた、日ひ向むかい先せん輩ぱいからチガのこと〝お願い〟されてるんでしょ？　あんたがチガを見捨てたって聞いたら先輩、悲しむと思うけど？」

　ぐ、と言葉に詰まった葉よう柄へいの目をじっと見つめ、千ち巻まきは畳みかける。

「それにその目。それ、カラコンじゃないんでしょ。そこまで用意してきたんだったらちゃんと最後まで面倒見なさいよ」

　はーやれやれ、と立ち上がった千巻はぽんぽんとブルーチェックの制服の裾を払い、なっちゃん（仮称）に微笑ほほえみかける。

「じゃ、あとはよろしく。ここは葉柄に任せて、私たちはどっか楽しいとこ行こっか？」

「任せたって……おい千巻、どこ行くんだよ」

「私の役目は、あんたが来るまでの時じ間かん稼かせぎ。チガが死なないように見張っててあげたんだから感謝してよねー」

　トラムの地下街のねー十階ぐらいにおいしいパンケーキのお店があるんだよ知ってた？　と話を振ってくる千巻のあとを、なっちゃん（仮称）は振り返りふりかえりついていく。その視線は、茅ヶ沼と、ゴリラとその仲間たちの間をひっきりなしにうろうろしていた。

　が、そのうち堤防の上まで辿たどり着ついたところで、千巻に促うながされたなっちゃん（仮称）は思い出したようにぺこりと一つお辞じ儀ぎを残して、堤防の向こうへと姿を消した。

　まるで止める隙すきのない、疾風のような、鮮やかな去り際であった。
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「おいおい、二人ともマジで行っちまったぞ……」

　あんぐりと口を開いている間に、さっさと帰られてしまった。

　もう見えない千巻となっちゃん（仮称）の後ろ姿を見送りつつ、葉柄は、この場を収めてくれそうなほんのわずかな可能性が消えてしまったことに嘆息する。

　ＥＭＤで時間を確認してみて、またため息。




　　［13：58］




「こりゃ絶対間にあわねえな──」

　呟つぶやきながら、視界の端に目をやった葉よう柄へいは瞬まばたきとサイトジェスチャーを組み合わせ、ＥＭＤに学派内のターミナルを呼び出す。葉柄の視界、その三分の一ほどに、透過グリーンのディスプレイや予測型フリック入力キーがにゅっと生えた。

　葉柄の視線に追つい随ずいし、手打ちとほとんど変わらない速度でターミナルに書き込まれる。




　　［Pacer connection ... done >> 日ひ向むかい空くう子こ K.Himukai （西にし春日かすが[image: ]）］

　　［箒ほうき場ば[image: ]：おい空子、お前今どのへんだ？　補習は終わったか？］

　　［日向[image: ]：あー！　葉ちゃんあたしの自転車乗ってったでしょ!?］

　　［日向[image: ]：いま！　ちょうど今ゆりちゃんと学校出たとこ！　ってあれ？］

　　［日向[image: ]：葉ちゃん河か川せん敷しき？　この書き込みＥＭＤ使ってるの？］

　　［箒場[image: ]：堅いこと言うなよ。お前が八や重え垣がきの迎え代わってくれって言ったんだろ。

　　　　　　　チャリぐらいいいじゃねえか］

　　［箒場[image: ]：そんで悪いんだけどよ、空子、お前これから駅まで行けるか？］

　　［日向[image: ]：えっ？　なんで？　葉ちゃんが駅行ってるんじゃないの？］

　　［箒場[image: ]：八重垣の迎え代わってやるつもりだったけど、間に合いそうもねえんだ。

　　　　　　　また茅ちヶが沼ぬまが揉もめ事ごと起こしやがって］

　　［日向[image: ]：えええあたしも湧ゆう子こちゃんにたのまれたのに！］

　　［箒場[image: ]：だから悪いって謝ってんじゃねえか。お前も補習に捕まったんだから許せ。

　　　　　　　湧子さんには俺から謝っとく。どうせ茅ヶ沼匿かくまってもらいに行くからよ］

　　［日向[image: ]：hoge］

　　［箒場[image: ]：なんだ？ どうした？］

　　［日向[image: ]：違 ゆり 揺］

　　［箒場[image: ]：返信できねえのか？　まあいいや、迎えは頼んだぞ。八重垣によろしく］

　　［Pacer connection ... over］




　ＥＭＤ経由での入力は下手なスマホよりはよほど速いのだが、その間、注意のほとんどがディスプレイに向いてしまうという問題はスマホと変わらない。

　葉柄がぼんやりよそ見しているように見えたのか、防球ネットに絡まったままの茅ヶ沼がぼつぼつとうめいている。

「なーゴリラもういいだろー？　おれ、なっちゃんのことよく知らねえけどさー、どっか行っちゃったんだしそろそろ許せよー。ゴリラだってなっちゃんにいいとこ見せられただろー？」

「ぶっ殺すぞ誰だれがゴリラだ!!　おめーがなっちゃん呼びすんじゃねえ！」

　力の限り投げつけたゴリラの軟球が、なかなかの球速で茅ヶ沼の腹に直ちよく撃げきした。

　ぐえっ……という茅ヶ沼の苦く悶もんの声が漏れ聞こえてくる。

　軟式野球のボールは、あれで結構硬い。なにしろ金属バットでひっぱたかれることを前提としてるのだ。あの硬質ゴムの塊かたまりが直ちよく撃げきすれば、当たり所によっては悶もん絶ぜつする。

　さっきまで元気に喚わめいていた茅ちヶが沼ぬまだが、泥と派手の混在したそのツラをよくよく見れば、ぶん殴られた跡よりもボールの縫ぬい目めの跡が目立っている。

　なんだかんだで、しっかりとボコられたようだった。

「なあ。そろそろ、そのへんで許してやってくんねえかな？」

　そんなわけで、ＥＭＤのターミナルを閉じた葉よう柄へいが声をかけると、ちょうどバッターのアホが足元の軟球をゴリラにぽこんと打ち返したところだった。

　転がってきた軟球を拾い上げながら、ゴリラが苛いら立だった顔つきで振り返った。

「なに言ってんだ箒ほうき場ば？　おめーが口出しすることじゃねえ」

「馬鹿の肩持つわけじゃねえけどよ、なっちゃんも帰っちまったし、頃合いじゃねえか？」

「だから！　おめーらが！　なっちゃんなんて呼ぶんじゃねえ！」

「茅ヶ沼も、アホなりに反省してるみてえだし。ほら、いつもよりおとなしくしてんだろ？　それによ──」

　昼下がりの河か川せん敷しきの開けたグラウンドを、時折、川上から風が撫なでていく。

　濃い草いきれに混じって届くゴリラの怒声をやり過ごしつつ、葉柄は堤防へと目をやった。

　白いママチャリに軽く腰かけたエンドーの姿は、遠目にもわかるぐらい目立っていた。

「お前らがやり過ぎねえようにエンドーが見張ってんの、わかってんだろ？　あんまり事を荒立てると、ハーマンに来てもらうことになるぞ」

「うっ……」

「じゃ、連れてくぞ。なっちゃ──おっと。お前の元カノちゃんにも、もうこんな馬鹿には引っかからないように言っておいてくれ」

「なっちゃんはそんなんじゃねえ……！」

　あれだけなっちゃんと呼ぶなと言いつつも、ゴリラ当人はなっちゃんと呼ぶ。

　ゴリラの戸惑ったような反応は、まるで幼なじみとの登下校を冷やかされた小学生だ。その様子はずんぐりした図体には似合わず、思わず葉柄は苦笑いしてしまった。

「なんだ、元カノじゃねえのか？　幼なじみだっけか。なんにしろ大事な子なんだったらちゃんと見ておいてやれよ。俺が茅ヶ沼の面倒見るのも、限度ってもんがあるしよ──なんだよお前ら、こいつ縛るのはいいけどよ、次はもうちょい手加減してやってくれよ」

「……そんなんじゃねえつってんだろ」

「わかったわかった」

　ダンゴ結びの防球ネットをほどきながらの葉柄の苦笑が、ゴリラのナイーヴな部分に障さわったのだろうか。

　傷ついたような顔で、ゴリラが吐き捨てた。

「……ざけんな箒ほうき場ば。おめーだって、女の指図でいつも邪じや魔ましに来るくせによ」

「邪魔ってのはひでえな。こういうのは仲ちゆう裁さいっつうんだよ、仲裁──おら、立てよ茅ちヶが沼ぬま」

「あっ痛いいたい！　ひでえよ葉よう柄へいちゃん、そのへん血が出てんのにあ痛ぇ！」

「うるせえだまれ暴れんな。今から湧ゆう子こさんとこで手当てしてもらうぞ」

「その湧子って、アレだろ。日ひ向むかい湧子。西にし春日かすが附属で女生徒会長やってる奴やつ。西春日学派の偉いさんの孫娘なんだってな」

　のたうっている茅ヶ沼をぺしんとはたいていた葉柄は、ゴリラの低い声に顔を上げた。

　河か川せん敷しきのぺらぺらのグラウンドから睨にらみ下ろしてくるゴリラの目には、ちょっとした復ふく讐しゆうの炎がともっていた。

「……詳しいじゃねえか」

「誰だれだって知ってる。箒場は学派にずっと見張られてて、西春日から出ることも許してもらえねえって。そのせいで、おめーは電車にも乗れねえし、日向湧子に頭があがらねえんだろ。茅ヶ沼みてえな奴の面倒を押しつけられてるのもそのせいだってな」

「………………」

「知ってんだよ。箒場は、ああ見えてとんでもねえ極悪人だって」

　淡々と茅ヶ沼とネットの間のダンゴ結びを外している葉柄に、ゴリラの声が降ってくる。

「何やらかしたのか知らねえけど、他人の幼なじみを心配するより先に、自分の身内に気をつけとけよ」

「…………どういうこった」

　茅ヶ沼のベルト通しにくくりつけられていたしつこいダンゴ結びを、ようやく外し終えた。

　そうして立ち上がった葉柄を見やって、へっ、とゴリラが鼻で嗤わらう。

「おめーの大事な日向湧子も、茅ヶ沼にたらしこまれてからじゃ遅えって言ってんだよ！」

　まるで勝利宣言のように吐き捨てる。

　それは、なっちゃんとの仲を勘ぐられたゴリラの、精一杯の報復だったのだろう。

　だが、そんなゴリラの歪ゆがんだ笑みを見上げながら、茅ヶ沼がぼそりと呟つぶやいた。

「………………あーあ。知ーらね」

「なんだ？」

　胡乱うろんげな視線を返すゴリラをよそに、茅ヶ沼は無言で泥を払っている。

　一方で、葉柄はどこでもない場所を見つめていた。

　自転車を預けておいたエンドーと目があったような気がしたが、葉柄の視線はＥＭＤを追い、頭は別のことを考えている。視界の端から呼び出したグリーンの表示は、千ち巻まきとなっちゃんが消え、アホ軍団が野球もどきだか三角ベースだかのポジションでなくなった他には、たいして変わりばえはしない。
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　六人。目に見えてるのが全員で、伏兵なし。エンドーは範はん囲い外がい。

　それを確認した葉よう柄へいは、おもむろに口を開いた。

「──ゴリラ。超能力って知ってるか」

「んだコラ箒ほうき場ばぁ？　誰だれがゴリラだって……」

「ほら、あれだよ。触ってもないのにコップが浮くとか、遠くの話が聞こえるとか、壁の向こうが透けて見えるとか、テレポートとか、ああいうのだよ。わかんだろ」

「……あ？」

　葉柄の言っていることが唐突だったのか、ゴリラは、よくわからない、という顔をした。

　そうだよな、と葉柄は思う。普通はそうだ。

　いくら説明されても、たとえそれが理屈の上では正しいと言われても、よくわからないものはよくわからない。直感に反するからだ。むしろ、それを受うけ容いれろという方が無理がある。

　正直でいい。

「ああいう超能力って、たいていタネがあんだよな。コップを透明な棒で支えてましたとか、客にサクラが混じってましたとか、テレビで編集しましたとか。超能力にしか見えなくても、そんなことできるわけねえってみんな知ってるから、手品って扱いになってんだよな」

「おい茅ちヶが沼ぬま、コイツなんか変だぞ……おい茅ヶ沼！　おめーどこ行く気だ！」

　ぶつぶつ言っている葉柄を気味悪そうに見やっていたゴリラとその仲間たちが、ようやく茅ヶ沼の行動に気付いた。

　さっきまで葉柄を横目で見やり後じさりしていた茅ヶ沼は、もう背中しか見えなかった。

　ズタボロのダメージはどこへやら、堤防に向かってすたこら疾走しながら遠ざかっていく。

「ゴリラー！　悪いこと言わないから逃げろー！　いいかー？　おれ、忠告したからなー！」

「誰がゴリラだってん……！」

「できるわけねえんだよ、そんなこと。だから誰も信じねえ。だから変わったことがあったとしたら、手品ってことになるんだよな」

　どこまでも平へい坦たんな葉柄の声に振り返り、ここに至って、ようやくゴリラは気付いた。

　ぼきぼきと指の関節をならしている葉柄の瞳ひとみが、尋じん常じようではない色にぎらついている。

　鮮やかなくせに不自然な、緑色をしていた。

「な、なんだよオラ!?　さっきから何が言いたいんだ？」

「これから起こることは、手品ってことにしときゃいいかな、って話だよ」

「手品……？」

　ゴリラはやはり、よくわからない、という顔をした。

　ただそれでも、葉よう柄へいがぶつくさ言っていた単語のうち、ゴリラの乏しい語ご彙いメモリのどこかに引っかかるものがあったらしい。

「ちょうのうりょくと、手品が……何だって？」

「今からお前らは、なにがなんだかよくわかんねえ方法でぶん殴られるつってんだ」

　言いつつ葉柄は、かたわらの防球ネットの枠をつかんだ。

　ここまでくると、さすがにゴリラとアホ軍団も気付いていた。

　人の背丈の倍ほどもある防球ネットの錆さび付いた鉄枠が、ぎしぎしと軋きしみをあげている。

　何十キロもある鉄枠とネットがわずかに持ち上がり、ぱらぱらと砂すな埃ぼこりを落としている。

　よくよく見れば、葉柄の握っているあたりの鉄枠が、奇妙にひしゃげている。

「お、おお、なんだ……？」

「気安く湧ゆう子こさんを呼び捨てにしてんじゃねえぞ、ゴリラ」

　そうして防球ネットを持ち上げ、ぽかんと口を開けたままのゴリラとアホ軍団に向かった葉柄は、初めて口の端を持ち上げた。ギリギリと食いしばった歯が露あらわになる。

　怒りに震ふるえながら、葉柄は唸うなった。




「覚悟しやがれ……!!」
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　西にし春日かすが市しには古こ墳ふんがある。

　それも、結構あっちこっちにある。住宅街のど真ん中にいきなり出現するうえに、そこだけ周囲とは景色が全然違う。なので慣れないとちょっとびっくりする。

　こうした古墳は、一見すれば鬱うつ蒼そうとした森だ。背の高い柵やフェンスで区切られ、やたら蚊が出る。これだけなら神社の森と大差ないのだが、古墳の場合は変な迫力がある。森の土台はこんもりした山に近く、斜面の木々が覆おおい被かぶさってくるような錯覚を起こすのだ。

　もちろん、西春日の地元民もこうした森が古墳だということは認識している。なぜなら学校でそう教えられるし、古墳の航空写真の下敷きも配られるし、柵には「陵りよう墓ぼ内ない立ち入り禁止」と書かれている。略図だと『古墳の森』などと公園ばりに表示されている場合もあるが、それでもおおむね、古墳がただの森ではないことぐらいは理解されている。

　だいたい、古墳のある一帯は昔から続いた旧家が多い。古墳を森だと思いこむようなアホであっても、周囲の家並みがなんかちょっと違うことぐらいはわかる。

　あのへんの家は、でかいのだ。




　古こ墳ふんの森の途切れた先に、小さな門構えを持った一いつ軒けん家やが姿を現した。

「うお!?」

　息せき切ってママチャリのペダルを踏ふみこんでいた葉よう柄へいは、慌あわててブレーキをかけた。ホワイトパールのフレームを倒し、ぎゃりぎゃりと後輪を滑らせてなんとか踏みとどまる。前カゴに入れていたドラッグストアのビニール袋が派手にガサガサと音を立てた。

「あっぶねえ……!!」

　緩ゆるやかなカーブと同じようなフェンスがずっと続いていたせいで、いつの間にか距離感を失っていたようだった。古墳の森のあたりでは時々あることだが、標識に気を取られていると前方確認があやうくなったりする。

　葉柄は、その注意を奪ったカーブの標識を見上げながら、つぶやいていた。

「……退たい避ひ勧かん告こくなんて、いつの間に出てたんだ？」

　河か川せん敷しきでゴリラをのしていた時かな、と葉柄は思う。





＊＊＊＊　　退　　避　　勧　　告　　＊＊＊＊






　葉柄は門の軒のき先さきにママチャリを立てかけ、ふーやれやれ、とひと息つく。

　梅雨つゆにはまだ早い時期だが、すでに日差しは夏の色彩を帯び始めていて、太陽の下ではちょっと暑い。古墳の森のそばは空気がひんやりとしていて心地よかった。遠くにかすんだ排気塔はもくもくと白い煙を立ち上らせ、わずかに移動しているようにも見える。退避勧告が出ているのは確かなようだ。

　額ににじんだ汗を拭ぬぐって、ビニール袋を手にした葉柄は足早に門をくぐる。

　門構えには小さいながらも瓦かわら屋や根ねがあったが、あくまでも裏手の小さなものだ。塀の表札にあたる場所には、真っ黒に塗りつぶされた木板がひっそりと残されている。表札にしては奇妙だが、〝離れ〟のような佇たたずまいのせいで気付く者がいるかどうかは怪しい。

　一方、葉柄はまったく気にも留めず離れまで入りこみ、玄関先の呼び鈴を鳴らし、返事を待たずに上がりこんだ。甘い匂いがする廊下をのしのし突っ切って、一番奥の引き戸をがらりと開ける。

　お香の匂いが、葉柄の鼻をふわりとくすぐった。

「湧ゆう子こさん。薬と包帯、買ってきた」

「ありがとう、葉柄くん」

　声の主から、にこ、と小さな微笑ほほえみが返ってきて、葉柄は思わず緊張してしまう。ビニール袋を渡しながら、その手がわずかにぎくしゃくし始めるのを恥ずかしく思った。
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　──いったい何年世話になってると思ってんだよ。

「どうかしたの？」

「あ、そういやさっき気付いたんだけどさ、退たい避ひ勧かん告こく出てんだなって」

「バタバタしてたら、意外と気付かないときってあるものね。家の中にいれば退避扱いだから、大丈夫だし」

　確かに西にし春日かすが市民は、退避勧告には慣れているせいで時々スルーしてしまうことがある。

　けれども、河か川せん敷しきのようなあからさまに排気塔が見える場所でも気付かなかったのは、葉よう柄へいも初めてだった。

　──頭に血が上ってたからかな。

　そんな葉柄を見上げ、日ひ向むかい湧ゆう子こは不思議そうに首をかしげた。そのたびにふわふわと、ブラウンのかった巻き毛が揺れる。

　四畳半ほどのこぢんまりとした和室だ。障子で仕切られた向こうは縁側なのか、光がよく差しこんでくる。小さなちゃぶ台があるきりで、それ以外に調度品らしいものは見当たらない。ただ、床とこの間まの隅にある小さな香こう炉ろから、紫煙が細く立ち上っていた。湧子のブルーチェックのブレザー姿は派手な部類に入るはずだが、不思議とこの部屋に溶けこんでいる。

　そのちゃぶ台の向こう側から、人をナメくさったうめき声が聞こえた。

「おせーよお葉柄ちゃんよー。おれ、もうホントに死んじゃうかと思ったー」

「湧ゆう子こさん。できるだけ痛い薬を買ってきたからよ、思い切り塗ってやってくれ」

「わかったわ」

　あっひでえ日ひ向むかいセンパイ！　痛いのイヤだって言ってんじゃん！　痛い痛いいたいあいだだだだだ！　と薬を塗る前からギャーギャー騒さわがしい茅ちヶが沼ぬまの袖そでだの裾すそだのをまくり上げ、湧子はにこにこしながら茅ヶ沼の傷を確かめていく。

「それじゃ茅ヶ沼くん、しみたらごめんね」

「ぎゃああああああしぬうううううううううううううう!!」

「うるせえ」ごん

　葉よう柄へいの鉄拳制裁に、うぎゃ、とうめく茅ヶ沼。

　そんな光景にも顔色一つ変えず、じわじわと泡立つ茅ヶ沼の生傷を見つめた湧子は、見たこともない新種に遭遇した生物学者のように、思し慮りよ深ぶかげに首をかしげた。

「葉柄くん。このオキシドール、ものすごく泡が出るわ」

「店員に一番しみるのはどれだって聞いたら、濃い奴やつくれたんだよ。そのせいじゃねえかな」

　葉柄の言葉に「そんなのあるの？」と目を丸くして、湧子は気の毒そうに茅ヶ沼を見つめる。

「それじゃ仕方ないのかしら。放っておいたら傷が化か膿のうするかもしれないし。茅ヶ沼くん、ちょっとだけ我慢してね」

「いやああああああいてええええええもぉぉおおおおおおん」

「うるせえつってんだろ」ごん

　葉柄の鉄拳と茅ヶ沼の馬鹿のような叫び声のいちいちに、湧子がくすくすと笑う。

　そんな湧子を前にして、葉柄は、またそわそわと落ち着かなくなりそうだった。傷口を消毒されるたびに暴れる茅ヶ沼を殴りつけながら、そんな自分に内心舌打ちする。

　日向家の柳りゆう子こ・湧子・空くう子この三人姉妹とは昔からの馴な染じみなのに、真ん中の湧子にだけはいつまでたっても慣れないのだ。その理由には、葉柄自身も心当たりがある。

　穏おだやかな雰囲気、腰まである長い髪、ふわふわと漂うような物腰。

　──やっぱり、湧子さんが一番〝お嬢じようさん〟に似てるんだよな。

「それで、今日は何があったの？」

　湧子のおっとりとした横顔をぼんやり眺めていた葉柄は、その声で我に返った。

「い、いつもの通りだよ。茅ヶ沼がまたやらかして、河か川せん敷しきでシメられてたから拾ってきた」

「もしかして、今日はみんなで野球だったの？」

　ほら、と湧子が示した茅ヶ沼の腕には、縫ぬい目めまでくっきり残ったボールの跡があった。

「これなー。ゴリラの野郎、バットで殴ると凹へこむからもったいないとか言いやがったの。ボールだったらいくらぶつけてもいいだろとか、変なところで知恵回るんだよなあいつ」

　したり顔で、河川敷に至るまでの経緯をしゃべくる茅ヶ沼。

　思い出した順にものを言うせいで前後関係がほどよくシャッフルされてわかりにくいが、その言わんとすることをまとめると、バット持ったアホ軍団に駅前で取り囲まれたそうな。河か川せん敷しきまで引っぱって行かれたところで千ち巻まきが駆けつけてきた、ということらしい。ゴリラおよびアホ軍団と茅ちヶが沼ぬまのどちらも深く考えて行動してないからか、なんとなく状況はわかる。

「なんでかよくわかんねえうちにアホ軍団に千巻が混ざってたんだよな。まあそれはいいんだけど、そんでなー？　あいつ、ゴリラよりも怒り出しやがってさあ、なっちゃんに止められてる間にまーたゴリラがいらん気を回しやがってよーし野球でもしようぜーっとか言い出して」

「うるせえだまれわかったよ！」

　アホすぎて頭痛がした。

　眉み間けんを揉もんでいる葉よう柄へいを見つめたまま、湧ゆう子こは曖昧に微笑ほほえんでいる。おそらく、普通に野球をしていてなんでこんな事になるのか、と不思議に思っているのだろう。そんな湧子に、あのアホ連中の考えついた知能を疑われるような野球もどきを説明するのは、葉柄にはちょっとためらわれた。

　なにが悲しくて、清流にわざわざ下水を垂れ流すような真似をせねばならんのか。

　そんな葉柄の心境を知ってか知らずか、茅ヶ沼はまたもいらんことを言う。

「まあ諦あきらめろよ葉柄ちゃん。俺専用に風紀委員作ろうなんて考えるの、日ひ向むかいセンパイしかいねえんだしよー？」

「それがわかってんなら、おとなしくしてろってんだよこの馬鹿！」

「でも、葉柄くんが頼りなのは本当よ」

　いらいらと怒鳴り返している葉柄を、やんわりと湧子が押しとどめた。

　手当ては終わったらしく、茅ヶ沼は丁寧に巻かれた包帯を物珍しそうに眺め回してから。

「おーありがとーセンパイすげーなもうあんまり痛くねえ……」

　そう言い残すが早いが、茅ヶ沼はあっという間に床とこの間まに丸まるようにして、次の瞬しゆん間かんにはもう寝ていた。ぐーぐーと軽いいびきすらかいているあたり、オンオフの切り替えなどというレベルではない。

　安物のオモチャか。

　そんなため息をついている葉柄を見つめ、湧子がぽつりと囁ささやいた。

「だって風紀委員の活動、引き受けてくれたのは葉柄くんだけだから」

　少し声のトーンを落としているのは、茅ヶ沼への配慮なのだろう。

「他のみんなは茅ヶ沼くんがどこかで大ゲンカしていても知らんぷりで、誰だれも助けに行ってくれなかったわ」

　憮ぶ然ぜんとした湧子に、葉柄は思わず苦笑する。

　なにしろ普通の生徒は、茅ヶ沼のような「好きなときに学校に来て好きなときに帰る」ような奴やつには関わりたがらないのだ。茅ヶ沼のホームグラウンドは学校よりも繁華街で、必然的に茅ヶ沼に近いアホばかりと揉める。誰だってそんな揉め事には巻きこまれたくない。

　なのだが、誰だれも湧ゆう子この前ではそんなことは言えないのだった。

　そんなことを言えば、この生徒会長は、まるでこの世の終わりみたいな顔をするからだ。

「……もともと、他の連中は茅ちヶが沼ぬまに関わる機会がねえんだよ。だってこいつ、学校で授業を受けることが怪しいんだからさ」

「それでも知らんぷりしてるのには変わりないでしょう。見過ごすことはできないわ」

　ぐわ、と信じがたいほど大口を開けた茅ヶ沼の寝顔を見やり、湧子は小さく微笑ほほえんだ。

　湧子は、茅ヶ沼のような破滅型の馬鹿が死なずにいられることを、この世の奇跡かなにかだと思っているフシがある。湧子から直接「どうしてみんな茅ヶ沼くんを放っておくの？」と問い質された生徒会の役員が、苦しい言い訳をさせられたという話があるぐらいだ。

「でも葉よう柄へいくんなら、なんとかしてくれると思ったの」

「……ご期待に添えて良かったよ」

　結果として、そのお鉢が日ひ向むかい家けの馴な染じみである葉柄に回ってきたのだ。茅ヶ沼とは中学の頃からの腐くされ縁えんだったが、生徒会から正式にその面倒見を「お願い」されたことになる。

　おかげで高校に入ってからというもの、葉柄は茅ヶ沼が学校に来ているかをチェックしつつ、揉もめ事ごとを起こしたら飛んでいって殴ったり謝らせたりすることになっている。

　ただ一点、湧子謹きん製せいの『風紀粛しゆく正せい委員』という役職名だけはどうかと思うが。

「まあ、おかげで今日も予定が一つ、狂っちまったけどよ」

「そういえば葉柄くん、櫻さくらちゃんの出迎えは結局、空くう子こが行くことになったの？」

　そうだった。

　今日は、あの八や重え垣がき櫻が五年ぶりに西にし春日かすが市しに戻ってくることになっていたのだ。

　正しくは、嵯さ峨が野の学派から西春日学派へのゲストという扱いらしい。なので戻ってくる、というのは語ご弊へいがあるが、とにかく誰かが迎えに行かなければならないはずだった。

「茅ヶ沼のせいで、途中で引き返して来ちまったからよ。やっぱり空子に迎えを頼んだ。補習終わったっていってたし、そんなに遅れたりはしねえだろうと思って」

「今日は私も、姉さんの補佐に回らないといけなかったの。だからあの子に頼んだのに」

　はー、と頰ほおに手を当てて、湧子が小さなため息をついた。

「あの子、この間のトライアルで揉めちゃってから、しばらく地下したの仕事はさせないことにしてるの。だから大丈夫だと思ったんだけど、補習があったなんて聞いてないわ。こっそり葉柄くんにお願いしたりして、どういうつもりかしら。あとできつく言っておかないと」

　と。

　もにゃもにゃとよくわからない寝言を漏らしている茅ヶ沼を、珍しい生き物のように見つめていた湧子が、ふいに「空耳かしら？」と言った。

「どこかで空子の声がするわ」

　耳を澄ましてみると、確かに葉柄の耳にも「……よー…………ちゃあー………………ん」という声が聞こえた気がした。

「もしかして空くう子こ、こっちに向かってるんじゃないかしら」

「……学派でなんかあったのか？」

　その声は、次第に耳を澄ますまでもなく聞こえてくるようになった。

　ものすごい速さでどんどん近づいてきて、ついには母屋おもやの門のあたりでききききき！　という甲高いブレーキ音がしたかと思うと、ばたばたと慌あわただしい足音が駆けつけてきた。

　見やれば、西にし春日かすがのブルーチェックの制服をひらめかせて、ショートボブの小柄な少女が転がるようにこちらへと向かってくる。

　空子だった。

「葉ようちゃああーん、大変たいへーん！」

　ご近所のことなどなにひとつ考えないような空子の大声に、葉よう柄へいは顔をしかめる。

　──まさかこいつ、ここまでずっと大変大変言いながら来やがったんじゃねえだろうな？

　だがそんな葉柄の懸け念ねんなどまるで知ったこっちゃなく、母屋の玄関までやってきた空子は、そこで立ち止まったままひときわ大きな声を上げた。

「櫻さくらちゃんがたいへんなの！」

「八や重え垣がきが？　まさか、いなくなったってんじゃねえだろうな？」

「ううん、そんなのじゃなくてもっと大変……あれ!?　もしかしてこのへんって、退たい避ひ勧かん告こく出てないの!?」

　あたりを見回している空子に、葉柄は思わず大声でつっこんでいた。

「そんなわけあるか！　勧告なんかとっくの昔に出てるに決まってんだろ！」

「それじゃ急いでよ、葉ちゃん！　地下したで柳りゆう子こちゃんも待ってるんだから！」

「地下したなんかに降りなくても、こうして避ひ難なんはしてんじゃねえか！」

「そーうーじゃーなーくーてー!!　トライアルが始まりそうなんだってば！」

　その場でじたばたとなぜか足踏みをして、葉柄を手招きしている空子。見やれば、空子に遅れてやってきたおだんご髪の少女が、葉柄に気付いたのか、ぺこりと頭を下げていた。

　オビハラちゃんは学派に出入りの業者の娘で、空子の友達だ。空子のチャリは葉柄が寸すん借しやくしているから、きっと気のいいオビハラちゃんは空子に駆り出されてしまったのだろう。

「トライアルだあ？」

　はやくこっちきて！　カマーン！　などとジェスチャーを繰り返している空子に怒鳴り返しながら、葉柄はちょっとげんなりする。

　なんで怒鳴って情報交換せねばならんのか。

「トライアルに出ることになったら、正式に招集かかるはずだろ。俺らが集まるのはそれからって決まりになってるじゃねえか──」

「違うの！」

　うるさそうにしている葉よう柄へいの言葉を遮って、空くう子こが力の限り叫んだ。

「櫻さくらちゃん、たぶん地下にいる！　そんでトライアル開催してるの！」

「……は？」

　ぽかん、と葉柄が口を開けたその直後。

　西にし春日かすが市し全体に、甲高いサイレンの音が鳴り響ひびいた。

　遠くで、ビルを模した排気塔が、小さく身み震ぶるいを始めていた。





＊＊＊＊　　沈 降 試 験 発 令 中　　＊＊＊＊
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　西春日市では、退たい避ひ勧かん告こくはよくあることだ。

　町中の掲示板がぴかぴか自己主張を始めるし、時々は地下で何かが動いているかのように、地じ盤ばんがびりびりと震しん動どうを起こすこともある。

　だが、それで本当にみんな我先に逃げ出すかというとそんなことはない。もちろん警告に切り替わったりすれば話は別だが、そうでなければ家の中で勧告を気にしつつやり過ごし、勧告解除を待っている。地震速報や落雷注意報と同じようなものである。

　ただし、地下だと避難先の指示はもう少しだけ真面目なものになる。噴水だとか待合所だとか、いざとなればシェルターになるような指定された場所にいること、と決まっている。

　もちろんこれも万が一に備えてのことで、それほど厳密に守られているわけではない。ショッピング途中のお客は気にせず会計をしているし、先を急いでいる人はいくらでも通路を行き交っている。

　そんなわけで、なっちゃん（仮称）と共にパンケーキ屋に向かっていた岩いわ澤さわ千ち巻まきも、退避勧告に出くわしたところで特に気にしなかった。他の人々もおおむね千巻と似たようなものだ。

　だがそんな中で一人だけ、シェルターの方へと向かう姿があれば少しは気になる。

　あからさまによそから来た、という感じの、白いワンピースの女の子だった。

　あちこちウロウロして、そのたびにアテが外れたのか、腕組みして首をひねっている。

　いかにも慣れていなさそうな女の子の様子に、もしかしたら退避所でも探しているのかな、と千巻は思った。よそからやってきた子なら、真面目に探してしまっても無理はない。

　なっちゃん（仮称）が化粧室に行った隙すきに、千巻はまだそのあたりでウロウロしている女の子に声を掛けてみた。

「ねえ、もしかして退避所探してるの？」

　だったら別に慌あわてて探さなくてもいいよ、という意味だったのだが、その返答は千巻の予期していないものだった。

「うむ。どうもそのあたりに直通路があるらしいが、なかなか見つからない」

　おそろしく綺き麗れいな子なのに、なぜかあんまり女の子っぽくない言葉遣い。

　ふるまいもあまり慎み深いとは言えず、スカートポケットに手をつっこんだりしていた。その仕草は、白のワンピなどという直球のお嬢じよう様さまっぽい出で立ちとはちょっとそぐわない。

「……ちょくつうろ？」

　ただそんなことよりも、千ち巻まきは女の子の探しているという直通路、というのが気になった。

　西にし春日かすが市民なら誰だれでも知っているが、実は西春日市は沈降都市とかいうちょっと変わった都市だ。よくわからない理由で街の外縁のビルが動くし、よくわからない理由で退たい避ひ勧かん告こくも出るし、同じようによくわからない入口や出口があちこちにある。

「それって、もしかして、あれ？」

「おお！」

　千巻には前から不思議に思っていた、よくわからない灰色のエレベーターだかシューターがある。その扉に、確か赤のレタリングで似たような文言が書いてあったような気がした。

　そこに連れて行ってあげると、女の子は覿てき面めんに顔をほころばせた。





＊＊＊＊　　演 算 野 直 通 注 意　　＊＊＊＊






「うん、これだ。間違いない」

　言いつつ、女の子がスカートポケットから取り出したカードをスリットに沿わせると、小さな音がしてゴンゴンと扉が開く。

　ちょっと無機質な感じの、ただのエレベーターだった。

　そのケージに、女の子はまったく躊ちゆう躇ちよなしに乗りこもうとして「おっと」何を思いだしたのか千巻を振り返った。

　ぐいぐいと、両手で千巻に握手しながら女の子は笑った。

「世話になったな」

　やたら綺麗なくせにどこか女の子らしくない女の子は、そのままケージの向こうに消えた。




　それから千巻はしばらくの間、さっき出会った女の子と妙なエレベーターについて考えようとした。西春日市民なのに避難指示に慌あわてふためき、ポーチを片手に半べそをかいていたなっちゃん（仮称）と合流してからも、地下十階のパンケーキ屋でパンケーキタワーという名のホットケーキの塔をつついてる間も、ずっと気になっていた。

　ケージが閉まった後、通路に取り残された千巻自身の呟つぶやいた声が、どストライクで頭の片隅で響ひびき続けていたのだ。




「……へんなこ」













　　　Sequence　02　　バベロニカ・トライアル







　ところてんの作り方を思い出して欲しい。

　ところてんの材料は、寒かん天てんのかたまりだ。テングサを煮とかして四角い型でかためた大きな寒天を、針金メッシュのついた押し器に入れて押し出す。この押し器は天突きとも呼ばれるが、とにかくこれによって寒天は細長く切り分けられ、ところてんになる。簡単な話だ。

　では、これがところてんではなく、ケーキの作り方だったら？

　簡単な話だ。

　ケーキの材料を、ケーキの押し器に入れて押し出せばいい。

　卵と砂糖と生クリームとイチゴをケーキの押し器に入れて押し出せば、ケーキが出てくるはずだ──そんなことを言いだした馬鹿が何十年か前にいた。もちろん一回では無理だろうが、同じケーキの材料と押し器を、ものすごくものすごくものすごく多くの人、たとえば銀河系全体の原子の数より多くの人に渡して一斉に押せば、どこかでケーキが出てくるよ、と。

　無茶を言う。

　そんな押し器があってたまるか。

　誰だれがどう聞いても、馬鹿の戯言たわごとのような話だ。

　だが、この戯言を戯言と片付けるのは意外と難しかった。

　なぜなら、このケーキの押し器は、プロセッサと呼ばれるものの概要だったからだ。押し出して出てくるものがケーキではなく、演算の解や検索結果なら話が変わってくる。

　例えば、ＰＣやスマホのような演算器やそれらのつながったネット検索がやっていることはケーキの押し器に近い。わかってることを無数のプロセッサでかき回せば、勝手に答えが出てくる。ケーキの押し器と何が違うのかといえば、確実性の一点だけだ。確かに、ケーキの押し器からケーキが出てくる確率は極端に低い。試している間に地球はなくなる。

　だが、それだけといえば、それだけだ。実際、この押し器が大量大規模に作れるのなら、ケーキの出る確率はちょびっと上がるのだ。

　もちろん、押し器からケーキの出る確率が、何百兆分の一から数千億分の一になったところでどうということはない。だがケーキとところてんの違いが、押し器から出てくるものの価値と確率の違いでしかないと言われれば、これはそう簡単に否定できない。

　そもそも、ケーキの押し器からケーキが出てきたらどうするか、考えてみて欲しい。

　誰だって、まずはケーキを食べるはずだ。なぜ出てきたかを考えるのはその後だ。

　ところてんとどう違うというのか。




　もちろん、これは詭き弁べんだ。

　残念ながら、どれだけ頑張ってもケーキの押し器プロセツサは存在しない。エンピツを転がして偶然得た答えは、どこまでいっても計算機のはじき出す答えとは似て非なる。

　だが、それはそれとして、試験の答えに困った学生はエンピツを転がすものだ。正しい答えが得られればそれでいい、という場面はよくある。託宣オラクルを得る試みは、過去から現代に至るまで常に行われているのだ。

　西にし春日かすが学派の地下には、そんなケーキの押し器じみた、大規模な演算装置がある。

　バベロニカ野やという。
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　葉よう柄へいが早足で降下専用エレベーターに乗りこむと、地下階数の表示が見る間にぐいぐいと増えていった。学派のエレベーターはスピード重視で、よくある箱型ではなく数人しか乗れないシャトル型のケージをしている。

　大深度地下にあたる最下層まではざっと八百メートルあり、着くまでには数分かかる。

　その様子を眺めながら、壁面のスピーカーから伝えられるトライアルの事前説明に耳を澄ませていた葉よう柄へいは、思わず声を上げた。

「八や重え垣がきを、千ち巻まきが見かけたあ？」

『そうそう千巻ちゃんだっけ。あの髪がわさわさしてる子。なんかねー、そうみたい』

「そうみたい……ってどういうこったよ、柳りゆう子こちゃん？」

　やー困ったねあっはっは、とスピーカーの向こうから、女性のあっけらかんとした笑い声が響ひびいてきた。そのお気楽な響きが、葉柄から文句を言う気力を失わせる。

　この声は、どう聞いても困ってない。

　西にし春日かすが学派のブリーフィングは、沈降機構の担当責任者があたることになっている。西春日学派では、わりと偉いポストである。

　なのだが、西春日学派の首しゆ魁かいは日ひ向むかい拳けん治じ郎ろう教授であり、その下部組織である沈降機構の責任者といえば、日向教授の孫娘である日向柳子をおいて他にはない。

　スピーカーの向こうで、柳子がトレードマークのポニーテールを揺らしながら、大口を開けている姿が容易に想像できる。

　笑ってる場合かよ、という呆あきれ文句を押し殺しつつ、葉柄はスピーカーに問いかけた。

「空くう子このやつ、八重垣はバベロニカ野やにいるって言ってたぞ。まさかと思うけど柳子ちゃん、千巻までバベロニカ野にいる、なんてことはねえよな？」

『あー違うちがう。バベロニカ野まで降りてるのは櫻さくらちゃんだけ。千巻ちゃんが見かけたのはもっと上の、待合所シェルターのあるあたりだって。いま退たい避ひ勧かん告こく出てるから、最下層まで降りる途中の櫻ちゃんとはち合わせしたんじゃないの』

　待合所シェルターとは、一見してソファだのテーブルだのがあって待合所のようだが実は簡易シェルターにもなる、という空間のことだ。西春日市では数日に一回は退避勧告が出るため、地下で勧告が出た場合は近場の待合所で数分間やり過ごす、というのが定番になっている。

「……そういや千巻、飽きられちゃんと一緒に駅の方に行ってたな」

「飽きられちゃん？」

「いやこっちの話」

　諦あきらめの気持ちで虚こ空くうを見上げた葉柄に、そういえば、と柳子の声が降ってくる。

『千巻ちゃん、櫻ちゃんのことも気になったけど友達と一緒だったから途中までしか案内できなかった、って言ってたわ』

　間違いなくその友達は飽きられちゃんだ、と葉柄は思う。

　あの子の名前って何だっけ、と思い出そうとする葉柄に、柳子は続ける。

『きっと櫻ちゃん、連絡路使って地下に降りてみたはいいけどバベロニカ野までの道はわかんなかったんでしょ。千巻ちゃんが学派専用の直通路教えてあげたら、おー、そうかそうか、とかいってそのまま降りていったらしいよ』

「降りてったって、セキュリティは？　通路使ったときに止められねえもんなのか？」

『ぜーんぶすり抜けられちゃった。いやー大胆すぎるわ、あの子』

　──相手が大胆ってよりは、単に西にし春日かすが学派の警備がザルなんじゃねえのか。

　そんな疑問もなくはなかったが、やられたやられた、という柳りゆう子この声の前なので、とりあえず黙っておくことにする。

　その代わり、葉よう柄へいは気になっていたことを訊きいた。

「……それはそうと八や重え垣がきの奴やつ、なんでじっとしてなかったんだ？　誰だれか迎えをよこすって伝えたはずじゃねえのか？」

『それは櫻さくらちゃんに直接聞いてよ。もしかしたら、今日のトライアルだってあらかじめ嵯さ峨が野のから指示されてたのかも知れないしね』

　そうだった、と葉柄は思い直す。

　八重垣櫻は、ただの客人ではない。

　西春日市からは結構離れた嵯峨野にある、嵯峨野学派の要人だ。

　西春日学派にやってきたのも、臨時編入という名目のはずだった。

『ま、細かい話はあと。それじゃ葉柄。今回のトライアルについて説明するからよく聞いて』

「おう」

　うながされて表示を見やれば、最下層到達まで半分近く過ぎつつあった。

　ケージにこもった柳子の声が、事務的な色彩を帯びる。

『今回のトライアルだけど、概略はいつもと同じね。バベロニカ野やを使ったオーソドックスなレース形式演算。各学派はバベロニカ野に遷せん移いセルを配置して、いち早く可解点まで到達させることが目標。上位五学派までに賞金が出るから、なんとか粘りこんで──」

「お、おい、無茶言うなよ柳子ちゃん！」

　あまりにさらっとした要求に、葉柄は慌あわてて声をあげた。

「空くう子こと違って、俺はただの控えだぞ!?　単独のレースで粘れって言われても、どうすりゃいいんだよ。あっち行けとかこっち行けって指示出すのがやっとだってのに──」

『わーかってるってば。葉柄にはいつも空子のサポートばっかり押しつけてたし、いきなりメイン張れって言われても困るでしょ。だから、今回はこっちである程度の指示を出すから、葉柄はその通りにセルを誘導して。チュートリアルだと思ってくれればいいわ。ね？』

「お、おうよ……」

　気軽な柳子の声に「ね？」などと促されて思わずそう答えてしまったが、葉柄は今さらになって思う。

「俺で、大丈夫なのかよ……？」

　葉柄にだって、トライアルというのがレースだ、というのはわかる。

　正しく言えば、バベロニカ野を使ったレース形式演算、ということになるのだが──

　だいたい、このあたりでわけがわからなくなってくる。

　葉よう柄へいも、バベロニカ野やが計算機の一種だ、ということぐらいは知っている。なにしろ西にし春日かすが学派は、バベロニカ野を使って演算をする研究所だからだ。

　そしてトライアルは、バベロニカ野で行われる他学派との競争レースだ。葉柄にもそれぐらいわかる。なにしろこの競争には多額の賞金がかけられていて、西春日学派だけでなくバベロニカ野を研究している他の学派はすべてこの賞金で食っているからだ。

　もちろん葉柄には、たかが演算に多額の賞金を出すような物好きがどこにいるのか、そのあたりはちょっと理解できないでいる。だが、指数だか債さい券けんだかの数値がちょっと変わるとか、その時期がわかるだけでも死ぬほど儲もうけられる市し場じよう、というのが世にはあるらしい。ここまで来ると演算というよりは未来予知の域だ。そもそも「他とちょっと違う」ことがウリのハイパフォーマンス演算は、占い師に資金を預けるのとあんまり変わらないようだ。

　だが、ここまでわかっている葉柄にも、やっぱり理解しきれないことがある。

　レースが、なんで演算になるのだ。

　レースなのか演算なのか、どっちなのだ。
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　端的な解答としては、すべてのレースは演算の一種だ。

　つまり、レースか演算か、と問われれば、両方ということになる。




　西春日学派は、地下に、バベロニカ野という名の大空間を擁ようしている。

　このバベロニカ野、もともとはライフゲームとかセルオートマトンと呼ばれるものだった。

　細胞セルと呼ばれる碁ご盤ばんのようなマス目を無数に区切り、ある条件で、このマス目が点ついたり消えたりするものを想像して欲しい。

　当初、この条件はコンウェイ条件と呼ばれ「隣となりのマスが二つ以上点灯していれば点灯する」とか「点灯している状態で隣が一つ以下しか点灯していなければ消える」という程度のシンプルなものだった。この点灯したり消えたりする様は、最初に決めた条件によって色々変わる。そのうえ、最初のセル配置によっても無限に近いバリエーションがある。こうしたボードゲームの盤ばん面めんのような性質から、ライフゲームという牧歌的な呼ばれ方をしていた。

　ところがこのセル、いくつかまとめて特定の形で点灯をした場合には、単体のセルとはまったく異なる性質を示す。

　まるで、本当の生き物のようにふるまうのだ。

　信号機のように同じ形を定期的に繰り返したり、他のマスを吸収しながらじっと動かなかったり、やたらと増殖したり、あげくの果てには「周期的に姿を変えつつどこまでも移動していく」グライダーと呼ばれる種まである。この、多種多様なセルが次々に発見されたあたりから、もしかしたらライフゲームはコンピュータの一種ではないのか、と理解され始めた。

　バベロニカ野やは、そのライフゲームのひいひいひいひいひい孫かその息子にあたる。

　いわばソロバンとスパコンぐらいの間柄だ。基本はそれほど変わらないものの、その規模と速度が桁違いになっている。碁ご盤ばんのマス目は量子化された不定形の論理格子となり、セルが遷せん移いするためのコンウェイ条件は、複雑きわまりない無数の「未解決プロジェクト」へと変へん貌ぼうを遂げた。

　こうした条件下で現れたセルは、どれも可解点と呼ばれるゴールへ向かって進む。

　それらのセルの中からより速いものを競争によって抽ちゆう出しゆつし、かけ合わせたとしよう。この過程を繰り返せば、どこかの段階で人間やスパコンを超える速さでゴールに到達するセルが現れるのではないか──これが、トライアルと呼ばれるレース形式演算の原型だ。

　バベロニカ野の全体像を把は握あくすることは、もはやスパコン経由でないと不可能になってしまった。可解点に到達した際の貢献度によって、スポンサーから各学派へ配当金が支払われるのはあまりに露ろ骨こつでもある。そんなものが演算なのかと拒否感を抱かれることも多い。

　だが、トライアルと称されるレースが演算の一種であることには変わりない。

　バベロニカ野の原理は、どこまで行ってもライフゲームに過ぎないからだ。

　その証拠に、バベロニカ野を覆おおう無数の論理格子には、いまだにセルが存在している。




　そんなわけでトライアルは、バベロニカ野で行われるレースであり、同時に演算なのだ。
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『まあ、ぶっちゃけカートレースよね。ドライバーが歩くよりもカートが遅いけど』

「……なあ柳りゆう子こちゃん。それってアレだろ。キノコ取ったら加速するとかカメの甲こう羅ら取ったらぶつけられるとかいうやつ」

　柳子の言うカートレース、というのはビデオゲームの話だ。コースの途中にはアイテムが落ちていて、他のプレイヤーを妨害できる、というのがウリのしっちゃかめっちゃかなレースゲーム。Ｆ１のように単純に速いか遅いかを比べることもできるが、たいていは拾ったアイテムをどう使うか、他のプレイヤーをどう制するかが鍵になる。

「もっともこっちのカートは放っておいたらどっかすっ飛んでいくし、カメの甲羅はドライバーにだけ当たるけどな」

『いいねえ！　キノコが落ちてたら葉よう柄へい、あんたちゃんと拾って食べなよ？』

　あっはっは、とひとしきり笑ってから、柳子は話を戻した。

『ってことでレギュレーションはいつもと一緒。各学派は可解点までの誘導サポートとして、セル一体につき一名までドライバー……じゃなかった、ペーサーを伴走させられる。だけど今回、西春日学派うちはメインペーサーの空くう子ことメインセルの霹へき靂れき火かが登録不可能。前回トライアルで処分が累積したからね。ってことでペーサーは葉よう柄へい、セルは沙さ中ちゆう金きんのみが登録ね。沙中金の実体セル、ちゃんと持ってきてる？』

「おう」

　葉柄は胸元に落としこんでいた鎖くさりを引きだし、エレベーターケージの照明に透かしてみる。

　ぼんやりした照明の下、黄色い結晶に重なるようにしてＥＭＤの表示が切り替わる。
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『おっ、ＥＭＤも準備完了なんてえらいえらい！　葉柄にしてはやる気満々じゃない』

「柳りゆう子こちゃんが言ったんじゃねえかよ。時間がねえからいつでも行けるようにしておけって」

『まあねー』

　葉柄のぼやきに、んふ、とほくそ笑んだような間があった。その満足げな顔が目に浮かぶようだったが、間はすぐに消えた。柳子にも、一応責任者としての自覚はあるようだ。

　今日のトライアルについて資料を斜め読んでいるのか、柳子の声は確認するように続く。

『今のところ、可解点判明までに三十分、可解点到達までにはおおよそ一時間前後が予想されてるみたいね。プロジェクト自体の詳細は──聞きたい？』

「省略で。どうせ、なんかの値段だか指数だかが上がるか下がるか、みたいなのだろ」

『ご名答。じゃプロジェクトの詳細は割かつ愛あい。葉柄はペーサーとして、沙中金の進路誘導に集中して。ここまでで、何か質問は？』

　特にない、と言いかけて、葉柄はふと思い出す。

「なあ柳子ちゃん。空子の処分っていつ明けるんだ？」

『反省するまで』

「……反省なんてするか？　あいつ、トライアルになったら茅ちヶが沼ぬまよりも聞きわけねえぞ」

　オビハラちゃんと二人乗りで離れにやってきたときは「いえーい！」と意味もなくダブルピースをキメる勢いだった空子だが、あれでも日ひ向むかい家けの三女である。西にし春日かすが学派の重じゆう鎮ちん、日向拳けん治じ郎ろうの薫くん陶とうを得ているだけあって、トライアルとなれば人が変わる。

　あれで結構、カッとなるタチなのだ。

『ま、反省は冗談だけど、しばらくは無理ね。葉柄と沙中金の負担が重くなるから、できる限り急いで復帰させるつもりではいるわよ。だけど、霹靂火の被害を受けた学派の手前もあるしね。そう簡単には学派会から許可が下りないと思っておいて』

「そうは言うけど柳子ちゃん。俺と沙中金じゃ、空子と霹靂火の代役にはならねえぞ。あんなんでも、あいつらは西春日学派うちのエースなんだしよ」

　ケージの隅にあるスピーカーを見上げながら、葉柄は戸惑ったような声をあげた。

「柳りゆう子こちゃんだって、沙さ中ちゆう金きんにこれといって脚なんかねえのはわかってるだろ？　言われた通りに行くだけしかできねえぞ」

『上等上等。賞金くわえてきて、なんて贅ぜい沢たくは言わないから。なんとか順位一枚でも上げられるように頑張ってくれればそれでいいよ』

「……なんとかしろ、ねえ」

　単独で〝なんとかする〟方法なんてあったら、教えてほしかった。

　柳子は軽く言うのだが、葉よう柄へいはいわばサポートなのだ。エースのために前で囮おとりになったり、弾よけになったりするのには慣れているが、単独で勝負に挑むような地力はない。

　どうしたものか、と考えこんだ葉柄にはお構いなしで、柳子の声は降ってくる。

『それと、いつもと違ってＥＭＤに⑰って新しいマーカーが出るけど、それが櫻さくらちゃん。うちが⑬だから見間違えないようにね。あの子は便宜上、第十七学派扱いになってるけど、登録名は嵯さ峨が野の学派第二分室だからね。実質は嵯峨野学派の別エントリーだと思っておいて』

「実質は嵯峨野学派って……八や重え垣がきのセルは嵯峨野学派と同レベルってことか？」

『そう。こうやって私らがミーティングしている間も、嵯峨野のリソースと資金とスパコンと研究員が櫻ちゃんとそのセルをサポートしてるってわけ』

「……なあ柳子ちゃん、それってやばいんじゃないのか？」

　嵯峨野学派。

　その名前を聞いただけで、葉柄はちょっと気分が重くなる。

　あらゆる研究室がそうであるように、学派にも「強い」「弱い」が存在している。

　トライアルは、バベロニカ野やで発生する様々なセルと、それを擁ようする学派間での競争だ。

　もちろん、競争するからにはより「速い」セルも存在するし、優劣もつく。そうしたセルを擁する学派が「強い」学派、というわけだ。

　こうした「強い」学派は、全国に散らばっている。各都市の地下に、西にし春日かすが市しと同様のバベロニカ野を構え、トライアルという名で提示される難問をセルに解かせて資金を得ている。ここまでは西春日学派と同じ。

　だが「強い」学派は、そうして得た資金を投じて次のトライアルにはさらに強力なセルを見つけてくる。「速い」セルを用意し続けるために、優秀な研究員を雇い、施設を充実させる。「強い」学派はカネを持っているだけでなく、そのセルもより強く、速くなっていくのだ。

　そして現状、もっとも「強い」学派といえば──

　八重垣善よし衛え教授の率いる、嵯峨野学派のことなのだった。

「なんで、こんな野良トライアルに嵯峨野が出てくんだよ……」

　葉柄にとってはただの疑問だったのだが、口にすると恨み節に聞こえるから不思議だった。

　なにしろ、同じ〝学派〟を名乗ってはいても、その内実にはずいぶんと差があるのだ。

　嵯峨野学派は、登録したトライアルのほとんどでトップをさらうような「出れば勝ち負け」レベル。一方で、西にし春日かすが学派は最初から着内を狙うような、ごく平凡な学派だ。

　ぶっちゃけ、比べものにならない。

『なんでって、そりゃ出るでしょ』

　そんな葉よう柄へいのうめき声に、柳りゆう子こはごくあっさりと言い放った。

『だってこのトライアル、スポンサーに嵯さ峨が野のが協賛してるし』

　は？　と、葉柄は思わず聞き返していた。

「スポンサー!?　自分とこでカネ出すなんて、そんなのアリかよ!?」

『アリじゃないの？　分室、なんて苦しい言い訳してるけど、実際のとこは新学派の創設だしね。そのお披ひ露ろ目めってとこじゃない。いやー櫻さくらちゃん一人のために、たいしたもんよ』

　うへえ。

　つまり嵯峨野学派は、自分で賞金を出したレースを自分で走っているわけだ。まるで出来レースのようにも思えるが、レースであるからには他の学派も参加しているのである。

　その意味するところは単純明快だ。

　絶対、勝てるつもりでいる。

「……なあ柳子ちゃん。もしかして八や重え垣がき、めちゃくちゃ強えんじゃねえのか？」

『まあねー。普通に考えればモノが違うんじゃないの』

「な、なんかすげえな、おい」

　ちなみに、葉柄たちの西春日学派はというと〝あんまりぱっとしない〟という表現になる。

　エースの霹靂火サンダーボルトは気分屋だし、メインペーサーは学派代表である日ひ向むかい教授の末孫、日向空くう子こが充てられている。

　バベロニカ野やの演算では、セルの質や学派の誘導方針が速さの軸になる。だが、最後の最後ではペーサーの誘導が重要になってくる。さらにトライアルでは荒っぽい展開もあるから、誰だれでもいいということはない。セルの演算が『読める』ぐらい頭が良いとか単に腕っぷしが強いとか、そういう基準で選ばれることがほとんどだ。八重垣櫻はこのクチである。

　だが、そこまでしてしのぎを削らなくてもいい、という学派も多い。基本的にペーサーは、学派の指示でセルをあっち行ったりこっち行ったりさせられれば務まるからだ。研究者を採用することすらもったいなくて、知人や血縁者が採用される。コストカット以外のなにものでもなく、こういう場合は成績もなかなか安定しない。

　つまりどう言いい繕つくろったところで、嵯峨野学派とは比較にならないのだった。

『その空子もいないわけだし、西春日学派うちはどうあがいても不利でしょ。だからこの際、櫻ちゃんのことはすっぱり忘れて、葉柄は普通にぐるっと回ってくることだけ考えて』

「……俺と沙さ中ちゆう金きんじゃ、どこまで粘れるかわかんねえけどな」

　呟つぶやきながら、葉柄の視線の先では階数表示が緩ゆるやかになり始めた。

　ぐぐぐ、と身体にＧを感じたかと思うとケージが止まり、どこかでピンポーンととぼけた音がした。見やれば、いつの間にか階数表示は消え［Ba］という表記のみになっている。

　ようやく最下層に到達したらしい。

『ま、今回はうちなんてただの賑にぎやかしだし、なんとかうまいこと立ち回ってきてよ』

「……なんか欲が出てねえか？　気楽に行け、とかじゃねえのかよ」

『うちの台所事情も火の車だからねー。しばらく空くう子こも使えないし』

　はーやれやれ、と柳りゆう子この悩ましげなため息が聞こえる。

　その向こうの空間で、ゴンゴンといくつかの隔壁が開いていく震しん動どうが伝わってきた。

『じゃ、頑張って』

「おうよ」

　ガコン、とケージが一つ身み震ぶるいして、ようやくのことでエレベーターの扉が開く。
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　巨大な空間が広がっていた。

　あたりはぼんやりと明るいが、見上げれば薄暗くなる。地上とは逆さまのような印象だが、ここではこれが正しい。圧迫感も少しあるが、これは仕方のないところだ。なにしろ地下に大きな空間をこしらえると、まずはそうした空間をどういった照明で満たすか、という問題が生じる。遠景にはカーブを描いた壁面がそそり立ち、そのまま天頂までつながる大ドームを形成していた。これらにはたいした照明が設置されておらず、若干おぼろに映る。

　ほとんどすべての光源は、頭上ではなく、足元のバベロニカ野やにあった。

　数十メートルもの深さで敷き詰められたシリカ砂と呼ばれる格子集積は、砂のような無数の細かい結晶の中に、無数の光子を閉じこめている。それらが、条件変換された〝難問〟に従って常に格子を変化させ続け、格子に見あうように光子をやりとりしている。

　ほの明るい格子の蠢うごめく中、ちかちかと明滅を繰り返す。

　そんな白銀の砂地が、陸上競技場ほどの広さを埋め尽くし、どこまでも続いている。いや実際に、よくよく見ればシリカ砂の砂地には、うっすらとオーバルトラックらしきラインがちかちかと瞬またたいて見える。

　そして、そのど真ん中。

　なぜか、海水浴で見かけるような、大げさなビーチパラソルが花開いていた。

「……なんだありゃ」

　エレベーターケージから一歩踏み出した葉よう柄へいは、思わずそうこぼした。

　見た目には、夏である。

　ビーチパラソルの下には、折りたたみ式の真っ白いカウチチェアがあった。その脇には、小さなテーブルが持ち込まれ、ごつい本が積み上げられている。砂地の上では頼りなく見える脚のそばには、ちんまりしたトランクケースと、なぜか柄えの伸ばされたレースの日ひ傘がさ。さらに周囲には読み終わったらしき数冊が転がっていて、今まさに一冊放り出されたところのようだった。そうしてカウチに寝そべっている人物は、本のおかわりをテーブルから取りあげている。

　それだけを見れば、まるで、存在しない波打ち際がどこかにありそうな光景だった。

　地下では太陽光を遮る必要はない上に、バベロニカ野やは下面発光している。ビーチパラソルがいったい何の目的で差されているのか、まったく不明だ。

　どうやらこの光景をこしらえた奴やつは、カウチに寝そべって本を読むのと同じぐらいビーチパラソルが必須だと考えているらしい。

「もしかして、休暇バカンスのつもりかよ」

　──バベロニカ野で、パラソル差すやつなんて初めて見た。

　そう呟つぶやいて、ようやく葉よう柄へいは自分が何をしに来たのかを思い出した。

　目の前の光景があまりにも夏で、海で、バカンスだったからつい忘れそうになっていたが、ここは夏の浜辺ではなくバベロニカ野だ。

　胸元からクリアイエローの結晶を引っぱり出す。

「起きろよ、沙さ中ちゆう金きん」

　ネジ式になっているヘッドを鎖くさりから外し、足元のシリカ砂にぽとんと落とすと、結晶はあっという間に沈んでいった。

　セルの結晶は、もともとシリカ砂と同じ成分でできている。バベロニカ野に触れたことを感知すると元のシリカ砂に戻り、結晶化前の形状シルエツトを取り戻す。

　結晶が落とされた地点を中心に、沙中金の姿が蘇よみがえった。

　バベロニカ野に映し出された沙中金の見た目は、一言でいえばふわふわしたポリゴンの寄せ集めだ。古式ゆかしい抽象的アブストラクトスタイル。そう言えば聞こえは良いが、これは西にし春日かすが学派が、セルの外見に凝こる余裕があまりないだけだ。

　シリカ砂の砂場の上に、元の結晶とどこか似たような、クリアカラーの三角形ポリゴンが無数に散らばった。イエローがメインだが、レッドやグリーンやブルーもちょこちょこ混じっている。それらのポリゴンが、カクカクした胴体を中心に、翼つばさを作ってみたりタイヤを作ったりと姿を決めかねている。その様子は、気まぐれな子供が積木で遊んでいるようだ。

　そうして沙中金は、よくわからない翼の生えたミニ四駆のような、逆三角形のような姿のまま、わらわらわらとバベロニカ野のオーバルトラックへと転がっていった。

「なんだあいつ、こないだまで気に入ってた馬みたいな格好はもう飽きたのか？」

『葉柄、聞こえる？』

「おうよ」

　眼前で展開するポリゴン遊びに苦笑していた葉柄の耳に、柳りゆう子この声が聞こえてきた。

　なにをどうやっているのかよくわからないが、バベロニカ野のシリカ砂は、共振してスピーカーのようにもふるまう。そういうものかと葉よう柄へいも理解しているが、ヘッドセットで済むところをわざわざバベロニカ野やの機能を利用する、というのは西にし春日かすが学派のこだわりらしい。

　家電メーカーの社員が自社製品にこだわるのと、たぶんちょっと似ている。

「柳りゆう子こちゃん、沙さ中ちゆう金きんのやつ、乗り物みたいな形になってんぞ？　このトライアル、道中でなんか変なもの食わせたのか？」

『特に変わったことはしてないはずよ。今のところ、展開はこんな感じみたいだけど』

　ＥＭＤに、表示が出た。
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　トライアル開始から今まで学派がセルの代行をしていたところに、ようやく沙中金が合流したようだった。

「で、⑬が沙中金だったな」

　あまり良くない位置だな、と葉柄は思う。

　ＥＭＤの表示は、あくまでも現時点での〝各学派セルの可解度〟を表している。前にいる学派の方がよりゴールに近い、と考えていい。

　駆けっこで後ろにいてもいいのは、脚の速い奴やつだけだ。沙中金にはその脚がない。早い段階で前に出ないと着すら拾えなくなる。

「で、⑰が──」

　ＥＭＤからカウチチェアへと目をやった葉柄は、あ、と思う。

　ついさっきまでそこで本を読んでいた人影が、伸びをしていた。

　首をひねり、肩をポキポキいわせ、んんんー、おー、と時おり妙におっさんくさい声を漏らしている。

　その装いは装飾の少ない白のワンピースにレースのカーディガン。つややかな長い髪がその背中にさらさらとこぼれ落ちている姿は、よそ行きのお嬢じようさんだ。

　だが、問題は服装ではなく、その上にあった。

　ティアドロップの、呆あきれるほど大きなサングラスをかけていた。

　マフィアか。

　葉柄が手持ちぶさたに見守る中、そのマフィアみたいなお嬢さんは葉柄に目を留めた。

　まるで散歩の途中で出会ったかのような気安さで、ひょいと手を挙げる。

「久しいな、葉柄」

　八や重え垣がき櫻さくらだった。

　サングラスの向こうからまじまじと葉よう柄へいを見つめ、真剣な面持ちで、はて、と首をひねる。

「ずいぶんと変わったものだな。たった五年で目が緑になるとは」

　あまりに不思議そうな表情に、何かあるのかと身構えていた葉柄はその一言で腰が砕けそうになった。

　口に残るにが甘しょっぱい感覚を飲み下しながら、なんとか訂正する。

「……んなわけねえだろ。インクだよ。ＥＭＤ。知らねえのか？」

「お？　おお、おーおー、なるほどＥＭＤ」

　それ以上声をかけるでもなく、櫻はテーブルの本積みに本を戻し。

「そういうのもあったな」

　ものすごくあっさりとスルーした。

　そうして櫻はカウチチェアから身を乗り出し、畳まれた日ひ傘がさを取りあげた。柄えだけ伸ばしたその先端でざりざりと、にぶく輝かがやく砂場の表面をなぞるようにしている。

　よくよく見れば、櫻の周囲のバベロニカ野やにはなにやら見たことのない数式やグラフや図面が、ところせましと書き込まれているようだった。

「今、トライアルの最中でな。詳しい説明は後だ」

　言いつつ、櫻が動かす日傘の先では、新たな図が完成した。

　と同時に、ごくごく単純な〝グライダー〟と呼ばれるセルが発生し、先ほど沙さ中ちゆう金きんが飛んでいったオーバルトラックのどこかに向けて、これまたすっ飛んでいった。図形でセルを生む、ペーサーとしては基本的な誘導のやり方だ。

　だが、その誘導を受けるべき肝心のセルが、見当たらない。

　そして、グライダーの行方を見やった櫻がぽつり「葉柄」と呟つぶやいた。

「さっき飛んでいった黄色のセルは覚えがあるな。私が餞せん別べつにくれてやったやつか？」

「……お、おう」

「そうか」

　それ以上、櫻は何も言わなかった。黙ったままオーバルトラックを見つめているその姿は、接つぐべき言葉を探しているようにも見え、葉柄はちょっと身構える。もしかしたら、沙中金を返せ、と言われたりするのかと考えたりもした。

　五年ぶりに会えたというのに、何も言葉が出てこない。

　そうしてそんな葉柄を見やり、サングラスをちょっとだけ下げて──

　櫻はにっと笑った。

「また、世話になる」

　それ以降、櫻は再びどっかとカウチチェアに腰を下ろして、本を読み始めた。葉柄のことなどまるで気に掛けている様子はない。

　葉よう柄へいには、いろいろと訊ききたいことがあった。

　なんで駅で待っていなかったのか、とか、千ち巻まきに案内してもらったのはどのあたりだったのか、とか、そのバカンスみたいな椅子やらテーブルやら本やらサングラスやらはどこから調達してきたのかとか、それはもう訊きたいことというよりは突っこみどころに近かった。

　が、そんな諸々の疑問を「世話になる」でうやむやにしてしまうとは。

　──まあ、喃なん平ぺいだってそうだったしな。

　学派の連中というのは、そんなものだ。

　世間知らずだったり無礼だったり他人に興味がなかったり常識がなかったり、表に出てくる奇き矯きようさはそれぞれだが、基本的に連中は「自分にとってどうでもいいこと」の幅が極めて大きいのだ。そういう意味では、アホ軍団にもちょっと似ている。

「にしても、八や重え垣がきのやつ──」

　沙さ中ちゆう金きんの後を追ってオーバルトラックへと向かった葉柄は、思わず苦笑していた。

　長い黒髪と、一見してお嬢じようさんのような見た目。にもかかわらず、まったくもって大おお雑ざつ把ぱというか、あまり頓とん着ちやくしない鷹おう揚ようさ。

　沙中金のことを聞かれたときに、ちょっとドキッとした自分が馬鹿みたいだった。

「中身は、あんまり変わってねえみたいだな」
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　ケーキの押し器でケーキを作るには、ケーキの材料とケーキの押し器、そして押し器を押す奴やつが必要だ。必要ないようにも思えるかも知れないが、そんなこと言ったらところてん屋さんは廃業である。ケーキを押すのにも、それなりの腕というものがある。

　ケーキの材料がセルだとすれば、この押し器を押す奴は、セルの随ずい伴はん者しやということになる。

　ともすれば暴走したり勝手気ままにあらぬ方へとすっ飛んでいきかねないセルを、なだめすかし、学派の指示する進路へと引き戻し、図形やその場にあるセルで誘導しつつ、時には身体を張って守ったりするのが仕事だ。

　これをペーサーという。

　ぶっちゃけ、カートレースのドライバーだ。




　無数の、無名のセルオートマトンがいくつもいくつも、シリカ砂に現れては消えていく。

　そんなバベロニカ野やのオーバルトラックには、おぼろげな人影がちらほらしている。

　他学派のペーサーだ。

　バベロニカ野では、他の学派のペーサーはおぼろげな疑似体シルエツトとして妙ちくりんな姿で見える。その姿がおぼろげなのは、彼らペーサーの実体が、遠隔地の自学派バベロニカ野やにあるからだ。同じトライアルに参加するペーサーは、他のバベロニカ野にとっては、演算の一部として視覚的に処理されている。

　よくよく見れば、ペーサーの疑似体近くのシリカ砂には見慣れないセルがぴかぴかしているはずだ。そうした他学派のセルは沙さ中ちゆう金きんのそれと変わりなく、ポリゴンのようなものが多い。ペーサーはあくまでセルのおまけに過ぎず、セルが本体というわけだ。

　つまり、重要なのはセルの位置だ。ペーサーを見ていても現在の順位はわからない。

　沙中金はオーバルトラックの直線部分に陣取って、なにやらぴかぴかと演算中だ。

　ようやく沙中金に追いついた葉よう柄へいだったが、ＥＭＤを再確認してみて思わず首をひねった。

「……八や重え垣がきのやつ、なんか遅れてねえか？」

　サングラス姿の八重垣櫻さくらは、相変わらずカウチチェアに寝そべったまま本を読んでいて、どこかにいるであろう自学派のセルの面倒を見ている様子はいっさいなかった。
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　葉柄が見たところ、今のところ先頭を引っぱっているのは「ＲＯＵＮＤ　１」というパネルを掲げ持ったバニーガールだ。胸のあいたベストにレオタードに網タイツに、とってつけたウサギ耳。観客（？）へキスを投げ、ふわふわしっぽの腰をくねらせながら闊かつ歩ぽしているが、その顔はのっぺらぼうのマネキン。よく見れば体型もありがちなマネキンで、ありがたみはない。

　もちろん、あれもペーサーだ。

　正しくは、先頭を逃げる学派とそのセルがいて、そこのペーサーがバニーガールを模した疑似体をひけらかしているのだ。その証拠に、バニーの足元にはぴょんぴょん跳ねるポリゴンの兎ラビツト型セルが見てとれる。

「……いつも思うんだけどよ、ラビットって、バニーとは違うんじゃねえか？」

『堅いこと言わない。逃げラビツトなんて、前を引いたあとはよそをおちょくるのが仕事だからね』

　柳りゆう子しが言う通り、オーバルトラックの先を行くバニーガールは実に人を食った見た目だ。

　疑似体はいわば「他学派に見える場合のマーカー」でしかない。その見た目はペーサーや学派の意向によっていくらでも変更できるのだが、仮にも研究機関の方針として本当にバニーガールでいいのか、問い質してみたい選択ではあった。

　もっともよく見れば、バニーの少し後ろあたりには、紳士服や道化服を着たマネキンだとか、西せい洋よう甲かつ冑ちゆうだとかがいたりするので、見た目だけならあまり差はないかも知れない。

『さっきまで、前はちょっとごちゃついてる感じだったのよね。後方はいつもの通り、盾シールドのおっちゃんとミスター砲塔カノン。ここまでの流れはそっちに訊きいてくれた方がいいかもね』

「おうよ」

　柳りゆう子こに言われて振り向いてみれば、後ろの方ではごろごろと、大だい八はち車ぐるまクラスの車輪のついた大型の大砲と、人間の背丈ほどある分厚いマンホールのフタのようなものが、倒れもせずにゆっくりと転がっている。

「おーい、おっちゃん！」

　葉よう柄へいがそう声をかけると、マンホールのフタがこちらへ向かって転がってきた。

　ごろんごろんと目の前まで転がってきたマンホールのフタは、ぎゅ、と音を立てて止まり、ぐりんと「面」がこちらを向く。「面」には彫刻が施され、ヒゲのような紋様が浮かび上がっていた。

　その中央にぱっくり開いた口が、陽気な声をあげた。

「おう、西にし春日かすがの！　今日はずいぶん遅かったのう！」

　端はたから見れば正気を失いそうになる光景だが、バベロニカ野やではよくあることだ。

　そして、実はこれは、マンホールのフタではなくて盾である。当人はそう強弁しているのだが、葉柄の目にはどうしてもマンホールのフタにしか見えないのだった。

「ワシんとこ、今日は勝負気配なんでよ。いっちょよろしく頼むわ」

「勝負気配っておっちゃん、いつもそれ言ってるじゃねえかよ」

「いんや、今日こそは違うでよ。ウチの学派をあげての大勝負じゃあ！」

　ごわははは！　と埴はに輪わめいた口で豪快に笑う極厚マンホール、もといラウンドシールド。

　常陸ひたち座ざ学派のペーサー、通称「盾のおっちゃん」は今日も元気だった。
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　トライアルは、ケーキの押し器からケーキを出す競争だ。

　首尾よく押し器からケーキが出れば、うまいケーキの順だかケーキを出した順だかに応じてスポンサーからの賞金が下りる。その成果は学派とペーサーの名誉となる一方で、さらなるケーキ押し出し競争を生むことになる。

　このケーキの押し器の問題は、いつケーキができるのかはっきりしないところだ。ゴールの位置を「だいたいあのへん」ぐらいで始める駆けっこに近い。

　ただし、この駆けっこをしているのは人間ではなく、セルなのだ。

　セルがバベロニカ野を遷せん移いするスピードは、一周四百メートルのオーバルトラックを一時間をかけて十周するかどうか、というお散歩ペースだ。さすがに最後の数分ともなれば人が走るぐらいの速さになるが、道中はせいぜいが歩く程度、さらにスタート直後は数分かけて数歩動くという遅さ。葉よう柄へいは、このトライアルが始まってからバベロニカ野やに降りてきて沙さ中ちゆう金きんを放したが、その追走や誘導に大して影響がなかったのはこのためだ。

　つまり、序じよ盤ばんのペーサーはわりとヒマなのだ。




　だからこうして、盾のおっちゃんも雑談に応じてくれる。

「今日の展開がどうだったってか？　ここまで別になーんもありゃせんけどな」

　ヒゲの生えた巨大な円形の盾、というおっちゃんが「んー？」とごろごろ転がりながら回想している図というのは、慣れ親しんだ葉柄の目から見てもなんというか、シュールだ。

　疑似体にもいろいろあるが、ここまでわけがわからないのはこのおっちゃんだけだ。

「わけわからんのじゃなくて抽象的アブストラクトって言えや。デザインってのはよう、他と違ってなんぼよ。どいつもこいつも人型じゃ面白くねえだろうが」

　と胸（？）を張る盾のおっちゃんだが、本当の理由は別にあることを葉柄は知っている。

　盾のおっちゃんの所属する常陸ひたち座ざ学派は、規模だけで言えば嵯さ峨が野の学派にも相当するぐらいの巨大研究都市に居を構えているのだが、巨大なだけあってバベロニカ野に関する分野にはあまり力を入れていない。ありていに言えば、カネがない。

　そのパフォーマンスは葉柄の西にし春日かすが学派といい勝負の──ぶっちゃけ、弱小なのだった。

「おっちゃんとこは、疑似体を人型にするリソースをケチってるだけだろ」

「常陸座は見た目じゃねえのよ！」

　葉柄のつっこみを、まはははは！　と笑い飛ばしながら、盾のおっちゃんはこれまでの状況を説明してくれた。わけわからん見た目だが、これでおっちゃん、意外と律儀りちぎなのだ。

「ここまでの流れは見た通りよ。変わったことはありゃせん。因幡砂ラビツトが前引いて、武蔵野ジエントルが様子見しとるわ。ちょっと前まで浪速津ジヨーカーが武蔵野ジエントルにちょっかいかけとったが、佐保浦ナイトに蓋ふたされて今はおとなしくなっとる」

　バニーガールの後ろ、少し置いたあたりに英国風の紳士ジエントルがいた。スーツにシルクハットに持ち手の曲がった杖つえ。のっぺらぼうの顔のあたりにカイゼル髭ひげをふわふわ浮かせ、どことなく気取った足取りで悠々とバニーの後を追っている。古参の武蔵むさし野の学派らしく、見た目にも位置取りにもソツがない。

　そんな武蔵野の紳士を見るように、トラックの内側に浪速なにわ津づ学派の道化ジヨーカーがいた。お約束のように派手なグリーンタイツに、二股にわかれた帽子をかぶっている。これもやはりマネキン体型なので、無理やり着せた感がすごい。だがペーサー当人は気に入っているのか、がに股で動き回ったりこりずに紳士にちょっかいを出しては無視されたりしている。

　その後ろに、いかにも無骨な西せい洋よう甲かつ冑ちゆうの騎士ナイトがじっと控えている。セルが移動するとがしゃんがしゃんと大きな音を立てて追っていく。見かけだけの疑似体が音を出す、というのも変な話だが、これは騎士を構成しているパーツが極端に多いせいだ。たかが疑似体だというのに、よくできている。無骨なモチーフを好む一方で、妙に凝こった一面を持っているのが佐さ保ほ浦うら学派の特徴だ。

「そんで、西にし春日かすがとワシ。菱賛生カノンはいつもの通り、後ろで死んだフリしとる」

　ぬぼー、とたたずむ大だい八はち車ぐるまと真っ黒な砲塔。盾のおっちゃんと同様の物質型ペーサーだが、喋しやべることすらしないという特化型だ。この菱ひし賛さん生せい学派は、なぜかいつも決め打ちのように、後ろからついていく戦法を採りたがる。

「まあこのあたりは、いつもと変わらんのだけどなあ──」

　砲塔カノンの、さらにその後ろ。

　ぎゅ、と振り返った盾のおっちゃんは、ふーむ、と一つため息を漏らした。

「今日は、もっと後ろに、よくわかんねえのがいるのよなあ」

　おっちゃんにしては珍しく、歯切れが悪い。

「おかげで、ほんのちびっとだけだが、どこもペースが速えわ」

　葉よう柄へいには、その理由が少しはわかる。

　バベロニカ野やのトライアルにも、競争レースである以上は定じよう石せきというものがある。

　トライアルでは、先行する小さな集団と、それを追う大きな集団が形成されることが多い。ゴールの位置がまだわからないから、当てずっぽうでも距離を稼かせいでおく奴やつらと、みんなで成果を共有して力を溜ためておく奴ら。トライアルではそういった「ありがち」なパターンがいくつかあって、各学派はそのパターンを前提にして作戦を練ることになる。

　可解点がいつ判明するかわからない、というバベロニカ野特有の事情も、こうした作戦に影響する。それほどスピードのないセルが、早めに可解点が判明することを祈ってワンペースの逃げを打ったり、爆発力はあってもスタミナのないセルが最後方でじっとしていたりする。

　そして、八や重え垣がき櫻さくらは今のところ──

　そういったトライアルの力学を、すべて無視しているように見えるのだった。
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　　　紳騎盾




「おいおい……また差が広がってるじゃねえかよ」

　最後方でじっとしている、どころの話ではなかった。

　ドン尻以下、スタート地点にほとんど居座ったままの、見たこともない⑰のマーク。いくらなんでもそれはないだろう、というぐらいの最後方に、よくわからないセルがいる。少なくともＥＭＤで確認する限りは、そういうことになっている。無数のセルがちかちかと瞬またたくバベロニカ野やの、広大なオーバルトラックのどこかにいるのは間違いないのだろう。

　だが、嵯さ峨が野の学派第二分室⑰とおぼしきセルの姿は、影も形も見えなかった。

「なあ柳りゆう子こちゃん。八や重え垣がきんとこのセル、ほんとに参戦してんのか？」

『うん、多分ね』

「多分ってどういうこったよ」

『セルはあくまで計算機の一種だからね。他の学派やペーサーにわかるような形態を維持し続けないといけない、なんて決まりがあるわけじゃないもの』

「それにしたって八重垣のやつ、ほとんど動いてねえぞ。勝つ気あんのかあいつ？」

　言いつつ、葉よう柄へいはトラックの中央に目をやっていた。

　ペーサーのはずの八重垣櫻さくらは、相変わらずデッキチェアで、本を片手にくつろいでいる。

「他の学派が通ったあとを追っかけてるだけで、自前の演算やってるようには見えねえぞ」

『……なんだろうねえ？』

「モノが違うんじゃなかったのかよ」

　あれが本当に、常勝を誇る嵯峨野学派の秘ひ蔵ぞっ子こなのだろうか。

　嵯峨野学派第二分室⑰として、別枠を作るぐらいの？

　うーん、と唸うなっている柳子や葉柄をよそに、盾のおっちゃんが不思議なことを言った。

「そういえば、西にし春日かすがの。あの嵯峨野分室のペーサー、おめえんとこのバベロニカ野使っとるのよな？　学派会の話じゃあ、いまそっちに留学しとると聞いたけんど」

「……つっても、今日来たばっかだけどな」

「そんじゃ、ちょいと確認してもらいたい事があるんじゃけどよ。嵯峨野分室のペーサーっちゅうのは、トラックの真ん中で寝っ転がっとるあのお嬢じようちゃんかいな？」

「……は？」

　盾のおっちゃんの言葉に、葉柄は思わずバベロニカ野の中央を見やった。

「ちょ、ちょっと待ておっちゃん、あいつのこと見えてんのかよ!?」

「いやあ、おめえんとこの西春日もそうだけどよ、お嬢ちゃんの姿がそのまんま見えとるから変だと思うてよ。それじゃあのペーサーのお嬢ちゃん、やっぱり疑似体を使っとらんのか」

　いちおう、理屈ではそうなる。

　各学派がバベロニカ野に放ったセルは、他のバベロニカ野にも現れる。この時、誘導役としてセルと協同して演算しているペーサーの姿もバベロニカ野に現れるのだ。

　ほとんどのペーカーは疑似体としてなんらかのモチーフを模すことが多い。場合によってはペーサー同士が接触することや、戦闘することも可能だからだ。そのままではマズい、ということもないが、ハッタリぐらいはカマしておこう、というわけだ。

　つまりよその学派にペーサーの姿が丸見え、というのは、いわばノーガードに近い。

「ウチみたいな抽象化アブストラクトにすらしとらんとは、どういうこっちゃ？」

「そういやあ、疑似体のペーサーは六人しかいねえな……」

　葉よう柄へいは今さらのように疑似体の数を数えてみたが、何度数えてみてもトラックでセルを追っている疑似体は六体だ。

　きょろきょろとあたりを見回してみても、櫻さくらの他にペーサーらしき姿は見えない。

「なあ柳りゆう子こちゃん、まさか八や重え垣がきんとこ、西春日うちと一緒でカネがねえのか？」

『葉柄ー？　西春日うちが疑似体使ってないのは葉柄がケチなだけでしょ』

「そ、その分、ちょびっとでもリソースの足しになんだろうがよ？」

『まあ、西春日うちが弱小なのはその通りだけどさ。だからって嵯さ峨が野の学派がリソースに困ってるなんて、あるわけないと思うけど……』

「あと、あいつ時々、セル飛ばしてるんだけどよ。結晶も使わないで、手でちょこちょこ書いて飛ばしてるんだよな」

　カウチチェアの方を見やると、立ち上がった櫻がまた何か、日ひ傘がさで地面に書きこんでいる。

　と同時に、ほのかな輝かがやきが閃ひらめいて、セルらしきものがバベロニカ野やの彼方を目指してすっ飛んでいった。単純なグライダーではないものの、それに近い構成だった。

　トライアルの進行しているオーバルトラックには、かすりもしない。

『手計算でセルを生んでるってこと？　セルの実体を持ち込んだりとかじゃなくて？』

　葉柄からの話に、柳子は戸惑いを隠せないまま訊きいてきた。

『なんで？』

「……そんなもん、俺に聞かれたってわかるわけねえだろ」

「ま、後ろのドン詰まりでじっとしとるのはなんか意味があるわいな。それか、なんかトラブルでもあったんじゃなかろか。あのお嬢じようちゃんが丸出しなのはちょっとわからんが」

『ちょっとおっちゃん、丸出し丸出しって、なんか卑ひ猥わいよー。相手は年頃の女の子なんだからさ、もうちょっと他に言いようがあるでしょ？』

　ぶわっはっは、と喜んでいる二人はさておき、変な話だった。

　有力な学派が序じよ盤ばんからブッちぎりでトライアルをさらっていったりしないのは、それが明らかに非効率で、どう考えたって最後まで保もたないからだ。マラソンを最初から全速力で走る奴やつがいないのと同じだ。これがどういう事かをレースに喩たとえれば、レコードタイムを縮めないとトップ独走の価値はないということだ。そういうわけで、ブッちぎりでトライアルをさらえるような学派は多くの場合後方、それも最後方に位置するようになる。

　今、その最有力学派というのはまぎれもなく櫻のことだ。

　だから、もしかしたら、あの位置からでも勝てる算段があるのかも知れない。

　ゴールが見えてからでも全員ぶっこ抜けるという自信があるのなら、わからなくはない。

「……けど、限度ってもんがあるんだよな」

　分室をこさえた嵯峨野学派の八重垣教授は、あろうことかその枠ワクを娘の櫻にあてがったのだ。

　もっとも、この分室には専用のバベロニカ野やがない。ということで、西にし春日かすが学派のバベロニカ野を間借りするために派遣したという。嵯さ峨が野のでやればいいものを、なぜわざわざ西春日までやってきたのかは、櫻さくらか八や重え垣がき教授当人にでも訊きかないとわからない。

　まあ、それはいい。どこでトライアルをやったって、セルの能力は変わらない。

　だが、自分たちでトライアルを協賛してまでお披ひ露ろ目めをしようというのに、その結果がこんなので良いのだろうか。

　ふと、沙さ中ちゆう金きんを見やる。

　他学派の疑似体やセルの姿をちょいちょいと見かけるオーバルトラック、その向こう正面の中央あたりに、明るい黄色をベースにした抽象的なセルがいる。結局どんな形を取るのかは決めかねたらしく、羽根の生えたポリゴンカーのような、涙滴型の逆さまマヨネーズのような、行き当たりばったりなシルエットに落ち着いているようだった。

　そしてなんだか変なポイントで、行ったり来たりするようなまごついた動きをしていた。

　沙中金は、基本的には堅実にちょこちょこと歩を進めるタイプだが、時々「なんでそこで止まるんだ？」という場所で躓つまずくことがある。

　ああなったら、一度ケツを押してやらないといけない。進路をちょっとずらしてみるか、それでも動かなければ、櫻がやったようにごく単純なセルでも飛ばして、無理やり一部を組み替えてやる必要がある。沙中金が目立った成績を残せないのは、もともとの性能が平凡なのに加えて、こうした変なこだわりを持っているところも一因だ。

　ただそれでも沙中金は、どこか遠くの可解点へと向かってちょっとずつでも前進している。

　だが、櫻は違う。

　沙中金の目先に「ブロック」という名の小さな図形を描き、その目先を誘導しながら、葉よう柄へいは思わず独りごちてしまう。

「……わからねえ」

　もしこのままだったら、あの位置の櫻にだったら、沙中金でも勝ててしまう。

　せっかくのデビュー戦だというのに、こういう形で負けてもいいのだろうか？

　見やったオーバルトラックの中央では、ついに櫻が、開いた本を顔に載のせたまま身動き一つしなくなった。すう、すう、と時折大きく息をついてはいるがあれはもう間違いない。

　誰だれがどこからどう見ても、寝ている。

　トライアル中に居眠りするペーサーなんて聞いたことがない。

　あまりに剛ごう胆たんすぎる櫻のふるまいに、葉柄は思わず嘆息していた。当人以外は誰も困らないし、沙中金だっていつもの通り順調に進んでいる。なので、この嘆息がいったいなんのためなのか、葉柄自身にもわからなかった。

「あいつ、なんのつもりなんだ？」
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　トライアルは、アンノウンディスタンス、と呼ばれるレースの一種だ。

　ゴールの位置は、ある程度の終しゆう盤ばんになるまではっきりしない。

　逆に言えば、終盤に入ると一気に加速するということでもある。可解点、すなわちゴールの位置が判明しそうになってくると、各学派のペーサー達が本当に走り出すからだ。最後の十分間、セルは速歩ぐらいの速さで移動する。




　さくさくと、逆さまマヨネーズ型をとった沙さ中ちゆう金きんの隣となりに「イーター」という図形を描きながら、葉よう柄へいはたったいま通り過ぎた進路をじっと見つめていた。

　まだ最終盤ではないが、沙中金の遷せん移い速度は着実に上がっている。もう少しすれば、すべてのペーサーがシリカ砂に図形を描いてセルを誘導したり、『殴りかかって』きたりする時間帯だ。

　オーバルトラックの後方には、つい先ほど現れた可解点が「ここがゴールですよ」と言わんばかりに、ピカピカと蛍光レッドのラインを示していた。

「……あと二周、ってとこか？」

　沙中金は典型的な逃げ先行消しよう耗もう型がただ。

　言い換えると、脚がない。

　沙中金の位置はまだスタート直後とあまり変わらず、中ちゆう団だんといったところだった。トラックの内側、いわゆる「経済コース」と呼ばれるラインには入る余地はなくなっている。

　やはり、あまりいい位置とはいえない。
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　このライン取りはトライアルにおいて、とくに中終盤では重要だ。

　なぜなら同じラインにいる学派は、ほとんど同じ手法で可解に近づいているからだ。Ｆ１のスリップストリームとも似て、先行するセルと同じコースにいれば、その学派がすでにこなした演算成果を利用できることが多いのだ。

　だが、同じ手法を採る学派が多ければ多いほど、競争も熾し烈れつになる。

　沙さ中ちゆう金きんの場合、今から「経済コース」に入ったところで、盾のおっちゃんのさらに後ろ、という位置取りになる。これまで散々前を引いて疲労しているとはいえ最前列にいる兎ラビツトや、理想的なペースでアドバンテージを稼かせいでいそうな騎士ナイト、そしてこれまで地味ーに地味ーにこつこつとへそくりを溜ためているであろう盾のおっちゃんといった面々に敵かなうわけがない。

　なので今回、沙中金は、かなり前を行く紳士ジエントルの残した軌跡をたどっていた。

　少しでも演算リソースを節約しつつ、前の連中がちょっとでもバテて落ちてこないかと粘っているのだ。少し前に浪速なにわ津づのジョーカーは脱落していったが、他にもどんどん落ちてこいと祈りつつ、葉よう柄へいは沙中金の前方に目を凝こらしている。

　もっとも、そんなことより葉柄には沙中金の様子が気がかりだった。

　全体のペースが速くなったというのに、ちょっと目を離すと行ったり来たりを始める。葉柄が疑似体を使わないでこれだから、実際の沙中金のパフォーマンスはもう少し悪い。

　もうちょっとだけで良いからまっすぐ走ってくれれば、と葉柄は思う。

「行ったり来たりしてるときの沙中金じゃ、競り合ったときの物理フィードバックが心もとねえんだよなあ……」

　見た目には無数のシリカ砂の瞬またたきであるセル同士でも、衝しよう突とつは起こる。

　狭い場所に人が集まればぶつかるように、セルの距離が狭まれば、セル同士の間で干渉が発生する。原始ライフゲームと同様に、セル同士は同じ〝条件〟を共有しているせいだ。

　この干渉がセルだけでなく、ペーサー同士にも発生するのが物理フィードバックだ。ペーサーがよそのペーサーにぶつかったりぶつかられたりしたときに、セルの演算の「余波」として発生する衝しよう撃げき波はの一種とされている。ペーサーの実体は各々の学派のバベロニカ野やにいるのだが、その実体に直接影響を与える。これが〝物理〟と呼ばれるゆえんだ。

　そしてペーサーは、この物理フィードバックで相手を「押しのける」ことが可能なのだ。

　もう少し露ろ骨こつな表現をすれば、ペーサーはペーサーをぶん殴れるわけだ。それも物理的に。

　ゴールが見えた最終盤だと、どの学派のセルもだいたい同じようなラインや位置取りにいることが多い。が、それは似たような演算をしているということでもある。そうした時には物理フィードバックでのせめぎ合いが起こりやすくなる一方で、その時発生したフィードバックを利用して、他学派のセルやペーサーをラインからはじき飛ばしてしまうことさえある。

　セルの進路を確保しながら、こうした他学派との肉弾戦をくぐり抜けるのもペーサーの働きなのだった。

「そういやゴリラ、今ごろ脱出できてっかな」

　ちなみに、この物理フィードバックは、バベロニカ野の直上ならどこでも発生する。トライアルにセルがエントリー済みであれば、意図的に発生させることもできる。

　ちょうど昼間の河か川せん敷しきで、葉柄は少しだけ物理フィードバックを使った。防球ネットとその鉄フレームをぐにゃぐにゃに曲げ、アホ軍団ごとゴリラをちょうちょ結びにしてきたが、今ごろ連中はちゃんと抜け出しているだろうか。

　そんなことをぼんやり考え、オーバルトラックの向こう正面に差し掛かりながら、葉よう柄へいはＥＭＤの表示を見据える。

　そういえば、昼間からＥＭＤを使い続けるはめになったのも、茅ちヶが沼ぬまがアホ軍団にとっちめられていたからだった。ただでさえ八や重え垣がき櫻さくらの出迎えなんていうイベントが入っていたのに、何が悲しくてゴリラどもと戯たわむれなくてはならんのか──

　と。

「そういや、あいつんとこは今どのへんだ？」

　これまで沙さ中ちゆう金きんの誘導に忙しくて忘れていたが、葉柄はふと、そんなことが気になった。

　特に、深く考えてのことではなかった。

　葉柄は少しだけ、中規模に限定してあるＥＭＤの表示範はん囲いを広げようと、視界の端のインターフェースアイコンへと目をやった。現在のフォーカスレベルはmiddleだが、highにすればもっと広範囲の展開が見られるし、low以下にすればたとえ可解点寸前でもどの学派が先んじているかがわかる。カメラレンズのズームアップみたいなものだ。

　これは、ＥＭＤの展開図が可解点からの逆算表示になっているせいだ。可解点がおそろしく遠くに出たりとか、あるいは学派同士が密集していたときのために、その表示範囲を変更できるようになっている。展開が縦長だったり、いくつかの集団にバラバラに分かれたりした時には、自学派と周囲の学派以外が表示範囲から外れてしまうからだ。

　最後方から、嵯さ峨が野の第二分室の⑰マークが消えてから、ずいぶんと経たっていた。

「あいつ、まだお絵かきしてんのか？」

　そうして葉柄が、ミドルのまま固定しているＥＭＤフォーカスをハイに変更しようとした。

　その時だった。

「……あれ？」
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　展開の煮詰まりつつある前方集団の、ずっと後ろ。

　さっきまで、えんえんと引き延ばされて表示すらされていなかった砲塔ラインの最後方。

　そこに、ぽこん、と⑰が現れた。

　葉柄は何が起こったのかよくわからず、しばらく様子を眺めていた。

　何かの間違いかと思った。ＥＭＤの操作をミスして、フォーカスをハイにしてしまったのかとも思った。

　だが、違った。

　フォーカスの範はん囲いは、まだミドル。なのに、どんどんどんどん⑰と集団の差が詰まっていく。

　ＥＭＤを二度見した。

　フォーカスの範囲はいつまで経たっても、ミドルのままだった。

「柳りゆう子こちゃん!!　やべえぞ、最後方!!」

　緊急時の手順をさらにすっ飛ばして、葉よう柄へいは西にし春日かすが学派の回線オールレンジで叫んだ。

「嵯さ峨が野の分室が──八や重え垣がきのやつ、飛んできてるぞ!!」

『うそっ!?』

　慌あわてて柳子が、学派の解析かどこかに指示を出している。その喧けん噪そうをよそに沙さ中ちゆう金きんの隣となりを併走しながら、葉柄は目を皿のようにして周囲の状況を見渡した。

　ちかちかと瞬またたきながら、地下の大空間をひっそりと占めるシリカ砂の海。ぼんやりと光る競技場ほどのオーバルトラックに、ひときわ明るい蛍光レッドの可解点。あと二周を切って、そろそろジョギングに近くなってきた各学派のセルとペーサー。普段通りの終盤戦。

　だが、葉柄には違和感がある。

　なんだかよくわからないが、いま、このバベロニカ野やには何かヤバい奴やつがいる気がした。

　よくよく目を凝こらせばわかる。

　オーバルトラックのそこここに、同じような明滅を繰り返すセルがいた。

　派手ではない。だが、あっちにもこっちにもいる。連動して同じ行動を取るという意味では、グライダーとかブロックとかシグナルといった単純なセルにも似ていたが、そのふるまいは明らかに違う。

　増えていっている。

　どくんどくんと脈打つように点ついては消え、そのたびごとにセルの数が、徐々に、徐々に増えていっているような。

　なのに、オーバルトラック上には、まだ、嵯峨野分室⑰にあたるセルの姿は見えないままだ。

　──まさか。

　葉柄は、隊列表示の最後方を凝ぎよう視しした。⑰がどんどん迫っている。

　なのに、オーバルトラックにはまだ何もいない。

　ＥＭＤの上では相変わらず、まるで得体の知れない、見たこともない⑰のセルが集団のずっとずっと後ろから、とんでもない勢いで迫ってきている。

　そうして、ここにいたって葉柄は、ようやくのことで気が付いた。

　嵯峨野学派第二分室のペーサーが、今まで何をやっていたのか。




　葉よう柄へいが見やった先の、オーバルトラックの中央。

　カウチチェアから身を起こし、日ひ傘がさを手にした櫻さくらが。

　いつの間にか、オーバルトラック真っ正面の、真っ赤な蛍光レッドのラインへ向かって。

　可解点へと、すたすた歩き出していた。
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　葉柄が見守る中、可解点へと向かった櫻は、まるで緊張感のない声で言った。

「しっぱいしっぱい。いやあ、寝過ごした」

　ふわああ、と大あくびをかみ殺しながら、スカートポケットに片手をつっこんだ櫻は、手にした日傘でポンポンと首のあたりを叩たたいている。ちょっと寝ぐせのついた長い髪を邪じや魔まくさそうに払いながら、シリカ砂にサンダル履ばきの足跡をつけていく。

　相も変わらず、お嬢じよう様さま然ぜんとした見てくれにはそぐわない仕草だ。

「私を置き去りにして、メトセラが遷せん移いを始めてしまったか」

　そうして可解点へと辿たどり着つき、櫻は、にやりと笑う。

「まあ、たいした問題はなかったようだが」

　その表情を、可解点の赤い光が映し出していた。




　葉柄の額に、じっとりと汗がにじんでいた。

　沙さ中ちゆう金きんの様子がおかしい。オーバルトラックを遷移していくスピードが露ろ骨こつに鈍っている。普通はさらに速度を上げていくような時間帯だというのに、まるで逆の事が起こっている。

　急激に、遅くなっている。

　その傾向は沙中金だけでなく、他学派のセルも同様らしかった。

　もともと力尽きそうになっていたバニーガールは、もはや身動き一つしなかった。ここを勝負どころと見ていたはずの紳士も騎き士しも、二人仲良く並んだままでピクリとも動かない。盾のおっちゃんはうんうん唸うなっているがひと転がりもできず、もっとも爆発力を残していたはずの砲塔ですら遅々とした歩み。ジョーカーに至っては完全に後ろの方で潰つぶれている。

　すべての学派の足取りを妨げるような何かが、オーバルトラック全面を支配している。

　いつの間にか増殖したセル──メトセラが、薄く広がるように敷き詰められていた。バニーガールも紳士も騎士も盾のおっちゃんも砲塔も、そしてもちろん沙中金も、ぼんやりと輝くメトセラに包囲されたまま、遷移する先を見いだせずにいた。

　メトセラの海に沈んだようだ。

　葉柄の周囲も、ぎしぎしと軋きしみをあげている。動こうとするとそれを妨げる方向への力が働くのは、フィードバックの性質だ。

　一体どこから湧いて出たのか、広範囲の物理フィードバックが発生していた。

「八や重え垣がき!!　これ、お前の仕業か!?」

「もちろんだ」

　思うように身動きが取れず、焦ったような葉よう柄へいの声に、櫻さくらはこともなげに答える。

　そしてそんな葉柄やペーサーたちとは対照的に、さくさくと可解点に辿たどり着ついた櫻は、日ひ傘がさでなにやら紋様を描いていた。魔ま法ほう陣じんじみた円形の図柄からまた一つ、バベロニカ野やのどこかへと、見たこともないセルがすっ飛んでいった。

「お前、いったい何やったんだ!?」

「メトセラを蒔まいた」

「蒔いた……って、何の話だ？」

　よくわからない、という葉柄の表情を見やり、櫻はぽいと日傘を放り出した。

　作業が終わったらしく、ふむ、と腕を組んだ櫻はあたりをきょろきょろと見渡している。

「このトライアルに参加しているのは私ではなく、我が学派のセル、メトセラだ。私はただその種を蒔いているだけに過ぎない」

　さっきまで脈動していた奇妙なセルは、バベロニカ野のほぼ全面を覆おおい尽くそうとしていた。

　その一部が、オーバルトラックの後方で、形を取り始める。

「メトセラは、嵯さ峨が野の学派の開発した増殖型の最新セルだ。見ての通り、成果が出るまでに時間はかかるがなかなか有望な奴やつでな。既存のトライアルのように、学派による誘導やペーサーを必要としない、というのがセールスポイントだ」

「てことはやっぱり、このセル全部お前んとこのやつか!?」

「言っただろう？　少し姿が見えてきたが、あれがメトセラだ。そろそろ可解できそうだな」

　周囲に瞬またたくセルを、ぐぎぎぎ、と無理やり見やっている葉柄に苦笑しながら、櫻は言った。

「まずは挨拶がわりだ。今後ともよろしく頼む」

「……何が挨拶だよ。可解っていったって、お前んとこはまだ後ろの方に──」

　いる、と言おうとしてＥＭＤに目をやった葉柄は、危うく悲鳴を上げそうになった。
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　距離のフォーカスはスケールアップされて最大に達し、周囲のセルしか映していない。

　なのに沙さ中ちゆう金きんの至近距離、すぐ隣となりに⑰がいた。

「冗談じゃねえぞ柳りゆう子こちゃん！　もうすぐそこまで来てんじゃねえか！　ＥＭＤのフォーカスが間に合ってねえ！」

『いつの間に……』

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく柳子の声は、もはや学派でも手の打ちようがないことを示していた。

『葉よう柄へい、ＥＭＤで見えてる⑰のいそうなあたりにセルを飛ばしてみるとかできない!?』

「それが……あんまり動けねえ……!!」

『物理フィードバックを戦闘じゃなくて拘束に使うなんて、予想外だわ……』

　柳子の悔しそうな声だけが、むなしく響ひびく。

　葉柄たちペーサーが物理フィードバックで身動きが取れない間も、沙中金や他学派のセルはちまちまと遷せん移いを続けているようだった。沙中金は、まるで涙滴型宇宙船のように後方へセルのかけらを噴出させて、全力のブーストをかけている。それだけでは飽きたらず、よくよく見れば周囲には車輪のようなセルも見える。

　が、⑰の速さとはあまりにも差がありすぎる。

　見えない空気の壁に阻はばまれ、のろのろと沙中金に近づこうとする葉柄の目の前で、蛍光レッドのライン際に立った櫻さくらが日ひ傘がさのボタンをぱちんと外した。

「そんなに驚かなくてもいいだろう」

　透き通るような真っ白いレースをはらりと広げ、櫻は歌うように呟いた。

「メトセラの原理は古典的なセルだ。全にして一、一にして全。増えて、広がり、地に満ちる。そもそも、可解点がわかってから走るというのが面倒なのだ。バベロニカ野やのどこかに可解点が出るというのなら、バベロニカ野をすべてメトセラで埋め尽くせば、可解点が現れたその瞬しゆん間かんに辿たどり着つけるというわけだ」

　──そんなことができりゃ苦労はねえんだよ！

　そう怒鳴るだけの余力は、葉柄にはなかった。

　沙中金の遷移を少しでも押し上げるために、さっきからその進路には西にし春日かすが学派が送りこんだ小型のセルがどんどん継ぎ足されている。葉柄も、そのセルを無駄にしないように沙中金の進路を最適に保とうと修正を続けている。

　だが、足りない。

　バニーも紳士も騎き士しもおっさんも砲塔も見苦しいぐらいにセルをスタックし続ける。

　だが、動かない。

　大外からぐんぐん追い上げてくるメトセラを相手に、ほぼ全学派がよってたかってもたもたと可解点を目指していた。それなのに、メトセラ以外の学派の集団だけがグッダグダの大混乱になっていて、当のメトセラにはたいした影響は出ない。

　ぱん、と日傘の花が開いた。

　その日ひ傘がさをくるくる回しながら、櫻さくらは手持ちぶさたなのか、可解点近くのシリカ砂をサンダルのつま先でほじくり返している。
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「もっとも、これはあまり面白くない結論だ。究極的には、すべての可解点到達レース──つまりトライアルは、メトセラが仕留め損ねたレースでしかない、ということになってしまう。可解点が判明したときに、一番近いメトセラが少しだけ脚を伸ばせばいいだけなのでな」

　ふんぐぐぐぐ、と、水の中を進むような物理フィードバックを感じながら、葉よう柄へいはかろうじてシリカ砂に小さな図形を描き、沙さ中ちゆう金きんの鼻先にグライダーを飛ばすことに成功した。

　そのグライダーにつられ、沙中金がちょっとだけ進路を変える。

　マイペースのまま、ラインを一つ外へ。沙中金は、内側の同じラインで競り合っている騎き士しと紳士とバニーの塊を、躱かわすようにして外へ。内側の盾が沙中金の空いたスペースに潜もぐり込み、その位置も足場にしてもう一つ外へ。距離のロスは仕方ない。前が詰まっていたなら、勝つ可能性はゼロだからだ。

　だが外のラインへ出ても、沙中金の脚は伸びない。

　沙中金にはこれといった脚がない。涙滴型のセルからは車輪もどきも失われ、今にもバラバラに分解しそうになっている。

　はずだったが。
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　メトセラが駆け抜けていった後のラインに、沙さ中ちゆう金きんが引っぱられた。

　すでにメトセラのこなした演算の恩恵を受けて、沙中金の逆さマヨネーズが息を吹き返した。

　沙中金の涙滴型の周囲には、車輪と、おまけに翼つばさのまねごとのようなセルまで生えてきた。

　スピーカーのどこかで、柳りゆう子こがものすごくムシの良いことを叫んでいる。

『葉よう柄へい！　そのライン死守して！』

「んなことぁわかってるってよ！」

　もはやわけがわからなくなりながら、葉柄はいやいやをする沙中金をメトセラのラインに戻し続ける。先行するメトセラのラインは相当独特なのか、すぐに横っ走りをしそうになる沙中金をグライダーでひっぱたきながら、葉柄は誰だれにともなく怒鳴った。

「バベロニカ野や全部にセル蒔まくなんて、そんなのアリかよ!?」

「もちろん、アリだ」

　くるくると、可解点で真っ白レースの日ひ傘がさが回る。葉柄と沙中金とその他六つの学派がもがく先で、その光景だけが浮世離れして見えた。

　トライアルは、まだ終わっていない。

　後方でごっちゃになった葉柄や沙中金や他の学派は、櫻さくらに構っている余裕などなかった。

　メトセラが抜けたことで物理フィードバックが徐々に消えつつあり、少しでも先の順位を確保しようとひしめき合っていてそれどころではなかったのだ。

　そんな後方の惨状を見やった八や重え垣がき櫻は、雨が降ったから傘をさすとかお腹が減ったからごはんを食べるとか、そうした当たり前のことのように、ひょいと蛍光レッドの可解点に歩を向けた。

　そうしてつつーっと滑りこんできたメトセラのそばにしゃがみ込み、シリカ砂を払いのけて砂中に手をつっこんで、なにかを摑つかみだした。

　深い群ぐん青じよう色いろの、鈍い輝かがやき。

　メトセラの実体セルをポケットにつっこみながら、櫻は葉柄を見やって──

　にぃ、と子供のような笑みを向けた。

「勝ってしまえば、よかろうなのだ」

　そんなこと、誰だって見ればわかる。

　こうして嵯さ峨が野の学派第二分室⑰の圧勝が、まず確定した。




　それっきり振り返ることもなく櫻さくらはエレベーターの方へと歩き出し、葉よう柄へいその他の学派はというと、櫻のことなどまったくお構いなしで汗みどろで蛍光レッドの可解点へとなだれこんだ。

　誰だれが何位になったのか、もう全然わからなかった。
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「おい空くう子こ、どのへんだ？」

『もうちょっと右……あっちょっと行き過ぎ！　戻ってもどって』

「行き過ぎとか戻ってじゃなくて、どっちにどれだけ行けばいいんだよ」

『北北東！』

　トライアル後のバベロニカ野やは、夜の世界だ。

　昼間にはまぶしいぐらいちかちか瞬またたいていたセルのほとんどが、休眠状態に入っている。だから、偶発的に発生するセルはあっという間に姿を消していく。

『そこ！　そのへん！』

　空子の声に導かれたポイントで、葉柄がシリカ砂に手をつっこむと、硬質な手触りがあった。

　ずぼっ、と手を引き抜くと、クリアイエローの薄い輝かがやきがきらめく。

　沙さ中ちゆう金きんの実体セル。その黄色い輝きには傷一つなく、特に変化は見られない。

「……なんか、テレポートしたみてえだな」

　そんな自分の言葉に、葉柄はちょっとだけ、ぞわりとする。





疑似テレポート　すれば




いいんじゃないかなあ






　可解直後、バベロニカ野の上に残った沙中金は、逆さのマヨネーズどころかその尻尾ぐらいしか残っていなかった。

　ただ、見た目はぼろぼろだったが、それでも砂中金はどこか誇らしげに見えた。

　珍しく、二位なんていうちょっとだけいい順位だったからだ。

　櫻のメトセラというセルのおかげか、最後の最後で後をついていったラインが、ろくすっぽないはずの沙中金の脚をちょびっとだけ演出したのだ。

　こんな地下の底でもたまにはいいことがある。

　もっとも、それに関して葉柄はまだ、櫻にたいしたことを言えてないのだが。

「あんにゃろう、可解したら自分だけさっさと帰っちまいやがって。礼ぐらい言わせてくれりゃいいのによ」

『もー葉ようちゃん。お礼も大事だけどさあ、違うでしょー？』

「あ？」

『こういう時は、お帰りなさい、じゃないの？』

　空くう子この指摘に、あー、と葉よう柄へいは頭をかいた。

「まあ、そのうちな」

　機会はいくらでもあるはずだ。




　明日から、八や重え垣がき櫻さくらは西にし春日かすが附属高校の生徒になるのだから。













　　　Sequence　03　　嵯峨野学派からやってきた







　ケーキの押し器から、ケーキが出てくれば問題なかったのだ。




　もともと、ケーキの押し器からケーキはそうそう出てこない。

　ケーキの材料を詰めたケーキの押し器をぐいと押せば、まあ面倒なことになる。押し器の中はケーキの材料でぐちゃぐちゃになる。潰つぶれてしまったイチゴや卵は無駄になるだろうし、材料の詰まった押し器を綺き麗れいにする手間も増えるだろうし、だいいちケーキが食べられない。

　だが、こうした問題はなんとかなる。ケーキが出てこないだけなのだから、出てくるまで頑張ればいいだけの話だ。

　そしてこれは、バベロニカ野やでも同じことだ。

　バベロニカ野で設定した条件にセルがいつまで経たってもたどり着けず、狙った解が得られなかったとしても、それは仕方がない。バベロニカ野は純然たる演算器ではないのだから、いつもいつも同じ答えが出てくるコンピュータのようにはいかないのだ。解が得られない、というだけならコンピュータにだってままあることだ。

　問題は、これはバベロニカ野やの出来事だ、という点だ。純粋な演算ではない。

　解が得られないだけなら、まだ良かったのだ。

　バベロニカ野では、理論上〝あらゆるもの〟が出てくる可能性がある。だからこそ、コンピュータではそう簡単にたどり着けない解が得られたりもするのが良いところだ。

　だが──

　言い換えれば、バベロニカ野では未知の〝別解〟が出てくる可能性があるわけだ。

　ケーキの押し器からケーキ以外の〝何か〟が出てくる可能性がある、ということだ。

　その〝何か〟がどんな形をしているかまでは、バベロニカ野は知ったことではない。

　セルが何を連れてこようと、それがどんな形をしていようと。

　知ったことではない。




　あの日、西にし春日かすが学派のセルはよくやった。

　馬鹿のはずの喃なん平ぺいが、いったいどこにへそくっていたのか殿堂クラスのセルを五体も投入し、恐ろしい精度で、必殺の布陣を組み上げていた。

　無口な城じよう頭とう土どが、がまんのできない平へい地ち木ぼくが、きれい好きで実戦嫌いの金きん箔ぱく金きんが、のんびり屋の大だい溪けい水すいが、そして役立たずの覆ふく燈とう火かが、工夫に工夫を重ねたあげくの構成だった。どう繕つくろっても演算自体は速くない。けれどこれは単なる演算自慢ではなく、バベロニカ野の難題トライアルだ。その時場にいた誰だれよりもケーキを食わせた奴やつが偉いのだ。

　馬鹿にされたってなんだって構わない。粘りと根性と夢のある、見事なクソだった。

　難題の名は「テレポート」。

　一学派っきりのあのトライアルさえ可解すれば、できるはずだったのだ。

　疑似テレポートが。




　すべてが台無しになった。

　あの日、葉柄がバベロニカ野に辿たどり着ついたときには、なにもかもが手遅れだった。

　その時展開されていたのは、もはやトライアルでなかった。

　可解点で待ち受けていたのは幸福をもたらす解ではなく、〝お嬢さん〟だったはずの──




〝何か〟が、蠢うごめいていた。
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　西春日附属高校は、西春日市の中でもほぼど真ん中に位置している。

　ほぼ、というのは、西にし春日かすが附属高校が西春日学派に附属しているからだ。

　なにしろ西春日市は沈降都市である。その外縁は、六車線の幹線道と年がら年中蒸気を吐き出すビル型排気塔とによって、おおまかな円形に区切られている。大小さまざまな古こ墳ふんの点在する西春日市には、大昔から使われている細かな河川や水路が張り巡らされているが、それもこれもなにもかもこの外縁で一度遮られる。

　そして、この都市のど真ん中には、西春日学派の敷しき地ちがどーんと確保されていた。

　一見するとこの敷地のほとんどは、広こう範はん囲いにこんもりと生い茂った鎮ちん守じゆの森だ。そうした緑のあっちこっちに、実験棟の施設群やら研究室棟やらマンションやらがぽこぽこと点在している。上空から見ると、外縁に隔てられて中央に広大な森を配置した西春日市は、それ自体がどでかい古墳のようにも見える。もちろんだが、西春日学派は研究機関でもあるのでその敷地内は立ち入り禁止だ。こんな所までちょっと古墳に似ている。

　西春日附属高校は、このどでかい立ち入り禁止の西春日学派に隣接していた。

　なので、学派の敷地を挟んで向こう側に住んでいる生徒なんかは、学校までたいそう大回りをすることになる。ちょっと気合が足りないとあっさり遅刻する。

　西春日附属の風紀委員は、そういった生徒に注意喚起を促すためにいるのだ。




「茅ちヶが沼ぬま！　いるかー!?」

　学食でパンと牛乳だけの昼食を済ませると、葉よう柄へいはその歩を屋上へと向けた。

　薄暗い非常階段のつきあたりにある、ペラいスチール扉を押し開けながら呼ばわる。

　クリップボードを小脇に抱えた葉柄が校舎の屋上に出ると、太陽電池パネルの、無数のぎらついた輝かがやきが出迎えた。ボードをかざしてひさしを作り、シリコン結晶の千せん畳じよう敷じきの隙すき間まを探すと、扉のすぐ近くのパネルの下から見慣れた革サンダルを履はいた足がつき出している。

　見ていると、その革サンダルは踵かかとをぱかぱかいわせて腹話術を始めた。

「いるよー」

「よーし登校だな。なかなか殊勝な心がけじゃねえか。できれば明日は朝から来いよ」

　だいぶ目が慣れてきた。

　クリップボードに挿はさんであったボールペンを取り外し、葉柄は「登校時服装チェック表」と書かれた用紙へと記入する。今朝も使用されたせいか、ちょっとくたびれた用紙に並ぶ「違反事項」のマス目を全部埋め、最後の補足欄に「ちがぬま」と追記した。

「茅ヶ沼、遅刻、と」

「ひでえ！　ちゃんと登校してるじゃねーかよー」

「うるせえだまれ馬鹿。遅刻だって言ってんじゃねえか。お前がちゃんと朝に来て風紀委員のチェック受けてりゃ、俺がこんなとこまで来る必要ねえんだよ！」

　言いつつ、葉柄はもそもそとパネルの影から這はい出てきたアホっぽい金髪頭をはたく。

　今日の茅ちヶが沼ぬまは、こないだの河か川せん敷しきとは違ってシャラシャラした白いシャツ姿だった。遠目には夏用の指定制服のように見えるが、言わずもがな別物である。スラックスだってよく見れば、色だけはグレーに見えるがシルエットが妙に細い。革サンダルは上うわ履ばきの代わりだが、下駄箱には先の尖とがったテカテカの革靴が押しこまれているはずだ。

　赤だの白だののシャツといい、相変わらずのおめでたさに葉よう柄へいは軽くめまいを覚える。

「それはそうと茅ヶ沼、お前、今日は一人だろうな？　またこないだみたいに他校よその女の子連れこんでたら承知しねえ──」

「いるよお！」

　葉柄の詰問をさえぎって、頭の上からばかでかい声が降ってきた。

　振り返って見上げてみると、非常口の建物の上から、ひょこっとショートボブのおかっぱとむきだしになったおでこがのぞいていた。なぜデコが見えるのかといったら、そいつは建物の上で寝っ転がっているのか、逆さまになった頭だけを突き出しているからだ。

　逆さまになったまま、さらにずりずりとずり下がってきた大きな瞳ひとみが、葉柄の頭からつま先までをくるくると見渡していた。よくぞそこまでと思えるほどに口元をにーっと引き伸ばし、満面の笑顔で訊きいてくる。

「にひひ。どしたの葉ちゃん、こわい顔して」

　空くう子こだった。

「うるせえだまれ声でかい。他校よその女の子つってんじゃねえか。あとお前、そんなぶら下がってっと危ねえぞ」

「えー？　そんな危なくないよおー」

　ぶらんぶらーん、と逆さまになったままおかっぱを揺らしてみせる空子。どうやら、非常口の上にあがるハシゴかなにかに脚でも引っかけてるらしい。

　子供か、と内心の声を飲みこみつつ、葉柄は逆さまの空子にも訊いてみる。

「おい空子、お前以外に女の子、ここにはいねえだろうな？　次、また茅ヶ沼がなんかやらかしたら非常口に鍵かけるって言われてんだよ。お前もそんなの困るだろ」

　ソーラーパネルが密集している屋上は常に開放されている。

　なのだが、パネルがぎらぎらしていて眩まぶしいのと、ベンチもなく空いているスペースも少ないのとで、一般の生徒にはあまり人気がない。茅ヶ沼のようにパネルの下にいればどちらも解決されるのだが、そこまでして屋上にいたいという変わり者は少ない。

　そして空子は、その変わり者の一人なのだった。

　よく晴れた昼休みにはふらりとこの屋上にやってきて、非常口の上でぼーっとしていることがある。茅ヶ沼や茅ヶ沼をとっちめに来た千ち巻まきとダベっていることがほとんどだが、時々、じっと排気塔を眺めていることもある。

　なんのつもりかはよくわからないが、それでもこの屋上が空子にとって、重要なサボりポイントであることには変わりないのだった。

「えっとねー……よっと」

　葉よう柄へいの声に、非常口の上の空くう子こはむくりと身を起こし、うーんと一つのびをしながら屋上をぐるぐると見渡し。

　そうして、ものすげーでかい声で。

「うん！　いないかな！」

「うるせえつってんのに！　なんでお前らいっつもいっつも、人の話聞かねえんだ!?」

「ええー？　ちゃんと聞いてるよお！」

「余計悪いじゃねえかよ!!」

「にゃひゃひゃひゃ！」

　今にもクリップボードを叩たたきつけそうな葉柄のことなど知らん顔で、腹を抱えた空子は脚をばたつかせ、そのたびごとに丈の短いブルーチェックがぴらぴらと舞まった。非常口の高さがあるおかげでパンツこそ見えないが、相当はしたないことになっている。

　そんな空子の姿に、ぜーはーぜーはー、と息を整えつつ、思わず葉柄はこめかみを揉もむ。

　血管切れそう。

「そんで葉ちゃんよー。今日はどしたの。昼休み潰つぶしてまでさー、なんか用？」

　パネルから這はい出たせいで汚れたシャツをぽんぽんと払い、ボサった金髪をなでつけながら茅ちヶが沼ぬまはふああああ、と大きなあくびをした。眠たそうな目をぐしぐししながら、まだ腹話術をやっているつもりか、話すごとにサンダルをぱかぱかさせている。

「葉ちゃんがここ来るのって、たいてい俺が悪さしてる時じゃん。風紀のチェックなんかいつも教室で済ますのによー、なんで今日に限って屋上まで来てんの？」

「……湧ゆう子こさんが、こないだお前のやらかした揉め事のこと気にしてんだよ」

「うげ。湧子ちゃんの言いつけかあ……」

　その名を聞いた瞬しゆん間かん、天敵に射すくめられたトカゲかなにかのように、ぴゃ、と空子が背筋を伸ばした。

「葉ちゃん、湧子ちゃんには絶対逆らえないもんねえ」

「おうよ。湧子さんは絶対だからな」

　葉柄が当然のように言い返すと、うへえ、と空子は顔をしかめた。

　空子は二人いる姉のどっちにもよく懐なついているが、時々、反抗的になることもあるのだ。

　そんな空子の言葉で思い出し、葉柄はクリップボードの「登校時服装チェック表」をぺらぺらとめくった。補足欄の遅刻者名には「ちがぬま」がちょくちょく顔を出している。

　遅刻ということは、少なくとも学校には来ているということだ。

「なあ茅ヶ沼、最近お前、ずいぶんと真面目じゃねえかよ。なんかあったのか？」

「だってよー、千ち巻まきがうるせえんだもん」

「あいつが口うるせえのは今に始まったことじゃねえだろ」

　という葉よう柄へいに、茅ちヶが沼ぬまは心底めんどうくさそうに、ひらひらと手を振った。

「違ちげえの。ここ何日か特にうるせえの。あーしろこーしろって、すげー怒りっぽいし」

「わかった！　女の子の日だ！」

「うるせえだまれもっとぼかせ！　空くう子こお前なあ、なんでいちいち叫ぶんだ!?」

「にゃひゃひゃひゃ！」

　あまりに露ろ骨こつな話題であった。葉柄は今度こそ非常口にクリップボードを叩たたきつけそうになり、非常口の上では再び空子がばたばたと笑い転げている。

　だが、そんな葉柄の肩をポンポンと叩いた茅ヶ沼は、珍しく素の顔で指摘する。

「や、あいつまだ今週は生理じゃねーよ。だからあんな怒ってる理由がわからんの」

「……なんでお前が千ち巻まきの生理日把は握あくしてんだよ」

「え？　葉柄ちゃん、あいつの周期知らねーの？」

　さも当たり前みたいに言うな。

「ぃぇひゃひゃひゃ！」

　あたりを憚はばからない空子の笑い声が、屋上の空に吸いこまれていく。

　ばたばたと翻ひるがえるスカートの裾を見上げながら、葉柄はなんかもう怒るのにも疲れてきた。

　諦あきらめの境地で空を仰ぎ、ぐったりと肩を落とす。

　まったく、今日も良い天気だ。
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「……で？　千巻はなんて言ってんだ？」

　空子の笑い声がひとしきり収まる頃には、葉柄もちょっと気を取りなおしていた。

　先を促されて、茅ヶ沼は、うーん、と首を捻ひねる。

「こないだのなっちゃんのこと、ちゃんと相手するかゴリラに詫わび入れるかしろって。そうじゃなきゃもう次からは助けてやんない、とか言うの」

「なっちゃんて……ああ、千巻と一緒に帰った大おお井い寺でらの子か」

「おれなんも悪くないのにさ、なんでそこまでしなきゃならんのよ。ボコられたのはこっちなのに。詫びなんか入れるわけねーじゃん。なんなんだよなーあいつ」

「なんなんだって、そんなもんお前──」

　ぶーたれている茅ヶ沼に、葉柄は思わず口を挿はさみそうになったが。

「なに？」

「……いや、なんでも」

　危ういところで押し黙る。

　葉よう柄へいにとって、千ち巻まきや茅ちヶが沼ぬまとは中学時代からの付き合いだ。市外との交流が比較的少ない西にし春日かすが市しでは、中学が同じだと高校もほぼ一緒になるからだ。とはいえ、クラスが別でも放課後まで遊んだりダベったりしていたのだから、気は合ったのだろう。

　そして茅ヶ沼は、この頃からアホであり、葉柄と千巻が二人して、とっちめてきたのだ。高校になると茅ヶ沼の素行の悪さにはいっそう磨きがかかり、葉柄が風紀粛しゆく正せい委員の名の下に実力行使でねじ伏せることも多くなったが、そういう場にはだいたい千巻もいる。アホ軍団のような一見ガラの悪い連中にもビビることなく、あきれ顔で、うんざりしながら。

　そんな千巻が今もなお茅ヶ沼に付き合っているのは、もちろん千巻がいい奴やつだからだ。アホな友人を見捨てることができない、面倒見のいい奴なのである。

　が、付き合いの長い葉柄は、別の可能性について考えることもあるのだった。

　──千巻の奴、もしかしたら、茅ヶ沼のことが好きなんじゃねえのか。

　ぐ、と詰まった葉柄に、空くう子この声が降ってきた。

「ねー葉ちゃん。このこと、湧ゆう子こちゃんに報告しといた方がいいかも」

「湧子さん、こないだのことは知ってるぞ。茅ヶ沼の手当てしてもらいに、お前んとこの離れまで運んでったからな」

「ううん、違うちがう。報告するのはまっきーのこと」

「千巻？」

　葉柄が湧子から頼まれているのは、茅ヶ沼のお目付役だ。

　なんで千巻のことまで、と見上げた葉柄の視線の先から、空子の姿がひょいと消えた。

　カンカンという非常口のハシゴを降りる音とともに、その声だけが聞こえる。

「こないだみたいにまっきーが助けてくれなくなったら、チガちゃん、もっと見境なくなるんじゃないかなって思って」

　飛び降りたのか、よ、という小さなかけ声がしたかと思うと、非常口の陰から空子のおかっぱがにょっきりあらわれた。

「中学の時にさあ、まっきーがチガちゃんとケンカして、チガちゃんが知らないおミズの人んとこに入りびたったことあったでしょ。あの時は湧子ちゃんが高校だったからそれで済んだけど、いま学校にも来なくなったら湧子ちゃんが見逃すわけないもん。そしたら──」

　空子の口はよく伸びる。

　にーっ、と、感心するぐらい引き伸ばされたその口元に白い歯をのぞかせて、空子はそら恐ろしいことを言った。

「チガちゃんが心を入れ替えるまで離れに閉じこめる、とか言い出すよ」

「あの離れに……？」

　ただでさえ面倒な茅ヶ沼やアホ連中の揉もめ事ごとに、あのふわふわした性善説の塊かたまりのような湧子が割って入るとなると──

　どう考えても地獄絵図だ。

「……想像したくねえな」

「でしょ？　だから今のうち、安心させといた方がいいよ。チガちゃんはまっきーにニラまれてるので最近マジメだって」

　想像するだけで胃が痛くなった葉よう柄へいに、茅ちヶが沼ぬまが追い打ちをかける。

「なんであの人、おればっかマークすんだよなー。他にもっと見張っとく奴やついるじゃんよー」

「最初っからお前がおとなしくてりゃ、湧ゆう子こさんだって心配しねえんだよ！」

　まるで人ごとのように言っている。

　そんな茅ヶ沼の頭をすぱーん、と張り飛ばしながら、葉柄は毒づいた。

「だいたい、お前より面倒な奴なんているわけねえだろうが」

「いやいやいや。いるって。ほら、あの転校生の八や重え垣がきとかいう子。前の学校のセーラー制服着てうろうろしてんの、ありゃちょっと目立ちすぎでしょ」

　ぎく、とする。

「葉柄ちゃんもおれだけじゃなくてさー、あの子とか面倒見ろよな」

「うるせえだまれお前がいうな」ぱこーん

　どこまでも無責任なことを言う茅ヶ沼を張り飛ばしつつ、葉柄はちょっと目が泳ぐ。

　数日前──トライアルがあった次の日。

　西にし春日かすが附属高校に臨時編入してきた八重垣櫻さくらが、いらん注目を集めてしまっているのは間違いなかったからだ。




　転校生や編入生というのは、西春日市でも珍しくはない。沈降都市の西春日市では作業従事者や研究員の家族がけっこうな頻度で引っ越してくる。

　だが噂うわさに聞くところだと、転校生慣れした生徒達の目から見ても、八重垣櫻はしょっぱなから飛ばしていたらしい。

　ブレザー一色の教室に真っ黒なセーラー服でやってきて、教師に促されるよりも前に黒板に自分の名前を大書した櫻は、これまた勝手に自己紹介を始めたそうな。

『やあ諸君。私は八重垣櫻、嵯さ峨が野の学派からやってきた』

『その日の気分で授業には出たり出なかったりするが、なにぶん臨時編入という名目なので許してほしい。この学校の制服はまだ届いていないので前の学校のままだが、なあに、たかが服だ。すぐに慣れてもらえると思う』

『それじゃ今日はここまで』

　そう言い残して、櫻はいきなり帰ってしまったという。

　教室に居あわせた生徒達はその素早さについて「強盗みたいだった」と証言している。




　それ以降、櫻さくらは、周囲の奇異の視線をまったく無視して学校を歩き回っているようだった。

　なにしろここ最近、葉よう柄へいの耳にも、どこからともなくざわついた雰囲気が伝わってくるのだ。

　廊下を歩いていると、行く手の人混みの一隅が遠目にもぽっかりと開けていたりする。食堂に出向けば、月見おろしそばが好きらしいぞ、という囁ささやきが聞こえてくる。下足室がやけにごった返してるなと思ったら、グラウンドへ繫つながる広場のあたりで立ち止まった一団が、女子の体育を食い入るように見つめている。

　そうした喧けん噪そうの先を見やれば、必ずと言っていいほど櫻がいるのだった。

「今日は櫻ちゃん、サボりみたいだけどね」

「そうなのか？」

「あれはチガちゃんと同じタイプだねー。サボることに躊躇ためらいがないもん」

　うんうん、と一人で頷いている空くう子こに、茅ちヶが沼ぬまが口を挿はさむ。

「おれは葉ちゃんに似てると思うんだよな。あの偉そうなところとかよー」

「お前なあ、俺が偉そうってどこが──」

　勝手なことを言っている茅ヶ沼に天てん誅ちゆうを喰くらわそうとしたその時、非常口の向こうからぱたぱたと階段を駆け上がってくる音がした。

　ややあって、勢いよくスチールの扉が開かれると、意外そうな声があがった。

「あれ、千ち巻まきちゃん、どしたの？」

「あ、葉柄ここにいたんだ」

　ボリュームのある二つくくりをわさわさと揺らし、千巻がはあはあと息を切らせていた。

「ちょっとチガ、あんたなに隠れてんのよ？　またなんか人に言えないことしてるんじゃないでしょうね？」

「してねー、してねーってば！」

「なんだよ千巻。今日は茅ヶ沼、おとなしくしてるぞ」

　物も言わずにソーラーパネルの下へと逃げこんでいった茅ヶ沼の脚をひっつかみ、千巻はずりずりと引きずり出そうとしかけて「あ、違った」葉柄に向き直った。

「違うの、チガじゃなくてあんたに用事」

「なに？　俺？」

「校門前に、でっかいひとが来てる。箒ほうき場ば葉柄を呼んでくれって」

　葉柄が校門の方を見やると、確かに普段は見慣れない人影が見えた。

　門扉の脇で腕を組み、その門よりもさらにでかい図体でこちらを見据えている。身につけている大おお井い寺でら商業の学ランは一切改造されず、律儀りちぎに普通に校則通りという絶滅危き惧ぐ種しゆ。

　その姿は、ここからでも見間違えようがなかった。

「ハーマンじゃねえか」
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　この世にラスボス顔というのがあるとすれば、それがハーマンだ。

　ハーマンこと富ふ士じ浜はま敦あつしは、でかい。背丈は二メートルもない、とハーマン本人は言っているのだが、がっしりした体格のせいで印象としてはもっとでかく見える。亡くなった父方のおばあちゃんがクォーターだったからその遺伝ではないか、ともハーマンは言っているがそういう問題ではない。お前のようなＳＰ顔負けのおばあちゃんがいてたまるか。

　煙突のような頭に苦み走った顔立ち。意外と垂れ目なのも手伝って、何もかもが日本人離れしている。これでダークスーツでも着ていれば、ヤクザまがいの親父にすら道を譲ゆずられる。

　なのだが、こうした風ふう貌ぼうでありながら、ハーマンはごく真面目な一般生徒だ。事実、大おお井い寺でら商業で学校指定の詰つめ襟えりを改造もせず着ているのは、ハーマン以外には誰だれ一人いない。

　もっとも、真面目だからといってハーマンがごく普通の生徒かというと、もちろん違う。

　家業を継ぐために大井寺商業高校に入ったハーマンは、そのガタイと見た目にもかかわらず、毎日ちゃんと授業に出てノートを取っていた。アホの巣そう窟くつ大井寺商業でそんな所業が許されるはずもなく、毎日毎日ケンカを売られたハーマンだったが、律儀りちぎにも一つひとつカタを付けていったところ、一ヶ月ほどでガラの悪いのがみんなおとなしくなったという。

　ちなみに大井寺商業におけるガラの悪いの、というのは八割を占める男子生徒のほぼ全員であり、曲がりなりにも学校に来てるのが三学年で百人ぐらいいる。これがハーマンの影響で、改造バイク通学をやめてみんなママチャリになったため、たいそう先生に褒ほめられたそうな。

　鬼か。




　おそらく、他校生という自重があってのことだろう。

　葉よう柄へいが辿たどり着ついたときも、ハーマンはずっと校門の前で腕を組んだまま待っていた。

　他校の敷しき地ちに入らないよう気をつける、という時点で他のアホとは一線を画している。それはいいのだが、残念なことにハーマンが腕組みしていると本当の意味で仁に王おう立だちである。校門付近に突っ立つ二メートル近いハーマンのド迫力にぎょっとしたのか、昼休みに校外へ出ようとした西にし春日かすがの生徒が何人か、おそるおそる校内に引き返していった。

　そんな生徒たちのひきつった顔を見送りつつ、よう、と葉柄は手をあげた。それまで微動だにしなかった煙突頭の仁王が、ごり、と音のしそうな頷うなずきを返す。

「箒ほうき場ばか」

　そうして腕組みしたまま振り向いた仁王、もといハーマンは、単刀直入に切り出した。

「実は、困っている」

　そう呟つぶやいたハーマンの声は、普段と変わらず腹の底に響ひびく。

　さほど困っているようには見えないが、ハーマンがそう言うならそうなんだろうな、と葉よう柄へいは思う。なにしろこの煙突頭は、善意と律儀りちぎを駆動力にしているような男だ。たとえ困っていても困っているとは言わないタイプ。

　──てことは、相当困ってんのか？

　この時点で嫌な予感がした葉柄だったが、ハーマンは否応なしに話を続ける。

「最近、見慣れない制服姿の女生徒がうちの連中とつるんどるようだ。エンドーから聞いたところだと、箒ほうき場ばのところの編入生だというんでな。確認に来た」

　帰ろうかな、と葉柄は思った。

　見慣れない女生徒で西にし春日かすがの編入生とくればそれはもう間違いなく櫻さくらだったが、よりにもよって大おお井い寺でらのアホ軍団にちょっかい出しに行くとまでは想像していなかった。

「く、黒いセーラー服着た奴やつだったら、たぶんそうじゃねえかな？」

「あれは、なんとかならんのか」

「なんとかって言われてもよ……」

　じろ、とハーマンの鋭するどい視線に射すくめられ、葉柄は早々にすっとぼけるのを諦あきらめた。

　ひとつため息をつき、頭上の煙突頭を見上げる。

「あのなあハーマン。俺は別に、うちの学校の問題児を片っ端からお守もりしてるわけじゃねえんだよ。茅ちヶが沼ぬまみてえな大馬鹿がひとりいるだけで、こっちはもう手一杯だ」

「ということは、あの女生徒は放っておいていいのか？」

「よくは、ねえけどよ……」

　言葉を濁にごす葉柄に、腕組みを解いたハーマンはボリボリと煙突頭をかいて言った。

「なら、早いとこなんとかせい。その女生徒に関わった連中だが、どいつもこいつも浮き足立ってて役に立たん」

「……役に立たねえって、なんの話だよ」

　そんな葉柄の疑問に、ハーマン曰いわく。

　現在、大井寺商業では月に一度、土日にオープンスクールを開催しているらしい。アホの吹ふき溜だまりで有名な大井寺だが、この少子化のおり、少しでも入学希望者を増やしたいという意向で始まったそうで、なんでも出店や物販まで組織してのミニ文化祭と化しているそうだ。数少ない生徒の家族や周囲の暇なお年寄りには評判なのだという。

　で、アホ軍団もまたその前準備に駆り出されていたのだが、その一部に、ちょくちょくサボる奴が出始めたのだそうな。エンドー調べでは、どうも西春日市のあちらこちらを見回っては、八や重え垣がき櫻になにやら報告しているらしい。

　心底困り果てたように、ハーマンは苦み走った顔をさらにしかめる。

「どうも連中、こそこそと隠し事をしているようだ」

「……隠し事ってなんだよ？」

「知らん。だが出店の作業中になるとあの連中、抜け出すことばかり考えてそわそわするわ、気色の悪い思い出し笑いをしおるわでな。どうにもかなわんのだ。なんとかせい」

「な、なんだそりゃ」

　なんとかせい、と言われても、葉よう柄へいだって困るのだった。

　そもそも、櫻さくらはよくわからない奴やつだ。

　確かに葉柄の見たところでは、八や重え垣がき櫻はまかり間違っても男を色仕掛けで惑わすようなタイプではない。学校での素行はともかく、葉柄がトライアルで目にした櫻の姿は学派のペーサーであり、バベロニカ野やに携たずさわる者のそれだった。茅ちヶが沼ぬまのような知能の足りないタイプの揉もめ事ごとを、あの櫻が起こすとは思えない。

　だが、それなら櫻は、なんのために西にし春日かすがにやってきたのか。

　西春日学派では断る理由もないために、櫻の編入を受うけ容いれている。だが、櫻が嵯さ峨が野の学派からやってきて何をしているかといえば、お披ひ露ろ目めトライアルに一回出ただけだ。それ以降はろくに学校にも通わずふらふらして、大おお井い寺でらのアホ軍団にちょっかいを出している。

　櫻がいったい何をしたいのか、葉柄にはまったくわからなかった。まさか、臨時編入などという回りくどい手続きを踏ふんで、嵯峨野学派が分室までこさえた目的が「大井寺商業のアホ軍団と遊ぶため」ではないだろうに──もっとも櫻の場合、そう言い切れるかどうかちょっと自信がなくなってくるのがこわいのだが。

　だがアホ軍団が、櫻へなにか報告している、というのは気になった。

　──柳りゆう子こちゃんの耳には入れておいた方がいいな、こりゃ。

　葉柄にとって、櫻の目的は依い然ぜんとして謎だらけだ。

　だが、いくらなんでもここは西春日学派のお膝元だ。編入という名目があるとはいえ、嵯峨野学派の秘ひ蔵ぞっ子こに好き勝手されるというのは、さすがに問題がある気がする。

「……あんまり姿を見ねーと思ったら、いったい裏で何してやがんだあいつは？」

「エンドーをつけてあるから変なことにはならんと思うが、女生徒相手でなにか間違いがあったら事だ。あの女生徒、早いとこ回収してもらえんか」

　その口ぶりは、地獄のようなド低音であることを除けば、実に紳士的な気遣いに満ちている。

　──もしかしたら、いまハーマンから教えてもらえて、良かったのかもな。

　そう思い直した葉柄は、小さなため息をついた。

「わかった。そいつにはちゃんと釘さしとく。茅ヶ沼と違って、少しは聞きわけるだろ」

「すまんな」

「わざわざ出向いてもらって悪いな。できるだけ迷惑にならねえようにするからよ」

　そうして、ったくしゃーねえな、と毒づいている葉柄に、ハーマンはふとなにかを思い出したように「そういえば」と言った。

「女生徒といえば、この間はゴンザが面倒をかけたそうだな」

　ごんざ？　と首を捻ひねっている葉よう柄へいに、ハーマンが付け加える。

「河か川せん敷しきで茅ちヶが沼ぬまと揉もめていた奴やつだ」

「……もしかして、あのゴリラのことか？」

「確かに、少しゴリラに似ている」

　そのゴリラを片手で黙らせそうな奴が言うことではないが、やっぱりゴリラのことだった。

　あのピッチャーゴリラ、本名は藤ふじ原わら権ごん三ぞうというそうだ。だからゴンザ。

「ずいぶんとお灸きゆうをすえてくれたらしいが、ゴンザはゴンザで必死だったようだ」

「わかってるよ。茅ヶ沼が手を出した子、ゴリラじゃねーや、ゴンザの幼なじみなんだろ？」

　確か大おお井い寺でら商業では少ない女子生徒の、さらに数少ない大人しそうなセミロングの子で、そのせいで速攻茅ヶ沼に飽きられてしまったという──確か、なっちゃん。

　印象に薄いなっちゃんの顔を思い出そうとしている葉柄に、ハーマンは頷うなずいてみせる。

「あの子には許嫁いいなずけがいるそうでな。ゴンザの気持ちも汲くんでやってくれるとありがたい」

「え？　ゴンザはあの子のこと、彼女じゃねえって言ってたぞ？」





──なっちゃんはそんなんじゃねえ






　そんな葉柄の疑問に、ハーマンは少し言いにくそうにしていたが。

「許嫁は別の男だ」

「……そりゃあ、なんつーか」

　それを聞いた瞬しゆん間かんに、葉柄の口から、深いふかいため息が漏れた。思わず拳こぶしを握りしめ、屋上のあたりを睨にらみあげる。

　──あんにゃろう茅ヶ沼、なんでそんな子に手を出しやがったんだ馬鹿。

「……ゴンザには悪いことしちまったな」

「気にするな。好いた女が誰だれを好くかはどうにもならん」

「茅ヶ沼はあとでちゃんと殴っとく。それから、ゴンザにも謝っといてくれ。あん時は時間がなくて、ちょっと乱暴にしちまったって」

「伝えよう」

　そう言い残し、ハーマンは葉柄に背を向けた。話はこれで終わり、ということらしい。

　のしのしと歩み去るハーマンを見送っていると、予鈴が鳴った。午後の授業が始まるまであと五分。通常であれば教室に戻って用意でもしておくべきだが、葉柄は大急ぎで下足室へと引き返した。屋上に出るにはあそこの階段から上がるのが一番早い。

　そういえばエンドーが言っていた。とりあえず茅ヶ沼をシメとけば丸くおさまる、と。

　あれは正しい。もう絶対的に正しい。葉柄も、今度という今度は痛感した。風紀粛しゆく正せい委員、という湧ゆう子このネーミングはどうかと思うこともあるが、驚くほどに正せい鵠こくを射ていた。

　なんでもいいから茅ちヶが沼ぬま殴っとけ、粛しゆく正せいせよ、というのは、経験則なのだ。

　授業が始まるまでの五分間を有効活用すべく、屋上にいるはずの白色金色おめでたい色彩に向かって、葉よう柄へいは怒鳴った。

「茅ヶ沼ァ!!　お前そこ動くんじゃねえぞ！」
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　次の日の昼過ぎになって、櫻さくらはようやくやって来た。

　もう少しで昼休みが終わりそうになる、という時間になって通学路の向こうから姿を現した櫻は、遅刻していることなどまったく気にかけていないようだった。その様子だけを見ていると、まるで「今日は特別な用事で午後から授業に出るしかないのだ」という風情にも見えるが、もちろんそんなことはない。

　八や重え垣がき櫻は、まともに学校に来ることの方が珍しい。

　平然と校門をくぐり、すたすたと目の前を通り過ぎようとする真っ黒セーラーを、葉柄は呼び止めた。

「おい、不良娘」

「おお葉柄──」

　ひょいと手を挙げようとした櫻はそこでちょっと考え、あたりをきょろきょろと見回した。

「不良娘とは、私のことか？」

「お前以外に誰だれがいんだよ。どんだけ遅刻してきてんだ。茅ヶ沼でもそこまでじゃねえぞ」

　自分で言い出した遅刻というフレーズに、葉柄は内心舌打ちしそうになる。茅ヶ沼に対する時のクセで、つい手元にはないクリップボードを探っていたからだ。

「ちがぬま、というのは時々見かける金髪か。私の遅刻はあれよりひどいのか？」

　頷うなずきながら、櫻は納得がいったように、その端正な相そう好ごうをにまーっと崩した。

「ということであれば、確かに不良だな」

「自覚ってものはねえのかよ……」

　思わず、葉柄の口からため息が漏れる。

　ハーマンから「なんとかせい」と言われてからこっち、葉柄がいつ教室を訪れても櫻は不在でまったく居場所がつかめなかったのだ。校門で待ち伏せ、というアイデアはハーマンから拝借したが、それにしてもあまりにあまりの重役出勤である。

　うむうむ、と頷いていた櫻の様子に肩を落とした葉柄は、ふと、通りのつきあたりに目をやった。特にそんな気はなかったが、なんだか妙な勘が働いた。

　路地の向こうでは、大おお井い寺でら商業の妙ちくりんな改造制服が二人ほど、慌あわてて身を隠そうとしていた。さらにその向こうの駄菓子屋のあたりには、ぬらっとした黒いテーラードジャケットの姿が見える。

　もちろんアホ軍団の一部と、お目付のエンドーだった。

「それで葉よう柄へい、私になにか用か？」

　──あんな連中を引き連れておいて、なにか用かもなにもねえだろ。

　屈くつ託たくなく聞いてくる櫻さくらに文句を言いたくなるのを押し殺しながら、葉柄は訊きいた。

「ちょっと小耳に入れたんだけどよ、大おお井い寺でらの連中とえらく仲良くしてるんだってな」

「うむ、あれでなかなか気の良い連中だ」

　葉柄の視線の先を追いアホ軍団二人を目にした櫻は、ああ、と合点がいったのかひらひらと手を振っている。遠目にもわかるほどアホ二人は取り乱し、まるで学芸会に出てきた村人Ａかなにかのごとく、ぎくしゃくと手を振り返している。なぜだかものすごく照れくさそうにしていて、背後のエンドーが頭を抱えていた。

「……なんであいつら、こんなとこまでくっついてきてんだよ」

「ぼでーがーど、だそうだ」

「ボディーガードだあ？」

「私の遅刻が多いという話をしたら、頼んでもいないのに見守ってくれるというのだ。なんでも最近は物ぶつ騒そうらしい」

「ああ、そう……」

　──そりゃ頭を抱えるわけだ。

　物騒というよりはアホが多いだけなのだが、アホ軍団がボディーガードではさらなるアホを呼び寄せるだけなのではないか。

　思わずエンドーに同情してしまった葉柄をよそに、櫻は興味深げに呟つぶやく。

「連中は面白いな。あの集団には一見、常に同じようなメンツがいるようでいて、実際には新しん陳ちん代たい謝しやが激しい」

「……まあ、あいつらいつもヒマだからな。カネになりそうなことや面白そうなことがあったらすぐに首つっこむんだよ。お前に構ってんのも、見たこともねえ制服が珍しいからとかそんなんじゃねえかな」

　そんな葉柄の言葉に、はて？　と櫻は首をかしげる。

「そんなに暇を持てあましているのなら、いつも同じメンツになる気がするが」

「あいつらの暇つぶしってのは、だいたいうまくいかねえんだよ。そんで怪我したり、疲れて面倒になったりで学校サボるだろ。目め端はしの利きかねえ奴やつから順番に顔出さなくなる」

「なるほど、サバイバル形式というわけか。まるでトライアルだな」

　葉柄の説明にふむ、と頷いていた櫻だったが、ふいに、何かを思い出したように訊いた。

「では、連中の中でも毎日ちゃんと学校に来ている奴はどうなのだ？　あまり集団に顔を出さないようだが、時々いるぞ」

　毎日ちゃんと学校に来ている奴やつはそもそもアホではない。アホ軍団に顔を出さないということは、それはただの一般生徒ではなかろうか。大おお井い寺でら商業にはあまりいないタイプだが、女子生徒よりはまだ多いはずだ。

　とはいえ。

「アホ軍団にそんな奴いたか？」

　誰だれだそりゃ、と軍団のメンツを思い浮かべている葉よう柄へいの前で、櫻さくらが背伸びを始めた。葉柄の頭の上あたりのラインをチョップじみた動作で示して「これぐらいの」と言ったあたりで、さすがに葉柄も思い当たる。

　大井寺で、一般生徒で、でかい奴。そんなの一人しかいない。

「あの富ふ士じ浜はまという奴は、少し違うような気がしてな」

「ハーマンか。あいつは例外だ。それ以外は全員アホだけど、ハーマンだけはまともなんだよ。ガタイは脳みそ筋肉っぽく見えるから誤解されてるけどな。中身はものすげえ真面目だ」

　肩をすくめた葉柄の頭上で、カラーンカラーンと予鈴が鳴った。

　ほれ行くぞ、と促した葉柄のあとを、まったく急ぐ様子もなく櫻がてくてくとついていく。

「それにしては、あの男はずいぶんと慕われているようだが」

「……よく知ってるじゃねえか」

「連中から自慢されるのだ。ウチのボスはマジやべえ、とな」

「ああ、そう……」

　それこそが大いなる誤解なのだが、いちいち訂正するのも面倒くさくなって、葉柄は流してしまうことにした。なにしろ、ハーマンが大井寺のアホから尊敬されているのは、ハーマンがあっさり上級生のアホを駆逐してしまったからだ。ハーマンはマジやべえ、というアホ軍団の自慢は、実はあんまり間違っていないのである。だからこそ訂正が難しい。

　こうしてハーマンについての誤解がどんどん大きくなっていくのかな、とちょっと思う。

「アホ連中にだって本能ってもんがあんだよ。いくらゾウがおとなしそうに見えるからって、怒らせたらこっちが死ぬような相手にケンカ売りに行くハイエナはいねえだろ」

「富士浜も怒ることがあるのか？」

「いや。あいつが怒ったとこなんて見たことねえな。なのにめたくそ強いから恐いんだよ」

　ただし美化委員で、おばあちゃんが手芸教室をやっている、という話だが。

　そうして下足室のあたりまでやってきたところで、ようやく葉柄は切り出した。

「なあ八や重え垣がき。お前、西にし春日かすがには何しに来たんだよ」

「編入だが」

「うちの高校の話じゃねえよ。そうじゃなくて、わざわざ西春日学派に来たのはなんでだって話だ。嵯さ峨が野のにだってバベロニカ野やはあんだろ。なんで西春日でトライアルやってんだよ」

　学校指定のものとは少し異なるローファーから上うわ履ばきに履き替えながら、櫻はちらりと葉柄を見やった。

「この間のトライアルは挨拶がわり、そう言ったはずだ」

　上うわ履ばきのつま先をトントンしながら、櫻さくらは口を開く。

「私が西にし春日かすがのバベロニカ野やに直接介入しているのは、嵯さ峨が野のと西春日の共同研究のためだ。日ひ向むかい柳りゆう子こからも了解を得ているが」

「共同研究？」

「五年前の可解事故、その再検証──と言えばいいか？」

　可解事故。

　その単語に、葉よう柄へいの心臓が一つ跳ねた。

「……再検証って、なんだよ」

「近いうち、西春日のバベロニカ野に嵯峨野がトライアルを設定することになっている。とはいえ五年前の事故は、西春日でのみ起こった出来事なのでな。現地で証言できる者を派遣しておいた方がいいだろう、という判断だ。いくらバベロニカ野が同じ演算をしているからといっても、その場でないとわからないこともある。つまり私はただの立会人、というわけだ」

　どくんどくんと、耳の裏あたりの血流がうるさい。呼吸も少し早くなっている気がする。

　その葉柄の目の前にやってきた櫻は、さらに一歩ずいと近づく。さらさらと流れる黒髪の、つむじまで見えそうな距離で、櫻は葉柄を見上げていた。

　切れ長の、怜れい悧りな視線にじっと見据えられ、葉柄はようやくのことで口を開いた。

「……その再検証ってのを、嵯峨野学派がやろうってのか？」

「バベロニカ野の研究集団が、事故の原因を追及するのは当然だろう。何か問題でも？」

「だ、だってよ、あの可解事故ではうちの喃なん平ぺいだけじゃなくて〝お嬢じようさん〟も──」

　ごくり、と一つ息を飲みこんでから、葉柄はかろうじて言い換えた。

「八や重え垣がき教授の許嫁いいなずけも、巻きこまれちまっただろ」

「なるほど。嫁を奪われた父とう様さまが、タダで済ますわけがない、ということか」

「そこまでは言わねえけど……」

　ふいに、葉柄に向けられていた視線から圧力が消えた。

　す、と身を引いた櫻は、口ごもっている葉柄を見やり、小さく微笑ほほえんだ。

「では大丈夫だ。この件はうちの父様の意向が大きい。私が派遣されているのがその証拠だ」

「そう……なのか？」

　不承不承の葉柄に、にやりと、櫻は口の端を上げた。

「だいたい、今まで知らんふりしていたことの方がケチくさい話なのだ。他の学派が、箒ほうき場ば喃平を犯罪者のように扱うのも気にくわない。たかが他人の嫁を奪ったぐらいで、書架から論文を捨てられることはないだろう」

　どこかふてぶてしい表情で、端正な顔つきがうそぶく。

　その嘲あざ笑わらうような含みを、葉よう柄へいは不思議な気持ちで見つめていた。

　ふと、千ち巻まきが言っていたことを思い出したのだ。

　河か川せん敷しきで茅ちヶが沼ぬまが処刑されていた頃、地下で櫻さくらを見かけた千巻は、バベロニカ野やへのエレベーターまで案内してやったというのだ。柳りゆう子こからその話を聞いた後、どういう経緯でそんなことになったのか、葉柄は千巻本人から聞いたのだ。

　へんなこだった、と言っていた。

「……それはなんつうか、ケチってよりは情緒の問題じゃねえかな。でかい事故を起こしちまった喃なん平ぺいが悪いのには違いねえんだし」

「情緒か」

　なるほど、と口にしつつも納得してなさそうな顔つきの櫻を眺めながら、葉柄は思う。

　確かに、こいつは変な奴やつだ。

　──バベロニカ野を全壊させる寸前まで追い込んだ奴なんか、許されるわけねえのにな。

　そんなことを考えていたせいだろうか。

　いつの間にか、葉柄は苦笑していた。

「……あれは、事故なんてもんじゃねえよ」

「では、なんだというのだ？」

　じっと見つめる櫻の視線にもひるむことなく、葉柄はちょっと考えた。下足室に、カラーンカラーンと鳴り響ひびく本鈴を頭の上に聞きながら、あの日のことを少しだけ思い出す。

　そうして鐘かねが鳴り終わった頃になって。

　プレゼントのリボンが自然にほどけるように、するすると、答えが湧いてきた。

「ハネムーン」




「喃平と〝お嬢じようさん〟は、まだハネムーンの最中なんだよ」
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　西にし春日かすが市を訪れた人なら、誰もが抱く謎がある。

　──西春日市は沈降都市と呼ばれているけど、いったいどこがどう沈んでいるのですか？

　西春日学派の広報あたりにこう訊きくと、それはもうものすっごく嬉うれしそうに説明してくれるのでぜひ一度訊いてみて欲しい。彼もしくは彼女はきっとこう答えるはずだ。

『全部です！』

　ここで、もう一度質問して欲しい。なぜならこの『全部です！』という答えには見え見えのつっこみどころがあり、企業広報というのはたいていこうした茶番を好む。驚異のダイエット食品だの台所掃除の革命でよくある『でも、お高いんでしょう？』というやつだ。

　──全部沈んでいると仰おつしやいますが、西にし春日かすが市しは沈んでいませんよ？

　こう訊きいてやるともうたまらん！　嬉うれしい！　その返しを待ってました！　とばかりに、テカテカの笑顔で広報の彼もしくは彼女はおもむろにフリップを取りだし、叫ぶはずだ。

『ドリルの上に、浮いているからです！』

　まあ、聞いてみればたいしたことはないのだ。

　西春日学派の沈降機構は、地下鉄のシールド工法と大差ない。シールドと呼ばれる平面のドリルをチューブ状のトンネルで覆おおい、シールドが掘っていった後にどんどんトンネルを継ぎ足していく。あの工法を縦にするのだ。シールド工法では横向きになっている進行方向を地中に向け、トンネルの大きさを市の外縁レベルにまで広げれば、西春日市の沈降機構になる。

　もちろん、ヒミツの新技術はこれだけではない。シールド工法を縦にすると、地中の圧力や空間の浮力によって、西春日市は潰つぶれたり浮き上がったりしてしまうからだ。

　このあたりになると、西春日学派の広報の説明はちょっと専門的になる。地中での圧力や浮力を両方解決するための方法は〝常に沈降し続ける〟ことだとか、そのためにシリカ砂と呼ばれる泥が西春日市の外縁をぐるぐると回転し続けているとか、地上の排気塔はその際の熱と蒸気を逃がすためのものだとか、まあいろいろフリップを持ってきては次々と説明してくれる。

　そして、そのオチはいつもだいたい決まっている。

『西春日市は、都市それ自体が大きな大きなドリルなんです！』

　なるほど、と思うか、ドリルって言いたいだけじゃねえか、と思うかはさておき、西春日学派の広報ではだいたいこのへんでオチ、ということになっている。

　そうしてやりきったった顔の西春日学派の広報から説明を受けた誰だれもが、抱く謎がある。

　──ところで、シールドにあたるものはなんなんです？

　──ところで、なんでこんなことを始めたんです？

　それまでテカテカ顔をしていた西春日学派の広報は、このあたりでそそくさとフリップを片付け、学派内部の施設を案内しようとし始める。




　往々にして広報は、都合の悪いことにはあまり答えてくれないものだ。
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　授業が終わったら学派に顔を出せ、と柳りゆう子こからメールが来ていた。

　まるで教師が生徒を職員室に呼び出すような気軽さだが、葉よう柄へいにとってはいつものことだ。

　こういう場合に柳子のいう学派とは、バベロニカ野やのことではなく西春日学派の施設棟を指す。要するに西春日附属高校の裏手にある敷地であり、もちろん地上にある。

　バベロニカ野は地下にあるのに、なんで学派の機能を全部そっちにまとめておかないのか、と問われることもよくあるが、葉よう柄へいに言わせればその理由ははっきりしている。

　めんどくさいからだ。




　そんなわけで、ホームルームもそこそこに学校を後にした葉柄は、あっという間に西にし春日かすが学派の施設棟に着いてしまった。背後からは、グラウンドを共用している運動部がふぁいおーだとかばっちこいだとかいちにっさんにっさんしーごーさんしーと声を張り上げている。

　葉柄には、あの数え方の規則性がいまいちわからない。

　警備員のおっちゃんに見せた学生証をふたたび財布から取り出し、入り口のそばにあるカードスリットに通すと、小さな電子音とともにドアが開く。

　その奥に続く薄暗い廊下の途中で足を止め、葉柄はホワイトボードの掲示板を見上げた。

　第六会議室、の欄に［デブリーフィング　十六時～　日ひ向むかい（柳・湧・葉）］という乱雑なマーカー文字が躍おどっている。廊下に並んだドアの列を見やれば、ちょうど六番目ぐらいが開いたままになっていて実にわかりやすい。

　開け放たれたドアを覗のぞくと、大きなテーブルとホワイトボードが一つの手広い会議室だった。

　そのテーブルの奥で書類を繰っていた女性が葉柄に気付き、ひらひらと手を振った。

「おー、こっちこっち」

　アップ気味のポニーテールにジャージをひっかけ、足元は今すぐにでも走り出せそうなスニーカー履ばき。まるで女子陸上部の顧問のようにしか見えないが、地下の現場だとこういう格好の方が動きやすいらしい。

　西春日学派沈降機構管理室長、日向柳りゆう子こは少し退屈しているようだった。

「やー葉柄。なんか久しぶりに顔見るね」

「……こないだのトライアルで、ぎゃーすか文句言われたとこじゃねえかよ」

「姉さん、最近おかんむりなの。葉柄くんが帰って来ないから」

　テーブルの対面では、湧ゆう子こがこれまたもくもくと書類に目を落としている。その手元にはちょっとした書籍ほどの厚さになった書類が溜たまっていた。どうやら何かのデータシートを仕分けている最中のようだ。学校では生徒会長という役職でありながら、湧子は時折、こうして柳子の手伝いをしていることがある。

　流れるような手つきでめぼしい書類を柳子へ回しながら、湧子はくすくすと微笑ほほえむ。

「だって葉柄くん、ここしばらくうちに寄っていってないでしょう？　スキンシップが足りないと姉さんの機嫌が悪くなるの、知ってるくせに」

「……ありゃ機嫌が悪いんじゃなくて、酒さけ癖ぐせが悪いだけじゃねえかな」

「なによー葉柄。たかがバックドロップで人を酒乱みたいに言うなんて、ひどいんじゃない」

　ひどいひどいわー、と呟つぶやきつつ、柳子は渡された書類をちらりと見やって放りだした。

　どうやら、書類に目を通すのが嫌になってきたらしい。いかにも一仕事終えたかのようにぐりんぐりんと首を回し、大おお雑ざつ把ぱにまとめられたポニーテールがぶんぶん振り回される。

　よく見ると、柳りゆう子この手元にはあっちこっちに書類が散らばっていた。結構な枚数があるようにも見えるが、どう見ても湧ゆう子この方が多くの書類に目を通している。なので、これは単純に忍耐力の差であろう。

　そんな柳子に内心呆あきれつつ、葉よう柄へいは手近な椅子に腰かけた。会議室にありがちなメッシュチェアのハイバックが、ぎし、と大儀そうな音をたてる。

「そういう柳子ちゃんもここんとこ忙しそうじゃねえか。今朝も学派の方に走ってくの見かけたけどよ、ちゃんと帰ってないんじゃねえの？」

「まあね、これでも責任者だし」

　ふふーん、と胸を張る柳子に、葉柄はへーへーそうですねとやる気のない相づちを打つ。

「寝過ごすぐらい忙しいんならいっそのこと、地下したにいた方がいいんじゃねえのか？」

「勘弁してよ。あんな大深度地下にいつまでも籠こもってられないって」

　案の定、柳子は心底嫌そうな表情を浮かべた。

「ここも大概だけど、あそこって時々、完全防音に近いスペースがあんのよね。あんなとこにいたら耳がおかしくなるわ」

「イヤホンして曲でも聴いてりゃいいんじゃねえのか？」

「それで仕事になるんならね」

　そう言う柳子の声が、会議室の壁に吸いこまれていく。防音壁、とまではいかないが、会議室はどこもこんな感じだ。確かに、ここより防音の効いた部屋ではなぜか耳が痛くなる。

　まあそうかもな、と頷うなずいていた葉柄の目に、テーブルに散乱している書類が留まった。

　順位表、と読めた。

「なあ柳子ちゃん。これ、こないだのトライアルの分析か？」

「そう。葉柄も一応、目を通しておいて」

　言われて書類をかき集めてみれば、柳子に読み散らかされた書類はほぼすべてが、前回のトライアルに関するものばかりだった。

　経過時間順に、西にし春日かすが学派のバベロニカ野やがどういったデータを処理していたか、学派のスパコンがそのうちどれだけを肩代わりしていたか、という報告に混じって、沙さ中ちゆう金きんが他学派との連携で拾ってきたデータやら、葉柄の指示した進路がどういう内容の演算として処理されたか、選択した進路がどれだけ順位に影響あったか、まで事細かに示されている。

「まあそんなわけでね。いろいろ報告はあがってきてるけど、こないだのトライアルに対する西春日学派うちの結論としては『よくできました』ってことになるかな」

「よくできました……？」

　そんな柳子の言葉に、葉柄は思わず首をかしげそうになった。

　が、考えてみればそうなのだ。確かによくやった方だ。メインペーサーの空くう子こがいない中で、本来は参加賞狙いだった葉よう柄へいと沙さ中ちゆう金きんが二着だったのだから、そうか。

　いまひとつ納得がいかない葉柄に、ほれ、と柳りゆう子こは水を向けてくる。

「全体的な傾向としてはペースが速かったみたいだけど、葉柄からはなんか異論はある？」

　だが葉柄にしても、そんなことを訊きかれたって困るのだった。

　報告書はいわゆる説明資料とは違って、どちらかというと内部資料の中でも生データに近いものが含まれている。ただのペーサーでしかない葉柄には、その内容についてはまったくお手上げに近い。学派の中でもバベロニカ野やに特化した研究員でもないと、その内容の詳細なところはわからないのではないかという気がする。

　──それで柳子ちゃんが「はいそうですか」って帰してくれるわけねえけどな。

「沙中金の誘導で気になったこととか、変に思ったことでもなんでもいいけど」

　食い下がる柳子の視線を感じつつ、葉柄は、うーん、と会議室の天井を見上げた。

　あの日のトライアルのことを思い出してみる。

　いつものトライアルと違ったところがどこだったかといえば、ほぼ全部だ。挙げていったらキリがない。見たことのないＥＭＤ表記。居場所のわからないセル。信じられない位置からの強きよう襲しゆう。カウチチェアと本とテーブル。昼寝したまま、セルをまったく誘導しない嵯さ峨が野の学派第二分室のペーサー。

　八や重え垣がき櫻さくら。

「気になったことっていうか……確認したいことはなくもねえけど」

「いいよ、言ってみ。トライアルのデブリーフィングなんて、そのためにあるんだから」

　そう促された葉柄は、ハイバックの背をしばらくきこきこいわせてから口を開いた。

「ペースが速いってことは、後ろにいた学派は不利だったってことだよな？」

「まあ、一般的にはそうだね。なんだかんだいったって、トライアルなんてバベロニカ野での駆けっこなわけだし」

「……だとしたらよ、後ろが不利な状況にもかかわらず、周回遅れみたいな位置から全部ぶっこ抜いて行った奴やつがいるんだけど」

　そんな気もなかったのに、ごくり、と葉柄の喉が鳴った。ぎゅっと握りしめた手のひらに、いつの間にか汗がにじんでいた。

　あのトライアルで、いつもと違ったところなんてそれしかなかった。

「あれはやっぱり、八重垣がとんでもない奴だった……てことなのか？」

「そうなるね」

　うん、とたいして感慨もなく頷うなずく柳子に、葉柄は逆に訊いていく。

「もし次のトライアルにまたあいつが出てきて同じことやられたら、どうしようもねえな？」

「まあ厳しいね」

「うちだけじゃなくて、どの学派も、これっぽっちも勝ち目ねえよな？」

「だろうね」

「それじゃあ──」

　いつしか、葉よう柄へいは食い入るように柳りゆう子こを見上げていた。

「これから先、あいつが出てくるトライアルは全部同じようにやられるってことか？」

「もしかしたら、そうかもね」

「それでいいのかよ!?　あいつ以外は全員必要ねえって事だぞ!?　俺や沙さ中ちゆう金きんだけじゃねえ。空くう子こも、他の学派のペーサーも、この西にし春日かすが学派だって必要なくなっちまう──」

「いいよ。それがトライアルだからね。もし櫻さくらちゃん一人ですべての難問にカタが付くっていうのなら、それはバベロニカ野やを有するすべての学派の望むところ」

　語気を強める葉柄にも動じず淡々と答えていた柳子だったが、ふーっ、と大きなため息をつき、そこでようやく笑みを浮かべた。

「だから、西春日学派の総括としては『よくできました』なの。二着よ二着。空子が出られない以上は参加賞も危ないかなと思ってたけど、葉柄はよくやってくれたわ」

「お、俺は、八や重え垣がきの後に付いていっただけだぞ」

「今回はそれが正解だったってことよ。あの位置から沙中金を外に出して、櫻ちゃんのあとをくっついていくと他の学派よりも効率的だった。間違いない。だから胸を張っていいよ」

　釈然としない葉柄の頭を、柳子がぐりぐりと撫なでる。

　嬉うれしくないことはないけれど、なんだか子供扱いされているようで、葉柄にはそれがどうにも据わりが悪い。ぐりぐりされながらこっそりと湧ゆう子この方を覗のぞき見ると、ばっちり目が合った。うんうん、と頷うなずきながら、湧子は微笑ほほえましいものを見るような視線を送っている。

　やっぱり釈然としないまま、柳子が飽きるまで葉柄は頭をぐりぐりされた。
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　ひとしきり、ぐりぐりが続いたあと。

　普段よりもおとなしい葉柄の様子に、柳子は、ぬふ、としまりのない笑いを浮かべた。

「それで葉柄、今回のトライアルはどうだった？」

「どうだったって──」

「空子の代役は今までもあったけど、物理フィードバックを使うような接近戦なんて初めてでしょ。結果は上出来だけど、ホントのところはどうだった？　もしかしてびびっちゃった？」

　煽あおってくるスタイル、というやつだ。あまりに見えみえ。

　とはいえ普段の葉柄ならあっさり踊らされ「びびってねえ！」などと反応してしまうところだが、今日はいまひとつ心がついていかない。

「……どう使ったらいいのかわかんねえってのが正直なところかな。アホ軍団をぶん殴るのとは違うし」

「ちょ、ちょっとちょっと！　それやっちゃったら空くう子こと同じ事になるから気をつけてよ。うちの学派からペーサーが一人もいなくなるなんて、冗談じゃないからね」

　慌あわてて釘を刺してきた柳りゆう子こをよそに、それまで黙っていた湧ゆう子こが「そうだわ」と呟つぶやいた。

　書類の束を脇に押しやって、湧子は葉よう柄へいを見やった。いつの間にやら、すべての書類に目を通し終わっていたらしい。

「葉柄くん。当分の間は空子の代役を続けてもらうことになると思うの。空子はしばらくトライアルには復帰できないことが決定したから、葉柄くんもそのつもりでいてね」

「え？」

　しばらくの間、葉柄はぽかんと口を開けてしまった。

　なにしろ空子は、西にし春日かすが学派のメインペーサーだ。これまでトライアルに参戦してきたのは空子だし、葉柄とは比べものにならない回数をこなしてきたからメインペーサーなのだ。

　ああ見えて空子は、トライアルにはそれなりに自負もあるしこだわりもあるのだ。トライアルになると人が変わったようになる。それこそ、葉柄がゴリラをとっちめたときのように。強引に先行した他学派のペーサーをぶん殴ってしまうぐらいには。

「な、なあ湧子さん。それって、空子には──」

「もう伝えたわ」

　あっさりと言い切られてしまい、葉柄は押し黙る。

　それ以上何も言い返せなくなった葉柄に、湧子は小さくため息をついた。

「そしたらあの子ふてくされちゃって。学派にはしばらく顔も見せないんじゃないかしら」

「……そういやあ空子、今日なんでか屋上にいたんだよ。茅ちヶが沼ぬまのことも俺から湧子さんに報告した方がいい、なんつってたけど、ありゃ自分が顔をあわせたくないってだけか」

「茅ヶ沼くんのこと？」

　話が見えないからか、湧子は首をかしげている。

　不思議そうにしている湧子に、葉柄は昼休みの出来事をかいつまんで伝えることにした。

「こないだ、離れで湧子さんに看みてもらっただろ。あの時のことで千ち巻まきがえらく怒ってるんだとさ。茅ヶ沼、最近まじめに学校来てるんだけど、それも千巻のご機嫌取りみたいでよ。あのまま千巻の機嫌が直らなかったら、茅ヶ沼がまた荒れるんじゃねえかって。まあ、千巻のやつが茅ヶ沼を見捨てるなんてあるわけねえと思うけど、一応、湧子さんの耳にも入れとく」

「ちょっと湧子。あんた、また葉柄をこき使ってんの？」

「こき使うなんて。葉柄くんは優しいから、友達のことを気に掛けてくれてるだけよ」

　呆あきれたような柳子に対し、湧子はこともなげに返す。その言葉に、葉柄は誇らしいような、嬉うれしいような、でもなんとなく逃げ場を失ったような気持ちにさせられる。

　葉柄を風紀粛しゆく正せい委員にし、茅ヶ沼のお目付役にしたのはこの人だ。いつでも揉もめ事ごとを起こしている茅ちヶが沼ぬまを放っておくことはできない、などと言い出す生徒会長は他にはいない。

　だがそれは同時に、茅ヶ沼という厄やつ介かい事ごとを葉よう柄へいに押しつけたということでもある。

　自分に頼まれれば、葉柄はうんと言うしかないということを、湧ゆう子こは理解しているのだ。





葉ちゃん、湧子ちゃんには絶対逆らえないもんねえ






　空くう子この言う通りだ。

　俺はおそらくこの人に逆らうことはできない、と葉柄は思う。

　そして、そんな葉柄の心を見透かしたかのように湧子は言った。

「そうだわ、葉柄くんにはもう一つお願いがあるの」

「それじゃ私は地下したに行くから、後は湧子、よろしくね」

　まーた始まった、とでも言わんばかりに席を立った柳りゆう子こは、あきれた顔つきで散らばった書類をまとめ始めた。

「葉柄も、いい加減にしときなよー」

　そうして見ている間に、柳子はポニーテールをなびかせて会議室を出て行ってしまった。

　トライアルがあろうとなかろうと、西にし春日かすが市しの沈降機構とバベロニカ野やは常に稼か働どうしている。学派の責任者である柳子にとって、仕事はいくらでもあるのだ。

　そんな柳子の後ろ姿を見送って、湧子は切り出した。

「櫻さくらちゃんがこっちに来てから何日か経たつけれど、大おお井い寺でら商業の男の子たちと一緒にいるところを色んな人が見ているみたいなの」

　その内容自体は、葉柄がハーマンから伝え聞いたことと同じだ。

　だが相手が湧子とハーマンでは、その印象がずいぶんと違う。湧子が話すと、なにやら櫻が不良になりつつあるかのように聞こえてしまうのが葉柄には不思議だった。

　そして湧子は、その結論までもハーマンと同じようなことを言った。

「だから葉柄くん。茅ヶ沼くんと同じように、櫻ちゃんのことも見てあげて」

　ただし湧子の場合、なんとかせい、と投げっぱなしのハーマンよりもタチが悪い。

　外そと堀ぼりを埋うめてくるからだ。

「条件は茅ヶ沼くんの時と一緒。オビハラ種しゆ苗びようさんで必要なセル結晶を注文してもらえるように手配しておくわ。お礼はそのセルでどうかしら」

「ち、茅ヶ沼の場合は居場所なんて決まってるし揉もめ事ごとばっかだから、いざとなったら沙さ中ちゆう金きんのフィードバックでなんとかなるけどよ。八や重え垣がきはどこにいるかから把は握あくしねえと──」

「最近、サーチ系のフィードバックを持ったセルが入ったそうよ。それを試してみたら？」

　ダメだ、と葉柄は思う。これはダメだ。

　トライアルには沙中金のような結晶化セルが要る。そして、そうしたセルを誘導するにも、また別の種類のセルが要る。特に、反応の悪い沙さ中ちゆう金きんの鼻ヅラを引き回すには、馬のニンジンにあたるセルが必要だ。沙中金のように結晶化された複雑なセルとは違い、これは誘導セルと呼ばれる。使い捨ての粉末や、魔ま法ほう陣じんじみたスタンプを模したものが多い。

　なのだが、学派から支給されるものだけではうまくいかない場合がある。その場に応じたセルでないと、上手く反応しないことがあるからだ。

　だからその昔、葉よう柄へいはこうした誘導セルをへそくっていた。

　そしてこうしたセルのへそくりには、いつも湧ゆう子こに便べん宜ぎを図ってもらっていたのだ。葉柄が湧子に逆らえない理由の一つだ。

「で、でも、結晶はマズいんじゃねえかな。だってあれってけっこう高価なもんだし、それに俺はまだ──」

「ええ、姉さんは認めないと思うわ」

　いつものように、湧子はにっこり笑ってそう言った。だがその言葉の奥からは、底冷えのするものを感じる。

　そうだ、柳りゆう子こがこのことを知れば、きっと許可はしないだろう。

「だって葉柄くんはまだ保護観察の処分中だもの。でも私は、それでも葉柄くんならなんとかしてくれるって信じてるわ。だって」

　くす、と小さく微笑ほほえんで、湧子は葉柄を見上げた。

「だって葉柄くんは、私たちの母さんを連れて行ってしまったんだから」

　くすくすくす、と羽毛の転がるような湧子の微笑ほほえみに撫なで回されながら、葉柄は思う。

　やはり、ダメだった。

　この話題を出されては、葉柄は湧子に逆らえない。猫が獲物をいたぶるのと同じだ。それこそ、死ぬまで許してはもらえないのだろう、という予感がある。

　そうして、こわばりきった葉柄の表情を散々堪たん能のうしてから、湧子はようやく。

「冗談よ」

　と言った。

　あまりに固まっている葉柄を心配してか、それとも最初から算段をつけていたのか、湧子はさらに付け加える。

「セルは、お祖父じいさんに手配してもらうわ」

　その柔らかく細められた瞳の奥は、葉柄には見通せそうになかった。
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　かつて設立当初の西にし春日かすが学派には、事務所があった。

　厨くりや橋ばしビルヂングはその名残だ。証券街の支社だとか鉱こう窯よう業ぎよう館かんだとか公庫だとかのテナントになるような、古いけれどモダンな建物の並びにある。イオニア風のがっしりした柱に飾り屋根のペディメント。ちんまりしたエントランスは管理が行き届いていて、日替わりで花が飾られたり手水ちようず台だいのような噴水があったりする。

　そんな厨くりや橋ばしビルヂングの裏手に回り、細い路地を抜けてしばらくすると長なが屋やがある。

　波うったトタン屋根にブロック塀、引き戸のガラス窓はセロハンテープで補修してあるような、完全無欠のボロ屋である。

　見ようによっては二階建てに見えなくもない。だが、あれは二階というよりはベランダだ。正しくは、建築基準に沿っているのか怪しい部屋を増築し、一階の屋根をベランダと言い張っている。狭い敷地に無理やり植えた藤の木だけが見事に育ち、今にも屋根を突き破りそう。

　知らない者が見ればまるで崩れかかっているような佇たたずまいだが、実はこれで意外としぶとい。このあたりには似たような長屋がいくつもあったが、残っているのはここだけだ。かつて、葉よう柄へいが住んでいたのもこのあたりだ。

　どす黒くなった飴あめ色いろの柱には「日ひ向むかい拳けん治じ郎ろう」と表札がかかっている。




「おっさん、日向のおっさん！　いるんだろ、邪じや魔まするぞ」

　廊下にはおびただしい書籍が溢あふれ出し、階段までもうずたかく積まれていた。

　どれもこれも付ふ箋せんやしおりが挿はさみこまれているが、意外と埃ほこりをかぶったものは少ない。積んだ当人にしかわからない頻度ではあるが、これらの本は積まれっぱなしではなく「生きた」資料であることが窺うかがえる。

「うるせえな、聞こえてらぁ」

　そんな本の向こうから、面倒くさそうな大声が返ってきて、葉柄はほっとする。

　生きてた。

　長屋の奥の部屋からのっそりと姿を現した声の主は、作さ務む衣えというか甚じん兵べ衛えというか、とにかく厚手の浴衣ゆかたをぶった切ったような格好をしていた。その裾で眼鏡を拭きながらやってきたところを見ると、居眠りでもしていたのだろうか。

　短く刈り込まれた頭は真っ白で、蓄えた口ひげとともにハゲる兆候すらない。ぶっとい腕に厚みのある身体は漁師のごとく日に焼けているのだが、こんな長屋で一日じゅう本に埋もれているはずなのに、一体どこで焼けているのかまったく謎だ。

　おっさんは、まず葉柄が提さげている紙袋をじろりと見やり、それからようやく葉柄を見た。

　丸眼鏡の向こうで、いかにも気難しそうな瞳ひとみが少しだけ細められる。

「なんだ、葉柄じゃねえか。そりゃあ土産か？」

「羊よう羹かん。おっさんの好物だったろ。こしあんじゃなくて、粒の入ってるやつ」

「覚えてたかよ。お前にしちゃあ上等じゃねえか」

　にやり、としても顔を歪ゆがめたようにしか見えないが、葉柄はこれがおっさんのもっとも豊かな感情表現であることを知っている。

　どうやら、気が向いたらしい。

「座れ。茶でも出してやる」

「お、サンキュー」

　その気が変わらないうちに、葉よう柄へいは居間へと上がりこむ。慌あわててあたりの本を蹴けっ飛とばしたりしたら事なので、急いでそーっと。

　日ひ向むかい拳けん治じ郎ろう氏は、一部の研究者や弟子からはガ拳、などと呼ばれている。ひむかい、ではなくひゅうが、と間違って読まれることが多かったからだが、なんでそんな独自の拳法のような呼ばれ方をされるのかと言えば、それはもう決まっている。

　虫の居所が悪いと、容赦なく鉄拳が飛んでくるからだ。

「箒ほうき場ばの小僧が土産を持ってやってくるなんざな、道理で歳をとるわけだぜ」

　狭い台所でヤカンを火にかけながら、拳治郎は声をびりびりと震ふるわせる。とんでもなく地声がでかいところは、空くう子こあたりに遺伝しているのに違いない。

「相変わらず、学派なんぞに関わっとるのか」

「その学派を作った張本人が言うこっちゃねえな」

「俺ぁもう、引退の身よ。なんだって自由だからな、好きこのんであんなとこに顔出してる奴やつの気が知れねえ」

　ふん、と鼻を鳴らし、急須に茶葉を放りこみながら、拳治郎は軽口を叩たたいた。

「もっとも、今さら関わらせろって言ったところで、向こうが拒否するだろうがよ」

「そんなこと」

　ねえ、と言おうとして、葉柄は言葉に詰まる。

　拳治郎は、見え透いた噓うそが嫌いだ。善意から出たとしても、どれほどの汲くむべき事情があろうと、拳治郎は噓をつく奴を認めない。たとえ引退しようとも、拳治郎は科学者だからだ。科学者は事実と数式、それから一部の仮説だけを信奉する。

　だから葉柄は、事実だけを口にした。

「……だっておっさんの孫娘は、全員学派に関わってるじゃねえかよ」

「あいつらは俺の孫だからな。てめえの親がどっか消えちまったとなりゃあ、その行方を捜すぐらいはするだろうよ。学派で消えたなら、学派に入るまでよ。どこにもおかしいところはねえだろうが。うちの孫娘どもは、ありゃみんなどっかおかしいんだ──おい、羊よう羹かんよこせ」

　ほれ、と差しだしてきたおっさんの手に紙袋を渡しながら、葉柄は言いよどむ。

「でもよ、おっさん──」

「まあ聞けや葉柄。おめえの言いたい事ぁわかってる。娘は娘、俺は俺だってんだろうが」

　その時ピーッと、ヤカンの沸く音がした。

　コンロの火を止め、しゅんしゅんいうヤカンから急須へとゆっくり湯を注ぎながら、おっさんは呟つぶやいた。

「俺の娘は、喃なん平ぺいと一緒に消えた。バベロニカ野やごとぶっ壊す寸前にな」

「…………」

「うちの学派にゃあ、親の因果が子に報い、なんてのはねえだろうよ。けどな、子供がやらかしたことってのは、いくらか親にも責任があらあな。娘がそんな事件を起こした手前、いくら俺が学派創設者の一人であっても迎え入れるわけにゃあいくめえよ」

　こぽこぽと、急須から湯飲みに茶が注がれていく。

　おっさんの手並みは豪快で、ちゃんとした作法を気にする手合いが見たら卒倒するような適当さだ。きっとこの急須はこのあと何度も何度も湯を注がれ、お茶の色がわからなくなるまで使い回されるはずだった。

「それに、こんな事を言うとおめえは馬鹿にするだろうが──正直言うとよ、俺も、ぼちぼちおっかなくなっちまったのよ」

　それまで拳けん治じ郎ろうの言葉を黙って聞いていた葉よう柄へいは、そこでようやく訊きき返した。

　あまりにも、似合わない台詞せりふだったからだ。

「──おっかねえって、なにが？」

「西にし春日かすが学派と、バベロニカ野がよ」




「俺らのお師匠の羽は仁に王おう三ざぶ郎ろう先生は、戦前に帝大で地政整備やっとったお人でな。その頃流行はやりだした算法やらコンピュータなんぞに興味はありゃせんかったのよ。学者っつうのは、どいつもこいつも度を超した趣しゆ味み人じんだからな。昆虫やらロボットやらドリルにこだわってる連中と同じで、先生はとにかく掘ることにご執心あらせられた」

「羽仁先生が手がけられたバベロニカ野もその一環よ。セルが発生するやらオートマトンが配置できる、なんてのは先生にとっては二の次だった。先生は、あれだけでかい平面積のバベロニカ野が、放っておけば勝手に地面を『喰くう』ってとこを気に入られたのよ。穴を掘りたい輩やからにとっちゃあこれほど向いた素材もねえだろ」

「まあ奇人の類だ。敵も多かった。だが、ああいう方ほど熱狂的なスポンサーはつく。戦後の混乱期に乗じてややこしい筋から地回り連中にまで全部ナシつけて、羽仁先生は遂ついにバベロニカ野を建設するところまでこぎ着けてしまわれた。ありゃたぶん先生、どっかの戦線に回されるはずだった資金まるまるくすねてたんだろうよ。おかげで着工して一年してからエジンバラの大深度設営学会に行くことになって、現地の空港で刺されっちまった」

「話をバベロニカ野に戻せばよ、当時のバベロニカ野が『喰う』ペースは、とても今ほどの速度じゃあなかった。そもそも現状ですら、俺らの扱える演算形式そのものがボトルネックになってるぐらいだ。当時はスパコンすらなかったからな、人類の脳みそ程度じゃあ、バベロニカ野に喰わせるための超難問は設定すらできねえことだけがはっきりしちまった。つまり、バベロニカ野やじゃあ、そう簡単に地面は掘れないということがわかったわけだ」

「だが羽は仁に先生は、そんなことでへこたれる御ご仁じんではなかった。先生はとにかく、どんな手を使ってでも都市をまるごと沈降機として機能させたかったのよ。大深度掘くつ削さくどころか地球にどでかい穴を開けてえ、という方だったからな」

「だからそのために、先生は必死になられた。地球に穴を開けるにゃあ、どうしてもバベロニカ野ぐらいの規模じゃなきゃダメだ。それも今よりもっともっと難しい条件を設定しねえと、いつまでたっても沈降が遅くてかなわねえ。なら、バベロニカ野には俺らの手に負えねえような超難問を喰くってもらわねえと、と考えた。バベロニカ野でしか解けねえ難問なら、バベロニカ解。そんなノリで二十三も、バベロニカ解を求める特殊トライアルを定義してしまわれた」




「まさか先生も、そのバベロニカ解からバケモンが出てくるとは思わなかったろうけどな」




　空が、曇ってきた。

　小皿に取り分けた羊よう羹かんをかじりながら、拳けん治じ郎ろうは「バケモン」と確かに言った。その響ひびきに葉よう柄へいは顔をしかめたが、おっさんは構うことなくお茶をすすっている。

「俺はな、おめえの親代わりだなんて殊勝なつもりで言ってんじゃねえ。ただ可解事故が恐ろしいのよ。喃なん平ぺいとうちの娘が起こしたようなことが、また起こりはしねえか。それが恐ろしくなっちまった。あのバベロニカ解が、また発生するんじゃねえか、とな」

　拳治郎の言うことを聞きながら、葉柄はじっと湯飲みを見つめていた。

　ようやくのことで、口を開く。

「……おっさんは、あんな事がまた起こると思ってんのか？」

「可能性の話だ。通常のトライアルですら、バベロニカ解が発生する可能性がほんのわずかにある。ケーキの押し器からケーキが出てくる可能性の中には、バケモンが出てくる可能性も含まれるからよ。そのことは、おめえ自身が嫌ってほど知ってるはずだ」

「……五年も前の話じゃねえか」

「そうだ。もう五年も経たっちまった。だから、そろそろ気をつけねえとな」

　無表情にうめいた葉柄を見やり、拳治郎は片眉を上げてみせた。おどけるようでもあり、どこか挑発しているようでもある。

　そんなおっさんの様子に、葉柄は少し苛いら立だたしくなった。

　──その五年前に、手を貸してくれたのはおっさんじゃねえかよ。

　そんな葉柄の内心には構うことなく、拳治郎は羊羹の最後のひとかけらを口に放りこみ、ずずずとひと息に湯飲みをあおった。

「羽仁先生の代からずいぶん地下も喰われっちまって、今じゃあ沈降速度を維持するのに精一杯だ。西にし春日かすがの地下は、もうとっくにすっからかんなのはおめえも知っての通りよ。アレがまた出るようだと、今度こそ西にし春日かすがは地に沈んじまう」

　そうしておっさんは、ふと思い出したように呟つぶやいた。

「そうだ、葉よう柄へい。八や重え垣がきの娘っこがなにか嗅かぎ回っとるようだが、忠告しといてやれ。バベロニカ解を可解しようなんて考えるもんじゃねえ。うちの娘みたいになるぞってな」

　思わず、葉柄の腰が浮きそうになった。

　──あいつ、そんなこと考えてやがったのか!?

　危うく怒鳴り散らしそうになるのを押さえこみ、葉柄は湯飲みに口をつけた。いつの間にかからからに渇いていた喉を、熱めのお茶が潤うるおしていく。

「……なあおっさん。こないだのトライアル、八重垣は見たこともねえセル使って、ぶっちぎりで勝ちやがったんだけどよ。バベロニカ解の可解ってのはそれでも難しいもんなのか？」

「無理だな。喃なん平ぺいが部分可解したやつは、特に悪名高い〝ハイポセシス〟ってやつだ。ありゃ手に負えねえ。八重垣の娘どころか、八重垣本人や俺らもまとめてかき集めたって無理だ」

「ハイポセシス──？」

「連続体仮説って奴やつだ。ヒルベルトの二十三難題、その一番手よ。まあ、百年近く前の話だ。今じゃあ形けい骸がい化かしちまって名前が残ってるだけだから、知らなくても仕方ねえ」

　葉柄には、拳けん治じ郎ろうの言っていることがなんなのかはよくわからなかった。

　ただ、五年前。

　そのハイポセシスとかいう難問が、あの事態を引き起こしたということはよくわかった。

　たったそれだけで五年前の記憶が、じわじわと、葉柄の中に蘇よみがえってくるような気がした。

「つまり、俺らは揃そろいも揃って喃平の足元にも及ばなかったってことよ。部分可解だろうがなんだろうが、未解決難問を解いちまうような奴なんてそうそういやしねえんだ。あんな奇跡は二度とねえ」

　そこで拳治郎は息をつき、作さ務む衣えの袂たもとから折りたたんだ紙切れを取り出した。

　長なが屋やの薄暗い照明の下に「オビハラ種しゆ苗びよう　セル発注書」という文字が躍おどっている。

「湧ゆう子こから話は聞いてる。セルの発注は俺が持ってやる。ただし注文先は帯おび原はらんとこだぞ。あそこは仕事に手を抜かねえからな」

「──なあ、日ひ向むかいのおっさん。今さらなんだけど、訊きいていいか」

「なんだ」

　発注書にサインをし、印いん鑑かんを押そうとして見つからずに台所の引き出しを探している拳治郎に、葉柄は訊いた。

　五年前からずっと、気になっていることがあった。

「おっさんは五年前、喃平がテレポートできたと思ってるか？」

「地球の裏で見つかったんだから、できたのかもしれねえな。もっとも身体を真っ二つにされたあとじゃ、テレポートも何もねえだろうが」

「じゃあ〝お嬢じようさん〟は？」

　拳けん治じ郎ろうの手が、ぴたりと止まった。

「喃なん平ぺいは半分だけど死体が見つかった。テレポートだってできたのかも知れねえ。ただ、それならおっさん、あんたの娘はどこ行ったんだ？　喃平がテレポートしたなら、なんで喃平と一緒にアフリカで見つからなかったんだ？」

　どうやら拳治郎は、印いん鑑かんを探り当てたらしい。

　小振りのケースから取り出した印鑑を朱肉に押しつけてから、拳治郎は無表情で発注書の押印欄にぐりぐりと捺おした。

「〝お嬢さん〟は、まだ見つかってねえぞ、おっさん」

「……葉よう柄へい。お前が五年前、あの可解事故で何を見たのかは知らねえ。辛ぇことを思い出させちまったのは悪かったな。だがよ」

　そうして発注書を折りたたみながら、拳治郎は顔を歪ゆがめてみせた。

「それを俺に訊きくのは、ちっと酷じゃねえか」

　その拳治郎の表情は、怒りなのか悲しみなのか、それともいつものように笑っているのか、葉柄にも判別がつかなかった。

　だから、素直に謝るしかなかった。

「……すまねえ」
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　帰りがけにもう一度、拳治郎は釘を刺した。

『喃平がバベロニカ野やに喰くわれたことを、忘れるなよ』

　寮りようへと引き返す途中で、そんな拳治郎の言葉を思い出しながら、葉柄は一人呟つぶやいている。

「大丈夫だよ、おっさん」




「あんなこと、喃平にしかできねえよ」













　　　Sequence　04　　バベロニカ解パターン







　岩いわ澤さわ千ち巻まきの髪は、量が多い。

　ちょっと長めに伸ばして二つくくりにすることで、このボリュームはかなりごまかせる。シチュエーションをうまくすればガールっぽく見える、と周囲の友人は言うのだが、これはもちろん友情からの気遣いというやつだ。あまり気休めにならない。

　千巻に言わせれば、この髪はただひたすらモサっているだけだ。雨の日だろうが乾燥した日だろうが、増えるワカメか伸びた麵めん類るいのようにとにかくモサる。

　伸ばしているのも二つくくりも、別に好きでしているわけではない。短くすればタワシのごとく爆発するから伸ばしているだけだし、伸ばしただけモサるので仕方なく縛っているのだ。酷ひどいときは三つ編みにするものの、これもごんぶとな三つ編みにしかならない。

　西にし春日かすが市しはこのところ晴天続きだが、もう少しすれば梅雨つゆの季節だ。こういう季節の変わり目は、その前の対処が肝要であることを千巻は知っている。

　雨の日のもさもさ頭はとにかく鬱うつ陶とうしい。雨滴は絡まるし、うねっていると縛るのも三つ編みも一苦労だ。ストレートパーマは数週間も保もたないが、それでもないよりはマシ。

　そんなわけで千巻は、この時期恒例となった美容院に足を向けていた。




　円形の外周に区切られた西春日市は、ざっくりと二通りの光景が広がっている。

　サークルトラム西春日駅を中心としたエリアと、古こ墳ふんや河か川せん敷しき周辺に広がる市街地だ。

　そのうち、駅周辺には繁華街と古い家並みがごちゃごちゃと混在していて人通りも多い。たいした高層建築が存在しないかわりにあっちこっちに地下鉄の入り口が開いていて、地下積層街プロムナードと呼ばれる地下エリアへと人がどんどん吸いこまれていく。

　パンケーキ屋も美容院も、人気の店や主要な施設はたいてい地下にある。逆に言えば、地上部分にあるのはかつて西春日市が沈降都市ではなかった頃の「余り」だ。それこそ、学派だの沈降機構だのとは関わりのない生きつ粋すいの西春日市民しか地上部にはいない。

　だからだろうか。

　西春日駅の片隅で彼女の姿を見かけたとき、千巻はなんだか変な感じがしたのだ。

「あの子だ……」

　その西春日駅の片隅で、いつか声を掛けたことのある女の子を見かけた。さすがに最初に見たときのような白ワンピのお嬢じよう様さま姿すがたではなかったが、その姿は嫌でも目に入った。

　なにしろ黒のセーラー服だ。古くさいを通りこして得体が知れない。流行はやりのチェックスカートを採用している学校が多い西にし春日かすがでは、これは目立つ。

　千ち巻まきは、彼女の名前を最近知った。八や重え垣がき櫻さくら。嵯さ峨が野のから臨時編入してきたという。

　ここ一週間ほど、八重垣櫻に関する噂うわさは強烈な伝でん播ぱ力りよくを持っていた。

　だいたい臨時編入という時点でわけがわからない。編入生に臨時もへったくれもないのでは、とは誰だれもが思う。それだけでも意味不明なのに、当の本人は気が向いたときだけ学校に来ているというから相当なものだ。編入初日ですら、勝手に自己紹介をしてあっという間に帰ってしまったというから、もうアレだ。少なくとも普通の女子コミュニティには属せないタイプ。

　クラスは違うのだが、そんな噂を耳にした千巻は、わざわざ顔を覗のぞきに行ったのだ。

　そこで初めて、千巻は八重垣櫻なる編入生がこの間の退たい避ひ勧かん告こくで出会った「へんなこ」だったことを知った。

「……変な子ってよりは、綺き麗れいな子だけどね」

　そういや初めて会ったときもアレだったな、と千巻は思い出した。こうして見ている限りでは、そんなアレのようには見えないのに、不思議なものだ。

　八重垣櫻は、遠巻きに眺めてみても目立つ。その顔立ちからして、そこいらの軒先に並んでいる女子高生とはちょっと違う。確かに整っているがそういうことではなく、どことなく不敵なのだ。鷹おう揚ような面構え、というやつだと千巻は思う。

　それに、髪。

　八重垣櫻はおそろしく艶つややかな髪をしていた。スカートポケットに手をつっこんでいて、その仕草もよく見ればあまり女の子らしくない。なのに、あの髪だけで優美さを補って余りある。ずるい。もさもさもうねうねも爆発も絡まりも、一度だって起こらなさそうな髪質だ。あれに比べると、自分の髪は呪のろいか何かをかけられているようにしか思えない。

　そうした千巻の屈くつ託たくはともかく、八重垣櫻が目を惹ひく理由がもう一つあった。

「……あの子、何してるんだろ？」

　そんな絶世のつやつや髪が、ものすごく似つかわしくない連中に取り囲まれていた。

　えらく短い学生服。柄シャツ。自前ブリーチで色いろ褪あせた頭。まばらなヒゲ。どう気合いを入れても、もともと良くない頭と地味な個性のせいで有象無象な印象になる皆さん。

　大おお井い寺でら商業のアホ軍団だった。

　……いや、千巻の見たところ「取り囲まれ」という表現では語ご弊へいがある。八重垣櫻がガラの悪い連中にからまれて大ピンチ、ああ誰か助けて……！　という雰囲気では到底なかった。

　どっちかというと、アホ軍団が八重垣櫻を中心に円陣を組んでいる、という感じだ。

　八重垣櫻が機嫌良く談笑している一方で、アホ軍団は全体的に、どいつもこいつも煮え切らない表情をしている。居心地が良いのか悪いのか、よくわかっていないのだろう。しゃがみもせずに突っ立ったまま、時々、八重垣櫻の話にうんうん、と頷うなずいている。

　茅ちヶが沼ぬまに関わってきたせいで千巻は知っているのだが、あの手のアホは、相手を見て態度を決める。自分の頭で考えるのがめんどいので、レスポンスだけで生きている。ケンカを売られればキレるし、馬鹿にされたと思ったらやっぱりキレる。なので、相手が「ケンカを売ってこない奴やつだ」と認識したら、意外とおとなしくなる。いわば「おばあちゃんが出してくれた冴さえないお菓子詰め合わせを文句も言わず黙々と食べるモード」が存在するのだ。

　八や重え垣がき櫻さくらを前にして、アホ軍団はどうもそんな状態にあるようだった。

　どうやら連中は、八重垣櫻を「えらい人」だと認識しているらしい。一体どういう経けい緯いで八重垣櫻みたいな女子高生を「えらい人」だと認識したのかは謎だが、一度「えらい人」と認識するとその評価を変えない。アホ軍団は頭が悪いわけではなく、脳みそを使わない連中だからだ。

　よく見ると、その中にはこないだ茅ちヶが沼ぬまにボールをぶつけていたゴリラみたいな人も混じっていて、千ち巻まきは、あー、と納得した。八重垣櫻の前でアホ軍団やゴリラがおとなしくしている様子は、どことなく体育会系の部活で顧こ問もんの話を聞いているのに似ていた。

　なっちゃんの姿がないかと見回してみたら、駅舎の目立たないあたりに露ろ骨こつな人影を見つけた。あの黒いジャケットでぬらっとした姿は、河か川せん敷しきでも見かけた人だ。

　そういえば葉よう柄へいが言っていた。あの黒い人は、こないだ呼び出しを頼んできたでっかい人の子分だから大丈夫だ、という話だった。見張っていれば最悪の事態にはならねえから、万が一のときは頼れ、と。

　なるほど、と千巻は思う。

「……ずいぶん、重要人物扱いされてるのね」

　むくむくと頭をもたげてくる好奇心を自覚して、よし、と千巻は思い切った。

　たぶん、いける。

「あっ八重垣さーん！　いいところにいた！　こっちこっち！」

　馴なれ馴れしすぎないように、よそよそしくならないように気をつけながら、千巻は声を張り上げ、手を振った。まるで何か用があるかのようにも聞こえなくもない、けれども単に知り合いを見つけただけだと言えなくもない、ギリギリのラインで。

　そんな千巻に気が付いた八重垣櫻が「おや？」と意外そうな表情を浮かべた。どうやら、千巻のことを覚えていたらしい。

　アホ軍団の何人かも同じように気づき、中でもゴリラが眉み間けんに縦ジワを刻んでいた。どうしてこいつとこんな所で鉢合わせるのか、という表情だった。なにせ千巻はこの間、茅ヶ沼を河川敷までおびき出すのに協力してあげたうえ、なっちゃんのフォローまでサービスしてやったのだ。あの件を持ち出せばゴリラも保険に使えるな、と千巻は頭の隅で計算する。

　どんな話題から入ろうか、とシミュレーションしつつ、千巻は歩を向けた。

　もちろん、あの八重垣櫻とお近づきになるためだ。




　千ち巻まきには、あの退たい避ひ勧かん告こくの時以来、八重垣櫻に面識などない。

　けれど千巻は、自分の勘を信じた。いつも揉もめ事ごとを起こす茅ちヶが沼ぬまのせいで、アホの周囲にいるのがどういう人種なのかはだいたいわかっていた。

　アホに関わろうとするのは、ただのアホか、底なしのお人好しか、賢い人だ。

　千巻は八や重え垣がき櫻さくらを最後の人種だと判断した。嵯さ峨が野のから編入してきたばかりで、あんな連中と一人でつるんでいるのだから間違いない。妙におとなしいアホ軍団も、たぶん千巻と同じことを考えたに違いない。

　きっと八重垣櫻は、細かいことを気にしないタイプだ。
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　放課後の教室は騒そう々ぞうしい。

　部活に繰り出していくクラスメイトをよそ目に葉よう柄へいが帰り支度をしていると、一つ離れた隣となりの席でスマホをいじっていた千巻が声を掛けてきた。

「ねえ葉柄。あんた映画好き？」

「は？　映画？」

「あ、こっちはすぐ終わるから気にしないで」

　訝いぶかしむ葉柄を、ちらちらと千巻は見やりながらスマホのスクリーンに指を走らせている。どこといって特徴のないオレンジ色の筐きよう体たいに、クリアキューブのストラップが揺れている。どうやらＳＮＳか何かでメッセージを返しているようだった。

　普段、この手のデバイスを使っている印象の少ない千巻だが、相手がすぐさま返信を返してきているのか手が離せないようだ。相手が反応している間はある程度返信しないといけない、ようなルールがあるらしい。

　西にし春日かすが学派の寮りよう暮ぐらしである葉柄には、ケータイやスマホの所持は許可されていないがこの手の情報端末自体には慣れたものだ。寮にはネット端末もあるし、学派に呼び出されればＥＭＤを使う。視線インターフェースでならスマホどころではない情報量も即座に扱える。

　が、メッセージのやりとりをしつつ会話、などという器用な真似はできない。

　時々スマホへ目を落とし見上げてくる千巻に舌を巻きながら、葉柄は訊きき返した。

「映画って、なんの話だ？」

「今なっちゃんに訊かれたんだけど、うちの生徒が昼間っから映画館に入りびたってるんだって。これ、注意しておいた方がいいんじゃないかって思って」

「なっちゃん？」

「この間チガが河か川せん敷しきでゴリラみたいな人にシメられてたでしょ。あの原因になった子」

「ああ、あの──ゴリラの幼なじみちゃんか」

　あやうく「飽きられちゃんか」と口にしそうになって思わず葉よう柄へいは言葉を飲みこんだ。

　あれは、どう考えても許嫁いいなづけのいる子にちょっかい出した茅ちヶが沼ぬまの方に問題がある。河か川せん敷しきの件では急いでいたこともあってかなり雑な第一印象を持ってしまったが、千ち巻まきと連絡を取り合ってるようなら変なあだ名は避さけないとまずい。まあそんなことを言えばゴリラも正しくは権ごん三ぞうとかゴンザとかいったはずだが、そっちはさておき。

　なっちゃんだな、なっちゃん。

　こっそり自分に言い聞かせながら、葉柄はまだスマホを離せない千巻に話を向けた。

「昼間から映画観に……ってことは、学校サボってか？」

「そ。真っ黒なセーラー服の子が入っていったって、大おお井い寺でらでも男子が騒さわいでるって」

　昼間から堂々と学校をサボるような奴やつは大井寺にもいるだろうし、西にし春日かすが附属にも茅ヶ沼というアホがいる。が、映画となると話が違う。金を払って二時間じっとするような人種は、少なくともただのアホではない。

　そう。映画館というのは、あれでなかなか金のかかる娯楽なのだ。一本や二本ならともかく、入りびたるとなれば高校生にとっては結構な出費になるはずだった。ネットを始めとしていくらでも暇つぶしがある中、あえて好きこのんで映画館に通うような余裕を持ち合わせている奴というのはかなり少ない。

　しかも、真っ黒なセーラー服。

　葉柄にとって、そんな奴の心当たりなんて一人しかいなかった。

「……もしかしてそれ、八や重え垣がきのことじゃねえだろうな」

「八重垣さんのことだけど？」

「あいつは隣となりのクラスだろうが。そっちの風紀委員に言えよ。だいたい俺は茅ヶ沼を見張っておくのが仕事で、それ以外は──」

　と、そこまで口にしたところで、葉柄ははたと思い至った。

　──葉柄くんにはもう一つお願いがあるの。

　ぐ、と言葉に詰まった葉柄をよそに、千巻はスマホにすいすいと指を滑らせながら、横目だけで視線をくれる。

「生徒会の子から聞いたわよ。葉柄ってば、今度は八重垣さんのことも日ひ向むかい先せん輩ぱいから頼まれたみたいだって。だから教えておいてあげようと思ったのに。それとも何か聞き間違えてる？」

「いや、間違いはねえけどよ……なんで生徒会の奴がお前にそんなこと教えてんだよ」

「外そと堀ぼり埋うめられたんじゃないの、日向先輩に」

　言いつつ、顔を上げた千巻はスマホをスカートポケットに押しこんだ。なっちゃんとのやりとりが一段落ついたらしい。

　小さくため息をつきながら、千巻は帰り支度を始めた。

「ねえ葉柄。あんたまた面倒事抱えこんでるみたいだけど、日向先輩が絡んできたらもう逃げられないんでしょ？　だったらせいぜい気をつけなさいよ。チガの時もそうだったけど、あんた、最終的には学派と日ひ向むかい先せん輩ぱいには逆らえないんだから」

　机の横に引っかけている革かわ鞄かばんに教科書を詰めこみ、千ち巻まきは呟つぶやく。

「天然っぽく見せかけてるけど、タヌキよね、あの人」

「……学派には、今まで迷惑かけちまってるからな。仕方ねえ」

「……ふーん」

　何が面白くないのか、それとも単に興味がないのか、千巻は肩をすくめてみせた。

　中学の時から、千巻はいつもこうだ。茅ちヶが沼ぬまがなにかやらかした時は烈れつ火かのごとく怒る一方で、事態を収拾しようと奔走している葉よう柄へいには呆あきれ顔。書類上では居い候そうろう先さきとはいえ、日向湧ゆう子この言いなりになって面倒事に関わってくる葉柄のことが、千巻には理解できないらしい。

　もっとも、そうして不思議がりながらも毎回毎回二人で茅ヶ沼をとっちめているのだから、腐くされ縁えんという他はないのだが。

　──まあそんなこと言えば、千巻の方こそ茅ヶ沼をとっちめる理由なんてねえはずだけど。

　もちろん、その理由はあるのだろう。

　ただ、葉柄から訊きくことは出来ずにいるだけだ。いくら邪じや魔まだと思われていようと、葉柄には湧子からの〝お願い〟を断ることなどできないのだし。それに千巻が茅ヶ沼に関わりたい理由となると、それこそ知れたものではないのだし──

　そんな雑念を追い出すように、葉柄は話を戻した。

「んで、映画館っていうけどどこのだよ？　地下街プロムナードのシネコンだけでもいくつかあるぞ」

　そう訊いた葉柄に、帰り支度を終えた千巻は軽く首を振った。

「シネコンじゃなくて映画館。地上の駅ビルに入ってる古い方」

「そ、そんなことまで噂うわさになってんのかよ？」

「八や重え垣がきさんが自分で言ってたの。いつも午前中はあそこで映画観て、お昼は長なが屋や通どおりの屋台でちょいちょいつまんで、午後はたいてい西にし春日かすが学派の図書館だって」

「八重垣が自分で……ってお前、八重垣とも仲良くなってんのかよ？」

　思わず目をむいた葉柄に、千巻はこともなげに言い放った。

「仲良くなったってほどじゃないけど、この間、ちょっと話す機会があったから」

　千巻の面倒見の良さは知っていた葉柄だが、さすがにここまでとは思わなかった。

　ちょっと話しただけで一日の行動パターンまで聞き出すとは、千巻のコミュニケーション力が高いのか、それとも八重垣櫻さくらが開けっぴろげなのか、その両方なのか。

「……そこまで話できるんだったら、いっそのこと千巻が八重垣の面倒見てくれねえかな」

「私はあの子と話してみたかっただけよ。それに私はあんたと違って、なにかあった時に何もできないし。なんだかんだいってるけど、葉柄はチガの揉もめ事ごとだってなんとか片付けちゃうでしょ。八重垣さんが揉め事起こしたとしても、なんとかするなんて私には無理」

　言いつつ席から腰を上げた千ち巻まきは、ボリュームのある二つくくりをうるさそうに払った。

　そうして葉よう柄へいを見やり、小さな微笑を浮かべた。

「やっぱり葉柄ってさ、ああいう問題児の面倒見るのが向いてるんじゃないの」

　日頃怒った顔が多い千巻の柔らかな表情に、葉柄は思わずたじろいだ。

　おかげで、口が滑った。

「お、お前だって中学の時から茅ちヶが沼ぬまの面倒見てるじゃねえか」

「私は、別にチガの面倒見ようと思ったわけじゃないけど」

「じゃあなんでだよ？」

「私は、ただ……」

　ただ、なんなのか。

　そう訊きいた葉柄に「なんでもない」と素そっ気けなく答えて、千巻は少しため息をついた。

　なぜか、じろ、と睨にらむ。

「それより八や重え垣がきさんのこと、どうするの？　あの子、映画館に放っておくわけ？」

　さっきの笑顔はいったいなんだったのか。

　完全にどこかに置き去りにした千巻を訝いぶかしみつつ、葉柄も櫻さくらのことは気になっていた。

「どうして朝から映画館に行ってるのか訊いてみたんだけど、よくわからないの」

　確かに、なんでまたそんなとこに、と葉柄も思う。

　駅前ビルの映画館と言ったら、それこそ学派が地下開発を始める前からあるような、潰つぶれかかった小さな所だ。もとは不法なバラックの映写小屋だったのが開発のどさくさで駅ビルの一部を占拠してそのままらしい、などと噂うわさされている施設である。

　あと、席がちょっと臭くさい。

「古い映画がそんなに好きなの？　って、八重垣さんに訊いてみたんだけど『別に面白くはない』って言うのよね。でもそう言いながら、大口開けて笑ってるの」

　千巻曰いわく、櫻から映画に誘われたもののその時間帯がものの見事に平日昼前で、学校をサボるわけにもいかず断ったらしい。

　後で覗のぞきに行ってみたら、映画館も映画も古すぎて、中に入るのを躊躇ためらってしまったのだそうな。スマホの動画サイトでラインナップを確認してはみたけれど、なんでこんなのを上映しているのか全然わからない、というようなマイナーなものばかりという。

　なので、なっちゃんへの返信がてら、葉柄に訊いてみたのだそうな。

「葉柄なら、ごちゃごちゃした所は詳しいでしょ。あの映画館って、学校サボって八重垣さんが入りびたっちゃうようなとこなの？　そんなに面白い映画もやってないみたいだけど」

「あそこは確か、どっかのマニアが集めたフィルム借りてやってるって聞いたけど……俺だって、映画なんてあんまり観たことねえから詳しいことはわかんねえぞ」

　むしろあんなとこの常連になる奴やつなんて実在したのか、というのが正直なところだった。

　なにより、寮りよう暮ぐらしで居い候そうろう身分の葉よう柄へいにとっては、お金の必要な娯楽は縁遠い。どんなに場末のレイトショーであろうと、何度も通うとなると高校生の懐ふところ具ぐ合あいではかなりの負担になる。

　その点は、葉柄だって茅ちヶが沼ぬまやアホ軍団のことを言えたものではない。

「俺の小遣いなんて、だいたい沙さ中ちゆう金きんのメンテナンスに消えちまうしな」

「さちゅうきん……って、あれだっけ。葉柄がいつもぶら下げてる黄色いの」

　あれ、と葉柄の襟えりのあたりを見やって、千ち巻まきが首をかしげる。

　普段は胸元に落としこんでいる鎖くさりが見えないことに、気が付いたようだった。

「そういえばあれ、今日は付けてないみたいだけど、どうしたのよ？」

「こないだ使ったとこでよ。今ちょうどメンテに出したとこなんだよ」

「あのっ……箒ほうき場ばセンパイいますか？」

　ふいに、ちょっとうわずったような女の子の声が聞こえて葉柄は振り返った。

　辺りを見回せば、いつの間にか教室に残っているのは葉柄と千巻だけになっている。

　そのからっぽの教室後方の出入り口から、おずおずと小さなおだんご頭がのぞいていた。わーわーとうるさいおかっぱ頭があたりに見当たらないところを見ると、今日の彼女は平へい穏おんな放課後を送っているようだ。

　いつも空くう子こに振り回されている印象が強いせいか、一人でいるとなんだか頼りなく見えるのはご愛あい敬きようだ。

「おうオビハラちゃん。なんだよ、もう沙中金のメンテはあがったのか？」

「えっと、うちのお父ちゃんがですねっ、納品書をセンパイにお届けしろって」

「あ、空子ちゃんのお友達の子だっけ。みんな帰っちゃってるから大丈夫よ」

　手招く千巻にぺこりと一つお辞儀して、教室に足を踏ふみ入れたオビハラちゃんは落ち着かなさそうにあたりを見回している。日頃、上級生の教室に出向くことがないせいだろうか。

「納品書ってもしかして、学派から注文されたやつか？」

「あ、はいっ。毎度ご注文ありがとうございますっ。あと、この前に預かったセルはオーバーホールだけでいいのか聞いてこいって言われてて」

　手にしたバインダーから、わたわたと何かのシートを取りだし、ずい、と差し出してくるオビハラちゃん。そのペラ紙のシートに目を通せば、確かに西にし春日かすが学派が業者に出すときの発注書のコピーと納品書だった。下の方には、ガコガコした独特の筆致で「日ひ向むかい拳けん治じ郎ろう」のサインが入っている。どうやら、湧ゆう子こお薦すすめのセルをそのまま拳治郎が発注したようだった。

　バベロニカ野やで、任意の方向にセルを飛ばすにはコツがいる。ある点からある点までセルが移動するのには誤差が出るし、その際、最終的には表面が少し〝減る〟。

　オビハラちゃんちの家業であるオビハラ種しゆ苗びようは、西春日学派からそうしたセルのオーバーホールを手がけてもいるのだった。

「わざわざ届けてくれたのか、すまねえな。沙中金のオーバーホールは、いつも通りにやってくれれば文句ねえよ。オヤジさんにもよろしく伝えてくれ」

「あっ、はい、かしこまりました！　……それとセンパイ、あとですねっ」

　納品書を折りたたみながらポケットにしまっている葉よう柄へいに、バインダーを抱えたオビハラちゃんは何か言いにくそうにしていた。

「うん？　どうしたよ」

「くーこが最近、ちょっと変なことを始めちゃって……お教えしておいた方がいいかなって」

「変なことって？」

　千ち巻まきに訊きき返され、こくりと頷うなずくオビハラちゃん。あまり面識がないはずのに何のためらいもなく会話に入ってくるあたり、千巻のお節介は相変わらずだ。

　そんな千巻に、オビハラちゃんは心底困ったように訴えている。

「このところなんですけど、くーこったらなんだかイライラしてるみたいなんです」

「ああ、そりゃ放っておいていい。あいつ、学派で仕事ないからヒマなんだよ。こないだも屋上で茅ちヶが沼ぬまとうだうだやってたから、しばらくあんなもんだと思ってくれねえかな」

「それだけならいいんですけど……」

「……ま、まだなんかあんのか？」

「えっとですねっ、センパイの学年にすっごく綺き麗れいな転校生がいるって聞いたんですけど、ご存じですか？　くーこってば、あの人に興味があるみたいで、ここしばらくずっと学校サボってうろちょろしてるみたいなんですけど……」

「けど、なんだよ？」

「なんだか最近、大おお井い寺でら商業の人たちの後もつけてるみたいなんです……」

「……うわあ」

　千巻が、あーあーあー、といった表情を浮かべているのも無理はない。ついさっきまで、その転校生の話をしていたのだからご存じもなにもないのだが、余計なおまけが付いてきてしまったとなるとそうもいかない。

　オビハラちゃんの話をまとめると、こうだ。

　退屈しのぎなんだかなんなんだか、最初は八や重え垣がき櫻さくらの後をつけていた空くう子こだったが、いまでは大井寺のアホ軍団の後をつけているらしい。なんでも、アホ軍団に八重垣櫻がなにやら指示を出しているということを知って以来、何をやっているのか気になってしょうがなくなった、ということのようだ。

　みるみるうちに眉み間けんにシワが刻まれていくのを実感し、葉柄は思わずうめいていた。

「あんの馬鹿……いらん手間を増やしやがって」

「絶対シッポを摑つかんでやるー、なんて言ってました……」

「なんのシッポだ……」

　どこからともなく八つ当たりのような感情が湧いてきて、葉柄は思わず独りごちる。

「だいたいアホ軍団使って、八や重え垣がきはなにやってんだ？」

「調べ物じゃないの？　彼女、学派の図書館で西にし春日かすが学派のこと調べてるみたいだったし」

　同じような難しい顔をした千ち巻まきと葉よう柄へいを、オビハラちゃんは興味津々といった表情で見比べながら聞いてくる。

「あ、あのっ、転校生って女の人だって聞いたんですけどっ、ホンモノの不良なんですか？」

　不良に本物も偽物もあるのだろうか。

　そんな葉柄の素そ朴ぼくな疑問に、オビハラちゃんは考えかんがえ言葉を継つぐ。

「だって、えっと例えば茅ちヶが沼ぬまセンパイなんかは、不良っていうよりはもうちょっと、こう、なんか違うような……」

「あー、あれはね、だらしないっていうの」

　ああいうのには引っかかっちゃダメだからね、と念を押す千巻に、は、はいっ、と頷うなずくオビハラちゃん。

　そんな二人はさておきつ、葉柄はげっそりとため息を漏らした。

「そういう意味じゃ、八重垣の方が茅ヶ沼よりよっぽど面倒だけどな。あいつはなんだかんだいって湧ゆう子こさんとこでグダグダやってるけど、だいたい何やったってたかが知れてるし」

　そんな葉柄に、ふと、千巻が思いついたように声を上げた。

「ねえ葉柄。そういえば、あんたってまだ日ひ向むかい先せん輩ぱいの離れに顔出してたのよね。日向教授センセイも昔、一緒に住んでたとこ」

「一応な。ガ拳けんの許可でもなきゃあ、学派の寮りようなんか入れるわけねえし」

「じゃあ、八重垣さんのことでもう一つ聞いておきたいんだけど」

　まだ何かあるのか、と顔を上げた葉柄だったが、その次の千巻の言葉に凍りついた。

「日向さんちの〝お嬢じようさん〟って、誰だれのこと？」

「…………!!」

　完全に不意打ちだった。

　それから数すう瞬しゆん、息をするのも忘れていたことに気付き、葉柄は喉の奥から塊かたまりのような声を絞り出した。

「……千巻、それ誰から聞いた？」

「？　八重垣さんだけど。言わなかったっけ？　西春日学派のこと、調べてるって」

　その時の葉柄は、自分でもどんな顔をしていたのかわからない。

　なに？　どうしたの？　と訝いぶかしむ千巻を押しのけ、わけのわかっていないオビハラちゃんの肩をひとつ叩たたいて、葉柄は通つう学がく鞄かばんをひっつかむやいなや走り出した。

「……ありがとよ」

「葉柄！　ねえ、どうしたのよ!?」

　背後に遠ざかっていく千巻の声を聞きながら、葉柄はこれから行く先がどこだったかを思い出そうとしている。

　あの映画館があったのは、確か、駅ビルの中途半端な階のはずだ。
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　沈降都市である西にし春日かすが市は、外縁の排気塔や河川をせき止める巨大可か動どう堰せきがあるせいで、まるで近未来都市のような印象を持たれることがある。

　が、実際に近未来なのはそうしたギミックを満まん載さいした地下部分であり、要するに西春日学派の施設がほとんどだ。

　つまり、もともとあった西春日市がそのまま乗っかっている地上部分は、外縁部を除けばごくごく普通の地方都市なのだ。近未来ではないし、なにか特別かっちょいい建物がキラキラしているわけでもない。あえて一番かっちょいいものを挙げればあっちにもこっちにもある前ぜん方ぽう後こう円えん墳ふんだが、もちろんこれは近未来どころか古墳時代の、それこそ文字通りの遺物である。

　駅前には、いかにもうだつの上がらない長なが屋やがごちゃごちゃしているし、ちょっと人通りの少ない繁華街はいつでも薄汚れている。

　サークルトラム西春日駅の駅ビルもまた、そんな西春日市地上部分の典型例だ。

　駅舎と同じく、とりたてて変わったところのない八階建ての平凡なビルだ。ちょっと田舎の地方都市で見かけるような、駅前ロータリー周辺だけをハリボテのようにぐるりと取り巻いたビルをイメージしてもらえればそれでだいたい間違いない。

　三階部分には西春日駅からつながる遊歩道があり、ちょっとくたびれた印象のある八階の下から上まで、食料品からちょっとしたアパレルブランド、スポーツ用具や文房具や書店やコンタクトレンズの出張所、果ては仏ぶつ壇だんに至るまで、地元民にとって必要そうな一通りのテナントが入っている。地下にできた積層街プロムナードにずいぶんとお客は奪われたが、駅前かつ地上という立地の良さでまだまだなんとか踏ふん張っている。

　そんな駅ビルの六階の突きあたり、という微妙な場所に、映画館はあった。

　いや、それすらも怪しくて、自称映画館というのがたぶん正しい。




　いつ見ても食券の券売機だ、と葉よう柄へいは思う。

　両替機ぐらいの背丈、ずらりと並んだ大きめのボタン、やたらとでかい取り出し口、そのくせガッコンという大きな音とともに出てくるのは印刷のかすれたピラピラのチケット。これでボタンや半券に「ラーメン大」とか「チャーハンセット」とでも書いてあれば、誰だれもが納得するはずだった。料金も昼間は八百円、価格帯もだいぶ似ている。

　なのだが、しかし葉柄の手にした半券に印刷されていたのは「ムーディー・戦争　Ｂ─８」だ。もちろんこれはラーメン屋のメニューではなく、作品名をいちいち印刷する手間を省くために映画のジャンル名だけになった上映タイトルであり、指定席のナンバーである。とりあえず、ありえないジャンルの組み合わせにくらくらする。

　本当は何が上映されるのかとちょっと気になりながら、葉よう柄へいは入り口の小窓にチケットを差し出し、穴の空いたアクリルの向こうでロトくじのマークシートをべらべらいわせているおばちゃんから半券を受け取った。この映画館の入り口は隣となりのロトくじ販売所と共用なのだ。

　普通の映画館やシネコンのようなポップコーンやジェリービーンズの売り場などあるわけもなく、エスカレーター横のメダルじゃんけんマシーンが神経を逆なでするような呼び込み音声を垂れ流している。あまりにてんでばらばらな要素が組み合わさっているために、なんだか夢の話のような気もしてくる。

　ある意味で正気とは思えない光景を後に、葉柄は色のはげたクッションドアを押し開ける。




　映画はすでに上映中で、客はほとんどいないようだった。

　見るからに筋肉な兵士が輸送ヘリからマシンガンをぶっ放しているスクリーンを横目に、その客がひらひらと手を振ってきた。

「なんだ、葉柄ではないか」

　櫻さくらだった。

　櫻は客席のど真ん中、最後方の一番いい場所にいた。ホールの大きさとスクリーンの大きさが違うせいで、後ろの方が見やすいのだろう。学校は休んでいたはずなのに、なぜかいつもの黒いセーラー服を着ている。おかげで葉柄はしばらくの間、距離感をつかむことができずに戸惑ってしまった。

「こっちだこっち」

　スクリーンで展開しているゲリラ戦に負けないぐらいの、櫻の声が響ひびきわたる。

　それに普通、こういう途中入場の時にはそれなりに注意があるものではないのか──呆あきれつつも客席を見回した葉柄は、その理由が何となくわかった。

「気兼ねはいらないぞ。今日はほとんど誰だれも来ていない」

　ほとんどどころではなく、櫻の他には一人も客が入っていなかった。

　狭い席の真ん中あたりに陣取った櫻は、明らかに持ち込みのお茶のペットボトルをあおりながら、かたわらの空席を指さして葉柄を手招いてみせる。

　映画館のマナーをありったけ無視しているその様子に嘆息しながら、葉柄は櫻の隣に腰を下ろした。

「よう、不良娘」

「心外だな。放課後になったから映画を観ているだけだが」

「普段は朝から毎日通ってるらしいじゃねえか」

「ほう。耳ざといな」

　ほれ、とこれまた持ち込みらしき開封済みのポップコーンの袋を差し出される。

　わずかに迷いつつもひとつかみ、ポップコーンを口に運んだ葉よう柄へいに「うむ」と満足げな笑みを返しながら、櫻さくらはスクリーンへと目を向けた。

　そのまま、訊きいてくる。

「今日はいったいどうした風の吹き回しだ。西にし春日かすが附属では、放課後に映画を観てはいけないという校則でもあるのか？」

「ろくに学校にも来ねえ奴やつが言う事じゃねえな」

　持ち込みのポップコーンは薄い塩味で、バターの味はほとんどしない。

　ぼりぼり、と意外に硬いポップコーンを嚙かみ下しつつ、葉柄も訊いた。

「お前、なにしにここに来たんだ？」

「映画館に来る理由など、映画を観る以外にないと思うが」

「そうじゃねえよ……っと」

　思わず語気が強くなりそうになって、葉柄はあたりを見回した。

　櫻のすました横顔をちらちらと見やりながら、言葉を継つぐ。

「臨時編入なんてわけわかんねえ名目まで用意して、わざわざ西春日学派にちょっかいかけに来たのはなんでだって訊いてんだ」

「五年前の再検証、と言わなかったか？　嵯さ峨が野のと西春日の共同研究だ」

「それは表向きってやつだろ。うちの学派じゃなくて、お前の目的を聞いてんだよ」

「私の目的？」

　ふむ、と櫻は呟つぶやいて、小さく笑ったようだった。

「私の目的は、そうだな。この間のトライアルでアピールしたつもりだったが」

　あたりを憚はばかるような葉柄の様子にはまったく頓とん着ちやくせず、スクリーンを見つめたままの櫻はわずかに顔を傾かたむけ、まるで内緒話でもするかのように葉柄を手招く。なんなのか、と葉柄がその口元に顔を寄せるとわずかに櫻の息が耳にかかり、くすぐったかった。

　そうして不敵な笑みを浮かべた櫻は、葉柄の耳元で囁ささやいた。

「バカンスだ」

　──んなわけねえだろうが。

　そんな葉柄のため息が聞こえたのか、顔を離した櫻はいつもの調子で口を開く。

「もちろんバカンスの収しゆう穫かくはあったぞ。さすがは日ひ向むかい教きよう授じゆの西春日学派だな。なかなかいいセルを引き継いでいる。アルケオロジーの初期創設者が作った学派だけのことはあるようだ」

「アルケ……？」

「人格工学アルケオロジーだ。人格工学諸派、西春日学派。学派学派と言っているうちにすっぽ抜けてしまったか？」

　櫻の口から出てくる聞き慣れない響ひびきに記憶の引き出しをさらいながら、葉柄は、うう、と小さくうめく。

「……なんか、聞いたことはあるけど、詳しいことはよく知らねえ」

「セルを扱う学問のことだ。トライアルやセルのこと、だと考えればいい」

　まるで急性の腹痛を起こしたような葉よう柄へいの顔をよそに、櫻さくらはポップコーンとペットボトルを片手に、スクリーンへと軽く顎あごをしゃくってみせる。

「なに、要はあの映画と同じだ。フィルムが映し出されるスクリーンのように、バベロニカ野やに現れるセルとペーサーは一心同体、うまくすれば計算ができる。実体と影の関係を我々人間の側から人格工学と言い換えているだけだ。他にたいした意味はない」

「……俺は、セルを誘導できるだけだぞ。難しい話はよくわからねえ」

「可解できれば問題ない、というのが人格工学の主旨だ。それで一向に構わない」

　──ほんとかよ。

　葉柄が横を窺うかがうと、櫻は気にした風もなくポップコーンを口に運び続けている。スクリーンから目を離さないまま、まるで独り言のように櫻は呟つぶやく。

「私がくれてやったセル、あれは西にし春日かすが学派では沙さ中ちゆう金きんと呼ばれているそうだな。山さん頭とう火かや井せい泉せん水すいというのが俳人にいたが、変わった分類法を採用したものだ」

「……うちの学派じゃナッティンファクトリーつうんだ」

「気まぐれ工房nuttin' factoryとは、振るっているな」

「そりゃあただの言葉遊びだ。元は占いだか風ふう水すいだかで納なつ音ちんっていうんだとよ。方角と暦こよみを無理やり一つにしちまってる、ってのを西春日の創始者って人が気に入って、そのままセルの分類と命名法にしちまったって聞いた」

「方角と暦か。道理で変わっている」

「他のとこじゃ、鳩はとや犬やカイコの血統表を拝借しているらしいけどな」

「他とは違う、ということは、特定局面では生きるということだ」

　ふと、視線を感じた。

　葉柄が隣となりを見やると、いつの間にか櫻は葉柄を凝ぎよう視ししていた。

　映写機の投じる光の帯が、櫻の艶つややかな髪にもまた映りこんでいる。

「この間のトライアル、葉柄と沙中金の粘りこみは見事だった。あれは、西春日学派独自の恩恵があったのか？」

「わからねえ。ただ、特定局面で生きるってことは、汎はん用よう性せいはねえってことだろ」

　櫻の凝視に気け圧おされるようにして、葉柄は言葉を継いだ。

「要するに、まぐれってことじゃねえのか」

「なるほど、気まぐれ工房nuttin' factoryか。使い物にならないはずのセルが、よく化けたものだ。手塩にかけてくれているようで嬉うれしい」

「……そ、それほどのもんじゃねえよ。うちのメインペーサーは空くう子こだけど、あいつと霹へき靂れき火かにはかなわねえんだし」

「やれやれ、そんなことでは困るな。これからもせいぜい研けん鑽さんしてもらえないと、くれてやった甲斐かいがない」

　はは、と鷹おう揚ような笑みを浮かべた櫻さくらの様子に、葉よう柄へいは小さな嘆息を漏らした。

　嬉うれしい、というストレートな表現に思わず口ごもってしまったが、おかげでここに来た目的を思い出すことができた。櫻には、言っておかないといけないことがあるのだ。

　できる限り、あっさりと口にするように努めた。

「八や重え垣がき。今のうちに嵯さ峨が野のに帰れ」

「なぜだ」

　間をおかず訊きき返され、葉柄は思わず返答に詰まった。

　そんな葉柄をよそに、櫻は独り言のように言葉を続ける。

「このまま私が嗅かぎ回って、なにか都合の悪いことでも知られれば困るからか？　日ひ向むかい姉妹や西にし春日かすが学派を庇かばい立てしようというのなら無駄なことだ」

「……学派のためじゃねえよ。これはどっちかっていうと、お前のためだ」

「私の？」

　腑ふに落ちない表情を浮かべた櫻に、葉柄は、できる限り冷静に言い含める。

「五年前の検証なんていうけど、そりゃ要するに、同じようなことやってみようって話だろ。五年前はなんとかなったけどよ、ここのバベロニカ野やはまだ危ねえんだ。なんたって事故起こしてんだぞ。お前みたいな、トライアルでもぶっちぎりの成績を残せるような奴やつが放りこまれるようなとこじゃねえ」

「そんな心配は無用だ。バベロニカ野はただの演算野だろう。嵯峨野でトライアルに出るのなら同じことだ」

「同じじゃねえ。お前がいくら天才だろうと、嵯峨野の秘ひ蔵ぞっ子こだろうとトライアルじゃ関係ねえ。ここのバベロニカ野じゃ、どうなるかわからねえってんだよ」

　そこで一つ息をつき、葉柄はできる限り言葉を選び、わずかに逡しゆん巡じゆんしていたが──

「何かあれば、喃なん平ぺいや〝お嬢じようさん〟みたいになるかも知れねえんだ」

　やっぱりこれだけは言っておくべきだ、と思った。

「だから悪いことは言わねえ。帰れ」

「そうはいかない。そう言ったはずだが──おっと。客が来てしまったようだな」

　櫻に言われて振り返れば、クッション扉が閉じようとしていたところだった。

　スーツ姿の中年男性が、驚いた表情でこちらを見ている。この映画館に二人も客が、それも男女でいたことがそれほど珍しかったのだろう。男性は何度もこちらを窺うかがいながら、隅の方の席に腰を落ち着けた。営業の合間で昼寝でもしに来たのかも知れない。

　そんな男性の様子を見やることもなく、ポップコーンの空袋をくしゃくしゃと丸めた櫻は、くい、と葉よう柄へいの服の裾を引っぱった。




「出ようか」




　　　　　　　　[image: ]　　　　　　　　[image: ]




　バベルの図書館、という名の奇妙な短編がある。八十年ほど前、司書でもあるアルゼンチンの作家、Ｊ・Ｌ・ボルヘスによって書かれたその掌しよう編へんが、バベロニカ野や演えん算ざんの出発点だ。

　この短編の概略はこうだ。

　このバベルの図書館の本はすべて、八十文字×四十行という体裁で記述された四百十ページの本だ。冒頭から末尾まで、アルファベット二十二字と数種類の記号で書かれている。

　そして、これがとても重要なのだが──

　この図書館には、まったく同じ内容の本は存在しない。

　図書館の規模は厖ぼう大だいで、その終端を見た者は誰だれもいない。なのでこの図書館を訪れた者は、この図書館の規模は無限に続いているのでは、という感覚に囚とらわれる。

　だがその一方で、そんなはずはない、と言う者もいる。まったく同じ本が存在しないのだから、この図書館の規模は厖大ではあるが有限のはずだ、と。実際に、バベルの図書館は厖大ではあるが有限である可能性が高いとされている。非才なる人の身ではその全容を捉とらえることは不可能なものの、わかっているルールから判断するならば、無限ではないはずだ。

　ともかくも。

　図書館の規模が有限か無限かという議論はさておき、このバベルの図書館には、アルファベットで書かれた四百十ページの図書が〝すべて〟収められている、と推測されている。

　この話の焦点はここだ。

　限りなく厖大だが有限。バベルの図書館は途方もなく厖大であるものの、確かに、有限の図書館だ。こうした性質から、情報科学の分野では「理論上は計算できるが現実的でない」計算可能性の例として挙げられることも多い。

　ところで。

　この短編には図書館の厖大さや有限性とは別に、一つ、やっかいな問題がある。

　話の最後の最後になって、著者が「この図書館は無限だ」と結論づけているのだ。




「なぜかわかるか？」

「いくらでも続編が読めるからだろ」

　長なが屋やの外れの万まん丹たん堂どうは、今どき珍しい駄菓子屋だ。

　その軒先のアイスケースに手をつっこみ、近所の酒飲みが定期購入しているとしか思えない大量のロックアイスをひっくり返しながら、葉よう柄へいはぼやいた。

「バベルの図書館は、四百十ページの本ならなんでも揃そろってるんだろ？　なら、続編が無限にあるのと同じことじゃねえか。『有限の図書館』なんて前提はどこに行ったんだよ。それじゃせいぜい『全ての本はアルファベットで書かれてます』ってのと変わらねえぞ」

「その通りだ」

　背後では、ダブルのソーダバーを手にした櫻さくらが、半分に割ろうとしているのか、ふぬ、と気合いを入れている。

「そして我々が人格と呼んでいるものは、まるでこうした本のようだ、というのが人格工学の始まりなのだが──あ」

　ぺきょ、という情けない音がして葉柄が振り返ると、櫻が実に悔しそうな面持ちで手元を見つめていた。その両手には、へたくそな割わり箸ばしのごとく不均等に割れたソーダバーが一本ずつ。ガッチンガッチンに固まっていたのを無理やり割ったせいか、ものの見事に失敗していた。万まん丹たん堂どうのアイスは売れ残りしかないので、こういうことがよくある。

　結局、ろくなアイスも見つからないので、葉柄もダブルのソーダバーを買った。




「所しよ詮せん、我々の精神など脳神経を走る電気信号に過ぎない。であれば、そのバリエーションなどたかが知れているのではないか。たとえばバベロニカ野やのような無限の情報空間になら、我々の〝亜種〟が、どこかにいてもおかしくはない。その〝亜種〟が我々よりも少しだけ賢ければ、我々には思いも付かない解を教えてくれるのではないか──これが、バベロニカ野と、セルによるトライアル演算の基き礎そだ。このセルが意志を持っているかのようにふるまうために、人格工学とも呼ばれる」

　万丹堂をあとにした櫻は、勝手知ったように長なが屋やの並びを抜けて堤てい防ぼうの方へと向かった。

　その手には新しいダブルソーダバーのパッケージがある。前回の失敗を繰り返してはならないとばかりに、しばらく時間を置いて割りやすくする作戦らしい。

　葉柄は、その後を浮かない顔つきでついていく。手にしたソーダバーは不格好に割れていて、小さい方をくわえているが、これは先ほど櫻が割り損ねたやつである。

　なぜか、問答無用で交換させられたのだった。

「だが、このバベロニカ野には問題があったのだ。バベルの図書館と同じ類の問題だ──おお、ここは見晴らしがいいな」

　堤防をのぼりきると、河か川せん敷しきのグラウンドが眼下に広がっていた。ついこの前、茅ちヶが沼ぬまがゴリラに処刑されていた場所だ。

　あの時あった防球ネットは、影も形も見えなかった。きっと学派に回収されたのだろう。ちょうちょ結びができるほどぐにゃぐにゃになったものを放置していてはさすがにまずいので、あの後、葉柄が学派に届け出しておいたのだ。

　そうして櫻さくらが向かった先は、千ち巻まきとなっちゃんが並んで座っていたベンチだった。

　さあ座れほれ座れさあさあ、と促され、早くもソーダバーを片方食べ終えた葉よう柄へいは、残りの大きい片割れをかじりながら、櫻の声に耳を傾ける。

　万まん丹たん堂どうからこっち、櫻はずっとこの調子だ。

「バベルの図書館はその名通り、聖書に書かれたバベルの塔の寓ぐう意いを引き継いだものだ。神へ到達するに等しい所業であっても、不可能ではない、ということを説明しようとしている。人が作ったバベルの塔は神の雷いかずちによって崩されてしまったが、人よりも優れた建築者によってなら、バベルの塔はもっと高みを目指せたのではないか、というわけだ。バベロニカ野やのセルは、この優れた建築者にあたる」

「……バベロニカ野やバベルの図書館は、完成したバベルの塔みたいなもん、ってことか？」

「そうだ」

　ベンチに腰を下ろした葉柄をよそに、櫻は雫しずくの浮いたソーダバーのパッケージをためつすがめつしている。そろそろいいかな、もうちょっと待つべきかな、と迷っている。

　不思議なことに、櫻は長なが屋やの屋台のおっさん連中から声を掛けられていた。見た目はまるでどこかのお嬢じよう様さまのようなのに、あっちこっちに顔を出しまくっているうちに馴染みになってしまったようだった。西にし春日かすがにやってきてからこっち、手当たり次第に買い食いをしていたせいだろうか──

　そんなことをぼんやりと考えていた葉柄は、ふと気付いた。

　いつの間にか、櫻がじっと、こちらを見つめていた。

　河か川せん敷しきのまとまった風に、長い髪を揺らしながら、櫻は訊きいた。

「ところで、このバベルの塔の寓話から得られる教訓は、なんだと思う？」

「身の程を知らないと失敗する、とかひどい目に遭あう、って話だろ？」

　そんな葉柄の答えに、櫻は小さく首を振った。

「〝人を上回る何者かがいる〟ということだ」

　ふいに、背筋が寒くなった。

　しゃりしゃり、とソーダバーを咀そ嚼しやくしていた音が止まり、葉柄は思わず顔を上げた。

　ソーダバーのパッケージを破った櫻が、近くのゴミ箱に捨てていた。

「もちろん、バベルの塔はただの寓話に過ぎない。神への信仰を元にしているのだから、当然神の意志が働く。人の手には余る代物を作りあげたとき、そこには必ず、神が現れて雷を落とす。ただ問題は、バベロニカ野にもこれと同じ落とし穴があったのだ」

「……落とし穴？」

「そうだ。バベロニカ野もまたバベルの塔と同じく、人の手には余る代物だった。だが、神は現れなかった」

「…………」

「代わりに、何が現れたと思う？」

　押し黙る葉よう柄へいの前に立ち、櫻さくらが見下ろしてくる。

　そんな葉柄の目の前で、櫻は二本のアイスの棒を、ゆっくりゆっくりとねじるように開いていく。そんなはずはないのに、ミリミリと、薄いブルーの氷が割れていく音が聞こえるような気がした。

　いつまでも答えない葉柄の目の前で、ついに、ぺき、とソーダバーが割れた。

　綺き麗れいに真っ二つに割れたソーダバーを見下ろしながら、櫻は口を開いた。

「神の代わりに現れるはずだったのは、バベロニカ解パターンだ」

「…………」

「『バベルの図書館』が発表されるよりさらに数十年前、ヒルベルトという数学者がバベロニカ野やと同じようなことを考えた。バベロニカ野の前身であるライフゲームと、そのルールとなるコンウェイ条件が生み出される前の話だ。これが、ヒルベルトの二十三の難題──バベロニカ解パターンとよばれる難問群だ。このバベロニカ解は、通常のトライアルを進行している過程で『巨大かつ異常なセル』として稀まれに現れ、進行中のトライアルを崩壊させる」

　ソーダバーが綺麗に割れても、櫻はさしたる感情を浮かべなかった。

　面白くもなさそうにソーダバーをかじりながら、櫻はずっと葉柄を見下ろしている。

　まるで、文句があるなら指摘しろと言わんばかりに、これ見よがしに。

「ヒルベルト難題プロブレム、その第一のバベロニカ解は〝連続体仮説コンテイニユアム・ハイポセシス〟と呼ばれている。これは、〝全て〟と〝無限〟の違いをうやむやにしていると発生する難題だ。〝全て〟とは、〝無限〟の〝無限〟や、〝全て〟の〝無限〟を合わせたよりも大きいか否か。かなり雑な言い方をすれば、こうした問題だ。ヒルベルト難題プロブレムは発表されてから百年ほどが経たつが、その四分の三ほどは可解されたり、可解不能であることがわかったり、そもそも別分野の学問として独立したりして形けい骸がい化かしている。だが、この〝連続体仮説コンテイニユアム・ハイポセシス〟はまだ完全可解には至っていない。バベロニカ野の成立そのものに関わる問題とされるが、未いまだ手つかずだ」

　どれほどそうしていたのだろうか。

「こうしたバベロニカ解が発生したら、その時点でトライアルは『可解する』ための演算レースではなく『バベロニカ解を解消する』ための、別の段階に突入する。それを知りながら、学派はだましだましトライアルを続けていたわけだ」

　ぼと、と何かが落ちた感触があって、葉柄はようやくのことで、自分がいつの間にか櫻ではなく地面を見つめていたことに気が付いた。手にしたソーダバーの棒がぶるぶると震ふるえ、かじりかけの氷の塊かたまりが足元に転がっていた。

　そうして、ほとんどベンチにうずくまるようにしている葉柄に容赦なく、櫻は囁ささやいた。

「五年前、箒ほうき場ば喃なん平ぺいが設定した難問は、この〝連続体仮説〟に極めて近いものだった。その内容については、お前がよく知っているはずだ」

「そんなこと、俺にはよくわからねえ──」





──疑似てれぽーと






　かろうじて、葉よう柄へいは声を絞り出した。

「……それにあいつだって、そんな小難しいことはできねえよ」

「そうかも知れない。五年前の事故は、箒ほうき場ば喃なん平ぺいが意図したものとは違ったのかも知れない。それは今となっては検証が難しい。だが、あの時バベロニカ野やは、可解されては自らの存在を否定されかねない、危険きわまりない難問をつきつけられたのだ。しかも箒場喃平とそのセルは、あろうことかこの難問をほぼ解いてしまった。その結果が、可解事故だ」

　櫻さくらが隣となりに座った感触があった。

　ほの温かく、ふんわりとした香料か何かの匂いが鼻をくすぐった。肩のあたりに、さらさらと髪の流れる感触があって、顔のすぐ横あたりから櫻の声が聞こえる。しなだれかかるように、櫻の体重がかかっている。食べたばかりの安っぽいラムネの吐息がかかる。

　だが、葉柄はそんな櫻を窺うかがうことすらできずにいた。

　眉まゆ根ねに恐ろしいぐらいの力がこもり、耳に全神経が集中していた。握りしめたソーダバーの棒が手のひらに食いこんで、いつの間にかへし折れていた。

　この後こいつは一体なにを言い出すのかと、そればかりが恐ろしかった。

「あの日、西にし春日かすが学派のバベロニカ野には、バベロニカ解パターンによって怪物が生まれた。この怪物により、西春日学派と地下構造体は一時、壊かい滅めつの危機にさらされた──これが、外部から窺い知れる五年前のあらましだ」

「…………」

「さて、ここで一つ別の問題がある。バベロニカ解は、いったいどうやって西春日学派を壊滅の危機に追いやったか、という問題だ。バベロニカ解は巨大、かつ異常とはいえ、ただのセルだ。それにしては、あの可解事故は被害が甚じん大だいに過ぎた。西春日のバベロニカ野全体を破壊しかねなかった。物理フィードバックにしてはあまりにも巨大すぎる。つまり、あの可解事故で発生したバベロニカ解はなんらかの実体を持っていたことが疑われているわけだが──さて、問題はここだ」

　その時、葉柄の耳をくすぐる櫻の声は、普段の鷹おう揚ようなものではまったくなかった。いつもの中性的な口調のはずなのにまったく印象が違い、それが葉柄の本能を恐怖に陥れる。

　まるで愛を囁ささやくような甘ったるい声で、櫻は訊きいた。

「あのバベロニカ解は、どこからその実体を調達したのだ？」

　もう、逃げられない。

　ぎりり、と奥歯を嚙かみしめる葉柄の耳元で、ふふ、と櫻の笑みがこぼれた。嘲あざ笑わらうかのようでもあり、慈しむようにも聞こえ、葉よう柄へいの額にはさらなる汗がにじんだ。

「その答えを知るものは限られている。当時西にし春日かすが学派は、箒ほうき場ば喃なん平ぺいが可解事故を起こしたと発表した。だがその前に、身柄を拘束された被疑者がいたわけだが──」

　頭を振り、詰まるような声を漏らした葉柄の耳に、小さな吐息が聞こえた。

「養父殺しの嫌疑を晴らすまでにはずいぶんと時間がかかったそうだな」

「あれは、俺じゃねえ……！」

「だろうな」

　す、と櫻さくらの気配が遠のくのと同時に、その声から正体不明の艶つやが抜けた。

「可解事故はバベロニカ解によって引き起こされた。そんなことは誰だれにでもわかる。葉柄にかけられた嫌疑は、箒場喃平殺しだ。だがそもそも、バベロニカ解を可解したはずの箒場喃平はなぜ死んだのだ？　バベロニカ解を発生させた箒場喃平が何をしたか、いまだはっきりと示されてもいない。なのに、その死に対する嫌疑がなぜ葉柄にかかった？　考えてみれば、不可解な点は他にもある。アフリカで見つかった箒場喃平の残り半分は、どこに行ったのだ？　箒場喃平と一緒にいたはずの日ひ向むかいの娘は──〝お嬢じようさん〟は、どこに消えたのだ？」

〝お嬢さん〟、という響きに、葉柄はのろのろと顔を上げた。

　櫻は、河か川せん敷しきのグラウンドの向こうをじっと見つめていた。

　かつて寿司呼ばわりされた西春日外縁の排気塔が、今日も蒸気をたなびかせている。

「あの日、お前と別れた後で西春日で起こったことを私も考えたのだ、いろいろとな。そうして辿たどり着ついたのが〝バベロニカ解とその実体はどこから来たのか？〟だ」

　そうして櫻は、窺うかがうように葉柄へと目を向け、そして。

　言った。

「箒場喃平の半分と日向の娘は、どこかで、まだ生きているのではないか？」

　砕けそうなぐらい奥歯を嚙かみしめ、潰つぶれそうなぐらい眉まゆ根ねを寄せた葉柄は、櫻のまっすぐな視線に耐えられなかった。すぐに顔を背けたが、突き刺さる櫻の視線はいつまでたっても消えなかった。

「あるいは、バベロニカ解と共に、どこかに匿かくまわれているのではないか？」

　だらだらと流れる汗の一粒一粒までも見逃してもらえないことを悟りながら、それでも葉柄は言った。

「……俺は、知らねえ」

「内緒、ということか」

　ふむ、と残念そうな櫻のため息が、心底こたえた。

　が、そんな苦しい葉柄のことなど知ったことではないように、櫻はぽいと爆弾を落とした。

「では仕方がないな。こちらも実力行使させてもらおう」

「お前……いったいなにを企んでやがる!?」

「内緒だ。おあいこだな」

　その時、強い風が吹きつけて、櫻さくらの言葉を運んだ。

「実はな、葉よう柄へい。バカンスと言ったが、あれは噓うそだ」

　真っ黒いセーラー服のスカートポケットに手を突っこんだ櫻の髪が、面白いぐらい軽やかに舞まっている。切りそろえられたその先が扇のように広がり、風を薙なぐ。
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　すぐにはなんの話かわからず、ぽかん、と口を開けた葉柄を見やり、櫻は意地の悪い笑顔を浮かべた。

「さっき映画館で聞かれただろう。西にし春日かすが学派に何をしに来たのか、と」

　最初からわかりきっていたことを今さらしゃあしゃあとバラされて、思わず葉柄は問い返していた。

「……じゃあ、なんのために来たんだ？」

「私は──」

　そんな葉柄の問いに答えるようにして、櫻は堤防の方へと視線をやった。その先にあるこんもりとした丘きゆう陵りようと、へばりつくような建物群をしばし見つめて何かを考えているようだった。

　ふと。

　その視線が、自分の胸元に向けられていることに葉柄は気付いた。

　鎖くさりの先にあるクリアイエローの結晶が、陽ひの光に鈍く輝かがやいている。

　そうして古こ墳ふんと西春日学派、そして葉柄と沙さ中ちゆう金きんを交互に眺めやりながら、櫻は、にやり、と笑顔を歪ゆがめた。




「墓を暴あばきに来たのだ」













　　　Sequence　05　　疵







　五年前のことを思い出すのは難しい。

　あの日バベロニカ野やで目にしたものを、葉よう柄へいは、すぐには理解できなかったからだ。

　だから、時々こうして夢に見る。




　聞いたこともない警報が出た瞬しゆん間かんから、葉柄には確信があった。

　喃なん平ぺいが、何かやらかした。

　電話口では海外に高飛びしろと言い含めたが、そんなものは無意味だと誰だれよりも葉柄が知っている。喃平が素直に言うことを聞く奴やつだったら、そもそも駆け落ちなんてする必要はなかったのだから。

　緊急事態、というのは文字通りの意味らしかった。

　停止しかかっていた西にし春日かすが駅えきの直通エレベーターをなんとかこじ開けた葉柄は、ほとんどゴンドラごと墜つい落らくするように最下層へ辿たどり着ついた。扉が半分だけ、息も絶え絶えに開いたことすら奇跡に近かった。

　そうして葉よう柄へいは扉の隙すき間まから、バベロニカ野やの様子を目にした。

　理解できなかった。

　最初は、えらく真っ黒な柱だと思った。黒光りした一抱えほどもある柱がエレベーターシャフトの目の前に、何本も何本もそそり立っていた。

　そのどれもが、オーバルトラックのシリカ砂に深々と食い込んでいた。一面に広がる格こう子し縞じまはめちゃくちゃに明滅しているようにしか見えず、どこにどんなセルが居るのかまったく判別できなかった。仮にも演算野であるはずのバベロニカ野になぜこんなものが生えているのか、葉柄にはまずそれが理解できず、困惑しながら柱を見上げた。

　そうして、葉柄はそれが柱などではないことに気付いた。

　上部へと目を向けるにしたがって柱はどんどんと太くなり、その途中からは、腕ほどの太さの白い毛が大量に、逆さまになって生えていた。あちらこちらで交差して、視界を遮さえぎるように何本も何本も林立していた。蟹かにの爪のようなものもあり、蜘蛛くもの節脚のようなものもある。

　本能だけが、理解していた。

　これは『何か』の脚だ。

　バベロニカ野では、なにか、とんでもないことが起きている。

　逃げないと、と葉柄は思い、まだ完全には沈黙していないエレベーターの手動脱出ボタンに手を伸ばした。大深度地下のエレベーターシャフトはすべて非常時には避ひ難なん経けい路ろになる。

　その時、扉の外で『何か』の脚がゆっくりと動きだし、葉柄は慌あわてて身を縮こめた。細かい地じ響ひびきとともにエレベーターの中に大量のシリカ砂が流れこんできて、断末魔のような弱々しい明滅を繰り返している。震ふるえながら葉柄は、『何か』に気付かれないことをただ祈った。

　そうしているうちに、ふと思い至った。

　バベロニカ野には、まだ、喃なん平ぺいがいるのだろうか。

　テレポートを目もく論ろんでいた喃平は、〝お嬢じようさん〟もまた、連れてきているのではないか。

　もしとっくに脱出しているのならいいが、そうでなければ──まずい。

　なんとかして、喃平と〝お嬢さん〟がいるかどうか、『何か』に見つかっていないかだけでも確かめないと。

　そんな義務感だけでエレベーターから這はい出したものの、葉柄は、あらためて目の前の光景に肝きもを潰つぶしそうになった。

『何か』の脚はバベロニカ野だけでなく、天井を覆おおうドームからも生えていた。伏せたお椀わんのようなドームの内側から、爪だの毛だのの生えた無数の『何か』の脚が突き出ている。見やれば、バベロニカ野のシリカ砂が放つ過剰な明滅もドームに達していた。

　見渡す限り、バベロニカ野はすべてセルの巣だ。

　そうして呆ぼう然ぜんとしながら、葉柄は思う。

　もしこれが脚だとすれば、変だ。だいたい、脚だとすれば多すぎた。ざっと見ただけで数十本はある。蜘蛛くもであろうと蟹かにであろうと百足むかでであろうと、普通、生物の脚は胴体から生えているはずだ。だが、その胴体がどこにあるのか、一体どこから生えているのか──

　気付く。

　生命を司つかさどる法則をまったく無視して、バベロニカ野やに蠢うごめく無数の脚。

　その本体もまた、そこにいる。

『何か』が──

　バベロニカ野から、這はい出ようとしていた。




　　［BABELONICA TRIALS］




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（PL）

　　　　　　　　　　　　（I）　　　　　　　　（LA）　　⑬　 （GR）　（MO）

　　　　　　　　　Continuum Hypothesis　　　　　　　　　　　　　（　＊G　　C　　）




　最悪だ、と葉よう柄へいは思う。

　ケーキの押し器のたとえはペーサーなら誰だれでも知っている。バベロニカ野に関わるならば、いつか、どこかで事故が起こる可能性は頭のどこかに入れている。

　それが、これだ。

　バベロニカ野が、ついに化物を生んだのに違いなかった。

　でも、なにもこんなタイミングで出なくたっていいじゃないか、と葉柄は思う。

　喃なん平ぺいの身代わりになるつもりでいたことなど、頭の片隅にも残っていなかった。氷風呂を代わってやるつもりでいたら、風呂にはムカデやゲジゲジが詰まっていたようなものだ。

　慌あわてて見回した葉柄の視界に、見慣れたセルの明滅が引っかかった。

　蠢く脚の迫り来る向こう側で、喃平の扱うセルユニットの一団が、かろうじて『何か』の動きをはじき返し、持ちこたえていた。

　ほとんど壊かい滅めつ状態だった。

　どんな学派の物理フィードバックも跳ね返してきた城頭土グロウスコートの防壁は『何か』に食い荒らされ、ほとんど残っていなかった。ＥＭＤには戦闘不能のアスタリスクが表示されていて、ばらばらに破壊された城頭土が、とっくの昔に死んでいることは明らかだった。

　恐きよう慌こう寸すん前ぜんの金箔金プレートゴールドが、一枚一枚、本来は城頭土に付加するはずの属性防御を剝はがされ泣きじゃくりながら、『何か』の注意を惹ひくために逃げ回っている。その背後では、城頭土の一部を必死で平地木モンキーポツドが引きずって、なんとか大溪水グレートリバーに引き渡そうとしていた。

　バベロニカ野の明滅に過ぎないセルにとって、破壊されることはさして問題ではない。通常のトライアルなら、破は壊かいされ死んでしまったとしても学派が速やかに回収し、再生を図ってもらえるからだ。

　だが、そうした措そ置ちが望めない場合──例えば緊急事態で地上からバベロニカ野やのモニターができない場合──破壊され死んでしまったセルは、放っておけば、本当にバベロニカ野から消滅する。西にし春日かすが学派の蓄積してきたセルの系けい譜ふから、城じよう頭とう土どの血が完全に絶えてしまう。その時こそが、セルの死だ。

　このユニット内でセルの回復ができるのは大だい溪けい水すいだけだ。城頭土の一部だけでもなんとか残そうと、金きん箔ぱく金きんが囮おとりになろうとしているのが葉柄にはわかった。

　だが同時に、その頼みの綱の大溪水もまた力尽きようとしている。

　これまで一度も、まともに動いたことのなかった覆燈火ランタンブレイズが目の醒さめるような炎を吐いていた。覆ふく燈とう火かが、物理フィードバックを本物の物理現象に変換できるタイプの稀き少しようなセルだったことを、葉よう柄へいは初めて知った。大溪水はその覆燈火の物理フィードバックを支援していて、回復すら追いつかずに、すっからかんになりかかっていた。

　そうして、抵抗を続けている覆燈火と消えかかっている大溪水の、その間。

　喃なん平ぺいが、倒れていた。

　ぼろぼろの服は血まみれでぴくりとも動かなかったが、葉柄はほんの少しだけほっとした。セルが守っているなら、たぶん生きてはいるはずだ。

　そう考えた次の瞬しゆん間かん、愕がく然ぜんとする。

　──〝お嬢じようさん〟は？

　その時、葉柄はちいさな声を聞いた。

　声は、頭の上から降ってきたようでもあり、地の底から囁ささやかれたようでもあった。

　めったに聴いたことのない、ささやかな。

〝お嬢さん〟の声だった。




『　　こ　　ろ　　　し　　　て　　』




　葉柄の思考が凍結した。

　判断する間もなく、葉柄は走り出していた。シリカ砂を蹴け散ちらし、蠢うごめく脚の間をすり抜けて、倒れている喃平の腕を取り、肩に回した。血まみれの喃平は服だけでなく身体までもぼろぼろで、腕がずるずると滑ったが気にせず引っぱる。物理フィードバックの使い手である喃平を、ここまでボロボロにした『何か』の正体について考えそうになって、葉柄は別のことを無理やり考えた。

　バケモノが出たからなんだというのだ。喃平は馬鹿だが、ここ何年かのトライアルを制し続けてきた最高のペーサーの一人だ。どんな化物が出てきても、喃平の物理フィードバックならなんとかなる。その信頼だけで、西にし春日かすが学派のバベロニカ野やは完成したといってもいい。

　そうだ、『何か』が誰だれか、なんて考えるのは後だ。

　喃なん平ぺいさえ生きていればなんとかなる。幸いにも、セルはありったけ持ってきた。ただ、その肝心の喃平がぶっ倒れているというだけだ。喃平の身代わりになってやる、なんてうそぶいていたが、そんなことは誰にも出来やしない。喃平が使い物にならなくなったら、もしそうなったら西春日のバベロニカ野は終わりだ。他に、誰がこの事態を収拾できるというのか。

　すべては後だ。

　方法なんて、他にあるわけない。

　喃平だけでも引きずりだして、エレベーターに突っこんで学派に連れて帰り、それからみんなで立て直す。それしかない。瞬しゆん間かん的てきに、葉よう柄へいはそう考えた。反射的にいくつもいくつも湧き上がってくる疑問や想像はぜんぶ知らないふりをした。箒ほうき場ば喃平という男の養子になったときから、葉柄が身につけた唯一といっていい特技だ。困ったときには、都合の良いことだけを考えるべきだ。血で滑る喃平の身体を引きずりながら、葉柄は必死になって、あとからあとから湧き上がってくる思考を嚙かみ殺した。

　だから。

『何か』の発した声やその内容については考えてはいけない。

　自分には何もできない。殺してなんて言われても、バベロニカ野じゅうに脚を生やすようなバケモノなんて、どうしようもない。





──〝お嬢じようさん〟はどこにいったんだよ




──あのバケモノは、もしかしたら






　そうしてまとわりついてくる思考を押しのけながら、シリカ砂の上によじくれた血の痕あとを残しながら、葉柄は喃平を引きずって、エレベーターシャフトへと向かおうとして──

　不意に。

　背後から迫ってきた脚に、吹っ飛ばされた。

　変な方向に脚の折れ曲がった喃平と一緒に、葉柄は、紙くずのように虚こ空くうを舞まった。




　落ちた。

　落下の衝しよう撃げきで一瞬真っ暗になった視界は、すぐに白く染まった。吹っ飛ばされた勢いのまま砂地をごろごろと転がる葉柄の視界を、純白のシリカ砂の粒と名もないセルの瞬またたきがちかちかと、暴力的な勢いですっ飛んでいった。

　ごろごろと転がり続けてようやくのことで、シリカ砂に頭を突っこむようにして止まった。

　薄目を開けた葉柄の目に、なにか鮮やかなものが映る。

　目の前のシリカ砂には、色とりどりの透明な結晶が転がり落ちていた。脚に蹴けられた衝しよう撃げきでポケットから転がり出て、葉よう柄へいと一緒に吹き飛ばされたらしい。

　どれもこれも悲しいぐらいに、砕け散っていた。

　砕け散らばったまま、結晶はズブズブとシリカ砂に沈み、もはやまともに機能しないぐにゃぐにゃとしたセルの形を取って、どこかに飛んでいった。

　その中には、櫻さくらにもらったあの黄色いセルも混じっていた。

　少し離れたところにはいまだ身動きしない、ボロボロの喃なん平ぺいがいた。

　その喃平に、天井付近から伸ばされた漆しつ黒こくの脚がいくつもいくつも這はい寄っていき、群がっていた。蠢うごめく脚の中で何が行われているのか、想像するのは無駄に思えた。

　薄目を開き、そんな光景を見やったまま──

　終わった、と葉柄は思った。




『ぎ』




　その声が、聞こえるまでは。




『じ』




　　　　　　　　『　　　て　　　れ　　　ぽ　　　ー　　　と　　　』







　　　　　　　　[image: ]　　　　　　　　[image: ]




　日ひ向むかい家けの離れは、普段、昼間でもしんと静まりかえっている。

　特に和室では、障しよう子じ戸どを閉めただけで世間から隔離されたように感じられる。障子紙が防音に役立つとはとても思えないのだが、不思議なことに、一段階ほど静けさが増す。

　古くからの屋並びが多く閑かん静せいな一帯ではあるが、この離れの落ち着きようは、葉柄にとって昔から謎のままだ。離れの管理を任されている湧ゆう子こが、生徒会の別室として茅ちヶが沼ぬまに出入りを許可したことで多少うるさくなることも増えた。が、こうした手合いですら、なぜか離れにやってくると昼寝ばかりしていて学校にいるときほどの煩うるささはない。

　本日も、日向家の離れは静寂に彩られていた。




　お昼時というには少し色の濃くなった陽光が、離れの障子枠を切り取っていた。

　その柔らかい明かりにクリアイエローの結晶を透かし、ためつすがめつしている葉柄に、オビハラちゃんがちょっと不安そうに訊きいた。

「……どっ、どうですか……？」

　お届け物にやってきたオビハラちゃんは、どこか緊張したような面持ちだ。結晶を取り出した後の空き箱をしまうことも忘れ、座卓を前に正座して、葉よう柄へいの手元の鈍い輝かがやきを窺うかがっている。ひっつめのお団子が不安そうにあっちを向いたりこっちを向いたりと忙しい。

　座卓に置かれたままのスライド式の紙箱には、右肩に仰々しい工業用書体で「結晶セル」と書かれてあった。いつ頃デザインされたのかわからないレトロな額縁柄があしらわれ、どこかマッチ箱にも似ているが、ひっくり返すと「金系在中（海かい中ちゆう金きん・釼じん鋒ぼう金きん・白はく鑞ろう金きん・沙さ中ちゆう金きん・金きん箔ぱく金きん・釵さい釧せん金きん）」としたためられている。製造元の表記はないが、紙箱を開けるときに破るシールにはオビハラ種しゆ苗びようのロゴがしっかり入っている。

　ぴっかぴかの輝きを取り戻した沙中金、その内部でくるくると光る回路を見通しながら、葉柄は感嘆のため息を漏らした。

「なあ、オビハラちゃん。今回は、なんか念入りに磨みがいてくれてねえか？　こいつ、もっとボロボロだったろ。ほとんどおろしたてみたいにピカピカになってんぞ」

「あの、この間のトライアルはちょっと大変だったって、くーこが言ってたんで……」

「頑張ってくれたわけか」

「あ、あの、私じゃなくてっ、お父ちゃんが、です……けど」

　もそもそ、とオビハラちゃんは言いよどみ、少しだけ残念そうな顔をする。

　商売道具にそんな気を揉もまなくても、と葉柄は思うのだが、これでもオビハラちゃんはセル種苗の職人見習いだとか聞いたことがあった。家業を継ぐため日々頑張っているオビハラちゃん、本当は、セルの注文はすべて請け負いたいぐらいなのだ。

「いや、この出来で文句なんてねえよ。おっちゃんにもよろしく伝えてくれ」

「あ、はいっ！　ありがとうございます！」

　おでこの根元まで赤くなりながら、ぺこぺことお辞儀を繰り返すオビハラちゃんに苦笑しながら、葉柄はオビハラちゃんの手元に目をやった。

「で、そっちのセルは、やっぱあれか？　こないだ日ひ向むかいのおっさんから注文が行ったやつ」

「はい、ご注文いただいた桑柘木そうしやくもく──ホーリーマルベリーです。遷せん移い型がたの沙中金とは違って探索型ですねっ。序じよ盤ばんで進路が広い場合や、中盤で煮詰まったときに沙中金からチェンジしてもらえれば、ひと味違った展開が見込めると思います」

「一点特化型って事か」

　ささ、とオビハラちゃんに手渡されたもう一つのマッチ箱を開けてみると、中には透き通ったグリーンピース色の10面体が入っていた。沙中金のクリアイエローと同じくシリカ砂の結晶のはずだが、内部に閉じこめられたセルが違うだけで、これほど色にも違いが出るようだ。

　これが桑柘木と呼ばれるセルの実体だ。この10面体をバベロニカ野やに落とすとバラバラに『解ほどけ』、学派にいちいち頼むことなく桑そう柘しやく木もくのセルをその場で使用できる、というしくみになっている。西にし春日かすが学派がバベロニカ野やで発見し、キープしてあるセルはどれもこうした結晶の形で保存され、オビハラちゃんちのような種苗業者が〝養殖〟しているのだ。

　インスタントラーメンがお湯で戻るのに、ちょっと似てるなと葉よう柄へいは思う。

「あ、でもその子の使い方で一番効果的なのは、沙さ中ちゆう金きんとタンデムで二体同時に扱ってもらうことなんです、けど……」

「複数セルか。俺はそんな器用なペーサーじゃねえからなあ」

　通常、ペーサーがトライアルで使用するセルは一つだけのことがほとんどだが、時々複数のセルを使いこなす者もいる。

「うちでセルを同時に使えるのは、空くう子こだけだけど……あいつもそんな器用じゃねえしな」

「……それに、桑柘木は好き嫌いが激しいですから。たぶんくーことだったらケンカになりますね。ヘソ曲げちゃったら、二度ということ聞いてくれなくなっちゃうかも」

　オビハラちゃん曰いわく、セルの性格は「自動で元に戻るパズル」のようなものらしい。

　一度使ってバラしてしまった後、勝手にバラす前の状態に戻ってくれるセルもあれば、そんなに気は利きかないものの人の手ですいすいと元に戻せるような見渡しのいいものもある。かと思えば、一度バラしたが最後、とんでもなくがんじがらめで二度と元に戻せないうえにまったくいうことを聞かない、というセルもいる。

　そう言われてみると、グリーンピース色の結晶の内部では、回路のような輝かがやきが気まぐれにあっちに行ったりこっちに行ったりしているようにも見える。

「……また、ずいぶんとクセの強い奴やつっぽいな。俺向きだ」

「ほんとですか？　よかったぁ……」

　そんな葉柄の言葉にほっとしたのか、オビハラちゃんは心底嬉うれしそうな笑顔を浮かべた。

「日ひ向むかい先せん輩ぱいにお話ししたときは、この子、リリース直後でまだここまで仕上がってなかったんです。だからお父ちゃんと私で慌あわてて磨みがいたばっかりで」

「へえ、オビハラちゃんも手伝ってくれたのか。そりゃすげえな」

　そんな葉柄の賞賛に、オビハラちゃんはばばばば、と驚きの速さで首を横に振った。

「いえっあのっそのっ、そんな大それたのじゃないんです！　私ができるのは最初の形を出すところだけで、仕上げまで全部お父ちゃんがやりましたっ！」

「そ、そうか」

「そうですっ！」

　なにかオビハラちゃんの譲ゆずれないポイントを刺激したらしいので、葉柄はとりあえずこくこくと頷うなずいていた。

　手元にある10角形のグリーンピース色の結晶は、出すところに出せばそれなりにする。湧ゆう子こが日向のおっさんにわざわざ発注を頼んだのは、通常の予算ではとても手が出ない代物だからだ。その仕事を、家業とはいえ高校生のオビハラちゃんが手伝っているというのはやっぱり凄すごいと葉よう柄へいは思う。

　葉柄にとって結晶状態のセルというのは、言わばスマホのメモリチップやコンデンサのような電子部品と一緒だ。見た目に問題があればもちろんわかるが、中身がどうなっているのか、どういう過程で作られているのかまでは、結晶を透かしてみただけではよくわからない。バベロニカ野やに展開した後のセルを使うことには一いつ家か言げんあっても、セルそのもののハード面には詳しくないのだった。

「そんじゃ、今度おっちゃんに会ったら、オビハラちゃんに全部任せてくれって頼んどく」

「む、無理っ！　ヤですっ！」

　しゅばばばば、とさらなる高速で手を振るオビハラちゃんに苦笑しつつ、葉柄は、湧ゆう子こさんあたりに根回ししておけばオビハラ種しゆ苗びようのおっちゃんがやらせてくれんじゃねえかな、などと考えていた。

　と、その時、離れの静けさを破るような声が廊下の向こうから響ひびいてきた。

「なあーあ葉柄ちゃんよー。空くう子こがどこにいるか知んねー？　おれちょっとさー最近忙しくってあいつと顔会わせてねーんだよなー。聞きたいことあんのに見つからねーんだけどさー」

　障子をスパーンと開け放った向こうから、チャラい金髪に赤いシャツというおめでたい色彩がにゅっと現れて、ヘラヘラと和室を覗のぞきこんできた。

　もちろん茅ちヶが沼ぬまだった。

「なー日ひ向むかいセンパイもさー空子のいるところ、知らねーかな……」

　かと思うと。

「あ、茅ヶ沼センパイ、こんにちは」

「……お、オビハラちゃん、じゃーん…………」

　オビハラちゃんに会釈された瞬しゆん間かん、ぴた、と茅ヶ沼の表情がひきつった。オビハラちゃんの靴は玄関にあったはずだが、どうやら茅ヶ沼は湧子のものだと勘違いしたらしい。

　そうして茅ヶ沼は、ものすごく気まずそうな笑顔をした。

　かと思うと背筋を伸ばし、妙にしゃきしゃきとした動作で回れ右をする。

「そ、そんじゃあ、おれ、学校でも探してくるかなああ!?」

「あっそうだ茅ヶ沼センパイ」

　オビハラちゃんの声に、びくり、と茅ヶ沼の背中が震ふるえ、動きを止めた。

「このあいだお渡しした誘導型のセルなんですけど、うちのお父ちゃんができれば連絡して欲しいって言ってました。使う時には何点か注意点があるみたいで」

「やべ」

「待てコラ茅ヶ沼」

　考えるよりも先に、葉柄は動いていた。

　背を向けたまま走り出そうとした茅ちヶが沼ぬまの腰、ベルトのあたりを思いっきりひっつかんで倒れこむ。自ら転んだ葉よう柄へいに道連れのように引っぱられ、つんのめるような体勢で横倒しにされた茅ヶ沼は頭から畳につっこんだ。おげ、とカエルの潰つぶれたような声が上がる。

　もとは制服だったスラックスとベルトを鷲わし摑づかみにしたまま、葉柄はその真っ赤な背中へとのしかかる。整髪料と香水、それと出所不明の甘い体臭に顔をしかめながら、葉柄は茅ヶ沼の金髪の後頭部を張り飛ばした。

「おい茅ヶ沼。お前な、この距離で俺から逃げられると思ってんのか」

「いやああああああんんおれ悪くないもおおおおおおんんたぁああすけ痛ええ！」ぱかん

「こないだもそうだったけどよ、とっつかまってからうるせえんだよ、お前は」

　それまでの静寂はどこへやら、離れは茅ヶ沼がドタバタと暴れる聞き苦しい喧けん噪そうに支配されてしまい、葉柄はそっと嘆息する。

　じたばたと往生際の悪い茅ヶ沼の手足をいなしながら、葉柄は、状況がわからずに「なっ、えっ、なんですかっ」と慌あわてているオビハラちゃんへと話を向けた。

「なあオビハラちゃん。誘導型のセルってどういうことだ？」

「あっ、えっと、そのまんまです。砂みたいなタイプのとか、もうちょっと大きめの小石ぐらいのとかで、入ってるセルはグライダーとかボックスみたいな単純なセルばっかりの」

　茅ヶ沼と葉柄の顔を見比べながらも、いろいろ教えてくれるオビハラちゃん。ちょっとアワを食ってはいるが、普段落ち着きのない空くう子こに振り回されているだけあって順応が早い。

　曰いわく、どうやらオビハラちゃんちでは、セルの小売りもやっているらしい。

「……小売りって、あんなもん学派以外で買いに来る奴やついんのかよ。何に使うんだ？」

「うんとですねっ、普通のお客さんは、手芸のストーンに使うのがほとんどだと思います。ときどき業者さんにも卸おろしてますし」

「ストーン？」

「手芸の素材にちょうどいいんです。小さいセルとかシリカ砂って、ちょっと変わった感じにキラキラですから」

「……そういや、中身があんなピカピカごちゃごちゃしてる石なんてあんまりねえな」

　要するに、デコ系のプリズムシートとかホログラムのような扱いで、ごくごく単純なセルは世に出回っている、とのことだった。

「茅ヶ沼センパイが買っていった分でほとんど在庫が空になったって、お父ちゃんがボヤいてました。最近になって、大おお井い寺でらの人たちがたくさん買っていったりしてたんですけど……」

「大井寺？　あのアホ軍団もセル買ってったのか？」

「みんなして何回かに分けて来るから、すっごい変だったそうです」

　苦笑いしているオビハラちゃんに、葉柄は思わず同情してしまった。

　大井寺商業のすこぶる頭の悪そうな面々が、小袋に入ったキラキラのデコアイテムを全員ちょびちょび手にしていく、という絵面はさぞかし不気味だったと思われる。結果として、アホ軍団と茅ちヶが沼ぬまはそれぞれ別にやってきては、オビハラ種しゆ苗びようから根こそぎセルを買い占めていったことになるのだろう。

　そんな葉よう柄へいの内心など知らず、茅ヶ沼はお気楽なものであった。

「なー葉柄ちゃんちょっと緩ゆるめてくんねー？　おれホント何もしてねーんだってばよー」

「うるせえだまれ」

　困ったようなオビハラちゃんの視線には構うことなく、葉柄はのしかかったまま茅ヶ沼の首を締め上げた。ほげえええ、という間抜けなわめき声に顔をしかめながら、葉柄は茅ヶ沼のこめかみを拳こぶしでぐりぐりする。

「お前、アホ軍団と仲良くセルなんか仕入れて何やってんだよ。こんなもん、お前らに必要ないだろ」

「あんなキラキラした石、俺らが必要なわけねーじゃんよ。八や重え垣がきちゃんがさ、手持ちの石が足りないっていうからお使い頼まれただけだしよー」

「……そういうことかよ」

　それを聞いた葉柄は、ようやく腑ふに落ちたような気がした。

　ここしばらく、櫻さくらと大おお井い寺でらの連中がつるんでなにかやっていたが、その目的はセルの入手だったというわけだ。

　もっともアホ軍団だけでなく茅ヶ沼までが関わっていたとなると、葉柄は若干イラッとする。

「お使いたあ、えらく殊勝なこと言うじゃねえか。お前はともかくあのアホ軍団、よその女子高生にお使い頼まれて引き受けるような奴やつらかよ？」

　葉柄にぐいぐいと締め上げられながらも、どこか涼しい顔で茅ヶ沼は答える。

「や、あいつらは別のお使いのついでに仲良くなったって聞いたけどなー。あいつら、もともとハーマンに頼まれてオビハラちゃんとこに顔出してるし」

「ハーマンに頼まれて？　なんでだ？」

「あれ葉柄ちゃん知らねーの？　ハーマン、手芸が趣しゆ味みなの」

「は？」

　あんぐりと口を開けた葉柄に、オビハラちゃんがうんうん、と頷うなずいた。

「ハーマンさんって、あのでっかい人ですよねっ。あの人だったら、お得意さんですよ」

「おばあちゃんが教室やってるらしくってよー。八重垣ちゃん、お使い頼まれたアホ軍団がオビハラちゃんとこにちょいちょい出入りしてるの見かけて、声かけてきたんだと」

　まじか。

　人は見かけによらないものだが、ハーマンは異常に腕っぷしが強いだけで、中身は良識ある一般生徒だ。そういう事もあるのかも知れない。

「じゃあアホ軍団だけでいいじゃねえか。なんでお前も八重垣のお使い手伝ってんだよ」

「面白そうだから」

　うそぶいた茅ちヶが沼ぬまの腰あたり、ベルトを摑つかんでいた葉よう柄へいの手から力が抜けて、握りなおした拳こぶしがそのまま息をするようにするすると勝手に動いた。

　ごん、と肘ひじまで響ひびくような手て応ごたえと共に「おぎゃ」と茅ヶ沼がうめく。

「ちょ、本気で殴るなよー……もうさー、だって、だあってさーあ？　空くう子こまでアホ軍団のまわりうろちょろしてんだもんよー。気になるに決まってんじゃん」

「くーこ、まだやってんだ……」

　後頭部をさすりながらぼやいている茅ヶ沼の言葉に、ちょっと心配そうなオビハラちゃん。

　その気遣いに、葉柄はさらに顔をしかめた。

　そういえば、空子がアホ軍団をつけているとオビハラちゃんも言っていたのだった。ペーサーができないことで苛いら立だっているせいか、あるいは単に退屈を持てあましているのか、それともその両方なのかよくわからないが、なんにしても迷惑なことこの上ない。アホ軍団に、あのやかましい空子が絡んだりした日にはほとんど予測がつかなくなる。

　そんな渋じゆう面めんの葉柄に、茅ヶ沼はへらっと笑って付け加えた。

「あ、あともういっこ」

「なんだ」

「八や重え垣がきちゃんが美人」

　もう一回殴る。

「八重垣ちゃんさー、西にし春日かすがの学派に目ぇつけられてっから、その手の店には行きづらいんだってよ。なんか企んでんじゃねーの？」

　痛いつってんじゃねえかよーもー、と惰だ性せいで文句を言っている茅ヶ沼はさておくとして、葉柄には今ひとつピンと来ない。

　セル業者であるオビハラ種しゆ苗びように、櫻さくらが顔を出してはいけない、ということはないはずだ。いくら他学派からやってきたとはいえ、櫻が調達しようとしているのはごく単純なセルだ。トライアルではセルの進行方向をずらすぐらいが関の山。沙さ中ちゆう金きんのようなゴリゴリのセルならともかく、変わったキラキラぐらいしか取り柄のないオモチャのようなセルを大量に入手したところで、何ができるとも思えない。学派が警戒することもないはずだが──

　うーん、と考えこんだ葉柄をよそに、茅ヶ沼がぽつりと呟つぶやいた。

「そういや、葉柄ちゃんが強かった、とか聞いた」

「あ？」

「学派の、なんだっけ。トライアルってやつ？　こないだ大おお井い寺でらの連中にも見せちゃってたけどよー、葉柄ちゃん、あの変な力使って地下でケンカしてんだろ？　また近いうちにそのトライアルがあるから、八重垣ちゃんはこっそり準備しておくんだってさ」

　近いうちに、トライアル。

　そんな話は聞いていなかった。

　確かに、いくつかのトライアルは開催時期が決まっていた。年に一度は必ず全学派が顔を揃そろえるようなトライアルもある。だが、それ以外の、つまり通常学派が参加したりしなかったりを決めるようなほとんどのトライアルは、急な沈降試験という形で発令される。あらかじめ知らされていないからこそ、退たい避ひ勧かん告こくというてんやわんやになるわけだ。

　首をひねり、手を止めた葉よう柄へいの下から這はい出しながら、茅ちヶが沼ぬまは不思議そうに聞く。

「なー、あのキラキラ砂とかぴかぴか石とかなにすんの？　目め潰つぶし？」

「……トライアルはケンカじゃねえんだよ。お前は学派をなんだと思ってやがんだ」

「だって、八や重え垣がきちゃんがそう言ってたんだってよー。葉柄ちゃんはなかなかしぶといから、注意しないとだめだって」

「……なんか勘違いしてんだよ、あいつも」

　櫻さくらが何を考えているのか、まったくわからなかった。

　そうして、ふー、と重たい息をついた葉柄の耳に、どこか遠くからだんだん近づいてくる声が聞こえた。「たいへんたいへんたいへーん！」と、ひたすらそれだけをわめいている。あるいは、もしかしたら歌っているのではないか。なかば本気でそう疑い、さらなる深いため息をついた葉柄をよそに「……くーこだ」とオビハラちゃんが呆あきれたような声をあげる。

　離れの障子を開けると、階下では、ちょうど声の主が駆けつけてきたところだった。

　ホワイトパールのチャリをギャリギャリと横倒しにしながら、空くう子こは、遠目にものどちんこが見えそうな勢いで呼ばわった。

「たいへんたいへん!!　葉ちゃんたいへーん！」

「うるせえ聞こえてるよ！　声がでけえ！」

　大変しか言っておらず、いったいなにが大変なのかまったくわからない。

　こっちまで来てちゃんと話せ、とたしなめようとした葉柄に、空子は再び大口を開ける。

「櫻ちゃんが攻めてきた！」

「……は？」

　その直後、西にし春日かすが市しが一つ身み震ぶるいして、道路標示の一部ががしゃんと切り替わった。

　古こ墳ふん近くの電信柱に備え付けのスピーカーが、かしこまった女性の声でがなり始める。そのサイレンとともに、葉柄には、遠くの排気塔がひときわ大きな蒸気を吐き出したのが見えた。





＊＊＊＊　　退　　避　　勧　　告　　＊＊＊＊






　トライアルが、始まろうとしていた。
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　通常のトライアルでは、参加できる学派の「枠」が規定されている。

　正しくは、トライアルによって参加できる学派の数と、各学派が送りこめるペーサーの数が決まっている。

　これはトライアルがスポンサーを募っての懸けん賞しよう演えん算ざんであるためだ。スポーツの賞金レースと同じく「みんなで走れば速くなる」ために最低限必要な学派数が設定されている。またその一方では「参加者が多すぎれば遅くなる」ことを回かい避ひするために参加ペーサーの上限数も設定されている。通常のトライアルの場合、最小学派数は六学派、最大ペーサー数は18名だ。

　とはいえ、例外もある。

　一般的なトライアルの目的は「いち速く解を得よ」だ。基本的にはこれがスポンサーや学派の意向ということになる。難しくて誰だれも解けないような課題を解くための設定だ。

　だが稀まれに、この手の目的とは違ったトライアルがある。

　例えば、スポンサーや学派が特殊な目的のためにトライアルを開催してしまい、参加学派もペーサーも大幅に絞り込まれたりするのだ。そういった場合のスポンサーや学派の意向とは「参加学派のいずれが速いかを決めよ」だったり「参加ペーサーのうち最後に立っている奴やつを決めよ」だったりする。こういう場合は参加学派も少なく「枠」の制限も取り払われることになる。最低の二学派しか登録せず、一対一のタイマン勝負、ということもありえてしまう。

　いわゆる、マッチレースというやつだ。




　櫻さくらが、地下でトライアルの準備をしているらしい──

　そう空くう子こから聞かされて、葉よう柄へいは慌あわてて近くの地下街から直通エレベーターに乗りこんだのだが、これは失敗だったと途中で気がついた。通常は学派で柳りゆう子こあたりに事前注意を受けながらＥＭＤを点さすのだが、直通エレベーターに乗ってしまうとバベロニカ野やまで一気に降下する。

　目から鼻を通して、ＥＭＤの薬液が口までめちゃくちゃ下りてくる。

「……おえ」

　普段の倍ぐらいのにが甘まずいＥＭＤの味を飲み下しながら、視界の端に現れたディープグリーンの表示を確認した。
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「なんだこりゃ？」

　どうも様子がおかしい。

　学派の表示がたった一つだけ、それも嵯さ峨が野の第二分室、八や重え垣がき櫻さくらの⑰しかない。

　空くう子こから連絡を受けてからここに来るまで、十数分そこそこかかっている。トライアルの参加エントリーはとっくに始まっているはずだった。

　巨大なバベロニカ野やは維持費だけでも高くつく。トライアルとなれば、通常、よほどのことがない限り何学派かはすぐにエントリーしてくるはずだ。なのに、このトライアルでは櫻が一人エントリーしているのみで、他の学派は参加する素振りもないようだった。

　──うち以外に十五もある学派が全部回かい避ひ、なんてことあんのかよ？

　そんな葉よう柄へいの疑問は、エレベーターの扉が開くと、よりはっきりとした。

　オーバルトラックの中央あたり、バベロニカ野のど真ん中に、櫻がいた。

「……あいつ、何やってんだ？」

　遠目に見える櫻の装いは、相変わらずの真っ黒いセーラー服だ。白っぽいシリカ砂の上では、その姿はよく目立つ。

　もっとも、その印象は普段とは少し違っていた。

　セーラー服のスカートあたりには、ロッククライミングに使われるようなごついチョークバッグがくくりつけられ、頭には大ぶりの麦わら帽子をのっけている。シリカ砂を無ぶ遠えん慮りよに踏ふみつけている靴は学校指定のローファーで、この前のトライアルでのバカンスじみた格好とはかなりかけ離れている。さすがにこの前のようなパラソルやチェアは持ち込んでいないものの、その足元には、前にも目にした小振りのトランクケースが転がされている。

　そうして八重垣櫻は、一人でセルを撒まいていた。

　チョークバッグに手をつっこみ、中身をつかみだしては、肥料でも撒くかのように無造作にバラ撒いている。その撒き方も大おお雑ざつ把ぱというか適当というか、ちょぼちょぼと鳩はとに餌えさをやるように撒く時もあれば、塩まきが自慢の力士のようにぶん投げている時もある。

　ぱらぱらと舞まい散っていくそれらは、どうやらセルのようだった。バベロニカ野の淡い発光の中で色とりどりの輝かがやきを見せ、シリカ砂の中に沈んでいく。直進したり留まったりする機能しかないごく単純なセルは、そのほとんどが、複雑きわまりないバベロニカ野の「場」の上で回かい折せつを繰り返しつつ、オーバルトラック上にじわじわと流れこんでいく。

　トライアルの開始前だというのに、他学派の姿はどこにも見えない。何度ＥＭＤで確認してみても、やはり一人だった。

　──こんなのでトライアルになんのかよ。

　もしかしたらなにか事情でもあるのか、このままエントリーしてもいいのかどうか迷い、葉柄は思わず声を上げた。

「おい、柳りゆう子こちゃん！　聞こえてるか？」

　その声に反応したように、なぜか葉よう柄へいのＥＭＤにメッセージが投影された。

　空くう子こだった。




　　［Pacer connection ... done >> 日ひ向むかい空子 K.Himukai （西にし春日かすが[image: ]）］

　　［日向[image: ]：はいはーい。柳子ちゃん今ちょっと手が離せないから、あたし替わる！］

　　［箒ほうき場ば[image: ]：お、おい大丈夫か。お前ちゃんと指示できんだろうな？］

　　［日向[image: ]：できますうー！　バリバリやれますうー！　あたしだって学派のねー！］

　　［箒場[image: ]：うるせえわかったよ静かにしろ］




　思わず、う、とのけぞりそうになった葉柄だったが、こういうことは時々あるのだった。

　西にし春日かすが学派の責任者は柳子だが、状況確認ぐらいなら空子でも問題はない。はずだ。

　ほんのりとした不安を感じつつも、葉柄はＥＭＤ越しに訊きいてみる。




　　［箒場[image: ]：八や重え垣がきの奴やつ、なんかぽんぽんセル蒔まいてるぞ。いいのかあれ？］

　　［日向[image: ]：あーあれねー。いっぱい蒔いてるけど、ぜんぶただの誘導セルだって］

　　［箒場[image: ]：ただのって……置いてある誘導セルなんか、バナナの皮と変わらねえぞ］

　　［箒場[image: ]：あんなにコースに蒔いちまったら、まともに進めるわけねえだろ］




　沙さ中ちゆう金きんのような自律したセルとは違い、誘導セルは、セルの進路を変更するために使われる。

　その実体は大きくても仁じん丹たんやＢＢ弾ほどの小さな結晶の粒だ。砂状になっていることもある。複雑なセルにはほとんど影響は出ないような単純なセルが封じ込められ、セルはこの誘導セルに向かおうとしたり、逆に遠ざかろうとしたりする。いわばセルにとって撒まき餌えの一種だ。

　それが全面に撒き散らされたのでは、邪じや魔まどころの話ではない。

「……ったく、とんでもねえ花はな咲さかじじいだな」

　呟つぶやいた葉柄の視線の先では、櫻さくらがチョークバッグをひっくり返してポンポンと叩たたいている。ごついジッパーがちゃらちゃらと鳴り、きらきらと落ちたセルの欠片かけらがその端からバベロニカ野やに消えていく。どうやら、持ってきたセルを全部撒いてしまったようだった。

　それでも飽きたらず、櫻はグラウンドキーパーかなにかのようにすたすたとあっちこっちを歩き回り、首をかしげたりしゃがんだりしている。かと思えば、オーバルトラックに広がっていったセルの配置を見渡して、ふむ、と頷うなずいたりしている。

　時折、スマホかなにかを取り出して、バベロニカ野と見比べている。

　そんな様子を見やりつつ、葉柄はＥＭＤのメッセージを送り続けた。




　　［箒ほうき場ば[image: ]：茅ちヶが沼ぬまとアホ軍団がオビハラちゃんとこでセル買い占めたって聞いたぞ］

　　［箒場[image: ]：……つうか、いまあいつが撒まいてるのがそのセルじゃねえのか？］

　　［日ひ向むかい[image: ]：その話こっちでも聞いたみたい。だからいま柳りゆう子こちゃんが確認してるの］

　　［箒場[image: ]：だいたい、どういう課題を解けって設定なんだよ、このトライアル］

　　［日向[image: ]：えっとねー、お題はオープン。で、スポンサーは嵯さ峨が野の学派だけだって］

　　［日向[image: ]：参加学派ゼロだと不成立だから、途中で差し替えになっちゃうかも］




　思わず、葉よう柄へいは訊きき返してしまった。

「……オープントライアル？　なんでわざわざそんなのを、嵯峨野が主催してんだ？」

　空くう子こからの返答はない。エレベーターホール付近には、学派と連絡を取るためのマイクが仕込まれている。トライアルの事前ブリーフィングで柳子が使っているが、空子はスイッチも入れていないようだった。

　オープントライアルは、いわばベンチマークテストのようなものだ。桁けたの多い素数をたくさん見つけるとか円周率を死ぬほど求めるとかがせいぜいで、問題自体にはたいした意味はない。つまり、その目的は「なんでもいいから一番速い奴やつを決めよう」ということになる。

　差し替えになっても問題ないぐらいの、白紙に近いトライアル。

　バベロニカ野やでは、こうしたオープン課題はあまり見られない。通常の演算では得られない解を得るのがウリのバベロニカ野なのに、ただ学派間での競争のみに賞金を出すようなスポンサーがいるわけがないからだ。実際、この誰だれの得にもならないようなトライアルの舞ぶ台たいを整えたのは、嵯峨野学派だ。協賛者はいなかったことになる。

　意図がまったく読めず唸うなっている葉柄に、空子のメッセージが飛んできた。




　　［日向[image: ]：じゃ葉ちゃん、エントリーするからあとは沙さ中ちゆう金きんとなんとかしてねー］




　突っ伏しそうになった。

　そのあまりにやる気のないメッセージに、葉柄は慌あわてて返答する。




　　［箒場[image: ]：な、なんとかってなんだおい。そんな方針あるか馬鹿、ちゃんとやれ！］

　　［日向[image: ]：だってあたし関係ないんだもん］

　　［日向[image: ]：このトライアルに出られるの、葉ちゃんだけだったもん］

　　［日向[image: ]：こないだも葉ちゃんだけ出てあたしはお留守番だったのに、ずっこい］




「ずっこいって……あのなあ」

　ぶすったれた空子のツラが目に浮かぶようであった。

　またも声に出してしまい、葉よう柄へいはＥＭＤに書き直す。マイクでのやりとりとは違い、いちいちレスポンスを返さないといけないのが面倒くさかった。だが空くう子こを相手にそんなことを言っても仕方ない。虫の居所の悪い空子は、ある意味では茅ちヶが沼ぬまよりも厄介なのだ。




　　［箒ほうき場ば[image: ]：んなこと言ったって、お前は出で禁きん喰くらってんだから仕方ねえだろうがよ］

　　［箒場[image: ]：文句は八や重え垣がきに言えよ、参加条件は嵯さ峨が野の学派の主催が決めてんだし］

　　［箒場[image: ]：いいか？　普段の心がけ次第じゃこんな時もあんだよ、諦あきらめろ］

　　［箒場[image: ]：お前もな、今後はトライアルでブチ切れたりしねえで、ペーサーの自覚］

　　［日ひ向むかい[image: ]：あーあーあー！　うるさーい！　お説教なんか聞こえなーい！］

　　［日向[image: ]：しーらなーいもーん!!］

　　［日向[image: ]：べーだ!!］

　　［Pacer connection ... over］




「……あんにゃろう、完全にヘソ曲げてやがる」

　呆あきれながらも葉柄は、胸元から沙さ中ちゆう金きんを引っぱり出す。クリアイエローの結晶を鎖くさりから外し、じっと透かしてみる。沙中金の内部では回路のような光がぐるぐると回かい折せつしていて、特に変わりはなさそうだった。ぽい、と目の前のシリカ砂に放り出すと、沙中金は結晶の形を崩しながらもずぶずぶと、バベロニカ野やに潜もぐっていく。どうやらちゃんとエントリーされたらしい。

　葉柄は、そんな沙中金の様子をそのまましばらく見つめていた。

　結局トライアルにはエントリーしたものの、方針も何もないままだ。誘導セルでごった返すオーバルトラックを見やり、嘆息する。あのバナナの皮まみれじみたコースを、不器用な沙中金でどうやって乗り切るのかを考えるだけで頭が痛かった。

　それに、マッチレースというのはそもそも実力に差のない同士で初めて成り立つものだ。

「……八重垣と俺で、マッチレースになるわけねえだろうがよ」

　ＥＭＤに⑬の表記が現れたのを確認し、葉柄はバベロニカ野に足を踏ふみ入れた。

　さく、というシリカ砂の感触が靴の裏から伝わってくる。

　そんな葉柄の呟つぶやきが聞こえていたのだろうか。

「おお、葉柄。いいところに来た」

「……よう」

　櫻さくらが、麦わら帽子をひょいと掲げて招いていた。




　　　　　　　　[image: ]　　　　　　　　[image: ]




　珍しく、櫻は少しくたびれたような笑顔を浮かべていた。

「エントリーしてくる学派がいなくて退屈していたところだ」

　櫻さくらの周囲には、さっきまでバラ撒まいていたセルはほとんど残っていなかった。大半はオーバルトラックのコース上に移動してしまって、なにやら形を変えている。

　そんな葉よう柄へいの視線に気付いてか、櫻は肩をすくめて苦笑していた。

「今日も目が緑だな。ＥＭＤで、それほど変わったものが見えるものか？」

　そっちこそ裸眼でよくセルを誘導できるな、と言い返したかったが、すんでのところで我慢した。

「……ＥＭＤは目ん玉の保護にもなるんだよ」

「だが不味まずい。あんな味は口に入れるものとは思えないぞ」

　口をへの字に曲げているところを見ると、相当口に合わないようだ。

「バベロニカ野やの砂は目に入ると痛えぞ。こないだのサングラスでもかけてた方がいいんじゃねえか？」

「せいぜい気をつけるとしよう」

　余裕綽しやく々しやく、といった風情で櫻は頷うなずいた。

　よく見ると周囲のシリカ砂には、細かい模様が浮き上がっている。魔ま法ほう陣じんのように見えるものもあれば、籠かご目めや青せい海がい波はのような意匠に見える部分もある。この間のトライアルでは最後に姿を現したメトセラとかいうセルが、ときどき模様を動かしている。

　さっき櫻が撒まいていたセルは、この模様を描くためのものらしい。

　そういえば、と葉柄は思い出す。

　この間のトライアルでも、櫻はセルを自前で「書いて」いた。このトライアルでも、何かを仕込んでおくつもりだったのかも知れない、と葉柄は思う。

「他学派の参戦を待っていたのだが、さすがに一人ではトライアルにならないのでな。このトライアルは嵯峨野学派うちがホストだったが、差し替えになりそうなら嵯さ峨が野のと私で始めてしまうところだった」

「……そりゃあ、間に合って良かったよ」

　──お前や嵯峨野学派と一対一で勝負したい学派なんて、そうそういるわけねえだろうが。

　とは言えなかった。

　トライアルは、セルの駆けっこだ。だから、駆けっこにおける「序じよ盤ばんのリードを保って最終盤に突入すると有利」だとか「死んだふりだと着拾いには有利」といったセオリーは、そのままトライアルにも通用する。

　だが、それも通常のトライアルでの話だ。二学派だけのマッチレースでは着順もクソもない。そもそも、ベンチマークテストのようなオープントライアルに、そこまでする学派なんているわけがないのだ。

　櫻と、嵯峨野学派を除いては。

　だから葉よう柄へいは、つい訊きいてしまった。

「……なあ八や重え垣がき。このトライアル、なんのために準備してんだ？」

　葉柄の問いかけに、櫻さくらは麦わら帽子をいじくりながら、とぼけたように問い返した。

「なんのために、とは？」

「どこもエントリーしないなら嵯さ峨が野の学派とやるつもりだったっていうけど、オープントライアルなんてそこまでしてやるもんじゃねえだろ。だいいちお前はその嵯峨野学派の所属じゃねえかよ。身内同士じゃ力試しにもならねえ。なんか考えでもあんのかと思ってよ」

「ほう。葉柄にはそう見えるか？」

　葉柄の視線に構うことなく、櫻は空になったチョークバッグを振り回していた。足元に転がしていたトランクケースを蹴けっ飛ばしそうになり「おっと」と避よけたりしている。

　人を食ったようなそんな仕草を見やりながら、葉柄は肩をすくめた。

「……こないだのトライアルは、お前のお披ひ露ろ目めだったんだろ。それが、今度のはなんだ？　オープントライアルなんか可解したとこで、たいして成果にもならねえ。その上、そこにエントリーしてるのがお前や嵯峨野学派みたいな有力どころじゃ、どんな学派だって尻込みするに決まってるだろうが。これじゃ、わざとエントリーさせないようにしてるみたいじゃねえか」

「エントリーするかしないかは各学派の都合だ。規定の賞金を準備して、オープンにしているのだから、そこから先は我々も関知しない。が──」

「……が？」

　訊きき返した葉柄の目の前で、チョークバッグがその動きを止めた。

　気付けば、櫻は澄ました顔で葉柄に微笑ほほえみかけている。

「今回のトライアルに限れば、葉柄の言う通りだ。多くの学派のエントリーを必要としているかというと、確かにその必要はないな」

　端正な口元が遠慮なく崩されて、櫻はにまにまとしている。

　いったいなにが楽しいのか、そんな櫻の様子に、葉柄は眉まゆ根ねを揉もむ。

「……あのなあ。パソコンでシミュレーションやってんじゃねえんだぞ。トライアルやるんだったらオープンじゃなくて、もっと難しいやつをやれよ。これじゃ、お前が一人で演算をやってるのと何も変わらねえ──」

「シミュレーションか。面白い。確かにバベロニカ野やのトライアルは、ある意味ではシミュレーションだ」

　くっくっく、と櫻は笑う。

　いったい今の話のどこがそんなに面白かったのか、葉柄にはまったくわからなかった。

「トライアルがシミュレーションって、どういうことだ？」

「このあいだ話したバベルの図書館を覚えているか？　全ての本が備わった図書館には、実質的に無限の広がりがある、という話だ」

「え？　ああ、なんとなく覚えてるけどよ……」

「バベルの図書館で、ある本を探していたとしよう。ただし、その本自体はすっかり前に失われている。そして、この図書館には同じ本は二冊ない。さて、どうする？」

　急に話を振られても、気の利きいた答えなど返せるわけもない。

　だから葉よう柄へいは、思いついたことをそのまま言った。

「……似た本を探せばいいんじゃねえのか」

「その通りだ」

　そう答えた櫻さくらの笑みに、ぎらりと不穏なものが混じった。

「もし仮にある本が失われたとしても、そこでその本を読むことを諦あきらめてしまうのはもったいない。なぜなら、バベルの図書館にはその本の〝亜種〟──すなわち、別の版が存在しているはずだからだ」

「〝亜種〟……？」

「そうだ。その〝亜種〟は表現が少し書き換えられた程度かも知れないし、どこかに誤植があるのかも知れない。ひょっとしたらページが丸ごと前後していたりもするかも知れない。だが似た内容であるなら、読む分にはさほど問題はないはずだ。こうした〝亜種〟は『厳密には違うがおおむね同じ結果』をもたらすからだ。この意味で、シミュレーションに近い」

「な、なんかよくわかんねえけど……」

　似た本を探してくることと、バベロニカ野やのトライアルは、どっちも似たようなもの、ということなのだろうか──

　なんとかそんな風に理解したところで、葉柄は、突き刺さってくる櫻の視線に気付いた。

　いつのまにか、櫻は笑うのをやめていた。

　薄い刃物のような酷こく薄はくな瞳ひとみが、葉柄をじっと見つめている。うっすらと血の色をした唇と細い顎あご。こいつやっぱり綺き麗れいになってやがる、と葉柄は場違いなことを考えていた。

　そんな葉柄の心境に構うことなく、櫻は話を続ける。

「葉柄。私が西にし春日かすがに臨時編入してきた理由は、覚えているか？」

「五年前の再検証だろ。どうやるんだか知らねえけど」

　そう答えた葉柄に、櫻は頷うなずいてみせる。

「私の目的は、この西春日学派のバベロニカ野だ。五年前のバベロニカ発生と部分可解が、実際にはどういう顚てん末まつになったのかを調べるためにここに来た。父とう様さまは、西春日学派の事故レポートを信じてはいないのでな」

　父様、と櫻に呼ばれた人物のことは、葉柄も少しだけ知っている。

　嵯さ峨が野の学派主席教授、八や重え垣がき善よし衛え。喃なん平ぺいと同じく学派のホープであり、〝お嬢じようさん〟の許嫁いいなずけだったとされる。それまでは西春日学派とも深く交流を持っていたが、五年前の可解事故を境に嵯峨野のバベロニカ野に籠こもり続けているという。

　櫻さくらは、その八や重え垣がき善よし衛え教授の指示に従い、西にし春日かすがにやってきたわけだ。





──墓を暴あばきに来たのだ






　うなだれる葉柄の耳に、櫻の声が容赦なく突き刺さる。

「五年前の可解事故は偶然に起こった、と西春日学派が発表したことはわかっている。だが、そんなことを鵜う吞のみにするわけにはいかない。少なくとも、それでは父とう様さまが納得しない」

「……八重垣教授センセイは、喃なん平ぺいを恨んでるってことか？」

「さあ、どうだろうな。箒ほうき場ば喃平も日ひ向むかいの娘も、生存が絶望視されてから五年経たつ。父様の心境については私の及び知るところではない。ただ父様は、知りたいだけなのだ。あの日、何があったのか。そして箒場喃平の残り半分と日向の娘が、どこへ消えたのか。これが、嵯さ峨が野のと西春日による共同再検証──再現実験の目的だ」

　残り半分。

　その言葉に葉柄が顔を上げると、櫻はまるで予想していたかのように瞳ひとみを伏せていた。

　挑発されていたのかもしれない、と思いながら、葉柄は口を開く。

「……たぶん、調べても何も出ねえよ」

「なぜだ？」

「あいつは、〝お嬢じようさん〟と一緒に、どこかへテレポートしちまったから」

　その葉柄の言葉に、櫻は反応しなかった。口元を固く結んだまま、こちらを見ようともしなかった。

「わかってるよ。テレポートなんてあるわけねえからな。ハナから信じてもらえるなんて思ってねえ。たまたま出てきたバケモノに全部喰くわれちまった、って方がまだありえそうだ」

　苦笑しながら葉柄は、そんな櫻の横顔へ、どこか言い訳がましく言い募っていた。

「でもあいつは、最初から疑似テレポートするって言ってたんだ。それを最後までやり抜いたら、偶然なんとかなっちまっただけで」

「……疑似？」

「ちゃんとしたテレポートじゃねえんだよ。ゲームとかだと、そういうシチュエーションってあるだろ。こっちで死んで、向こうで生き返ればテレポートと一緒、とか言ってたな」

　馬鹿なことを言っている、と自分でも思う。

　五年前から、葉柄はあの出来事についてほとんど話したことはない。被疑者として扱われていた時ですら、たいした説明はできなかった。黙っていたのは、あの事故が恐ろしかったからではない。

　ただ、馬鹿馬鹿しすぎて信じてもらえないと思ったからだ。

　自分でも、信じたくなかったからだ。

「あのバベロニカ解とかいうバケモノは、〝お嬢じようさん〟だ」

　一度口に出したら止まらなくなっていた。

「バベロニカ野やで高飛び工作してるはずが、〝お嬢さん〟がバケモノに変わっちまった。だから、喃なん平ぺいはテレポートで〝お嬢さん〟をどっかに連れてったんだ。あとには何も残らなかった。喃平がどうなったのか、俺は知らねえ。ただ俺が気が付いた時には、喃平も、〝お嬢さん〟も、バベロニカ解とかいうバケモノも、みんなまとめてどっかに消し飛んじまった後だった。俺が見たのはそれだけだ」

　ひと息にまくし立てて、葉よう柄へいは一つ息をついた。

「だから、もうここには何も残ってねえ。喃平のやらかしたトライアルを再現しようったって喃平はもういねえんだぞ。どうあがいたって同じようにはならねえ。そういうこった」

「……果たしてそうかな？」

「なに？」

　訝いぶかる葉柄の目の前で、櫻さくらは足元のトランクケースを拾い上げた。

　スナップ式の掛かけ金がねに手を掛け、ぱちんぱちんと外していく。その指先は細く伸びやかで、さっきまでセルを鷲わし摑づかみにしてぶん投げていたのと同じ手だとはとても思えない。

　そうして、すべての掛金を外し終えた櫻は、ケースをぱかりと開いて見せる。

　革製の内うち張ばりに支えられ、ぎっしりと、大量のセルが詰まっていた。

　手芸用の砂やオモチャのような小さな石ではなく、どれもこれも沙さ中ちゆう金きんほどの大きさがあった。クリアブルー、モスグリーン、ダークパープルにスモークピンク、よくわからないマーブルの模様入り、果てはダイヤモンドにしか見えないものまで。

　ぎらついた内部構造の、ごろごろとした輝かがやきを放っている。

「お、おい、それいったい──」

「どれが必要になるかわからないから、嵯さ峨が野の中じゆうからかき集めてきたのだ。細かいセルは気の良い連中に手伝ってもらえて調達できたが、このサイズはそうはいかないのでな」

　言いつつ櫻は、またもケースからセルを無造作に摑みだし、ぼとぼとと落とす。

「さて、どれぐらいで〝出る〟ものか」

　見たこともない、正多面体かどうかすらよくわからない大振りのセルが、次々と実体からセルオートマトンへと遷せん移いし、オーバルトラックに放たれていった。

　ごく一般的なポリゴン造形のシンプルなものもあれば、一体どれほどの手間を掛けて構成されたのか、もはやペーサーの疑似体と見分けがつかなくなったものまで。いくつも、いくつも、やけくそのように高価なセルが現れては飛んでいく。

　そんな光景を見届けながら、櫻は、葉柄に視線をくれた。

「そうだ、葉柄。礼を言っておこう」

　その表情が少しだけ、嬉うれしそうな色彩を帯びる。

「このオープントライアル、西にし春日かすがが参加してくれなければ他のトライアルに差し替えになるところだった。実を言うと、身内の私と嵯さ峨が野のだけではマッチレース扱いにもならない可能性があったのでな。そうなれば、ここまで好き勝手にはできなかっただろう」

　その時。

　いきなり、バベロニカ野やのドームまでも震ふるわせるような、大音声のサイレンが鳴り響ひびいた。





＊＊＊＊　　緊 急 事 態 発 生　　＊＊＊＊




＊＊＊＊　　緊 急 事 態 発 生　　＊＊＊＊






　耳の痛くなるような警報にも、櫻さくらは動じなかった。

「なるほど、ここで〝出た〟か」

「緊急事態……？　いつもの退たい避ひ勧かん告こくじゃねえのか!?」

　ほう、と他人事のように呟つぶやいている櫻に、葉よう柄へいは怒鳴る。

「どういうつもりだてめえ！」

「いやあこれは予想外。やってしまったな。ただのオープントライアルだったはずだが、どうやら手違いがあったようだ。広大なバベロニカ野やには、まだまだ我々の窺うかがい知らない余地があるらしい。まさか緊急事態が起きるとは、失敗しっぱい」

　ぬけぬけとした櫻の言いぐさに、葉柄は思わず啞あ然ぜんとする。

　その言い様は、どう聞いても反省しているようには聞こえなかった。

　手違いもクソもない。好きなように設定できるトライアルを用意して、好きなようにコースをいじり、ありったけのセルを撒まいたのだ。自分がやりたいことを好き放題にやっておいて、予想外とはどういうことだ。まさかこの状態から、緊急事態とやらの尻ぬぐいを西にし春日かすが学派や葉柄たちにさせるつもりなのか──

　そうして、ここに至ってようやく葉柄は思い当たった。

　緊急事態。

　五年前と同じ。

　再現実験。

「まあ、起こってしまったことは仕方がないとして、だ」

　葉柄は、そんな櫻の言動が、どこか腑ふに落ちるものがあった。頭のどこかでピースがはまったようでもあり、言葉にできなかったものがいきなり形を持っただけという気もする。

　嵯峨野からやってきた臨時編入の櫻がなぜ、アホ軍団や茅ちヶが沼ぬまとあっという間に仲良くなってしまったのか。

「さてこれから、どうしようか？」

　黙っていればお淑しとやかで通るような顔立ちに、櫻は不ふ穏おんな笑みを浮かべていた。

　見た目が台無し、とまではいかないものの無む頓とん着ちやく。

　やりたいことをやりたい放題やらかして、あとは知らん顔。

　そんな、どこか楽しそうな八や重え垣がき櫻さくらに見つめられながら、葉よう柄へいは悟った。




　──こいつも、厄やつ介かい事ごとを起こして笑っている人種だったか。













　　　Sequence　06　　ハイポセシス







　西にし春日かすが学派の寮りようは、どちらかというとカプセルホテルに近い。

　古こ墳ふん脇にある学派の敷しき地ちを通り抜け、奥まったところにある研究棟の一角がそれだ。ビジネスホテルのような小狭いエントランスやクロークにパスを通すと、地下数十階まであるエレベーターのどこの階で下りても、ずらりと並んだドアの並びに圧倒されることになる。

　これらはすべて個室で、どれも同じレイアウトだ。せいぜい三畳ほどの縦長のスペースに、ベッドとシャワー室とトイレと椅子みたいな机があるきりのウナギの寝床である。着工当時の西春日市に大勢あふれていた作業員のために作られた仮かり宿やどであったものが、今では学派関係者が無料で使える泊まり込み先になっている。

　あくまで仮宿の延長だ。ただでさえ狭いのと古いのとに加え、地下にあるおかげで息の詰まるように感じる向きも多い。そのせいか、今では学派内でも利用者はそれほどいない。

　葉柄の部屋は、そんな寮の地下十二階のつきあたり、その端にある。




　ソファがわりのベッドに脚を投げ出したまま、葉よう柄へいはぼんやりと寮りようの天井を見上げていた。

　目を閉じれば、バベロニカ野やでの櫻さくらの姿がまぶたの裏に蘇よみがえってくるような気がして、あまり寝付けなかった。

　だが、いくらこうして目を開けていても、耳を塞ぐことはできない。

『日ひ向むかいの娘は生きている。ただし──』

　櫻の声が、耳から離れない。

『バベロニカ解として、だが』




　　　　　　　　[image: ]　　　　　　　　[image: ]




「再現実験というのは面倒なものだな。失敗した実験の再現ともなれば、なおさらだ」

　バベロニカ野に緊急事態のサイレンの鳴り響ひびく中、櫻は再び、トランクケースから鈍く光るセルを取りだして、ぽとりと足元に落とした。じわじわと、溶けるようにシリカ砂へと沈んでいく。

　そのセルに、葉柄はなぜだか目を奪われる。

　エメラルド色の６面体は、どこかで見たような気がした。

　食いいるような葉柄の視線を一いち瞥べつしただけで、櫻はすぐにセルの行方に目を戻した。

　青せい海がい波はのように単純な、しかし大規模な紋様が大きく広がっていく。あれが、バベロニカ野におけるエメラルド色のセルらしい。

「何かの実験をして、失敗したとしよう。それも、方法や手順は間違っていないのに失敗したとする。こうした場合、失敗の原因はだいたい決まっている。雑だったからだ」

「……雑？」

「そうだ。やり方は間違っていなくとも、雑にやってしまっては望む結果は得られない。五年前の場合、箒ほうき場ば喃なん平ぺいの試みた〝疑似テレポート〟がそれにあたる」

　葉柄の声に頷うなずきながら、櫻はじっと周囲を見回している。

　緊急事態の警告は、まったく気にしていないようだった。

　さっきまでのような、次から次にセルを投入するようなやり方とは明らかに違う。

　一つ一つの手順を確認しながら、自分に言い聞かせるかのように呟つぶやいている。

「ある地点[image: α]からある地点[image: β]へ、人物Ａをテレポートさせるとする。この時に起こることはごく単純だ。地点[image: α]から人物Ａを消去し、地点[image: β]に人物Ａを再現させればいい。ただし、これはかなりの難題だ。地点[image: α]で人物Ａを消去するとして、いったいどんな方法を用いれば人ひとりを消すことができるというのか」

　サイレンと警報がひっきりなしに退たい避ひを呼びかけているが、櫻は相変わらず気にしない。

　その背後では、それまで大量に撒まかれた単純セルが、なにかの形を取り始めていた。

　よく見ると、バベロニカ野やにはセルだけでなくいくつもの地図のような、魔ま法ほう陣じんのような、あるいは単なる落書きのような図形がびっしりと描きこまれている。いつかのトライアルで櫻さくらがメトセラと呼んでいた、あの平べったくも広大なセルが動き回っている。

　図形とメトセラの混成に、じわじわと、もとアクセサリーストーンだったセルが溶け出していくのを見やりながら、櫻は続ける。

「地点[image: β]ではさらに難しい。バベロニカ野の専門家としていかに箒ほうき場ば喃なん平ぺいが優れていようとも、神ではない。ゲームではよくある話だが、人ひとりをまるごと物理的に消したり生み出したりするような雑な方法では、テレポートは不可能だ」

　当たり前じゃねえか、と葉よう柄へいは思う。

　テレポートなんてできるわけない。そんなこと、どんな馬鹿でもわかる。

　普通だったら。

「だが──」

　そこで櫻は息をつき、トランクケースからもう一つ、ブルー系統のセルを摑つかみ出した。

　この間のトライアルで櫻がシリカ砂から引き揚あげていたメトセラは藍あい色いろに近かったが、こちらはもっと単純な青い色が淡い光を帯びている。

　サファイヤ色の、菱ひし形がた４面体。

「それは同時に、〝物理的な方法でなければテレポートはできる〟ということだ」

「……なんだって？」

　ぽい、と無造作に放り出された青いセルは、ネズミ花火のような素早さでくるくると、小さならせんを描きながらどこかへと消えていった。

「バベルの図書館を模しただけあって、バベロニカ野は広大だ。オリジナルの本とは少しずれた〝亜種〟の本が無数に存在するように、ある人物Ａとほぼ等しい人格を持った〝亜種〟のセルも、バベロニカ野のどこかにいる。例えばトライアルでは、バベロニカ野に他学派のセルやペーサーの疑似体が再現されるだろう。あれも〝亜種〟の一種だ。ただの映像配信のように見えるかもしれないが、実際にはシミュレーションだ。ペーサーと似たセルが、離れた学派にいるペーサーやセルの動きを模も倣ほうしている。箒場喃平は、これを利用しようとした」

　言いつつ、櫻はトランクケースのセルをざらざらと引っかき回している。目当てのセルが見当たらないのか、あれでもないこれでもないと取っ替え引っ替えしている。

　やはり、櫻は何かの手順をトレースしているようだった。

　もっともその手順が思惑通りに進行しているのか、葉柄には判別できないのだが。

「地点[image: β]に、人物Ａとほぼ等しいセルＡがいれば、人物Ａは必要ない。つまり肉体を失い、セルとして生きるつもりなら──バベロニカ野限定ではあるが、テレポートは成立できる。これが、五年前の可解事故において、箒場喃平の試みた疑似テレポートだと推測される」

　ふと、葉柄は奇妙なことに気付いた。

　ＥＭＤの表示から⑬と⑰のマークが消え、アスタリスクに塗りつぶされている。




　　［focus level ******］

　　********************************************************************************

　　********************************************************************************




　それだけでなく、フォーカスレベルも未定になった。さらには進行方向を示す矢印すら消えた。

　ただでさえ緊急事態のバベロニカ野やでさらにトラブルがあったのか、と慌あわてて葉よう柄へいはあたりを見渡すが、オーバルトラック全体に広がった大量のセルと奇妙な図形しか見えない。

　訝いぶかしみ、さらに見回そうとした葉柄のＥＭＤに、不意に濃緑の警告色が突き刺さった。

　柳りゆう子こだった。




　　［西にし春日かすが：葉柄！　生きてたら返事しな！］

　　［箒場[image: ]：柳子ちゃんか？　なんだってんだよ、一体！　緊急事態ってなんだ!?　］

　　［西春日：今すぐその場を離れて戻ってくるの！］




「だが、この疑似テレポートが雑だった」

　ＥＭＤを睨にらみながらの葉柄をよそに、櫻さくらは、ようやく一つのセルを摘つまみ上げた。

　とがった菱ひし形がたの、ルビー色の８面体。

「人物Ａと似通ったセルＡ──すなわち人物Ａの〝亜種〟を探し当て、別のバベロニカ野で復元させる。だがそれが仮にできたとして、残った人物Ａはどうなるのだ？　ゲームではないから、残された人物Ａが消滅することもない。つまりバベロニカ野には人物ＡとセルＡが残るわけだが、バベロニカ野はこの人物とセルをどこまで見分けることができるのだ？　バベルの図書館には、巻をまたいだ〝まったく同じ本〟も多く存在する。そしてバベルの図書館の司書は、この違いを把は握あくできないのだ。この問題を、箒ほうき場ば喃なん平ぺいは雑に扱ってしまった」

　櫻は、その鮮やかな血の色をした菱形を、慎重な面持ちで見つめてから。

　ぽとり、と落とした。

　そうして血の色がシリカ砂に溶け始めたとたん、今までとはまったく違う反応が起こった。

「五年前の場合、バベロニカ野は混乱した。バベロニカ野はオリジナルのＡと〝亜種〟のＡ、どちらが解として正しいのか判断できなくなった。こんな状況では、バベロニカ野はまともな結果を返しはしない。場合によってはまったく別の解を探し当て、呼び出してしまう」

　脈動するかのように、どくん、とひとつ図形が波打つ。

　セルと図形は次第に、形を変え始めている。不気味な地じ響ひびきがびりびりとシリカ砂を通して伝わってきて、立っていることが酷ひどく不快だった。

「ただ、厄やつ介かいだったのは──」

　櫻さくらは、その歯並びのいい口元をぞろりと歪ゆがめ、小さく嘲あざ笑わらった。

「この時呼び出された解が、よりにもよって可解不能の〝ハイポセシス〟だったことだ」

　その瞬しゆん間かん。




　　［BABELONICA TRIALS］




　　　　　　　　　　　　（I）　　　　　　　　　　　　　　　⑰

　　　　　　　　　Continuum Hypothesis　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑬




　脚が、降ってきた。

　一抱えもあるような柱が、いきなりオーバルトラックのど真ん中に突き立った。黒光りのする表面には、びっしりと白銀色の毛が生えている。見上げるばかりの節と爪を持った、蜘蛛くもであり蟹かにであり百足むかでのようにも見える〝何か〟の脚。

　いつか見た、あの脚だった。

　ぱらぱらと降ってくるシリカ砂の中、身を伏せながら葉よう柄へいは声を張り上げる。

「何をやりやがった、八や重え垣がき！」

「言っただろう。ただ、再現しただけだ」

　トランクケースをぱたんと閉じた櫻は、頭上に伸びる巨大な脚を見上げ、目を細める。

　天井のドームの中央から、銀色の毛に覆おおわれた蜘蛛の脚が這はい出そうとしていた。

「あれが、日ひ向むかいの娘だ」

　うるるおおおうおおおお、と、一体どこから発声しているのかわからないうめき声のような残響が、緊急事態のサイレンをかき消す。

　だが、櫻の声だけは、葉柄の耳にしっかりと届いていた。

「テレポートを目もく論ろんだ箒ほうき場ば喃なん平ぺいは、自分と日向の娘の〝亜種〟セルを呼び出そうとしたはずだ。だが〝亜種〟の代わりにやってきた〝ハイポセシス〟によって、日向の娘はその肉体を乗っ取られたのだ。肉体とセルという本来不可分のはずの境界を、雑に変容させられた。こうして日向の娘を苗なえ床どこにした〝ハイポセシス〟がバベロニカ野やを崩壊させる寸前、箒場喃平は可解途中のテレポートを敢行したのだ。東アフリカのザンジバラントまで〝ハイポセシス〟を吹き飛ばした。自分自身と、乗っ取られた娘ごとな」

「くそったれ……！」

　その悪態は、櫻に向けたものか、それとも五年前の顚てん末まつに向けたものか。

　誰だれに向けてかわからない苛いら立だちをぶつけるように、葉柄はＥＭＤにメッセージを飛ばす。




　　［箒ほうき場ば[image: ]：やべえりうこちゃんなんかへんなのがでた］

　　［西にし春日かすが：はいはいわかってる！　だからそこを離れな！　今すぐ！］

　　［箒場[image: ]：でもｒｙ子ちゃん　やえがきもいるんあいつはどうすんだ］

　　［西春日：あの子はいいの！　このトライアルのために、嵯さ峨が野のから来たんだから］

　　［箒場[image: ]：いいわけねえだろえらいことになってんぞこんなこと許可したのか!?］




　必死でＥＭＤに目を走らせている葉よう柄へいをちらりと見やっただけで、櫻さくらはふたたび頭上へと目を向けた。

「だが〝ハイポセシス〟はバベロニカ解でありセルの一種だ。セルはテレポートで死んだりはしない。現にこうして〝ハイポセシス〟はまだ、生きている」

「だからって、そんなもんを呼び出してどうしようってんだ、この馬鹿！」

　じっと目を凝こらした櫻の、まるで独り言のような口調が腹立たしくなって、葉柄は怒鳴りながらその方向へと目を向けて。

　声を失った。

　その巨大さと勢いにではなく、あの脚が降ってくれば死ぬかもしれないという恐怖でもなく、ただそのとき見上げた光景に、葉柄は肝きもを潰つぶした。

「〝ハイポセシス〟はまだ、生きている」

　ぞわぞわと、ドームの天井一面に生えつつある蜘蛛くもの脚を見上げたまま、櫻が呟つぶやく。

「かつて取りこんだ日ひ向むかいの娘ごとな」




　　［西春日：櫻ちゃんがここまでやるとは聞いてなかったわよ！］

　　［西春日：一旦バベロニカ野やは全面凍結！　だから、あんたも戻っておいで！］

　　［箒場[image: ]：戻れっていうけど柳りゆう子こちゃん、あんなバケモン放っておくのかよ!?］

　　［西春日：ハイポセシスもセルなんだから、バベロニカ野が止まれば動けないでしょ］




　ＥＭＤの端を流れている柳子のメッセージに気付いて、ようやく我に返った。

「そうは言ってもよ──」

　あまりに気持ち悪い光景を見上げながら、しばし放心していた葉柄だったが、視線を感じて目を戻す。

　櫻が、じっと葉柄を見つめていた。

「葉柄。五年前のテレポートは、お前の手助けによるものだな」

「……だったら、どうだってんだ」

　箒場喃なん平ぺいは保護者のくせに、小学生だった葉柄の手助けがないとまともに生活もできないような奴やつだった。だからあの日も、葉よう柄へいは手伝ったのだ。

　けれどもあの日、転んだ葉柄がやったのは、虎の子のセルをバラ撒まいたことだけだ。

　ただ、最後の力を振り絞った喃なん平ぺいがそのセルを利用した。ほとんど偶然としか言いようのないセルの組み合わせで、自分もろともバベロニカ解を吹き飛ばした。そのことが、部分的な可解と判断されたに過ぎなかった。

　そう聞かされたのは、後の話だ。

「どうもしない。ただ、嵯さ峨が野のにとって、あの可解事故はひどく興味を惹ひかれる話なのだ」

　小さく首を振り、櫻さくらはトランクケースを小脇に抱え、チョークバッグを拾い上げる。

　その表情には、わずかな自じ嘲ちようの色が浮かんでいた。

「百年近く完全可解に至っていない〝ハイポセシス〟を部分的にでも可解したのが、子供が偶然バラ撒いたセルだったのだ。関係学派は悔しくて夜も眠れなかろう。あの日と同じ状況を再現すれば、バベロニカ解を呼び出せば、果たしてどうなるのかと誰だれもが考える」

「勝手なこと言ってんじゃねえ！」

　櫻の訥とつ々とつとした話しぶりに、思わず葉柄は声を荒げた。

「再現実験だか検証だか知らねえけど、そんなことは嵯峨野でやれ！　あれを見ればわかるだろ？　〝お嬢じようさん〟はもう戻ってこねえ。だから、せめてそっとしといてくれってんだ！」

　腹の奥底にこもった怒りを吐き出すたびに、全身が震ふるえるようだった。

「くだらねえ好奇心で、人んちの墓を荒らすような真似をすんじゃねえ……！」

　そんな、祈りにも似た葉柄の気持ちが伝わっていたのかどうか。

「……好奇心？」

　櫻は、意外そうな顔をしていた。

　そうして少し考えてから、薄うす膜まくのような乾ききった声で、はは、と笑う。

「私は、あのバベロニカ解をどうにかして可解したいだけだ」

「なに言ってんだ。五年前だって、お前が可解したようなもんじゃねえか」

「私が？」

「だってそうだろ。沙さ中ちゆう金きんは、お前がくれたセルだぞ……！」

　言いつのる葉柄の剣幕に、す、と櫻は目を逸そらした。

　その仕草に、葉柄は思わず言葉を継ついだ。

「間抜けの俺がすっ転んだせいで、なんもかんもグダグダになっちまったけどよ。でも沙中金は、あの時に唯一生き残ったセルだ。バベロニカ解を可解したのは喃平と、あの時いたセルと、沙中金じゃねえか」

「……そうだ。そのことを思い出すと、夜も眠れない」

　ぽつり、と呟つぶやき、櫻はシリカ砂に目を落とす。

「なぜ、あんなものを渡してしまったのか」

「ならそう言えよ！　沙さ中ちゆう金きんが必要だってんなら、すぐにでも返してやるのに……」

「必要ない」

　顔を上げ、トランクケースを抱え、チョークバッグを手にした櫻さくらは、すたすたと葉よう柄へいの脇を通り過ぎ、エレベーターの前に立った。

「箒ほうき場ば喃なん平ぺいにできて、私や嵯さ峨が野の学派にできない、ということもあるまい。〝ハイポセシス〟は我々が完全可解してみせる。我々なら西にし春日かすが学派と違い、日ひ向むかい教授の娘が取りこまれていたとしても躊ちゆう躇ちよはしない」

　ややあってやってきたケージに乗りこみながら、櫻は言った。

「暴あばいた墓はちゃんと埋め戻しておく。だから案ずることはない」




「後は、私に任せておけばいい」
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　狭いベッドに転がったまま、葉柄は独りごちる。

「……ま、テレポートっていっても、半分だけなんだけどよ」

　今でも思う。

　あの疑似テレポートは、テレポートというよりはコピー＆ペーストだ。櫻に言われるまでもなく、雑なテレポート計画だった。

　だがその疑似テレポートで、喃平は〝ハイポセシス〟を跡形もなく吹っ飛ばしたのだ。

　それも〝ハイポセシス〟だけでなく、自分と〝お嬢じようさん〟も全部まとめて、当時発見されたばかりの原始的なバベロニカ野やにコピー＆ペーストした。東アフリカの川底にあるシリカ砂の集積で、バベロニカ解は泡のように消えたとされる。

　そうして、二人もまた消えていった。

　その片棒は間違いなく、葉柄が担いでいたのだ。

　あの日、葉柄が、喃平と〝お嬢さん〟が逃亡を謀はかろうとするその手助けに向かったことは間違いないのだ。一時は被疑者として拘束され、今でも西にし春日かすが市しから外に出るには監かん視しをつけられる立場だが、葉柄自身そのことに異論はない。

　西春日学派とバベロニカ野に、ずっと留まり続けることが使命だとさえ思っている。

　あのバベロニカ解が〝お嬢さん〟のなれの果てであったとしても、もし仮に、そんな状態で〝お嬢さん〟が生きていたとしても、葉柄には検証するすべはないからだ。

　墓はか守もりのように、ずっとここにいればいい。

　そう思っていたのに。

「……墓守なんてのは、一人でいいんだよ」

　いらいらしている理由は、葉よう柄へいも自覚している。

　予想していたよりも、櫻さくらが踏ふみこんできたからだ。

　事故のことをほじくり返されたぐらいならともかく、まさか再現したうえに可解しようとしているとは思わなかった。

　その櫻は今ごろ、地下で〝ハイポセシス〟の可解準備をしているはずだ。

　今さら帰れと言って聞く奴やつでもない。

　沙さ中ちゆう金きんを返すと言っても、とりあってもらえない。

　薄っぺらい枕に突っ伏したまま、葉柄は深いふかいため息をついた。

「……どうしようもねえだろ」
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　西にし春日かすが市しは、西春日学派の沈降機構によって沈み続けている。

　なぜなら、西春日市はその市域丸ごとの巨大なボウル状の地下空間を有しており、何もせずに放っておくとこの地下、すなわち西春日市全体が浮き上がってしまうからだ。地下都市にとってこうした浮上対策は最大の課題であり、退たい避ひ勧かん告こくはその沈降機構で何かあった際に、予防的な意味で出される──

　ということぐらいは、西春日市民なら誰だれだって知っている。勧告が出ても、あーまたか、ぐらいで、特に気にしない人も多い。

　だが、緊急事態警報となると話は別だ。

　これは要するに「西春日の沈降機構がどっかワヤになるかもしれん」ということだからだ。

　沈降機構の要かなめである周回型排気塔が動かなくなったり、さらにはぶっ倒れたり火災を起こした時に備えて、排気塔の立ち並ぶ外縁部では具体的に避ひ難なん命令が出る。排気塔が横断する河か川せん敷しきの周囲でも、河川が分断されて洪水になる可能性があるために、市の職員が総出でお年寄りを集会所まで送っていったりしている。オフィスは最低限の出社にとどめられ、店舗も公共施設も軒並みシャッターが降り、西春日駅では改札が閉まってトラムが止まる。

　早い話が、台風が来たときのような騒さわぎになるのだ。




　昼下がりである。

　緊急事態警報が出た翌日は、どこの公共施設も午前中で終了になる。

　なぜ午前だけかというと、この緊急事態警報は再び出ることがあるからだ。台風がいったん過ぎ去った後に、進路を変えて再上陸するのとちょっと似ている。そうした事態に備えて、緊急事態警報が出た翌日は全員の無事を確認してから念のため自宅待機、ということが多い。

　西春日学派附属高校も例に漏れず、午後からは休校になった。

　のだが。

「風呂に洗面器を浮かべたら、ぷかぷか浮くだろ。それと同じだ」

「それ、どういうこと？　西にし春日かすがは水に浮いてないじゃない」

「どんなに硬い岩がん盤ばんでも、でかい視点で見れば砂や泥と変わらねえんだよ」

　屋上の鉄柵に寄りかかり、オレンジジュースのパックに口を付けている千ち巻まきに答えながら、葉よう柄へいはうんざりと目を瞬しばたたかせていた。

　頭上からはさんさんと陽光が降り注ぎ、屋上にひしめくソーラーパネルはいつもと変わらずぎらぎらと発電を続けている。これだけ反射していると、本当にエネルギーを変換できているのか疑わしくなってくる眩まぶしさである。

　ソーラーパネルの影からは、いつものサンダルがのぞいている。茅ちヶが沼ぬまだ。今日は腹話術もせず「ちげーし。まじちげーし」と、時々言い訳じみた寝言が聞こえてくる。朝早くから登校したせいで寝不足らしい。この男、どういうわけか台風や緊急事態警報の次の日はちゃんと朝から学校に来るのだ。このあたりどういう価値基準なのか、葉柄には理解できない。

　鉄柵の向こうをたいして面白くもなさそうに見やっている千巻に目を戻し、葉柄は続けた。

「ヒマラヤのてっぺんに海の底の化石があったりすんだろ。地下鉄だろうと核シェルターだろうと都市だろうと、何千年か何万年かすればいつか必ず地上に露ろ出しゆつする。地下の空間建築物ってのは、時間をおくと勝手に浮いちまうんだとよ」

「ふーん」

「この地下空間──洗面器を沈んだままにする方法は多くねえ。重りを載のっけるか、それか洗面器を回転させて、コマみたいに周囲を削り飛ばしちまうかだ。で、学派は後者を取った。コマっていっても、外側だけ回してるからな。都市丸ごと回すよりは知恵を使ったってわけだ。ただ、あんまりでかく作っちまったから、なにかの弾みでトラブったらあっちこっちが浮き始める。これが、いつもの退たい避ひ勧かん告こくってやつだ」

「へーえ」

　一応学派に所属している葉柄は、警報が出たら急いで自宅に戻って待機することになっている。もっとも葉柄の場合は危険に備えてというよりは、緊急のトライアルに備えてだ。たとえ控えのペーサーであっても、メインペーサーが何かの理由で遅れた場合に備えるためだ。

　そんなわけで、葉柄は授業が終わるとすぐに帰り支度をしていたのだが、どういうわけか千巻にとっつかまり、そのまま屋上まで引きずってこられたのだった。

　また茅ヶ沼あたりが騒さわぎでも起こしたのかと思っていたら、そうではなくて「緊急事態警報ってなに？」という説明を求められ──というあたりで冒頭に戻る。

　茅ヶ沼がぐーすか寝こけている隣となりで、なにゆえ今ごろ西春日市の沈降機構について説明することになっているのか、葉柄にはちょっとそこがわからない。

　そのうえ当の千巻は別のことでも考えているかのような生返事で、葉柄もさすがにひとこと言いたくなるというものだ。

「千ち巻まき、お前なあ。さっきからふーんとかへーえとか、ちゃんと聞いてんのか？」

「聞いてるわよ。私が教えてって頼んだんだから。でもさあ」

「なんだよ」

「ちょっと、思ってたのと違うなって」

　空になったオレンジのパックをぺこぺこ言わせながら、千巻はどこかあてが外れたような、浮かない顔をしている。

「西にし春日かすがの外側をぐるぐるさせてるだけ？　学派ってそんなもんなの？　もっと凄すごいことやってるのかと思った」

「んなこといったら宇宙ロケットは花火だし、ダムは水たまりだろ。やってることは単純なんだよ。ただ規模がめちゃくちゃでかいだけ。大規模研究所ってのはどこもそんなもんだ」

「ふーん」

　西春日市は、シンプルに言えばただのコマだ。安定性があり、地震に強く、でかいコマ。

　ただしこのコマは、外側だけが回転している。

　その原動力は、バベロニカ野やだ。バベロニカ野で生成されたシリカ砂が、地下都市のボウル状の外がい殻かくと外縁部の間を旋回していく。これにより、西春日市はさながら「外側だけが回転するコマ」のように沈降し続け、浮上せずに留まり続けることができる。

「でも、それってバベロニカ野っていうのになにかあったら、大変ってことでしょ？　ふだん退たい避ひ勧かん告こくがポンポン出てるのって、そこで毎回トラブってるわけ？」

「まあ、そういうこった」

「……西春日って、そんな危ないとこだったの？」

「実際はそれほどのこっちゃねえよ。バベロニカ野が止まったぐらいじゃ、西春日が年に何十センチか浮いてくだけだ。外縁部が壊れてなけりゃあバベロニカ野が動けばまた元に戻る」

「それじゃ、今回の緊急事態ってのは？　大丈夫なの？」

「……わかんねえ」

　まさか『地下で蜘蛛くもの脚がうじゃうじゃ湧いててバベロニカ野がぶっ壊れそう』とは言えず、葉よう柄へいは思わず言葉を濁にごした。

「今のバベロニカ野は、ちょっと難しいことをやろうとしすぎて、変なのを呼び出しちまったんだよ。なんとかリセットしようとしてるけど、その間にバベロニカ野がいつもみたいに回転できねえっていうか、まあ、掘り過ぎちまう可能性があってよ」

　これはまんざら噓うそではない。

　西春日市が沈降する速度は、バベロニカ野によって調整されている。トライアルの頻度と難易度によって、シリカ砂の生成量をコントロールしているからだ。

　なので、可解不能に近い超難問──バベロニカ解のような存在がトライアルの途中で現れた場合は、シリカ砂の生成も不規則になる。放っておけば、西にし春日かすがの外がい殻かくである半球状沈降機構は大深度地下の圧力にあっさり押し潰つぶされ、大きな打撃を受ける。

　だが、今回はそれよりも〝ハイポセシス〟自体が問題なのだ。

　なにしろあの正体不明の蜘蛛くもの脚は、でかくて暴れる上にいくらでも増える。

　ただし五年前と違うのは、このバベロニカ解のトライアルが意図的に引き起こされたという点だ。つまり、一時的に凍結され、中断されたあと、いつ再開させるかもまたコントロールできるということだ。

　再開日時は、本日これから。

「じゃあ葉よう柄へいも、その手伝いってわけ？」

「俺は自宅待機。早く寮りように戻らねえとまずいってのに、お前が来いっていうからこうして付き合ってんじゃねえか」

「ふーん。忙しいのに連れてきちゃって、悪かったわね」

「……ま、俺は補欠のペーサーだからな。学派には空くう子こが詰めてっから、手が足りなくなった時に居りゃあいいんだよ。今回は西春日学派全体が嵯さ峨が野の学派の手伝いみたいなもんだし」

「ふーん」

「おい千ち巻まき。さっきからその、ふーん、ってのはなんだよ」

　もう何度目かわからない千巻の返答に、いい加減文句の一つも言っておくかと水を向けたのだが、千巻は慌あわてることもなく葉柄の目をじっと見つめた。

「あんたがそんな他人ひと事ごとみたいに言うのって、珍しいなって」

「他人事？」

　千巻は口が立つ。茅ちヶが沼ぬまはいつでもボロカスに言われているし、葉柄も千巻に口で勝てたためしはない。なので、てっきり葉柄が軽くいなされて終わりだと思っていたのだが、どうも風向きがいつもと違う。

　オレンジジュースのパックをひねり潰つぶしながら、千巻はちらりとソーラーパネルを窺うかがう。

「だって、緊急事態だーってサイレン鳴ってるのに、当事者のあんたがぼーっとしてるなんて誰だれだって変だと思うでしょ。チガの時と大違いじゃない。みんながあんなの放っとけって思ってても、あんただけはなんだかんだ言って突っこんで行くのに」

「あ、あれは、湧ゆう子こさんに頼まれてるから仕方ねえだろ」

「その湧子さんに、八や重え垣がきさんのことも頼まれたんじゃなかったの？　あの子、今日も学校来てないみたいだけど。学派のお客さんなのに、こんな緊急事態で放ったらかしてていいの？」

「そんなわけねえだろ。それどころかあいつは今、地下で──」

　バベロニカ解を相手に立ち回るつもりだ、とはさすがに言えなかったが。

　そしてこの時になって、葉柄はようやく、千巻の「ふーん」の正体に気が付いた。

「ふーん。そうなんだ。八重垣さん、学派にいるのね」

　どうやら、千ち巻まきは櫻さくらのことを心配しているらしい。なにしろ櫻がやってきた時も、大おお井い寺でらの連中とウロウロしていた時も、千巻はちょくちょく顔をあわせていたのだ。

　千巻には、葉よう柄へいが櫻のことを放置しているように見え、それが気にくわないようだった。

　面倒見の良さもここまで来れば厄やつ介かいだ。

　警報の翌日なのにこんな所まで引っぱり出された時点で怪しむべきだった、と今さらながら後悔しつつ、葉柄はなんとか言葉を選ぶ。

「……八や重え垣がきには学派が絡んでっから、俺がサポートしてやれる範はん囲いなんて限られてんだよ。茅ちヶが沼ぬまみてえなただの揉もめ事ごととはわけが違うだろうが」

「それ、もしかして、八重垣さんは逃げられないってこと？」

　ぎくりとした。

「……地下で変なのを呼び出しちまったって言ったろ。八重垣が自分で呼び出しやがったんだから、自分でなんとかするつもりなんだろ」

「なんとかならなかったら？」

「自業自得じゃねえか、そんなもん」

「手助けしてあげないんだ？」

「……必要ねえからだよ。あいつが、必要ねえって言ったんだ！」

　覗のぞきこむような千巻の視線に耐えられずに、葉柄は思わず語気を強めた。ちょっとつっつかれただけでこれほど感情が乱れるとは思わなかったが、止まらなかった。

　そうだ。

　地下で〝ハイポセシス〟が現れてからずっと、葉柄はイライラしていた。

「八重垣はな、俺なんかよりもよっぽど優秀なペーサーなんだよ。あいつには手助けなんかいらねえ。だからおとなしくしてんだ。そりゃ面白くねえよ。引っかき回すだけ引っかき回して、こっちは完全に置いてけぼりだからな。だけど、嵯さ峨が野のと八重垣が自分たちだけでやるって言ってんだ。指くわえて見てろってんだから知ったことかよ……!!」

　本当は、なんらかのサポートをするべきなのだと葉柄は思う。

　なにしろ相手はわけのわからない蜘蛛くもの脚で、その実体はほとんど可解不能の〝ハイポセシス〟だ。五年前のトレースとはいえ、今回は箒ほうき場ば喃なん平ぺいの疑似テレポートなる離はなれ業わざは期待できない。言い換えれば、五年前と同じ部分可解に至るかどうかは不明なのだ。セルでもペーサーでも、手数は多い方がいいに決まっている。

　だが、沈降機構責任者の日ひ向むかい柳りゆう子こは、西にし春日かすが学派による介入を一切認めなかった。

『いざとなったら、バベロニカ野やを放棄する必要があるからね』

　万が一〝ハイポセシス〟のトレース可解に失敗したら、西春日のバベロニカ野は外部から充じゆう塡てん物ぶつを注入し、物理的に閉鎖されることになっている──というのが柳子の説明だった。

　今回の共同検証で、西春日学派と櫻が八重垣教授から託されたのは三点。〝ハイポセシス〟の可解性検証と、箒ほうき場ば喃なん平ぺい及び〝お嬢じようさん〟の予後確認だ。けれどもバベロニカ野やを放棄した場合、目的はなに一つ果たされないまま終わる。それどころか充塡物注入のタイミングによっては、地下にいるペーサーの安全も保証できない。

　犠ぎ牲せいは少ない方がいい、ということだ。

　そのことを考えるたびに、葉よう柄へいの中で、煮えたぎったものが高まっていく。

「だいたい、いくら柳りゆう子こちゃんや学派が容認してるからって、ただの好奇心で好き勝手やられたんじゃたまらねえんだよ。八や重え垣がきのやつ、見た目と違って中身はもうめちゃくちゃだ。あんなのどこの学派にだっていやしねえ。あれじゃまるで──」

「まるで？」

　──まるで、喃平と同じじゃねえか。

　はーっ、と大きなため息をついて、葉柄は肚はらの底あたりに溜たまったマグマを逃がす。

　そんな葉柄を見やりながら、千ち巻まきはちょっと首をかしげた。

「好奇心で好き勝手してめちゃくちゃ、ねえ……チガじゃあるまいし、そんなことするような子には見えなかったけど」

「……あいつは、大おお井い寺でらのアホ軍団とあんま変わらねえよ。道理で、あのアホどもがおとなしく一緒に遊んでたわけだ」

　言いつつ、葉柄は鉄柵の向こうを見やった。

　校門を少し離れた駄菓子屋の角に、チャリを停とめているエンドーがいた。店先のアイスケースのそばには、カップアイスを品定めしているハーマンのひときわでかい煙突頭。

　そしてずっと遠巻きに見守るようにして、アホ軍団も数名。

「あの大井寺の人たち、八重垣さんに挨拶に来たんだって」

　クラスの子から聞いた話だけど、と前置きしつつ千巻曰いわく、今朝になってアホ軍団の一部の連中に、櫻さくらから「臨時編入が終わった。世話になった」とメールがあったそうな。

　なので、様子を見に来たという。

「アホ軍団はともかく、ハーマンまでどうしたんだよ。あいつは八重垣のパシリやってたわけじゃねえだろうに」

「気が合ったんじゃないの？　だってほら、八重垣さんってちょっとおっさんくさいし」

　千巻曰く、櫻の席はもう、クラスにもないらしい。昨日のうちに、すべて引き払っているという。

　臨時編入が終わった、というのは葉柄も初めて聞いた。だが、そういう事もあるのかも知れないな、とも思う。なにしろ今日予定されている〝ハイポセシス〟とのトライアルいかんでは、学校どころか西にし春日かすが市自体が沈んだり浮いたりしかねない。

　それどころか、櫻自身の身すら危ういというのに──

　その時、ふいに「なあー」と猫のような声がソーラーパネルのあたりから上がった。

　もちろん茅ちヶが沼ぬまだった。いつの間に起きていたのか、おめでたい金髪と赤いシャツがパネルの下からごそごそと這はい出てきた。

　妙なあくびだな、と無視していたら茅ヶ沼はまた「なあー」と鳴いた。

「なあなあー。葉ようちゃんよー。一つ聞きたいんだけどさー」

　あくびでも鳴き声でもなかったらしい、と呆あきれている葉よう柄へいの前まで這はってきて、ほっぺたのあたりについた寝跡をぽりぽりとかきながら、茅ヶ沼は「あふ」と小さなあくびを漏らした。

　そうして茅ヶ沼は、ぺたんとあぐらをかいたまま、葉柄を見上げた。

「葉ちゃんさあ、八や重え垣がきちゃんのこと、見捨てんの？」

「……見捨てる？」

　どうやら、さっきの葉柄と千ち巻まきのやりとりを聞いていたらしい。

　またもじわじわと肚はらのあたりに溜たまってくるものを無視しつつ、葉柄は嚙かんで含めるように言い渡す。

「なに言ってんだお前。さっき千巻にも言ったけどな、そもそもあいつは俺より優秀なの。見捨てるもなにもねえよ」

「それってさー、八重垣ちゃんは賢いから放っておいてもオッケーつうこと？」

「……まあ、そうだよ」

「そんじゃあさ」

　寝ぼけ眼をこすりながら、アホの見本のようにダレきった態度のまま。

　ほんの少し上目遣いで、茅ヶ沼は葉柄を見上げた。

「そんじゃ、葉ちゃんはおれが賢かったら、見捨てんのか？」

「…………」

「おれ、賢かったらアホ軍団と揉もめて死にそうになってても、放っておかれんの？」

　茅ヶ沼にしては珍しく、まともなことを喋しやべる。

　千巻にまで凝ぎよう視しされながら、葉柄は必死で言葉を探した。

「……お前が賢い奴やつならアホとは揉めねえし、湧ゆう子こさんは面倒見ろなんて言わねえだろうよ」

「でもさあ、その日ひ向むかいセンパイは八重垣ちゃんの面倒見ろって言ったんじゃねーの？」

　痛いところを突かれて、一いつ瞬しゆん、葉柄は押し黙った。

「……湧子さんのお願いは学校限定に決まってんだろ。学派の仕事とアホ軍団のケンカを一緒にすんな馬鹿」

「えー？　だってよー、葉ちゃんあの変な力使って駆けっこやってんだろ？　ケンカよりよっぽどえぐいじゃねーの。一人で大丈夫だっていうんでもよー、別に手伝ってやったらいいじゃん。加勢は多い方がラクにボコれるんだしさー」

　どうやら茅ヶ沼は、トライアルやバベロニカ野やを闘技場か何かと勘違いしているらしい。

　いや、正しくは、これは勘違いですらない。なにしろ普段の葉柄は、茅ヶ沼相手に学派の話はあんまりしない。学校の授業すらろくに起きていられないこのアホに、バベロニカ野や演算だのセルだのを理解させるのは無理だからだ。

　もっとも、茅ちヶが沼ぬまはアホだし価値観常識社会性その他の知性がごっそり欠如してはいるが、地の頭が悪いわけではない。言うことそのものは、それなりに理屈が通っているのが腹立たしい。それどころかこの手のアホは、時々恐ろしいぐらい正しいことを言う。

　なぜならアホは、相手を見て態度を決めるからだ。相手の弱点を本能で嗅かぎつける。

「葉ちゃんさー、八や重え垣がきちゃんに対してはなんかひねくれてねえ？　日ひ向むかいセンパイには従うくせによー、あの子は賢いから放っといてもいいってのはヘンじゃねえの？」

　今もっとも弱いところを茅ヶ沼に突かれ、葉よう柄へいはぐっと下唇を嚙かんだ。

「うるせえ黙れ馬鹿」

「まーなー。おれは馬鹿だけどさー、でもさー葉ちゃん」

　そんな葉柄の、心底苦しそうな表情を読み取ったのだろうか。

　茅ヶ沼は整っていることだけが自慢の顔を、へろへろへろ、と下品に崩し、普段通りの、アホっぽさ満まん載さいのツラでのたまった。

「女の子ってのは、頭の良し悪し関係ねーぞ」

　地獄の釜かまが割れたような嘆息を漏らしつつ、葉柄は眉み間けんを揉んだ。

「お前、八重垣が女の子って、あのなあ……」

「ちげーの？」

「……おめーの話をまともに聞いた、俺が馬鹿だったよ」

　茅ヶ沼の言うことには、反論の余地はたくさんあった。

　だいたい茅ヶ沼は、バベロニカ野のことをなにひとつ知らないくせにヘラヘラそれらしいことを喋っているだけだ。つまりこれは、いつか櫻さくらの言っていた『雑な話』だ。真に受けなければならない理由はほとんどない。葉柄は心の底からそう思う。

　本当の本当にそう思う。

　だが、うーんと一つ伸びをした葉柄に、千ち巻まきが声を掛けてきた。

「行くんだ？」

「おう」

　どこに、とまでは聞かなかったが、千巻はきっとわかっている。

　ムカつくことに、茅ヶ沼までがひらひらと手を振って、葉柄を送り出していた。

「「いってらっしゃーい」」




　　　　　　　　[image: ]　　　　　　　　[image: ]




　エレベーターでバベロニカ野やに降り立った時点では、勝機があった。

　少なくとも嵯さ峨が野の学派と八や重え垣がき櫻さくらは、そう確信していた。




　バベロニカ解のトライアルは、ごくシンプルなレギュレーションだ。

　これは通常のトライアルやオープントライアルとは違い、特定のバベロニカ解が発生したときにのみ現れる。可解対象にヒルベルト難題が設定されているため「ここまで来ればゴール」のような可解点は存在しない。したがって順位という概念もないし、レース型演算で用いられるようなオーバルトラックは意味を成さなくなる。

　可解条件は、対象のバベロニカ解を可解するか、もしくは実体の破は壊かいのみだ。ただし、そもそもバベロニカ解は難題だ。複雑すぎたりバベロニカ野やでは表現しきれなかったりすることがほとんどなので、実質的には物理フィードバックによる破壊が目的となる。

　つまり、ステゴロかつガチンコの、直接戦闘だ。

　今回はそのバベロニカ解の名称から、ハイポセシス・トライアルと冠された。

　このハイポセシス・トライアルには櫻以外に三つの学派が参戦を希望していた。

　佐さ保ほ浦うら学派の騎士ナイト、武蔵むさし野の学派の紳士ジエントル、常陸ひたち座ざ学派の盾シールド。いずれも、以前に櫻とトライアルを共にした学派だ。あのトライアルにいた他の学派、因いん幡ば砂さ学派の兎ラビツトや菱ひし賛さん生せい学派の砲塔カノンは辞退した。〝ハイポセシス〟の脚はどこからでも生えてくる。セルやペーサーにも、不意の一いち撃げきに備えた耐久性や敏びん捷しよう性せいがないと、あっという間に破壊されてしまうからだ。

　西にし春日かすが学派からも、参戦はなかった。メインペーサーが処分中である上に、自前のバベロニカ野に〝ハイポセシス〟が発生しているのだからそれどころではない、サポートに徹したい、というのが理由だった。

　それ以外の学派は名乗りすらあげず、静観する構えのようだった。

　これは、絶対的に正しい判断だった、と櫻は思う。

　トライアルでは、参戦後の離脱はいつでもできる。途中参加も可能だ。だがセルが破は壊かいされた場合は通常のトライアルと同様、セルが全損する可能性もある。これまで何十年もかけて育てたセルの血筋を、むざむざと危険にさらす学派はそうはいない。

　その意味では、このトライアルに参戦した学派は、相当の危険を冒したことになる。

　もちろん彼らにも、そろ相応の目的があってのことだ。

　なにしろバベロニカ解は極めつけの難題揃ぞろいなのだ。中でもヒルベルト難題の第一として悪名高い〝連続体仮説コンテイニユアム・ハイポセシス〟を可解できる機会があるとなれば、ほとんどの学派が目の色を変える。多少のリスクは覚悟してでも参加したい、せめてその場に立ち会いたい、と考えたとしても無理はない。

　しかも、非公式ではあるが嵯峨野学派のサポートを得ている八重垣櫻と、そのセルの実力を目の当たりにした者なら──もしかしたら、という希望を持ってしまったのかも知れない。

　欲に目がくらんだ、という言い方もできる。

　結果だけを見れば、そうだ。




　白銀色の蜘蛛くもの脚が、水平に飛んできた。

「メトセラ、フィードバックだ！」

　さっきまで何もなかったはずの空間に、いつの間にかシリカ砂の山が盛り上がっていた。蜘蛛の脚は、そこを足がかりに「生えて」きたらしかった。ドーム直上から降ってくる柱状大型の脚と、バベロニカ野やから湧き出してくる樹木ほどの小型の脚に気を取られていたせいで、櫻さくらの反応がわずかに遅れた。

　それでもメトセラは間かん髪はつを入れず呼応し、瞬しゆん時じに発生した物理フィードバックが見えない壁を櫻の眼前に形作る。

　衝しよう突とつの瞬間、櫻には、不可視のはずのフィードバックが六角形にたわんだのが見えた。

　その直後、櫻の寸前に迫った〝ハイポセシス〟の爪先が、耳みみ障ざわりな金属音をあげながら逸それていった。反射的に腕でかばった櫻の視界を白銀の剛毛がぴしぴしと撫なで、そのうちの何本かが制服の裾を裂いていく。

　もちろん、櫻はそのまま吹っ飛ばされた。

　ちょっとした棒高跳びほどの高さから落ち、そのままごろごろごろと転がったところでようやく止まった。

　ふらつきながらもなんとか身体を起こし、櫻は自分のいたあたりを確認する。

「……武蔵野ジエントルめ、離脱したか」

　脚に殴り飛ばされる寸前までいたはずの、カイゼル髭ひげのスーツ姿は影も形も見えなかった。

　ぺっ、ぺっ、とシリカ砂混じりのつばを吐き出しながら、櫻は苦々しい気分で口元を拭う。

「こんなことになるなら、参戦はすべて断っておくべきだったな」

　どうやら〝ハイポセシス〟の脚が横から出てきた時に、武蔵むさし野の学派の紳士ジエントルは緊急離脱したらしかった。櫻がそうだったように、物理フィードバックの展開が遅れたのだろう。慌あわてた紳士が逃げたのか、それとも間に合わないと判断した学派が強制的に離脱させたのかは窺うかがい知れないが、背後を任せていた櫻はたまったものではない。

　吹っ飛ばされた距離だけでもかなりあった。〝ハイポセシス〟に削られてほとんど減げん衰すいしたとはいえ、物理フィードバックで保護していなければ大怪我をしていたところだ。

　そうしてくらくらと頭を振っている櫻の足元に、ころころと転がってくるものがあった。

　一抱えほどの、小さな盾を模した疑似体。その表面には埴はに輪わのような顔が彫刻レリーフで刻まれているが、ところどころ欠けたようにボロボロになっている。

　常陸ひたち座ざ学派の盾シールドだった。

「嵯さ峨が野のの。ここらでワシらも撤退せんか。もう限界じゃい」

　いつもなら壁ほどの大きさを誇っていた盾シールドの疑似体は、もはや見る影もなく縮んでいた。人型を取っていないぶん、やはり回かい避ひが遅れるのだ。ごろごろ転がっていれば直上からの大型の脚は避よけられるが、続けざまに湧いてきた小型の脚はどうしようもない。何度も突き刺され、削られるたびにどんどん小さくなって、今では普通のマンホールぐらいになってしまった。

　それでも見知った顔が無事であることに、櫻さくらは安あん堵どする。

「常陸ひたち座ざか。佐保浦ナイトはどうした？」

「保もたんかった。足を取られたところをでかいのでやられては、どうもならん」

　佐さ保ほ浦うら学派の騎士ナイトは、その疑似体にも傾向が現れているように、耐久性という点では参戦ペーサーでも随ずい一いちだった。だがその自信もむなしく、早々に突き飛ばされたところを天井から降ってきた脚に踏ふみ潰つぶされたらしい。

　騎士ナイトがやられた、というあたりを見やれば、ひときわ大きな蜘蛛くもの脚がシリカ砂に突き刺さったまま居座っている。ずずず、と時々身動きしようとしているがうまくいかないらしく、周囲に小さな脚が生えては大きな脚を引っこ抜こうとしていた。おかげで櫻や盾の周囲からも、小さな脚の気配が消えている。

　小さく息をつきながら、櫻は訊きいた。

「では、離脱は間に合わなかったのか？」

「わからん。疑似体が潰されるようなダメージなんぞ、まともに喰くらえば命にかかわるわ。そのままペーサーにフィードバックされたりはせんと思うが」

　つまり、もはや櫻以外に健在なのは小さくなった盾シールドだけということだ。

　ころころとその場に小さく円を描きながら、盾が半分呆あきれたように呟つぶやく。

「ちいと夢を見てしもうたけど、やっぱり〝ハイポセシス〟よな。あの実体、いったいどこから調達したのか知らんがどえらいパワーをしとる。佐保浦の装甲が紙のようだったわい。おまけに後から後から湧いてきよるし、とんでもねえバケモンよ」

「…………」

「なあ、嵯さ峨が野のの。ここらが潮時じゃ。これ以上粘ると本当に逃げられなくなるぞ」

「なに、それなら大丈夫だ、常陸座」

　心配そうな盾に、櫻はきっぱりと言い放った。

「元から私は直接戦闘は得意ではない。不利は承知している」

「そ、それじゃ、なんであんなバケモンを相手にしとるんじゃい……？」

「いかなバベロニカ解のトライアルとはいえ、あくまで演算だ。直接戦闘で実体を倒すことだけが目的ではないはずだ」

「嵯峨野の……ひょっとしてお前さん、なにかえらいことを考えとりゃせんか？」

「ははは、当たりだ」

　ころころと、まるで慌あわてたように転がる盾の姿が面白くて、櫻は思わず笑ってしまった。

　そうして、ここまで共闘してくれた盾にとっておきの内緒話を打ち明ける。

「〝ハイポセシス〟の元になった連続体仮説コンテイニユアム・ハイポセシスを、自力で可解すればいい」

「なんとまあ……」

　表面の埴はに輪わ顔がおのレリーフがこんなに便利であったことはない、と言わんばかりに絶句して、盾はしばらく転がることも忘れていた。

　ややあって盾は櫻さくらを見上げ、告げた。

「ならば嵯さ峨が野のの。悪いが、ワシはここまでしか力になれん。離脱させてもらうぞ」

　その時の櫻には、盾に刻まれた埴輪の顔が、少しだけすまなそうに見えた。

「達者でな」

「ありがとう」

　櫻が礼を言い終えた瞬しゆん間かん、バラバラバラ、と盾の姿がパズルのように砕けて消えた。盾のセルだったものがいくつものピカピカした格子模様となって弾はじけ、蜘蛛くもの脚ででこぼこになったバベロニカ野やを彷徨さまようようにすっ飛んでいく。

　しばらく櫻はそれらのセルを見送っていたが、その輝かがやきも、やがて消えた。

　ずずん、と少し離れたところに脚が降っていた。

　騎士ナイトを潰つぶした奴やつはいつの間にか引き揚あげられ、ドームの天頂にひときわ目立って折りたたまれていた。その他にも幾つもの脚が折りたたまれ、そのうちいくつかはその爪先を櫻に向けている。その脚がすぐに飛んでこないのは、これまで櫻とメトセラによって弾き飛ばされ、何本かを失ったせいだろうか。

　脚が畳まれる際にすくい上げられたシリカ砂が、ばらばらと、絶え間なく降ってくる。

　今にも向かってきそうな脚から目を背け、櫻はバベロニカ野をよろよろと走った。バベロニカ野のあちこちにいるメトセラを、少しだけでも防御のためにかき集めておかないとこの先はおぼつかない。そうしてわずかなあいだ、防御が足りずに潰された騎士ナイトの無事を祈る。

　祈りながらも櫻は思う。

　やはり、他学派の参戦は断るべきだった。

　このトライアルは〝ハイポセシス〟の可解点を見つけるために用意した。五年かけて、この時のために用意してきたのだ。そんなものに他学派を巻きこむべきではなかった。

〝ハイポセシス〟を可解したい一心だけで、櫻は今日までやって来た。

　バベロニカ解〝ハイポセシス〟が可解対象であることは、五年前に箒ほうき場ば喃なん平ぺいが部分的に証明した。それはすなわち、誰だれにでも可解できる、ということでもあるはずだ。

　疑似テレポートなどという、たった一人の天才が生み出した正体不明の方法などではなく。

　葉よう柄へいが転んでバラ撒まいたセル、などという偶然でもなく。

〝ハイポセシス〟の可解点を暴き出し、セルが到達すれば〝ハイポセシス〟は消え去る。

　自分とメトセラにもできるはずだと、信じた。

　いつかのトライアルで、久しぶりに会った葉柄にも言ったではないか。

「勝ってしまえば、よかろうなのだ……」

　櫻さくらはそう呟つぶやき、シリカ砂によって渇ききった喉を無理やり飲み下す。

　あたりを見回してみる。

　西にし春日かすが学派のバベロニカ野やは、もはや、ボロボロだった。

　オーバルトラックだったあとは微み塵じんも残っていない。砂丘のようなシリカ砂の山と、その表面をでたらめに逃げ惑うセル。そして、湧いては消える大小の、白銀色の蜘蛛くもの脚ばかりだ。

　ひどいことになってしまったが、もうここまで来たら引き返せない。

　物理フィードバックを張れるように備え、櫻はバベロニカ野の明滅に向けて呼びかける。

「メトセラ、可解点はまだ見つからないか？」

　返事のシグナルは、ひどく弱々しかった。かなり近い場所にいる紋様が、消えかかったようにちらちらと応こたえただけだ。

「メトセラ？」

　やはり、返事がない。

　バベロニカ野全域に向けて放ったメトセラは一体どこに消えたのか、ほとんど姿が見えなくなっていた。荒れ果てたバベロニカ野のそこここに、生き残っている気配はある。

　だが、いつものように連携する様子がまるでない。

　それどころか、櫻の周囲に張られた物理フィードバックまでもが薄くなっている気がした。

「まずいな……」

　ここに至って、櫻はようやく気付いた。

　メトセラは広範囲型のセルだ。バベロニカ野の全域にわたって増殖し、どこに可解点があろうとも最速で見つけ出すのがコンセプトだ。

　だが〝ハイポセシス〟もまた大規模型で、それも物理的な実体を持ったバベロニカ解だ。

　バベロニカ野に増殖することが大前提のメトセラは、ここまで徹底的にバベロニカ野を荒らす〝ハイポセシス〟に対して、相当にパフォーマンスを低下させられているのではないか──

　その時。

　メトセラが弱り、物理フィードバックが維持できなくなりかかった櫻に向けて、手近なところにいた脚が振り回された。

「っ、砂が……！」

　弱まった物理フィードバックを展開しながら、四方八方から〝ハイポセシス〟の巻きあげるシリカ砂に櫻は歯ぎしりする。

　物理フィードバックを過信していた。盾にして直接的な衝しよう撃げきを和やわらげたり、跳ね返したりするのには役立つものの、突発的な攻撃にはどうしても反応が薄くなる。そのうえ、砂が降ってきたときのように細かいアクシデントにはまるで役に立たない。

　葉よう柄へいが言っていた通りだ。眼球の保護がここまで重要だとは思わなかった。せめてグラス型やバイザー型のヘッドマウントディスプレイＨＭＤぐらいは用意しておくべきだった。変な味のするＥＭＤは趣しゆ味みではないが、ＥＭＤはこうした状況での防護に役立つというのに、と櫻さくらは今さらながら後悔する。

　そうして、ついに。

　悪化する状況に逡しゆん巡じゆんしている櫻を、頭上のひときわ大きな脚が嗅かぎつけた。

　柱のように太く黒く研ぎ澄まされた蜘蛛くもの爪が、正確に櫻の額ひたいに向けられていた。

　無数の脚は、たわみ、狙いを定め、放たれた後、メトセラが展開した申し訳ばかりの物理フィードバックをやすやすと貫き、ほんのわずかに勢いを殺されつつも、睨にらみつけるような櫻の瞳ひとみめがけて殺到し、そのままひと息に貫こうとした──

　刹せつ那な。

「てめえ今さらあんな蜘蛛相手にビビってんじゃねえぞ沙さ中ちゆう金きん！」

　急に、横合いから飛びこんできた人影がいた。

「いい加減に気張れってんだこの根性なしが──！」

　怒りのこもった声が、びりびりと響ひびきわたった。

「フィードバック、フルパワー！」

　腕ほどもある白銀色の毛とその脚を、驚くほど雑な物理フィードバックでなぎ倒し、へし折れた蜘蛛の脚をちぎり飛ばしながら、人影は櫻に向けて叫んだ。

「何ぼーっとしてやがんだ、八や重え垣がき!!」

　シリカ砂でにじむ櫻の視界に、ここしばらくで見慣れた西春日附属のブレザー姿が映った。

　その目は緑色をしていて、その顔立ちは何度見てもごつごつしていて、五年前よりはずいぶんと成長して変わっている。

　けれどもいつでも怒っているようで、実は心配している。

　その面影だけは、同じだった。

「よう……へい……？」

「生きてるな!?　よし！」

　葉よう柄へいだった。
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　考える暇がなかったのが幸いした。

　エレベーターを降りた葉柄が沙中金をセットした直後、いきなり櫻が襲おそわれているところに遭そう遇ぐうしてしまったのだからこれはもうどうしようもない。

　物理フィードバック越しにふん捕まえた白銀毛むくじゃらの脚を、力の限りぶっちぎって投げてから、葉柄はバベロニカ野やと頭上へ向けて思いっきり呼ばわった。

「沙さ中ちゆう金きん、あの脚に絶対に捕まるなよ！　いいか、いつもみたいに出し惜しみすんじゃねえぞ。俺がいいって言うまでフィードバック張り続けて、死ぬ気で逃げろ！　柳りゆう子こちゃん、八や重え垣がきがいた！　引っぱってくからそのあいだ、沙中金の誘導頼む！」

『手短にね！』

「わかってるよ！」

　怒鳴っている間にも、さっき摑つかんだ蜘蛛くもの脚の、おぞぞぞぞ、という極太の毛の感触が蘇よみがえってきてたいそう気持ち悪かった。それと、脚がちぎれた後に伝わってきたぶちぶきみちち、みたいな感触も忘れたい。

　その気持ち悪さをごまかすためもちょっとあって、葉よう柄へいの声も勝手にでかくなる。

「ったくおまえらいつもいつも手間かけさせやがって、だから言ったじゃねえか、あんなのに手え出すんじゃねえってよ！　柳子ちゃん！　エレベーターはまだ生きてんな!?　八重垣だけ先に上げるぞ！」

　頭の中で、これまでの煩はん悶もんやイライラが似たような回路に接続されたせいか、いつも茅ちヶが沼ぬまに怒鳴っているときのテンプレが口から勝手に出てきて、葉柄は即座に後悔した。

「ようへい」

「んだよ、文句は後で聞いてやるよ！　黙ってねえと力ずくでも上に──」

　袖そでを引っ張られ、葉柄は何があってもいうことを聞かせるモードで力いっぱい振り返った。

　櫻さくらの中身が茅ヶ沼やアホ軍団に近いことはわかっている。どうせ「ここに残る」とダダをこねるか「おまえらって誰だれだ」とか「いつもいつもっていつだ」とかつっこまれるんだろう、などと思っていた葉柄は、思わず言葉を飲みこんだ。

「すまない」

　とんでもないことになっていた。

　櫻は、瞳ひとみいっぱいに涙を溜ためていた。

「ようへい。あの蜘蛛は、ほうきばなん平と、日ひ向むかいの──」

「わかってる。もういいから。後は俺に任せろ」

「すまない、砂が目に入ったのだ」

　シリカ砂のせいだ、と葉柄は思った。セルを構成するシリカ砂はごくごく微細な球状で、基本的に水分を吸収する。目に入ればかなり痛い。

　ＥＭＤも含め、目薬はペーサーの必ひつ需じゆ品ひんだ。バベロニカ野やでのトライアル時だけでなく、葉柄はいつでも持ち歩いている。ポケットを探ると目薬の小こ瓶びんがいくつも出てきた。一つはＥＭＤ、もう一つは剝はく離り剤ざい、そして残った一つが普通の目薬。

　間違わないよう慎重に普通の目薬を選び、櫻に握らせた。

「俺はもともと西にし春日かすがの補欠だからな。メインペーサーのサポートは慣れてんだよ。ほら、目薬点さしとけ。だからＥＭＤでもなんでも使っておけってのによ」

「すまない」

　櫻さくらは、もう一度言った。

　目薬は点さしていないはずである。

　なのにぼろぼろと涙を溢あふれさせながら、櫻は三度言う。

「すまなかった」

「……あ、謝るぐらいなら最初からこんなことすんじゃねえよ」

「五年前、なぜあの時、お前にセルなど渡したのかと悔やんでいた。ずっと」

　泣かれているのと謝られているのとでうろたえた葉よう柄へいは、櫻がなんの話をしようとしているのかまったくわからず、また狼ろう狽ばいする。

「さ、沙さ中ちゆう金きんがそんなに大事だったのか？　それならやっぱ後で返してやるから──」

「ちがう」

　頭を振って、櫻は抵抗した。

「あの時、私があのセルさえ渡さなければ、こんなことにはならなかった」

「……どういうこった？」

　葉柄の声に、櫻は一いつ瞬しゆん、その端正な顔をひきつらせ、戸惑いの表情を浮かべ。

　意を決したように、口を開いた。

「バベロニカ野やで、葉柄が大量のセルをばらまいたと聞いた時から、ずっとそのことが頭から離れなかった。私のやったセルがなければ、こんな事にはならなかったのではないか。箒ほうき場ば喃なん平ぺいも、日ひ向むかいの娘も、死なずに済んだのではないかと」

　もろもろと、弱くなった組織が剝はがれ落ちるかのように、櫻は紡つむぐ。

「葉柄も」

　まるで懺ざん悔げかなにかのように。

「葉柄も、何も失わなかったのではないか。学派に監かん視しされることもなく、西春日のペーサーになることもなく、普通に暮らしていられたのではないかと。私が、あんなセルを渡したせいで〝ハイポセシス〟が現れ、葉柄から全てを奪っていったのなら──」

　流れる涙を拭おうともせず、櫻は拳こぶしを握りしめ、わななかせた。

「この私が、自らの手で片を付けなくてはならない……！」

「……だから、〝ハイポセシス〟を可解しようとしたってことか？」

　そうして小さく頷うなずいた櫻に、ああ、と葉柄は思う。

　これはよくあることだ。何がよくあるかというと、喃なん平ぺいに関わった人々の反応では、特によくあることだ。たとえば喃平がやらかした多くのとんでもないことを、まるで我がことのように気に病んでしまうのだ。自分のせいで喃平がアホなのではないか、と。あれと同じだ。

　勘違いもいいところだ。

「……んなわけねえだろ」

　一つため息をついてから、葉よう柄へいは訥とつ々とつと口を開いた。

「セルをバラ撒まいたのは俺が間抜けに転んだからだ。そもそも、ありゃぜんぶ喃平が悪い。どう間違っても八や重え垣がきのせいじゃねえよ。喃平がアホだったからこんなことになったんだ。だから、八重垣が謝ることなんてねえ」

　そうして、葉柄はようやくのことで。

　それまで散々怒鳴りっぱなしでひきつった顔に、笑みを浮かべることができた。

「それに俺、あいつの後始末なら慣れてんだよ」

　そんな葉柄の笑顔は、櫻さくらにいったいどう映ったのだろうか。

「な」

「うん」

　それ以上文句も言わず、櫻は一つ頷いて、じっと俯うつむいていた。
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　妙におとなしくなった櫻をエレベーターケージに押しこんで、葉柄は緊急ボタンを押した。

　普段の倍ぐらいのスピードで上昇していくゴンドラの表示を眺めていると、どこかのスピーカーがガコガコ言いながら柳りゆう子この声を届けてきた。

『いい、葉柄!?　今回はトライアルの体裁は取られてるけど、一切関係ないからね。可解点がそもそも存在しないから、ＥＭＤの順位やペースは無視して。それよりも、これ以上〝ハイポセシス〟を暴れさせないことが目的』

　言われて葉柄が振り返ってみると、穴ぼこだらけのバベロニカ野やでは白銀色の蜘蛛くもの脚がさらに殖ふえていた。まともに機能していないシリカ砂の間を、逆さマヨネーズ形態の沙さ中ちゆう金きんが右往左往しながら逃げ回り、削られながらも危ういところでやり過ごしている。

　そんな沙中金を見やりながら、葉柄は訊きいてみた。

「なあ柳子ちゃん、八重垣は〝ハイポセシス〟を解こうとしてたって言ってたけどよ、あいつ一人だけでそんなことできんのか？」

『結構いい線行ってたわよ。五年前のトレースにしては、だけど』

「……マジかよ」

『あの子、メトセラってセル使ってたでしょ。もしあれが〝ハイポセシス〟と干渉しないでいられれば、そのうち疑似テレポートすることになってたかもね。恐れ入るわ』

　舌を巻きつつも、柳りゆう子この声には驚きの色が混じっている。

『幸い、バベロニカ野は今のところ、五年前の部分可解と同じような経過をたどってる。このまま行けば部分可解しちゃって、まとめてどこかに消えてなくなるはずよ。葉柄は、それまで〝ハイポセシス〟の動きを最小限に抑えて。櫻ちゃんが食い止めてたぶん少し数も減ってると思うから、なんとか沙さ中ちゆう金きんと二人で時間を稼かせいで』

「おうよ、任せとけ」

　答えながら葉よう柄へいが見やると、沙中金はまだひらひらと、涙滴型の形を保ったまま蜘蛛くもの脚をかいくぐって逃げ回っていた。騎き士しや盾のおっちゃんのような耐久力はないものの、下手に受けて立とうとしない分だけ沙中金はまだまだ生き延びそうだ。

　トライアルでは根性なしなのに、こういう原始セルゲームに近い条件だと案外しぶとい。

「……そういやああいつ、脚はねえけど、ギリギリのクソ粘りだけは得意だもんな」

　とはいえ、時おり〝ハイポセシス〟の爪先が沙中金をとらえつつあった。

　櫻さくらを脱出させるため、葉柄にも物理フィードバックを回しながら沙中金は立ち回っていたようだったが、そろそろ厳しくなりそうだ。

　沙中金と合流に向かった葉柄の背後で、スピーカー越しに空くう子こがぎゃーぎゃー叫んでいる。

『柳りゆう子こちゃん！　あたしも葉ちゃん助けに行く！』

『あんたは駄目。日頃の行いがいざという時に裏目に出るってこと、よーく覚えておきなね』

『なんで!?　また葉ちゃんだけずっこい！　湧ゆう子こちゃんもなんとか言ってやってよ！』

『大丈夫よ空子。葉柄くんならなんとかしてくれるわ』

　ふぎぎぎぎ、というよくわからない歯ぎしりが聞こえ、空子の声が明後日に響ひびく。

『湧子ちゃんの馬鹿ああ！　柳子ちゃんのボケええ！　もーいい！　もー知らないもん！　二人ともぶっといシワ増えろ！　肥えてパンツのゴム伸びろ！　ちちが背中の肉になれ！　お正月のいっちばん高い福袋にうんこみたいな服入ってろ！』

　緊張感、という概念はないのだろうか。

　ぎゃー！　と空子の世にも恐ろしい呪のろいを漏れ聞かされ、葉柄は思わず苦笑する。

「ったく、こっちは修しゆ羅ら場ばだってのによ……」

　時間を稼げと言われても、正直、どうしたものかと思う。

　改めて見渡してみるまでもなく、バベロニカ解の〝ハイポセシス〟は異質だった。

　日頃、スタジアムのように整然としたバベロニカ野やは、シリカ砂をほじくり返されて見るかげもない。その穴ぼこのあちこちにまるで巣を作っているかのように白銀色の脚が蠢うごめいている。見上げればさらに大型の脚がうじゃうじゃしており、こちらの物理フィードバックが切れる時を今か今かと待ち構えている。これに似た生物など見たこともないが、ウニを表裏逆さまにしてそのトゲを蜘蛛の脚に置き換えれば、いま葉柄が見ているものに一番近いかもしれない。

　本能的には、あまりじっくり観察したくない光景だ。

　近寄ってきた沙中金をＥＭＤで確認してみても、可解点などどこにもない。




　　［BABELONICA TRIALS］




　　　　　　　　　　　　（I）　　　　　　　　　　　　　　　⑬

　　　　　　　　　Continuum Hypothesis




　そんな〝ハイポセシス〟を見やりつつ、それにしても、と葉よう柄へいは呟つぶやく。

「殻からの内側に脚が生えるってのは、一体どういう理屈なんだ？」

『あーあれね。ときどきある内向きのクラスター水晶みたいなもんよ。一応〝ハイポセシス〟もセルの一種だから、鉱物の性向を持ってるのね。シリカ砂からも脚が生えてるでしょ』

　と柳りゆう子こはこともなげに言うのだが、葉柄はあまり納得できない。

　鉱物がエビカニ昆虫じみた脚を生やす、というのがそもそもおかしいのではなかろうか。

　ぶおん、と不意打ちのように足元に近寄ってきた蜘蛛くもの脚を物理フィードバックでいなしながら、葉柄はぼやく。

「……こんなわしゃわしゃ毛の生えた水晶があってたまるかってんだ」

『ほら、逃げて逃げて！　もうちょっとしたら部分可解が始まるから』

「部分可解になると、どうなるんだ？」

『たぶん、テレポートすると思うけど、詳しいことはわからないわ。もしかしたら何か変わったことを仕掛けてくるかもしれないから、その時は迷わず戻ってきて』

「了解」

　頭上に不ふ穏おんな雰囲気を感じた葉柄は、飛びすさりながら、沙さ中ちゆう金きんからバベロニカ野やを通じて流れこんでくるフィードバックの塊かたまりを、盾のようなイメージで掲げる。

　直後、白銀色の脚が降ってきた。金属同士が激しく衝しよう突とつしたときのようなスクラップ音を響ひびかせて、いくらか派手な火花も散った。それ以外の物理的な衝撃はすべて葉柄からバベロニカ野へ、沙中金へとフィードバックの形で流れこみ、しっぽをちょっぴり削られた沙中金がもがくようにして吹っ飛んでいく。

　沙中金にとってはその程度でも、物理フィードバックなど一切ない〝ハイポセシス〟には激突のダメージがそのまま出ていた。その脚の爪先は、無残にひしゃげ、バベロニカ野に突き刺さったあとはその勢いと自じ重じゆうだけで、とんでもない質量がベキベキベキと潰つぶれていく。

　まともに喰くらえば、たぶん死ぬ。

　トライアルの時とは何もかもが違う「戦闘」に、あらためて葉柄は肝きもを冷やした。

　なにしろトライアルでは接近戦といっても制限がある。基本的にすべての学派が演算成果を共有している以上は、よその学派の邪じや魔まをすると、自分のセルにも影響が出るからだ。中には空くう子このように暴れすぎるペーサーもいるが、そういうのが排除されるのもこのためだ。

　そうした手加減を一切せず、葉よう柄へいは物理フィードバックを振りかざす。そのたびに、蜘蛛の脚がちぎれ、へしゃげ、シリカ砂の海に還かえっていく。

　普段と異なる展開をしているうちに、葉柄は、物理フィードバックが研ぎ澄まされていくのを感じていた。

　物理フィードバックは、ペーサーの意志で自在に変化させられる。トライアルでは身の回りに展開するのが一般的だが、大型の刃物のように薄く、硬度を持たせることだって出来る。

　葉柄には演算なんて難しいことはわからない。だが、殴り合いということなら話は別だ。大おお井い寺でらのゴリラを相手にした時とは根本的に違う状況だというのに、そのフィードバックの使い方は少しだけ似ているような気がした。

　思い切り、ぶちのめす。

　超能力のような曖あい昧まいなものではなく、ただの凶器として物理フィードバックを展開させる。

　そうして葉柄は、自分と沙さ中ちゆう金きんに迫る〝ハイポセシス〟の群れを、呼び込み、逃げ延び、ドッグレースのラビットのように引きつけながら、ただひたすらに時間を稼かせぎ続けた。

　そうしてどれぐらいが過ぎた頃だろうか。

　さすがに疲労の色が濃くなってきた葉柄の耳に、声が聞こえた。




『　　　た　　　す　　　け　　　て　　　』




　思わず息をのむ。

　目の前で蠢うごめく蜘蛛の脚、その寄せ集めが人の言葉を発していた。

　バベロニカ解が〝お嬢じようさん〟の声を模も倣ほうしている──そう理解した瞬しゆん間かん、葉柄の全身に変な汗が噴ふき出してきた。

『無視して、葉柄！　〝ハイポセシス〟は五年前のことをなぞってるだけよ！』

「わかってるよ、柳りゆう子こちゃん……」

　耳に突き刺さる柳子の声に、葉柄はようやくのことで気を取りなおす。

「……ばーか。〝お嬢さん〟は、喃なん平ぺいが地球の裏まで吹っ飛ばしたんだよ、五年前に」

　毒づきながらも、葉柄の呼吸が速くなっていく。

　思い出す。

　日ひ向むかい家けの〝お嬢さん〟は、意い思し疎そ通つうに問題があることで近所でも有名な人だった。許嫁いいなずけの八や重え垣がき教授ですらまともに言葉を交わすことがなくて、だからこそ喃平が割って入ることができたのだ。時々、よくわからないことを囁ささやいているのを見たことがあるが、それ以外はほとんど話すことのない人だった。絵本に出てきそうなぐらい美しく、そのくせいつもふわふわとして、つかみどころのない〝お嬢さん〟だった。だからこそ葉よう柄へいは、駆け落ちなんていう馬鹿な試みにも手を貸すことにしたのだ。

　そうだ。たすけて、じゃないはずだ。

　あの時〝お嬢じようさん〟は、そんなことは頼まなかった。

　──殺して。

　それが、彼女の、最後の望みだったはずだ。

「……裏返したウニのくせに〝お嬢さん〟の真似してんじゃねえよ」

　大きく一つ息を吸って、やっと気を落ち着かせる。

「そんなぐらいで、俺が慌あわてて逃げ出すとでも思ってんのかよ……!!」

　そうして葉よう柄へいが、怒りを糧かてに物理フィードバックを叩たたきつけようと用意した、その時。




『　　　や　　　あ　　　　』




　また、声が聞こえた。




『　　　　よ　　　　う　　　　へ　　　い　　　　』




「な、喃なん平ぺいか……？」

　落ち着いたはずの葉柄の頭から、大事なことが根こそぎ消えた。

「……喃平、お前、どこにいんだ……？」

　どくんどくん、とうるさいぐらいの鼓こ動どうが耳の後ろを流れていく。

　あたりを見回しても、毛むくじゃらの蜘蛛くもの脚しか見当たらない。喃平の声を出したのがどの蜘蛛かわからず、葉柄は狼ろう狽ばいする。〝お嬢さん〟と喃平の声を出した蜘蛛には物理フィードバックを喰くらわさないようにしないと、と考えている自分に気付き、慌てて頭を振る。

　混乱していた。

「……なに勝手に死んでんだよ喃平、天才だかなんだか言われたってお前、本だってろくに読めねえじゃねえかよ、ふざけんな、俺がどんだけ苦労したと思ってやがんだ……」

　すっからかんになった葉柄は、声の主を捜さがす。

　こっちからは声がしなかった、とわかる方向に物理フィードバックを展開して、蜘蛛の襲しゆう撃げきを牽けん制せいしながら、葉柄はどこでもない方へと呼ばわった。

「帰ってこい、帰ってこいよ。怒らねえから、なあ」

『葉柄、聞いちゃだめよ！　そいつはただ真似してるだけ！』

「大丈夫だ。わかってるよ、柳りゆう子こちゃん。喃平が生きてるわけねえんだ……でも、でもな」

　自分が何を言っているのか、どれほど混乱しているのかはわかっていた。けれども頭の中で、大事なことの整理がつかなくなっているのもまた、わかる。今すべきことは、蜘蛛をあしらって時間を稼かせぐこと。喃平はとっくの昔に死んでしまって、もういない。〝お嬢さん〟は蜘蛛に喰われた。だから蜘蛛くもから〝お嬢じようさん〟の声がしたって不思議ではない。蜘蛛の相手に集中しないといけない。

　でも、もしかしたら、と葉よう柄へいは思う。

　その蜘蛛の中には、喃なん平ぺいもいるのかもしれない。〝お嬢さん〟が喰くわれてしまったのなら、まだ見つかっていない喃平の半分もまた、蜘蛛の一部になり果てたのかもしれない──だとしたら。

　息が苦しい。

「もし何かの間違いで生きてたら、一発殴っとかないと、腹の虫が収まらねえんだ……！」

『やめなさい、葉柄！』

　今なら葉柄にも、いつかゴリラが怒鳴っていた気持ちが少しわかる。元凶を殴れば丸く収まるという、あれは結構、正しいのだ。

　殴っておかないと気が収まらない。

「どこだよ、喃平。覚悟しやがれ……」

『葉柄、後ろ！』

　柳りゆう子この声にはっとして、振り返ったときにはもう、遅かった。

　眼前に迫る蜘蛛の爪を見据えながら、葉柄は、自分の物理フィードバックが間に合わないことを悟った。

　その最さい期ごの瞬しゆん間かん。

　葉柄の視界の隅に、サファイヤとエメラルドとルビーの輝かがやきが瞬またたいて──




　目の前で、蜘蛛の爪が止まっていた。




　高速回転する超硬合金の錐きりが鋼鉄板でも穿うがったかのように、ギリギギリギリリギギギ!!　と至近距離で火花が散った。

　目視できるほどの強力な物理フィードバックが、蜘蛛と葉柄の間に立ちはだかっていた。

　直下のバベロニカ野やから一本の腕が生え、ペーサー特有の疑似体が発生する気配がした。

　そうして、よっこらしょ、とまるで天窓か何かから身を乗り出すようにして。

　三み十そ路じ過ぎのくせにまるで高校生にしか見えない童顔、柔らかな髪を揺らしながら。

　そいつが生えてきた。

　ただし、上半身だけ。

「なんぺい……」

　半分だけの箒ほうき場ば喃平は、葉柄の声など聞こえていないようだった。

　馬鹿のような、疑うことを知らない笑顔のまま、箒場喃平はサファイヤとエメラルドとルビーのセルを介して、あっさりと物理フィードバックを展開した。

　呆あきれるほど巨大な、腕の形をした物理フィードバックだった。

　そいつが、直上にいた一番大きな蜘蛛くもの脚を握りつぶした。それだけでは飽きたらず、バベロニカ野のすべての穴ぼこから大小無数の腕が生え、蠢うごめいている蜘蛛の脚にとりついてめきめきめきと破は壊かいを始めた。

　葉よう柄へいは、この光景に見覚えがあった。

　五年前と同じだった。

　身動き一つしなかった箒ほうき場ば喃なん平ぺいが半身をちぎられながらも試みた、最後の悪あがき。

　どこかで再び、あの声が聞こえる。




『ぎ』




　その声は〝ハイポセシス〟が発しているのか、それとも別の理屈で聞こえているのか、葉柄にはわからなかった。

　ただ穏おだやかなその懐なつかしい響ひびきに、バベロニカ野や全域のセルが発光を始めた。

　蜘蛛の脚に追われて逃げ惑っていた沙さ中ちゆう金きんが、今度は発光の狭間で右往左往している。

　その狭間のどこかで白いドレスの裾すそが、ふわり、と翻ひるがえった気がした。




『じ』




　てれぽーと、という声は、最後まで聞こえなかった。
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　なにもかも、とまでは言わないが、五年前と一緒だった。

　蜘蛛の脚が吹き飛ぶように姿を消し、後には、葉柄と沙中金以外になにも残らなかった。

　けれどその寸前、葉柄は見たのだ。

　可解の瞬しゆん間かん、喃平と〝お嬢じようさん〟が手を取り合って、幸せそうにどこかへと向かっていた。

　櫻さくらが言っていた。バベロニカ野には無限のセルがいるのだから、喃平や〝お嬢さん〟とそっくりなセルだってどこかにいるはずだ、と。

「……馬鹿野郎。言ったろ、そんなのはテレポートじゃねえって。ここではないどこかで幸せに暮らすなんて、心中みたいなもんじゃねえか」

　無限のバベロニカ野のどこかでは、あの二人は元気でやっているのかも知れない。

　幸せになれた喃平と〝お嬢さん〟がいるのかも知れない。

　天国みたいな場所が、あるのかも知れない。

「八や重え垣がきの言ってた通りだ。やっぱお前、雑なんだよ。半分見つかってないからって、残りの半分だけ出てきやがって。なんだそりゃ。ふざけんな」

　実体なのか疑似体なのか。

　セルなのかバベロニカ解なのか。

　生きてるのか死んでるのか。

　テレポートなのかコピー＆ペーストなのか。

「なんもかんもぐっちゃぐちゃのまま居なくなったと思ったら、また出てきやがって。そのくせ出てきたと思ったらまたテレポートしやがって。半分なのはわかったけど、どこ行ったんだよお前。どっちなんだよ。いい加減にしろ。死んだんならちゃんと死んでろ馬鹿」

　たった一人だけ、穴ぼこだらけになったバベロニカ野やに取り残され、ひたすら文句を並べたてながら、葉よう柄へいは思う。

　喃なん平ぺい相手にそんな文句を言ったって、無駄なことぐらいわかっている。

　五年も前から、ずっとわかっていたことだった。

「もしかしてお前、また〝ハイポセシス〟をトレースしたら出てくんのか？　勘弁しろよ。俺はもう手伝わねえからな。蜘蛛くもになった〝お嬢じようさん〟連れて、今度こそどこへなりと行け。そんでもう二度と帰ってくんな。いいな、わかったか」

　五年前と同じことを言いながら、葉柄は悪あく態たいをつく。

「……ばーか」

　シリカ砂が目に入ったわけでもないのに、ぽたぽたと流れる涙を拭ぬぐいながら。

　葉柄の口が、声にならない声を紡つむいだ。




　──幸多かれ。













　　　post Sequence　　またあおう







　茜あかね色いろに染まったサークルトラムの地上駅は、今日も閑かん散さんとしていた。

　学派の研究者と地元民がほとんどを占める西にし春日かすが市しでは、帰宅ラッシュという言葉にはとんと縁がない。もともとサークルトラム西春日駅は、西春日学派に用がある場合の最寄り駅でしかないのだ。地元の人も都会に出るときぐらいにしか使わない。

　そんなひと気けのないホームで両手でひさしを作り、彼方を眺めていた櫻さくらが声を上げた。

「おお、見ろ葉よう柄へい。ぐるぐる巻きだ」

　そう促された葉柄は、櫻が指さした先を見やってみる。

　西春日外縁にある排気塔だった。

　もっとも、あの特徴的な尖とがった近未来的なデザインは見ることができない。その代わり、すっぽりと建設会社のロゴの入った大きなシートに包まれて「整備中」と大書してある。

　それのなにが面白いのか、くっくっく、と櫻は笑う。

「さすがに、あれでは寿司には見えないぞ」

「……最初から寿司じゃねえよ」

　なんか前にも似たようなやりとりをしたな、とおぼろな記憶をひっくり返しながら、葉柄は時刻表を見上げていた。どの時間帯もほとんど変わらないすっかすかのダイヤで、次の電車がくるタイミングが実にわかりやすい。

　まだ時間があることを確認しながら、葉柄は、見た目だけならお嬢じよう様さまのような同行者へと胡乱うろんげな視線を向けた。

　櫻は、最初のトライアルで見たときの、白いワンピース姿だ。レースのカーディガンや麦わら帽子や日ひ傘がさ、普段着ていた制服なんかはすべて別の荷物で送ってしまったらしい。セルが詰まったあのトランクケースも見当たらなかった。

　まったくの手ぶら、というノーガードっぷりに嘆息しつつ、葉柄は排気塔を示しやる。

「前から聞きたかったんだけどよ。お前、一体どういう基準で寿司とか寿司じゃねえとか言ってんだよ。シートが巻いてあったら、それこそ巻き寿司とかじゃねえのか？」

「？　葉柄は、時々よくわからんことを言うな」

　うん？　と首をかしげながら、櫻は不思議そうに葉柄を見やる。

「回っているから寿司に見えるのだ。回っていなければ、寿司ではないだろう」

「……まあ、今は確かに、排気塔は回ってねえけどよ」

　もしかしてこいつ、回らない寿司を見たことないんじゃねえのか。

「そんでも、あんなビルが寿司に見えるってことはねえだろうよ」

「？　だから、寿司に見えないと言っているのに」

「うるせえもういいわかったよ」

　しっしっ、と追い払うように手を振って、葉よう柄へいはこの話題を切り上げた。

　そもそも排気塔を寿司だと主張するような奴やつと、寿司の定義についてまともに話をしてはいけない。茅ちヶが沼ぬまを相手に貞てい操そう観念や恋愛観を質ただすようなものだ。

　ため息をついている葉柄をよそに、櫻さくらは再び排気塔へと目を向けた。

　西にし春日かすが市しの外縁に立ち並ぶ排気塔は、その一部にシートが巻かれつつも、半分ぐらいは通常通りもくもくと水蒸気をたなびかせている。

「排気塔があの程度で済んでいるということは、沈降機構へのダメージは思ったほどではなかったようだな」

「外側はな。肝心のバベロニカ野やは〝ハイポセシス〟のおかげでぼろっぼろだ。今日も柳りゆう子こちゃんと湧ゆう子こさんが並んで頭抱えてたぞ」

　シートが巻かれた排気塔は、先のハイポセシス・トライアルで出た被害の一いつ環かんだ。難題可解の際に過大に発生したシリカ砂が逆流したために、調整中になっている。排気塔は本来、シリカ砂をなめらかに回転させるために水量を流量調整するものだが、通常の倍ほども押し寄せてきた厖ぼう大だいなシリカ砂には対応しきれなかったのだ。

　もっとも、そんな西春日沈降機構の苦労など知ったことではないように、櫻はうむうむと満足げに頷うなずいている。

「なあに、我が学派も再建に協力すると言っているのだから、ちょちょいのちょいだ」

「お前んとこと共同検証したんだから、西春日もそうでなきゃ困るだろうよ」

「それだ」

　ふん、とどこか不満げに鼻を鳴らし、櫻は面白くなさそうにホームを蹴け飛とばした。かなりゴンゴン蹴っていて、編み上げサンダルの底がもげないか、葉柄はちょっと気が気でない。

「あそこまで追い詰めたのにまたしても部分可解とは、癪しやくだな」

　あれから、数日が経たっていた。

　この間、葉柄が柳子や湧子とのデブリーフィングで聞いたところだと、結局のところ〝ハイポセシス〟の再現検証実験は再現のみに終わった、らしかった。

　ハイポセシス・トライアルでのめぼしい成果はほとんどなかった。唯一の収穫は五年前のトレースが詳細にできたことにより、今後のトライアルで再び〝ハイポセシス〟が現れる可能性が低くなった、ということぐらいだ。〝ハイポセシス〟が現れた場合の被害は大きく、今後のトライアルでは最優先で避さけなければならないバベロニカ解だ、とあらためて確認された。

　もっとも、再び〝ハイポセシス〟が現れた場合にも、箒ほうき場ば喃なん平ぺいの部分可解や疑似テレポートもまた現れる可能性が高い。このため〝ハイポセシス〟の危険度は以前ほどではなくなった。ヒルベルト難題の第一である〝連続体仮説コンテイニユアム・ハイポセシス〟がある程度無害化されたことは、バベロニカ野や研究にとって大きな前進が見込めたことになる──

　──などという話をまともに聞いていては身が保もたないので、葉よう柄へいは最近、日ひ向むかい家けにはできるだけ近づかないようにしているのだった。

「まったく、おかげでいちいち嵯さ峨が野のに報告に帰らねばならん」

　ぶつくさと文句を言い、ひとしきりホームを蹴け飛とばしてから、櫻さくらは顔を上げた。

　オレンジ色に傾いた陽光の下、にか、と屈くつ託たくのない笑顔を向ける。

「世話になったな」

　櫻は、臨時編入という立場を解かれ、嵯峨野に帰ることになった。

　表向きは所定の期間が終わったため、ということになっていたが本当のところは違う。

　櫻は『ハイポセシス』をトレースするだけでなく、自力で可解しようとしていた。それがきっちりバレたのだ。

　いくら事なきを得たとはいえ、よその学派のバベロニカ野やを潰かい滅めつ寸前まで追い込んだ。落とし前はつけなくてはならない。あわれ嵯峨野学派第二分室⑰はその短い生涯を終え、櫻は嵯峨野学派に舞まい戻ることになっていた。

　葉柄は、その見送りに来ていたのだった。

「そうだ八や重え垣がき。お前、こいつ忘れてったろ」

　大事なことを思いだし、葉柄は慌あわててポケットを探り出した。

　群ぐん青じよう色いろと藍あい色いろの中間ぐらいの、深い色をしたブルーの結晶。沙さ中ちゆう金きんとはまた違った構造なのか、内部では見慣れない紋様がきらきらと渦巻いていた。

　その輝かがやきに傷一つついていないことに、ここまで慌ててやってきた葉柄はほっとする。

「メトセラを助けてくれたのか。恩に着る」

「お、俺はただ、バベロニカ野から引っ張り上げてきただけだぞ。こんな奴やつが転がってたんじゃ危なっかしくて、おちおち再建も出来ねえって柳りゆう子こちゃんが言うから」

　手のひらにメトセラを載のせてやると、櫻はしばらくそのままじっと見つめていた。

　そうして、なにかまずいことでもあったのか、と葉柄が訝いぶかり始めた頃になってから。

　ようやくぽつり、と櫻は呟つぶやいた。

「──礼をしないといけないな」

　その櫻の言葉に、なんだそんなことか、と葉柄は安あん堵どした。

「餞せん別べつでもやりたいところだが、あいにく持ち合わせがない」

「ずっと前に沙中金もらったろ。あれで充分だ。あんなのがもう一個いても困るしな」

　そう気楽に答えていた葉柄だったがしばらくすると、なんだか変だ、と思い始めた。

　最初、櫻はワンピースのポケットをひっくり返していた。といっても、手ぶらの櫻にはワンピースいっちょしかないので、ハンカチと財布ぐらいしか出てこない。

　その内容が不満だったのか。

　ややあって、櫻さくらは自分の身体を探り始めた。胸元から手をつっこんでみたり、スカートの裾を裏返してみたり。そんなところに何かあるわけないだろう、というようなところをあっちこっちひっくり返しては、そのたびに肩を落としている。もしかしたら、普段はどこかに何かを隠し持っていたりするのかもしれないが、それにしてもここは駅のホームである。お嬢じよう様さまみたいな格好をしたやつがやることではない。

　もしかしてこのまま放っておいたらとんでもないことになるのでは、とさすがに葉よう柄へいも恐くなってきたところで、櫻が唐突に聞いてきた。

「このサンダルなんかどうだ？」

　ずい、と突き出された脚と、きめの細かそうなふくらはぎを眺めながら、葉柄は思う。

　もしかして。

　今まで妙にごそごそしていたのは、メトセラのお礼とやらを探していたのだろうか。

「……履はき物なしで、お前はどうやって帰るんだよ」

「よし、ではトランクをやろう。中のセルごと大サービスだ」

「……で、そのトランクはどこにあるんだよ」

「おお。そういえば、昨日嵯さ峨が野のに送ってしまったな。失敗しっぱい」

　いったい何をしているのかと思ったら。

　長いながいため息をつき、合点のいった葉柄はようやく言い返すのが精一杯だった。

「あんな高価そうなセルいっぱい貰もらっても、ろくに使いこなせねえよ。第一、柳りゆう子こちゃんに怒られるだろうが」

「ではいったい何がいい？　困ったな」

　──いらねえってのに。

　再びホーム上でごそごそし始めた櫻を見やりながら、葉柄は言いようのない不安を覚えた。

　例えば、アホ軍団がいくら群れてたところで葉柄は不安を感じたりはしない。連中はアホだが、やること自体の想像はつくからだ。茅ちヶが沼ぬまや空くう子こは予想外の行動を取ることも多いが、それでもまったく予測不能というわけではない。元々がアホっぽいぶん諦あきらめもつくからだ。

　だが、この八や重え垣がき櫻は危険だ。

　なまじ頭が良さそうだったり見た目が良かったりするぶんだけ、ある意味では茅ヶ沼や空子よりもよほど危ない。やってることの唐突さは茅ヶ沼や空子とほとんど同じだ。

　こんな奴やつ、放っておいたら何をするかわからない。

　いやそれどころか、もしかしたら、ひょっとしてだが。

　こいつ、ほんとはアホなのでは。

　そんな空恐ろしい結論に身を震ふるわせながら、電車はまだ来ないのか、と時刻表を見上げた葉柄の気持ちを知ってか知らずか。

　ふいに、櫻さくらが「おおそうだそういうことにしよう」と言い出した。

「我が嵯さ峨が野の学派にはとっておきがある」

「とっておき？」

　お前いま「そういうことにしよう」とかなんとか言ってなかったか。

　そんな懸け念ねんを言い出せない葉よう柄へいに対し、ぽん、と胸元を一つ叩たたき、櫻はふんぞり返るぐらい大いばりで言った。

「私だ」

「……ああ、そう」

「遠慮はいらない。これは感謝の気持ちだからな」

　ほれ、と両手を広げた櫻は、満面の笑みで葉柄を手招く。ちら、ちら、とせっつくように開けた薄目が、早く来いと言っている。

　ハグしろ、抱きつけ、という意味らしい。

　無茶言うな。

「なんだ、どうした？　いらないのか？」

「……気持ちだけ受け取っておいてやるよ」

　いくら利用者が少ないとはいえ、公共機関の駅舎で女の子に抱きつけるほどの肝きもっ玉たまを、葉柄は持ち合わせていなかった。

　いつまでたってもやってこない葉柄の様子に、櫻はちょっと肩を落としたようだった。

「そうか。受け取ってもらえないなら仕方ないな」

「おう」

　当たり前じゃねえか、と葉柄が文句を言いかけた時、遠くからガタンゴトンと車しや輌りようの近づいてくる気配がした。不思議に思った葉柄は改めて時刻表を見やったが、次の電車が来るまでにはもう数分あるはずだった。

　アナウンスもないままやってきた列車には、行き先表示に「回送」とあった。

　ホームに滑り込んでくる回送列車を見やりながら、櫻は、ふむ、と重々しい口調で呟つぶやく。

「では、こうしよう」

　列車に気を取られていた、葉柄の首に腕が回された。

「な、なんだ──」

　気が付くと、至近距離に櫻の顔があって、葉柄は思わず固まった。

　後頭部をつかまれ、引き寄せられ、その長いまつげの一本一本が見えるまで近寄ってきた櫻の顔がすっと逸そらされ、形のいい耳とうなじが葉柄の鼻先をかすめた。

　フローラルの淡い匂いと素肌の熱が、薄いワンピースごしに伝わってくる。

　ほんの少し熱い櫻の吐息が耳朶じだにかかり、葉柄の脳のう髄ずいを痺しびれさせるかのようにくすぐった。

　おかげで、理解が遅れた。

「次に来るときは、晴れて西にし春日かすがの生徒だ」

「……は？」

「楽しみにしておけ」
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　ぽかんと口を開けた葉よう柄へいの目の前で回送列車がブレーキを軋きしませて止まり、ぶしゅーっと自動扉を開けた。乗降客は一人もないが、車内灯はしっかり点ついている。

　葉柄から身体を離した櫻さくらは、放心したままの葉柄の手を摑つかみ、ぶんぶんと振った。

　昔にも同じことがあったような気がしたが、葉柄の頭は半分麻ま痺ひしたように動かない。

　どこから突っこんでいいのかわからなかった。

「また会おう」

　そうして、脱力した葉柄の手を離した櫻はもう一度、にっ、と大きく顔をほころばせ──

　まったく躊ちゆう躇ちよなく、回送列車に乗りこんでいった。

　白いワンピースの裾が翻ひるがえり、するりと車内に入りこむのをまるで待っていたかのように、自動扉が閉まった。その扉向こうの櫻の笑顔と、ひらひら振られている手が、がたんと一つ揺れ、するすると動き出す。

　そこまでして、ようやくのことで葉柄は正気に戻った。

「ちょ、ちょっと待ておい！　さっきのはどういうことだ!?」

　もちろん、誰だれも待ってくれなかった。

「おい！　八や重え垣がき！　おいってば！」

　遠ざかる回送列車と併走しながら叫んでいる葉柄を、数少ない利用客が見やっている。列車のおでこの「回送」という表記に気付いてか、おかしそうに笑っている人もいた。おそらく、回送電車に乗ろうとして焦っているようにも見えたのだろう。

　遠ざかっていく列車を息を切らしながら見送った葉柄は、呆ぼう然ぜんとつぶやく。

「……冗談だろ」

　その時。

　ふいに、どこかでサイレンが鳴った。





＊＊＊＊　　退たい　　避ひ　　勧かん　　告こく　　＊＊＊＊






　広告表示が切り替わり、入れ替わりに黄色と黒の警告が彩る。到着列車の表示も改札もばしばし通行止めのマークに取って変わられ、順路指示の矢印がピカピカと自己主張している。

　遠くに見える外縁では、排気塔がいくつか、大量の水蒸気を吐いていた。シートの巻かれた排気塔は水蒸気こそ吐き出さないものの、一体となって回転を始める。

　トライアルが、始まろうとしていた。

　その退避勧告を見つめながら、葉柄は呟つぶやいていた。

「……どういうこった？」

〝ハイポセシス〟によってボコボコになった西にし春日かすが学派のバベロニカ野やで、一体どんなトライアルに参加するつもりなのか。

　柳りゆう子こが無茶をしているのか、それとも空くう子こあたりがまたダダをこねたのか。

　あるいは、もしかしたら、またなにか別の緊急事態が起こるのか。

　こればかりは、バベロニカ野に行ってみないとわからない。

「……どいつもこいつも懲こりねえな、まったく」

　そう言うと葉よう柄へいは改めてため息をつき、胸元からペンダントチェーンを引っぱり出した。

「行くぞ、沙さ中ちゆう金きん」




　夕暮れのグラデーションが覆おおう、赤みがかった空の下。

　クリアイエローの鈍い輝かがやきが、小さく、瞬またたきを返してきた。













　　　あとがき







　Ｊ・Ｌ・ボルヘスの『バベルの図書館』は、コンピュータ科学でも情報量や計算可能性の例として取りあげられるぐらい、その筋すじでは割とメジャーな短編です。

　この話のミソは作中でもちょいちょい触れてますが、要するに「〝すべて〟の本を集めたら〝無限〟にあるのと一緒」というあたりですね。

　数を数える場合、いちにーさんしーごーろく以下略って数えていったらどこまでも無限に数えられます。だけど、それって「数は無限に数えられるなあ」ってぼんやり考えるより、全部まとめて考えた方がよくない？　「０から９までの数だけでできてる」とか「全部の数が同じような割合で出てくる」とか言い換えた方がいいんじゃない？　みたいな話。そうした話を、不思議な図書館として設定に落としこんでいるのが『バベルの図書館』なわけです。

　もちろん『バベルの図書館』は、ものすごく大きい（25の１３１２０００乗冊ある）けれど有限。なので、もし仮に、いちにーさんしーごーろく以下略と無限に数えていったら無限に本が収められていた、というような「本当の」無限図書館があったとしたら、『バベルの図書館』はその無限図書館よりは確実に小さい。

　ちなみにこの無限図書館、無限と銘打っていますが、収蔵本をいちにーさんしーごーろく以下略と数えられるわけなので、実はそんなに無限でもありません。むしろ無限図書館の中では一番小さい。なので、アレフゼロ図書館とか名前付けて呼ばれるぐらい。

　なにしろ魔界（？）は広いので、[image: √][image: χ]冊とか[image: π]冊とか数えられる本も並んでいるような、もっとでかい図書館がいくらでもあるわけです。つまり『バベルの図書館』とは比べものにならないぐらい大きなアレフゼロ図書館も「アレフゼロ図書館がやられたか……」「だが奴やつは我ら無限図書館の中でも最弱……」などと、他のラスボス級の無限図書館からは小物扱いされているわけですね。なお作中に出てくる〝連続体仮説コンテイニユアム・ハイポセシス〟は、こうしたラスボス級の無限図書館が何人いるか、という問題です。

　四天王ってことはないですね、たぶん。

　で。

『バベルの図書館』が書かれた当時でも、これぐらいのことはわかっていたわけです。

　なにしろダフィット・ヒルベルトがパリ会議で〝ハイポセシス〟を含む二十三難題をぶち上げたのは『バベルの図書館』のさらに四十年ほど前です。本の虫であるボルヘスが知らないわけがない。当然、この難題がなぜ難題か、というのも理解している。『バベルの図書館』でさんざん図書館の有限性を示しておきながら、最後の最後になって「この図書館は無限だ」とか言い出しているあたり、問題の要点はわかってるぞというアピールに他なりません。

　つまり『バベルの図書館』の主旨は、情報量や計算可能性〝ではない〟。

『バベルの図書館』という話は「有限の図書館のはずなのに、よく考えたら無限の本が読めることになってるよ、不思議だねえ」という話です。ボルヘスは、意図的に〝すべて〟と〝無限〟を一緒くたに扱って読者を煙けむにまいたわけです。

　ただ、これは図書館だから許されるものの、現代だともうちょっとヤバい。

　どっちかといったら「メモリにでたらめなビットを並べていったら、どこかで偶然ＰＣ自体がバグる」みたいな話に近い。

　そんな話をそのうち書きたいなあ、と思っていたら、本書ができました。







　海み羽わです。戻ってきました。知ってる人も知らない人もよろしくお願いします。

　次が出せるかどうかは、この本次第です。





海み羽わ超ちょう史し郎ろう
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海み羽わ超ちょう史し郎ろう

１９７９年メッカ大阪にて生。セミの中には素数ゼミといって十三年とか十七年かけて地上に出てくる種がいます。ただし地上では普通のセミと同じく数週間で死んじゃうそうで。諸行無常ですね。ところで僕も十三年ぶりの電撃文庫です。そろそろ死ぬんですか？
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イラスト／ふゆの春はる秋あき

ラノベやパッケージイラスト等で活動するイラストレーター。

最近は炭火での調理に凝っており、焼き鳥、焼きそばなどを作ってはビールの消費が捗る毎日。うなぎを釣って焼きたい。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「海羽超史郎先生」係

「ふゆの春秋先生」係











本書は書き下ろしです。
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バベロニカ・トライアル




西にし春日かすが学がく派はの黄昏たそがれ
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